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はじめに

現在世界の人口は、年2忠前後もの勢いで増加しており、このまま推移すると来世紀初頭には

世界人口は63億人に達すると推定される。世界の陸地面積は限られており、現在でも一 部の国で

はわずかな国内紛争でも飢餓状態に達するほど食糧供給の安定性は乏しく、今後この趨勢はさら

に強まることが予想される。特にアフリカ、南アジアおよびラテンアメリカでの人口増加は急激

で、これらの国々での食糧増産とそれに伴う森林の破壊が深刻化し、地域農業や生活に多大な影

響を与える、水、土、気象などの地域環境や近年問題となっている地球規模での環境の変化がさ

らに憂慮されることとなろう。

日本と関係が深いアジア地域でも、南アジアを中心に人口の伸びは大きく、それにともなって

森林を農地に転換する動きは急で、特に単位可耕地当り人口密度の高い国では転換による地域環

境へのインパクトはきわめて大きい。転換された農地は、既開発農地とは異なり、必ずしも農業

適地とはいえず、単位面積当りの収穫量は低く、いきおい広大な面積の森林が破壊されることと

なる。またこのような国々の多くは、燃料や家畜飼料等の生活資材を森林から確保せざるを得な

く、森林の劣化も著しい。このようなボジティ ー プ・サ ー キュレ ー ションを断ち切るためには人

口の増加速度を下げることは無論のことながら、既存農地の生産性を向上させ、単位面積当りの

人口吸収能を増大させることが求められよう。

一方最近の冷戦構造の崩壊にともない、旧来の計画経済圏諸国の多くが自由経済圏に転換する

動きが強まっている。このような国の多くは計画的な土地利用を進めてきた経緯があり、国土の

乱開発利用が抑えられてきた。そのために森林や農地は比較的好条件に保たれている。しかしな

がらアフリカの一 部の国を見ても理解されるように、自由経済圏に転換するととたんに乱開発が

始まり、農地や森林の荒廃がもたらされることがある。アジアにおいてもヴェトナム、ラオス、

カンボジア、 モンゴルなどが計画経済圏から転換しつつあり、今後十分注目する必要があろう。

このような世界的変化の時を迎え、熱帯農業研究センタ ー は拡大する対応地域への対応および

広範な分野間の連携を現在以上に進め得る体制を確立すべく、新たに水産分野を加え、またその

他の部門についても拡充を図り、1993年10月国際農林水産業研究センタ ー として再編、発足した。

旧熱帯農業研究センタ ー では、熱帯地域の代表的な国の農業特性についての調査研究を行って

おり、アジア地域ではすでに多くの国の情報が得られている。しかしながら、可耕地当りの人口

密度が大きく、人口増加が著しい南アジアの国と東南アジアの旧計画経済圏国家については情報

が十分とはいえない。そこで条件に合う典型的な国としてネパ ー ルとラオスを選び、社会形態、

農業および森林の関わりを調査検討し、内在する問題点を摘出し、あわせて新国際農林水産業研

究センタ ー との共同研究の可能性について検討した。

本報告書は、対可耕地人口密度の高い山岳国での農業と森林を中心とした環境問題、類似の自

然環境を持つが対可耕地人口密度が低い旧計画経済国の今後の農業と林業の動向に焦点を絞った

が、今回の調査には日本国内はいうに及ばず、現地の政府機関や大使館・JI CAの関係者に便宜・

教示を賜った。記して謝意を表する。
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i毎夕い出張幸艮告書

所属機関及び氏名

（調査当時）

1. 目 的

2. 期 間

熱帯農業研究センタ ー

調査情報部 研究技術情報官 大角 泰夫

熱帯農業研究センタ ー

沖縄支所 作物導入栽培研究室長 花田 俊雄

農業研究センタ ー

病害虫防除部 畑虫害研究室長 持田 作

東南アジアの地域別農業の特性解明調査

平成2年1月29日 から 2月13日 (16日間） （大角・花田）

平成2年1月31日 から 2月13日 (14日間） （持田）

3. 調査国名 ネパー ル・ラオス・タイ（大角・花田） ラオス ・ タイ（持田）

4. 日程の概要及び訪問機関名

（大角・花田ネパー ル調査日程）

1 月 2 9 日（月） 成田発、 バ ンコク着

3 0日（火） バ ンコク熱研事務所にてスケジュ ー ル打ち合せ

バンコク発、 カトマンズ着。 大使館表敬

3 1日（水） 食糧農業省農業局にて情報収集

2 月 1 日（木） 森林土壌保全省林業研究開発局林業研究部、 国際山地総合開発研究所にて情

報収集

2日（金） カトマンズからランプールヘ、 トリプバン大学農・畜産学部にて情報収集

3日（土） ランプ ー ル実験農場表敬後、 ポカラヘ。 なおネパールは金曜半日、 土曜休日

4日（日） トリブ バ ン大学林学部にて情報収集、 後カトマンズヘ移動

5日（月） J I CA事務所、 農業局、 国立農業研究サ ー ビスセンタ ー で情報収集、

カトマンズ発、 バ ンコク着
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（全員ラオス調査日程）

2月 6日（火） バンコク発、 ビェンチャン着。 大使館表敬と日程の打ち合せ

7日（水） 農林省本省表敬と情報収集、 タゴン実験農場及びナポック種苗センターにて

情報収集

8日（木） 国立農業研究センター及びサラカム稲作試験場にて情報収集

9日（金） ハドケア種子増殖センター及び森林研修短期大学及びナボック農場にて情報

収集

1 0 日（土） 農林省計画財務渉外局にて情報交換と稲害虫についての講義 1 1日（日）

ビェンチャン発、 バンコク着

1 2日（月） タイ農業局、 F A0バンコク事務所、 CIATバンコク事務所、 カセサート

大学国立生物防除センター、 王室林野局、 カセサート大学林学部などにて交

換と情報収集

1 3 日（火） バンコク発、 成田着

5. 主な面会者リスト

ネパール

西名孝雄（日本大使館、 参事官）

室本高志（日本大使館、 書記官）

故永友政敏(JICA事務所、 次長）

大沢 裕(JICA園芸開発計画プロジェクト専門家）

利光 浩三(JICA園芸開発計画プロジェクト調整員）

Kedar P. Prajapati(Dir., For. Res. Div., Min. of Forest and Soil Conservation) 

Hari P. Gurung(Asst. Dir., Ministry of Food and Agric.) 

Bhola Man Singh Basnet(Dep. Dir., NARSC-National Agric. Res. and Service Center) 

Dr. Santa B. Gurung(Asst. Dean, Inst. of Agric. and Animal Sci., Tribhuvan Univ.) 

Budijeral Bandari (Coordinator, Inst. of Agric. and Animal Sci., Tibhuvan Univ.) 

Dr. Tej Bahadur K. C. (Dean, Inst. of Forestry, Tribhuvan Univ.) 

A. K. Das(Asst. Dean, Inst. of Forestry, Tribhuvan Univ.) 

Dr. E. F. Tacke(D. G., ICIMOD-International Centre for Integrated Mountain Development) 

Dr. Tej Mahat(Agroforestry Officer, ICIMOD) 

Michael S. Philip(Leader, British Mission for Forestry) 

W. Finlayson(lnformation Officer, British Mission for Forestry) 
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ラオス

早川 照男（日本大使館、 大使）

谷口 宏文（日本大使館、 書記官）

安尾 正元(J !CA、個別専門家）

Si taheng Rasphone(Vice Minister, Ministry of Agriculture-Forestry) 

Kou Chansina (D. G.. Dep. of Planning, Ministry of Agriculture-Forestry) 

Alom Thavonesouk(Dep. D.G.. Dep. of Planning, Ministry od Agriculture-Forestry) 

Oudone Sisongkham(Asst. Dir., Int. Coop. Div.. Planning Dep.. Min. of Agric. -For.) 

Viravanh Phannourath(Dep. D.G., NARC-National Agriculture Res. Center) 

Bounl iep Chounthavong(Dir.. Naphok Res. Station-Asst. D. G. of NARC) 

Dr. Hatsadong(D.G., Salakham Rice Res. Station) 

Somboon Keophilavons(Dep. Dir., Plant Protection Div., Salakham Rice Res. Station) 

Phoumi Inthapanya(Rice Breeding Officer, Salakham Rice Res. Station) 

Viengsavah Manivong(Cul tivation Officer. Salakham Rice Res. Station) 

Keo Chanthavong(Dep. Dir., Tha Ngon National Farm) 

Sayamang Vongsak(Dir.. Naphok Seed Center) 

Sovnthone Inthisane(Dir.. Hat Dokkeo Seed Multiplication Station) 

Dr. Phuoy Vongkhamchadr(D. G., Dongdok Technical Forestry Institute) 

Dr. J. V. Dennis(ADB) 

タイ

土屋 晴男（次長， FAQ Bangkok Office) 

Dr. P. K. Saha(Plant Protection Officer, FAQ Bangkok Office) 

Dr. N. Banpot(Dir.. National Biological Control Res. Center, Kasetsart Univ.) 

Kommon Prathong(Dir., National Forest Div., Royal Forest Dep.) 

Choob Khemnark(Prof.. Faculty of Forestry, Kasetsart Univ.) 

キ ー ワ ー ド：国別研究ニ ー ズ、 NARS、農林業動向、 農林業技術動向、 ネパ ー ル、 ラオス

NARS、 Ag r i c u 1 t u r e、 F o r e s t r y、 Entomology

N e p a 1、 La o P. D. R. 
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［ネパールの農業と林業］

I ネパール王国(Kingdom of Nepal)の概要

1．歴史と民族

1)歴史

西暦1990年はネパー ル歴では2046年である。ということは標高1, 3 50m、面積560平方kmのカトマ

ンズ盆地は紀元前から開けていた土地であったことを意味する。現在のネパー ルの領土が確定し

たのは18世紀後半であるが、それ以前のネパ ー ルの歴史はカトマンズ盆地を中心に展開した。し

たがって田舎ではいまでもカトマンズに出かける際には「ネパー ルに出かける」という表現をす

る。

(1)古代：神話時代から4世紀に興ったリッチャビ王国の時代までを指す。リッチャビ王朝は

インドから入った王家で、当初はインドのマガダ王国の属国であったが、4世紀の終わりにマー

ナ・デバ王(Mana Deva)によって独立国となった。

(2)中世： カトマンズ盆地では、 8世紀頃はチベット、11世紀頃はインドの支配権が及んでい

たといわれる。13世紀になってカトマンズ土着の民族であるネワ ー ル族によってマルラ王朝(Ma

lla)が築かれた。現在の王宮を中心とした市街地の形成、発達はこの当時のものである。

(3)近代： カトマンズ西方のGurkaからタクリ族のシャハ 王朝が興り、1769年に東進してネパー

ルの国土統一がなされた。シャハ 王朝初代王のプリテイビ・ナラヤン・シャハ (Pritibi Naraya 

n Shaha)は国土の拡大に積極的で、東西南北に盛んな軍事行動を起こした。以後シャハ 家3代に

よって建国が進み現在のネパー ルの領土が確定した。1846年には宮廷内の政争に乗じて宰相のラ

ナ家が政治の実権を握り、以後100年間ラナ家による専制政治が行われた。ラナ家は世襲のMah

a Rajaという間接的君主制をとり、外国の干渉を避けるため厳しい鎖国政策を行った。

(4) 現代：1940年代に入って民主化を求める動きが活発になり、1951年ラナ家の専制政治は崩

壊し、再びシャハ 王朝のトリプバン国王の王政復古による立憲君主政治に変わった。同時に鎖国

も解かれて開 国した。1959年総選挙によって勝利を得た会議派は内閣を誕生させたが、1960年マ

ヘンドラ国王によって突如内閣は解散され、以後国王の親政によるパンチャヤットと呼ばれるネ

パー ル独自の政治体制が敷かれ今日に至っている。王政復古後第3代目の現ビレンドラ国王は、

1979年 160名以上の政治犯の釈放を行い、同時にパンチャヤットに自由投票制を導入するなど民

主化改革を進めているが、本年2月の市民デモ活動にみられるように、国王親政に対する国民の

批判の声は根強く、政治基盤は必ずしも安定ではない。

2) 民族

ネパー ルは複雑な民族構成より成り立っている。南部のテライ平原は概ねインド系である。以

前はタ ー ル族という原住民がいたが越境したインド人に追いやられ、現在その居住地は内陸テラ

イの一部、 ジャングル地帯に限られている。内テライから丘陵盆地にかけては、かってインドか

ら移住してきたといわれるア ー リア系のタクリ族やチェトリ ー ・プラ ー マンというインド系のカ
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ースト民族が分布する。 山岳地帯では東部にネパール固有民族といわれるリンプ一族やライ族が、
中央・西部の中標高地帯にマガール族、 グルン族、 タカーリ族等が、また高標高地帯にシェルパ
族に代表されるチベット系民族が生活している。 カトマンズ盆地には古くから伝統的な文化を持

つネワ ー ル族がいる。

各民族は固有の言語を持っていたが、山地民族のパハーリー語をもとにしたネパール語が現在

の国語となった。ネパール語は新聞、ラジオなどのマスメディアを通じて次第に共通語として確

固たる地位を築きつつある。しかしテライ地域ではヒンディ語、カトマンズ周辺ではネワ ー ル語、
山岳地帯ではチベット語なども使われている。英語の理解度も高い。

2.国土と人口

1) 国土
ネパールは北緯26. 22'～3が27'、東経80. 04'~88. 12'に位置し、東西に約880km、南北に130~

240km の距離を持つほぼ長方形の国である。ヒマラヤ山脈の南壁を占める南アジアの内陸国で、
東西及び南部はインド、北部は中国と国境を接する。 国土面積は147,181平方km。標高は60mのテ

ライ平原から8,848mのエベレストまで起伏に富んでいる。国土の83％は丘陵地・山岳地で、平坦な
テライ、内テライ地域はわずかに17％である。（ただし丘陵地・山岳地を77%、テライ地域を23％と

する報告もある）
ネパールは図N 1のよ

うに標高差による3つ

の生態地域(Ecological

region)と行政的な5つ

の開発地域(Develop-

ment region)とに区分

されている。生態的地

域区分は横割で、南か

ら北ヘテライ平原、丘
陵地、 山岳地に、行政 丙舘

的開発地域は縦割で、 中央甜

東から西へ東部、 中央 図N 1 ネパールの地域区分
部、西部、中西部、極西部に分けられる。

二山岳地

ロ丘陵地

区塁テライ

東部

テライ平原はインド国境沿いの標高 60mからマハバーラト山麓の標高300mまでの比較的平坦な

地域である。 面積では全国土の 17％を占めるに過ぎないが、肥沃な沖積土と冬季にも温暖な気候

から、 ネバールの穀倉地帯として全耕地面積の62％を占め、全農産物の2/3を産出する重要な地位

にある。水稲作が主であるが、熱帯果樹等の生産も多い。
丘陵地は標高300-3, 000mまでの地域で、カトマンズ、 ボカラ盆地などを含み、全人口の 65％が

この地帯に集中している。面積は全国土の68％を占めるが、農耕地は全体の38％と低く、緩斜面の
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多くはテラス耕地である。 亜熱帯～温帯気候に属し、 畑作、 園芸が盛んで作物の種類も多い。

山岳地は内部ヒマラヤの3,000-6, OOOmの冷温帯～寒帯地域で、 面積は国土の15％を占めるが、

冷涼・乾燥気候のため、作物生産はきわめてわずかで、遊牧を主体とする農業である。

また開発地域別に通覧すると、首都カトマンズを中心に比較的インフラ整備が進んだ中央部の

農業開発が最も進んでおり、ついでボカラを中心とする西部、 さらに東部と続き、中西部・極西

部は生産基盤が乏しく輸送、流通に問題があって農業の発展は遅れている。

5つの開発地域に加えて行政的に全国を14県(Zone)、75郡(district)に区分している（図N2)。

GENERAL MAP OF NEPAL 

. ．．．-·-・・'"”••• DISTRICT BOUNDARY 

INTERNATIONAL BOUNDARY、"●9 ●●9....，9●,_, 

図N 2 ネパールの行政区分

その下の村落段階では全国で約4,000に達するパンチャヤット（村落自治組織）がある。行政的最小

単位のパンチャヤットは数部落で構成され、農家数は平均300~400戸である。

2) 人口

ネパールの人口は1988年推定で1. 7 9 9万人となっており、人口密度は 122人／km 2 である。km 2 当

りの人口密度は日本の320人、インドの228人ほどではないにしても中国の 109人より多い。 国土

の8割が丘陵・山岳地であることを考慮すると実質的な可耕地当りの人口密度はきわめて高いと

いえよう。

国民は男性が927万人、女性が872万人で男の方が多く、平均寿命も女性の 51. 60オに対して男

性は54. 38オと男性が長寿である。女性の短い平均寿命の原因の一つに出産時死亡がある。

1981-1988年の人口増加率は年2. 61%、子供の数は平均5.8人である。 人口増加率の内訳は出生

率が約4. 0％で、死亡率が約1.5％となっており、死亡率はバングラディシュ、 プータン、 ラオス等

と同じくアジアではきわめて高い部類にはいる。経済的安定にともなってまず死亡率が下がる現

状から、 ネパールの高い人口増加率は今後も継続すると予想される。

地域別人口分布は、テライに44%、丘陵·山岳地に56%、開発地域別では東部に 24%、中央部に

33%、西部に22％の人口が分布し、中西部と極西部は併せて21％と少ない。 全人口の93%、1. 6 7 0万人

は生活のすべてあるいは一部を農業に依存している。
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3. 自然環境
1) 気候

広大なアジア大陸の南部はインド亜大陸が占める。インド亜 大陸の北端には標高 8000mを越え
るヒマラヤ山脈が連なり、 その南面の急勾配に平行するようにネパ ー ルが国境を形成している。

インド亜大陸では気候の変化は、夏は南西、冬は北東と年 2 回風向きを逆転するモンス ー ンに
よってもたらされる。つまり12月～2月は北東モンス ー ンが優勢な季節、3月～5月は北東から

南西へ風向が移行する酷暑の季節， 6月～9月は南西モンス ー ンの季節， 10月～11月は風向の交

替期である。北東モンス ー ン期は乾期， 南西モンス ー ン期は雨期となる。 ネパ ー ルではこのよ う

なモンス ー ンの影響による季節変化と同時に、標高によってもいくつかの気候区分がある。

(1) 低地：標高1200m以下の地域で亜熱帯もしくは熱帯気候である。

(2)丘陵地：標高1. 200----4, 000mの地域で温帯気候である。
(3)山岳地：標高4, 000m以上で氷雪に覆われる寒帯気候である。
山岳地は雪 に閉ざされ、夏の一時期に融雪して放牧が行われるのみであるが、同じ時期のテラ

イでは気温が上がり40℃以上となることもしばしばで、 標高の違いは著しい気候の変化をもたら
している。降水量は低地のKosiや Biratnagarでは年平均で1. 270mm、山地にはいると1. 800mmとな
り、Mahabharat山地からヒマラヤ

南斜面では2, 500mmを越える。ま

た同じ標高でも西部は東部に比べ
て40％ほど降水量が少ない。なお

年間降水量の 90％は6月～10月の
モンス ー ン期に降る。

ネパ ー ルではカトマンズ以外の
気象観測デー タは蓄積が乏しく、

気象資料が入手しにくい。カトマ

ンズの気象状況を図N3に示す。

さ:;:a
;＜1.fllJ 

25 

20 

10 

5 ← •··-························•··••·············· ··•··•·•·· 

。

降水量
5りし

400 

_, .l<)O 

一'�(10

100 

2 3 4 5 6 7 8 9 10 ll 12 
カトマンズでは12月～2月が冬

で、 日中は雲も少なく穏やかな日

が続き、気温も20· Cくらいまで上昇する。しかし夜間の冷え込みはかなり強く、最低気温は5 ℃ 

図 N 3 カトマンズの月平均気温と降水量

以下になり、時として霜が降りる。冬は乾期であるため降水は少ないが、まれに雪が降ることも
ある。3、4月になると日中の気温は25℃程度に上昇し、夜間の最低気温も10· Cくらいとなる。

モンス ー ンの雨期は5月に始まり、9月半ばに終わる。 7、 8月は雨も多く、曇りがちで湿度は
80％以上の状態が続く。10月になると月降水量も40mm、降水日数も月に4日程度に減少する。11

月は乾期の走りで晴天が多く、時に冷えて霧の発生や霜が降りる。

2) 土壌

ネパ ー ルの土壌は成因によって次の5タイプに分類される。

(1) 沖積土壌 (alluvial soil) ：穀倉地帯である南部のテライ平原に広く分布する。河川運積
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物による比較的新しい土壌で、肥沃で水稲作に適している。

(2) 砂礫土壌(sandy boulder soil) ： 急峻な河川の流域や扇状地に形成される比較的粗い粒子

の堆積土壌である。 内テライには特に鉄分の多い砂質土壌が分布する。
(3) 湖成土壌(lacustrine soi 1) ：カトマンズやポカラの盆地は湖で水積した土壌からできてい

る。 表層は粘土質で肥沃である。

(4) 洪積土壌(diluvial soil) ：北部の山岳地帯は第四紀洪積層が造山運動によって隆起した後

にできた土壌が分布する。 風化が進んでいるため一般に酸性が強く、肥沃度は小さい。

(5)氷河土壌(glacial soil)： ヒマラヤ山脈の山麓には氷河によって削り取られた土壌がある。
夏の融雪時のみ大麦、 バ レイショなどが栽培可能である。

このようにネパ ー ルでは、耕地として農業生産力が最も高いのは南部のテライ平原の沖積土壌

である。 中央盆地の湖成土壌、 内テライの砂礫土壌がこれに続き、北部の山岳地帯は生産力が低
い土壌である。

これらの土壌を国際的な土壌タイプに読み替えると以下の通りとなる。 FAO土壌分類によれば、

テライ平原の沖積土壌は乾期の存在を反映して、交換性塩基が多いeutric Fluvisolが主体で他に
humic Cambisolが複合的に出現する。 内テライでは地形と多い降水量を反映してdystric Regoso 
1が主体で dystric Cambisolが連合する。中央盆地の湖成土壌は中央部ではdystric Cambisol、西

部ではcalcic Cambisolが主体となりorthic Acrisolやcalcic Xerosolなどが連合する。 北部の洪

積土壌はdystric Cambisolが主でorthic Acrisolが連合する。 ヒマラヤの土壌は岩石地が多いた

め、Lithosolとhumic Cambisolが主体となっている。 日本とは、 日本の火山灰母材の土壌とネパ
ー ル ・ テライ平原のeutric Cambisolを除いて、非常に似た土壌分布となっている。

3) 自然植生

ネパ ー ルは緯度的には亜熱帯に属するが、標高差が大きいため、 自然植生は亜熱帯林から 氷河
まで分布し、また山脈が東西に幾重にも走っているため気流が山脈で遮断され、降水分布の幅も

大きく、気候的には砂漠に近い地域も存在する。また、国土が東西に長いため、西側はパキス タ

ン・アフガニス タンの乾いた気候要素、東側はプ ー タン・ アッサムの湿った気候要素が入ってく

るために西側ではヒマラヤシ ー ダ ー のような乾燥に強い植物、東側ではカラマツのような湿った

場所に生育する樹木が観察される。 したがって植生タイプも変異が大きく、全国は4植物領域、

34植物群落に分けられている（表Nl)。 特に主要な群落は次の通りである。

(1)熱帯 ・ 亜熱帯林植物領域：10植物群落がある。広域分布群落として、①フ タバガキ科のサ
ル林；テライに多く、50mに達する大森林。 ②亜 熱帯落葉林；乾期・雨期が明瞭な低標高丘陵に普通
で高さは20m程度。 ③Pious roxburg/Jii林；チ ー ルマッ。 中心は900mよりやや上。 松脂利用。 他に

④熱帯常緑林、⑤亜熱帯常緑林、⑥ Teminalia林、⑦I)albergia sisso-Acacia catechu林、⑧�

匡-Castanopsis林、⑨亜熱帯半常緑丘陵林、⑩熱帯落葉河畔林。
(2) 温帯 ・ 亜 高山帯広葉樹林植物領域：11植物群落。①()uercus incana-()．Janug inosa林；最も

典型的な常緑カシ林。 分布域1. 670-2, 590m。 樹高30m程度。 ②{J. se 屈ecarpifo/ia林；同じく代表的
ナラ ・ カシ林。 標高2,290-3, OOOmの温帯上部に多く、樹高30m程度。 ③Aesculus-Juglans-生竺£林
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； トチ ・ クル ミ ・ カ エ デ主体の落葉広葉樹林。1, 800-2, 800m に 分布 。 西部 に 多い。 ④Rhododendron

林 ； 30種以上の シ ャ クナ ゲ で 構成。 標高2, 500m程 度 ～高山帯 に 広域分布。な お f. arbore/JIllに 代表さ

れる赤い シ ャ クナゲ は ネ パ ー ル国花。⑤ 温帯 下部混合広葉樹 林 ； 1, 520-2, 130m に 広域分布。農地開

発 に より激減． ⑥生ユ吐3

u t i l is林 ； 森林限界付

近 に 優 占。 ダ ケ カ ンバ

に 類似 。 ⑦ 0. di la ta林、

⑧ C. tribu loides -£上竺

竿林 ； シ イ林、⑨L上色

Ille l losa段 ⑩L i tho car

pus pac/Jyp/Jy_/�林 ； マ

テバ シ イ 林、⑪ 温帯上

部混合広葉樹林

( 3) 温帯 ・ 高 山 帯

針葉樹林植物領域：

8群 落。① finus exe l 

廷林 ； プルー マ ッ 。標

高1, 830m以上。②且虫竺

spe c t ab i Us林 ； 3, 050-

4 , O O O rn に 非常 に 広い。

樹高24- 30rn。③ム匹土

空林、 ツ ガ林。④

Picea smi t/J iana林、 ト

ウ ヒ 。⑤ A b i es p indro w 

林 、 ⑥ Cedrus�林 、

ヒ マラヤ シ ー ダー 。 極 西

部 に 狭域分布。⑦且位竺

ssus t orurosa林、 シ ー

ダー で 極 西部 に 狭域分布。

⑧ム江且林、 カ ラマ ッ 。

表N 1 ネ パ ー ル の 森林 型 ( S ta i n ton- 1 972 )  
森林群落

A 熱帯 ・ 亜熱帯
1 .  Sal Fores t 
2. Tropical  dec i d uous r i vera i n  
3 .  Tropica l  Evergreen Forest  
4. Subtropical Evergreen Fores t  
5 .  Term inar ia  fores t 
6 .  Dalberg ia  s i sso-Acac ia catechu fores t  
7 .  Sub tropical deciduous h i l l  fores t 
8. Sch ima�cas tanops i s  forest  
9 .  Subtropical sem i - evergreen h i  1 1  fores t 

1 0 . Pi nus roxburgh i i  forest 

B 温帯 ・ 高 山 帯広葉樹林
1.  Quercus i ncana-Quercus lanug i nosa forest  
2 .  Quercus d i l ala ta fores t 
3. Quercus semecapi fol ia  forest  
4 .  Cas tanopsis  tribuloi des -Castanopsis  h y s tr i x  fores t 
5 .  Quercus l ame l l osa fores t 
6 .  Li  thocarpus pachyphy l la fore s t  
7 .  Aescu l u s - J uglans -Acer fore s t  
8 .  Lo'fer temperate mixed broa d - l eaved fores t 
9 .  Upper temperate m ixed broad - l eaved fpres t 

1 O. Rhododendron forest 
1 1 . Be tula u t i l i s  fores t 

c 温帯 ・ 高 山 帯針葉樹林
l .  Ab ies  spectabi l i s  fores t 
2. Tsuga dumosa forest  
3 .  Pinus excel sa fores t 
4 .  Picea sm i  th iana fore s t  
5 .  Abies p i ndro, fores t 
6 .  Cedrus deodara fore s t  
7 .  Cupressus toru losa forest  
8 .  Larix fores t 

D 狭域温帯 ・ 高 山 帯植物 群 落
I .  Alnus 胃oods
2 .  Popu l us c i l i ata roods  
3 .  H i ppophae scrub 
4 .  lloi s t  alpine scrub 
5 .  J un iperus 胃a l l i ch i ana fores t 

分布 ・ 標高 ・ 頻度 ・ 樹 高

広 域 ・ 低 ・ 大 ・ 高
河 畔 ・ 低 ・ 小 • 高
河 畔 ・ 低 ・ 極 小 ・ 高
束 ・ 中 ・ 極 小 . ? 
中 央 ・ 低 ・ 小 ・ ？
中 央 ・ 低 ・ 小 ・ 高
西 ・ 低 ・ 大 ・ 高
広 域 ・ 中 ・ 中 ・ 高
束 ・ 中 ・ 極 小 ・ ？
西 ・ 中 ・ 中 ・ 高

西 ・ 中 ・ 大 ・ 高
西 ・ 中 ・ 中 ・ 高
広域 ・ 高 ・ 大 ・ 高
東 ・ 中 ・ 小 ・ ？
東 ・ 高 ・ 小 ・ ？
束 ・ 高 ・ 中 ・ 高
西 ・ 中 ・ 小 ・ ？
広 域 ・ 中 ・ 大 ・ 中
中 央 ・ 高 ・ 大 ・ 中
広域 一 束 ・ 高 ・ 大 ・ 低
広 域 ・ 極 高 ・ 大 ・ 中

広 域 ・ 高 ・ 大 ・ 高
広域 ・ 高 ・ 大 ・ 高
中 央 ・ 高 ・ 大 ・ 高
西 ・ 高 ・ 大 ・ 高
西 ・ 高 ・ 小 ・ 高
西 ・ 中 ・ 小 ・ 高
西 ・ 高 ・ 小 ・ 中
束 ・ 高 ・ 小 ・ 高

広 域 ・ 中 ・ 中 ・ 高
西 ・ 高 ・ 小 ・ 高
広 域 ・ 極高 ・ 大 ・ 低
広域 ・ 極 高 ・ 大 ・ 低
広 域 ・ 極 高 ・ 大 ・ 低

(4 ) 温帯 ・ 高 山帯特殊植物群植物領域 ： 5 群落 。 主な種類 と し て、① 湿 潤 高 山 灌 木 群 落 ； 高 山 植

物の お 花畑。非常 に 広く分布。乾燥すると①
＇

乾燥高山灌木 群 落 に 取って変わる。② Jun iperus II' 

a / J i c/J iana林 ； 標高 が低い場 合は林となるが、高 山 帯 では灌木。ネ ズ ミ サ シ の 仲 間。他 に ③A位竺

主林 ； ハ ン ノ キ で 30m程度 に も成長するが、分 布密 度 は 低い。亜熱帯から高山帯まで。④ fopu lus

£林 ； 温帯の小 河 川 沿い に 分布。低密度 で樹高 は 18-24m。⑤ Hippophae小瀧木群落。
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II 

· 

農業事 情
土地利 用状況

土地利 用 状況は表N2 のよ う に

ネパール側のNational Planning 
Commiss i onの資料(1975, 80, 85 

年） とFA0(1 986年） のP roduction

Yearbookとでは統計値 がかなり

違 う 。 ま た同じネパール側の資
料でも、 農 耕地、森林 の 面積は

統計年次によって大 き く異なる。

1985年の森林面積の急激
な増加は こ こでは除外する

ことにして、1975年と1980

年の土地利 用 状況を図N4、

5で比較してみる。 こ れを

見ると農耕地と森林の増減
が相殺して いるのみで、 そ

の他の土地利 用状況には全

く 変化が無 い ことが理解さ
れる。つ まり永久積雪地、

荒廃地など全 国土の 1/3に

のぼる農林 業生産不適地は、
ほとん ど 開 発の余地がない
ことが明らかである。 そ の

結 果、 農耕地の面積が5カ

年間(1975-1980年） に80万

ha、年率に し て 5％ずつ増 加

し て いる分 これとは逆に森

林の面積が72万ha、年率に
し て4％ず つ減少 し ている。

FA0の示 す 1 986年のデ ー タ

はさらに現在の森林面積の

減少を厳し く 評 価している。

年率2. 6％ の 人口増加の圧力

は、 特に山 岳地帯で植生を

破壊し、 傾斜地のテラス耕

表N

（ ネ パー ル側資 料 ） (FA0資料）
- - - - - - - - - - - - - ..  - - - - - - - - - .. ..  - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

1 975 年 1 98 0 年 1 9 85 年 1 986 年

農耕地 233*06. 5 )** 313 ( 2 2 .  2 ) 265 ( 1 8. 0 )  232 ( 1 6. 5 )  
森林 482 (34 . 2 ) 4 1 0  (29 .  1 )  553 (37. 6 )  231 ( 1 6 . 4 )  
草地 179 ( 1 2 .  7 )  1 79 ( 1 2 . 7 )  1 9 8  ( 13. 4 )  1 98 ( 1 4. 1 )  
湖 ・ 建物 ・ 道路 43 (3. 0 ) 43 (3. 0 )  5 0  (3. 4 )  
永久積雪地 2 1 1  ( 1 5 .  0 )  2 1 1  ( 1 5 . 0 )  225  ( 1 5 .  3) 
荒廃地 ほ か 263 ( 1 8 . 6 )  255  ( 1 7. 3 )  1 8 0  C l  2 .  3) 747 ( 53. 0 )  

計 I .  4 1 1 ( 1 00 .  0 )  I .  4 1 1 0 00. 0 )  1 .  472( 1 0 0 . 0 ) 1 .  4 0 8 ( 1 0 0. 0 )  

註 ： ＊ ；  

2
 

万ha 、

ネ パ ー ルの土地利用 状況

＊＊ ； x
 

亘 地

\ 9 :：,•, 

1 2 . 1 %  

永名 宿雪地

図 N

荒廃 地その他

永久 荏雲地

図 N

4
 

1 9 75年 の ネ バー ルの土地利用 状況

開暫 2.0a

草 地 I 2. 7 "  
| ．ン

5
 

1 9 8 0年の ネ パー ルの 土地利 用 状 況
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地は ほ ぼ開 発の限 界 に 達してい る

と考えられ る 。 一方、 農業生産の

潜 在力が高 い 低地のテライ地域に

おいても、 農地開発のため近年森

林の伐採 が急速に進行しつ つ ある。

2. 農業生産

1) 国民総生産に占め る 農業生産

農業 は ネ パールで は 最重要産業

であ り， 1987年 には農業部門は国

な い生産 ( GDP) の5 3% 、 また農産

物は輸 出 総額17 , 544万US ＄ の36％を

占め る 。 そ の内訳は， 食糧 （ 含

家 畜 ） が 3 , 57  8万US $ 、 非食 用 が
2, 852U S ＄ であ る 。したがってネパ
ー ルの経済構造の中核 を な すのは

まず農業であ る 。

年度

1975 
1976 
1 977 
1978 
1979 
1 9 80 
1 9 81 
1 9 82 
1983 
1 9 Bヽ
1985 
1 986 
1 9 87 
1 9 88 

゜

ネ パールのGDPは1974年 に 165. 7 

億Rsから、 1988年 に は 7 70. 5億Rs

へと15年間で4. 6倍 に 増大した。し

かし これは現行貨幣額であ り、 イ

ン フ レによって貨幣価値が下が る 。

そ こで19 74年の物価を基準として

年度

そ の 額を比較す る と、 19 74年の165, 7 

億RSか ら 1988年 に は 2 85, 9億RS へ と 15

年 間 で 実質1. 7 倍 に 増 加 し てい る （ 図

N6) 。また国民総生産に占める農業

1 97 
1 9 7  
1 976 
1 977 
1 978 
1 979 
1 9 80 
1 9 8 1  
1 9 82 
1 9 83 
1 9 84 

部 門の シェアの推移をみ る と 、 1974年 1 9 85 

の70％から1988年の5 3％ へと次第に低 19 86 

下 し ているとはいえ， しかし な がら

農業 は 依然と し て ネ パール の GDPの半

分以上を生産す る 最重要産業部門で

あ る こと は 1980年のGDP に占め る 各産

業の割合でも明らかで あ る 。 （ 図 N8) 。

2) 食料事情

ネパール王国は鎖国が解 か れてから40

1 9 87 
1 9 8B 

0% 

( 1 9 87 ,  B B年は推定値）

□ 1見行貨m 園 JY74年命麟匹

20, 000 40, 000 60, 000 
G D P （ 百万ル ピ ー ．）

80、 000

図 N 6 ネパ ー ルのGDPの 推 移 ( 1 9 74-8 8年）

i 
( 1 9 87 , 88年は推定値）
10: ： ； · • 

． 

615 ： ： 

i 62% 

i 60l �ー ・
6 1 5 

； 59i 

； 57メ
. - .� ... “ ． 

581 

"` 

i 5W ．． ... 
55l ； 

： “1 

； 52% 

531 

i 印メ

i 

·· -

： : ；: , 、 9 

： ;' 
’ ° 

． ！、
； 、、
! ヽ '

I ：  ' ： 

9 : ： ． ．． ． 
； , ； 

； I ; ＇ ； 
』 ● • 一

, ヽ ：． ： ' 
I i 

； ＇ ． 
， → ； ， ； I 

： ＇ 

I i 

i 30, 
ヽ

! JJS ヽ

38` 

ヽ05

珈

ヽ I �

“1 

じS

“‘ 

“メ
“` 

“` 

us 

"1 

"g 

i 

1 00, 000 

20% 40% 60% 80% JOO% 
農業部門の G D F に 占め る 割合

圏 農業部門 □ 非紐細9

図 N 7 GDP に 占 め る 農業 、 非農業部門の割 合 ( 1 974- 88年 ）
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社会 サ ー ピス

金治 、 保達 商業 8. 4 %

運 、 通信 、 倉庫 6. B X  

ホテル 、 レス ト ラン 4會 5 %

建築 、 土木

図 N 8 G DP に 占める各産業の割合 ( 1 9 8 0年）

年 に過 ぎず
，

ア ジ ア諸国の中 で は近代文明 に最 も 縁遠 い開発途上国の一 つ に数え ら れ て い る 。 主

要作物 と し て米、 ト ウ モ ロ コ シ 、 小麦、 ヒ エ な ど が栽培 さ れてい る が国民の 胃袋を十分 に満 た

し う る 生産量で は な い。 1986年の国内の穀物生産量 は410万 t で
、

当時 の 1. 686万人の人口 で割 る

と 一 人当 り 年間243k g の穀物生産量 と な る 。 必要十分量の 350k g に は ま だ至 ら な いが
、

か な り 自 給

率 は高い。 国全体 と し て み る と
，

人口 に対す る 食料生産 は現状 で は ほ ぼ見合 っ て い る か あ る い は

若千の不足 と い う 程度であ る が、 実 は生産 と 流通 に南北あ る い は東西の地域格差が き わ め て大 き

い問題が あ る 。

統計上で は ネ パ ー ル で生産 さ れた余剰の米がイ ン ド に少量輸出 さ れ て い る 。 し か し こ の輸出 は

余力 を持 っ た も の で は な く 、 単 に流通の経路 と し て稲 の主産地 で あ る テ ラ イ 地域か ら イ ン ド ヘ の

ア ク セ ス が容易 な た め と い う 理由 で あ る 。 実際 は 、 テ ラ イ で収穫 さ れた米が安値 で買 い た た かれ

て 国外 へ 流出す る が、 そ の 一 方 で米が取れな い山岳地帯 で は イ ン ド か ら 大量 に 輸入 さ れ た 高価 な

米 を 買 っ て い る と い う ケ ー ス が多 い 。 こ れ も ネ パ ー ル の 複雑 な 地形、 イ ン フ ラ 整備 の遅 れ の な せ

る 業 で あ り 、 食料生産 と 消 費 人 口 の 地理 的 分 布 が 一致 し て い な い 。

1 9 8 0 年 以 降 の ネ パ ー ル に お け る 穀類 の 生産 状況 を 図 N 9 に 、 穀類 の 需給状 況 を 図N l O に
、

ま た 穀類

の 輸 出 と 輸入 量 、 食 料援助 量 を 図N l l に 示 す 。 こ こ 数年穀類 の 生産量 は 緩慢 な 上 昇 を 示 し で い る が
、

1 9 8 2 年 と 1 9 8 6 年 は 著 し い 不 作 で あ っ た 。 し た が っ て 8 2 、 8 6 年 は 需 要 璽 に 対 し て 供給 量 が追 い つ か

ず 、 多 量 の 食 料 援 助 を 仰 い で い る 。 し か し な が ら 不 作 年 で も 穀 類 の 輸 出 入 で み る と 常 に 輸 出 が輸

入 を 上 回 っ て い る 。 不 思 議 な 現 象 で あ る が 、 こ の 理 由 は 前 述 の ご と く 穀 類 輸 出 の ほ と ん ど を 占 め

る テ ラ イ の 米 が 、 ネ バ ー ル 国 内 に 吸 収 さ れ ず に イ ン ド に 流 出 し て い る か ら で あ る 。 ネ パ ー ル 国 民

の 5 割 以 上 は 米 を 主 食 と し て い る 。 し か し 丘 陵 、 山 地 で は 米 以 外 の 穀 類 へ の 依 存 度 が 高 く
、

ト ウ

- 1 3 -



年次別穀類生産
モ ロ コ シ、小麦、 シ コ ク
ピ エ な どを主食としてい

る人 が多い。

3)農耕地面積と生産量

(1) 農 耕地面積とその

国 内分布

1985 年のネパール側の

資料に よ ると、 国土面積

1. 4 72万haの う ち農耕地面

積 は26 5 万 haで 国土面積の

18％を占 める。農耕地はテ

ラ イ 地域に1 3 7万ha、山間

地、 山岳地域に128万ha分

布している。テライ地域

は国土面積の 2 割、山 間

地、山岳地域は 8 割を そ

れ ぞれ占めており、し た がって

耕地率 は46％対11％で、テライ地

域 は 耕地率がきわめて高い。た

だし農耕地面積に つ いて は 、198

7年 の農作物 の種類別作付面積を

合計する と （延 べ面積であるが ） 、
375万 ha、国土面積の25％とい う

値にもなる。農家 の平均的な所

有土地面積はテライでは1. 8ha 

で あ る のに対して、山岳地域 で

は0. 5 h aでしかない。特に山岳地

帯 で は 他に生活する手段 の無い

人 々 が、大 家族 で 猫 の額 のよ う

な傾斜地 の畑 の農業生産に関わ

って生きており、 脊 薄で狭小な

耕地に対して過剰な人口は社 会

的にも大きな問 題となっている。

山地にお ける農業を含めた産業

の あ り方が今後 問われてくる。

1 980 

1 9 8 1  

1 9 82 

] 98 3  

1 9 84 

1 9 85  

1 9 86 

1 9 87 

• ” . . . ··-· : . . .． ． ． 9.,..,.. 
i • • . ． , ． . i . . . ．；.:,. • .,..,.. 

|“：噸·`  ＄ ● 磯
9

. 1-, . . : . . ． .  ヤ ・
. . .吝-

苓． ． ．． ． ．
翌察

＊

; •' : 

．． 翠豆
91，メr:： ！ 畷澤］I, • -― 

l:.i. i· ' ［慇さ翠1. ． . ：～ . ·=-一-· • . ---
|• 99 :哀 ·、 1稔唸叫

□ 稲 □ ト ウモ ロコシ 図 傾 ［］ ヒェ □ ナ．モ

図N 9 ネ パール の穀類 の 生産状況( 1980 - 1987)
年次月閉曲の符拾

1980 罵要
1980 供給

198 1  需要
198 1  供給

1982 需要
1982 供給

1983 需要
1983 供給

l984 需要
! 984 供給

1 98 5  需委
1985 供給

1986 需要
1986 供給

I. 000 2, 000 3 , 000 
牧至( I 000 1 )  

4 , 000 

゜ 1 、 500
数量( 1 0001 )

□ 米 E] ト ウモロコシ 図 !J凌 ビ伍ェ □ 辺

500 I. 000 2. 000 

5. 0 0 0  6 ,  000 

2. 500 J. 000 

図N 1 0  ネ パ ー ル に お け る 穀類の 需袷 状 況
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年次庁序迂勿匹出入

1980 

1 98 1  

] 982 

1 98 3  

1 98 ↓ 

1 98 5  

J 9 8 6  □ 痴湿 □ 緬入 衷料援助塁

゜ 100 1 50 
数亘 ( J OOO t )

図 N 1 1  穀類の粕 出 量 と 給入 ・ 食料援 助量

50 200 250 

(2)作物の種類別耕地面積と収穫量

1985年の資 料で、 農耕地の作付面積

を作物別に比較すると、 水 稲 が138

万haと圧 倒的に 多くて全体の52%

を 占め、 ついでト ウ モ ロ コ シが58万

haで2 2%、 小麦、 ヒ エ そ の他雑穀 が

45万haで17 ％である。 こ のよ う に穀

類の 占める面 積は農耕地全体の 9 割

近くを 占め、 まず耕地では主食の確

保を優先している状況 が う かがえる。

一 方1986年の国内の穀物生産量は、

米が237 万 t 、 ト ゥ モ ロ コ シが87 万t 、

小麦が7 0万t 、 シ コ ク ビ エ が14万t 、

大麦が2万tの計410万tで、 当時の

1, 68 6万人の人口で割ると一人当り

年 間 243kgの穀物生産量であった。

前述のよ う に243kgの穀物生産量は

国民 の 栄 養状態 を 満た すに十分 と は言えず、 農耕地

のほとん ど が穀類生産に充 当 されているが 未 だ に 慢

性的な食料不 足である。

穀物以外では、 レンズマ メ 、 キ マ メ な どの豆類は

インドと同様 ダール料理の主原料として、 食生活 上

で ネパ ー ル国民の重要な蛋 白 源になっている。 そ の

生 産量は14万t 、 国民一人当り年間 7 . 8kg の消費 量

である。 工芸作物（換金作物）は農耕地全体の8. 1 ％の

面積 を 占める。 サ ト ウ キ ビ 、 油 糧種子（ナ タ ネ等）、

ジ ュ ー ト、 タ バ コ などで、 主にインドとの貿 易 に お

けるの換金作物としてテライ地域で生産されている。

野 菜は、 カトマンズを始め全国の都市周 辺での散

在的な 栽培に限定されており、 産地化は進 ん でいな

い。 各農家は 自 給用の菜 園を家の周 りに作っており、

その余剰産物が市場に出回る程度であ る 。 調 査期 間

中、 カトマンズ市 内で見か け た野菜の種類も 20に満

たなかった。 果樹は国内の栽培面積 が5万haほどあ

り、 野菜に比べると大規模な産地形成が進んでいる。

テ ライ地域では熱帯果樹のマン ゴー、 バ ナ ナ 、 パ パ

- 15-

表N 3 主要作物 の 栽培面積 と 生産最
， 

作 物 l 栽培面積
（
万ha) ： 生産量（万t )， 

』， 
食用

作
物 325. 5 ( 8 6. 7�) : 

· - - - - - - - - - - - - - - - - , - - - - - - - - - - - - - - - ― ’ - - - - - - - - - - - - - - • 

稲 1 42 : 29 8 
ト ウ モ ロ コ シ 67. 4 ， : 9 0. 2 
小麦 59 . 7 : 74. 4 
シ コ ク ビ エ 1 6 . 5 : 1 5 . 0 
大麦 2 . 9 ＇ 

， ! 2. 4 
ソ パ ・ ヒ ユ 2. 5 : 2. 0 
バ レ イ シ ョ 8. 0 : 5 6. 7 
マ メ 類 26. 5 

＇ 

: 1 4. 0 
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イ ア 、 グ ア バ等 、 丘 陵地域で は 柑 橘 類 の 他 、 リ ン ゴ 、 モ モ 、 ナ シ な ど の 温帯 果樹 が栽培 さ れ て い

る 。 し か し 農耕地全体 に 占 め る 園芸作物 の 比 重 は 5 ％程度で 、 園芸作物振興 は 今後 の 課題 で あ る 。

表N 3 に 1 9 8 7 年 の 主要作物 の 栽培面積 と 生産量 を 示 す 。 な お 各作物毎 の 生産状況 と 試験研究成果

の 詳細 に つ い て は 後述す る 。

4 ) 畜 産

耕種農作物 の 他 、 ネ パ ー ル政府 は 畜産 の 振 興 も 図 っ て い る 。

ネ パ ー ル は 可 耕地当 り で み る と 、 世 界 で 最 も 家畜飼育頭羽数 の 多 い 国 の 一 つ で あ る 。 1 9 8 7 年 の

家畜 の 飼育頭羽数 は 、 牛 が 6 3 4万頭、 水牛 が 2 9 5 万 頭 、 羊 が8 7 万頭 、 山羊 が 5 2 1 万 頭 、 豚 が 5 2 万 頭 、

鶏 が 9 7 8 万羽 、 ア ヒ ル が 3 3 万羽 で あ っ た 。 1 9 8 4- 8 7年 ま で の 家畜 の 飼育頭羽数 の 推移 を 見 る と 、

鶏 が や や 増加傾向 に あ る が 、 こ こ 数年家畜 の 数 は ほ と ん ど変 わ っ て い な い こ と が わ か る （ 図 N 1 2 ) 。

ヒ マ ラ ヤ の 山 岳地帯で は 、 作物生産が期 間 、 場 所 と も き わ め て 限 ら れ て い る た め 、 自 然草地 を

利 用 し た ヤ ク 、 山 羊 、 羊 の 遊牧 が農業 の 主 流 で あ る 。 ま た 丘 陵 、 テ ラ イ 平原 で も ほ と ん ど の 農 家

が大 ・ 中 家畜 、 地鶏 を 飼育 し て お り 、 丘 陵地帯で は 牛 、 水牛 、 山 羊 、 羊 が 、 ま た テ ラ イ 平原 で は

水牛 、 牛 が主 で あ る 。 中 で も 丘 陵地帯 は ネ バ ー ル の 家 畜飼育頭羽数全体 の 6 0％ を 占 め て お り 、 特

に 山羊 、 羊 は 飼育頭数 の 7 8% 、 9 0％が こ の 地帯 に集 中 し て い る 。 ま た 牛 、 水牛 に つ い て 農 家 の 平均

飼育数 を 見 て も 、 テ ラ イ 平原 で は 牛 が 2 . 5 頭 、 水 牛が 0 . 8 5頭で あ る の に 対 し て 、 丘陵地で は 牛 が

3 .  7 頭 、 水 牛 が 1 . 9頭 と 1 . 5 ~ 2倍多 い 。

家 畜り種類、 年度

豚

姐

家 ぼ

2 .  0 00  4 .  0 0 0  6 ,  0 0 0  8 ,  000 

頭 ・ 羽数( 1 0 00 頌 ま には 1 0 00 羽）

園 1 9 84年 詔 J 9 85年 図 1 ‘戸 □ l q り 1年

図N 12 家畜 の 飼育 頭 羽 数 の 推移 ( 1 98 4- 1 9 87 )  
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家 畜 飼 育 の 目 的 は 、 山 羊 、 鶏 な ど は 肉 用 で あ る が 、 牛 、 水 牛 は 主 に 乳生産 が 目 的 で あ る 。 家畜

の 種 類 別 に み た 畜 産 物 の 生 産 割 合 を 図 N 1 3 に 示 す 。 特 に 牛 に つ い て は 、 飼育頭数 が 家畜 の 中 で 最大

で あ る に も 関 わ ら ず 、 宗教上 の 理 由 か ら 食 用 と な る こ と は 全 く な い 。 乳生産 ま た は 農 耕 用 の 役 用

に し か な ら な い と い う の は も っ た い な い 限 り で あ る 。

否荏物の祖類

29S 

牛乳

1 J 1  

内

卵

66% 20% 

0% 20�  40% 60%  

家勘積類 別生産割合 （ ％ ）

80% 1 (） 0% 

薗 牛 □ 叶 図 山羊 図 羊 図 月5 □ 狂 □ 寄賤

図 N 1 3  家 畜 の 種類別 に み た 畜産物 の 生産 割 合( 1 9 87年 ）
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m 各作物別 の 生産状況 と 研究成果

1 . 稲

1) 生産状況

稲 は ネ パ ー ル の 農業部 門 の 内 で も 最重要作物 と 位置 づ け ら れ て い る 。 稲 作 に 従 事 す る 労 働 力 を

国全体 で 捉 え る と 、 労働 人 口 の 7 5％が最低 6 カ 月 は 稲 作 に 関 わ っ て い た 計算 に な る 。 1 9 8 7 年 の 栽

培面積 は 1 4 2 万h a 、 農耕地全体 の 6 0％ を 占 め 、 生産量 は 2 9 8 万 t 、 単収 は 2 . 1 0 t/h aで あ っ た 。 そ の 生

産額 は GDP の 1/4 を 占 め て い る 。 稲 の 作付面積 は 1 9 7 0年 当 時 の

程度増加 し て い る が 、 単収 は 1 8 0- Z l O t/ha と ほ と ん ど 変化 し て い な い 。 た だ し 凶 作 の 1 9 7 9 、 1 9 8 2 、

1 2 0 万ha と 比較す る と 現在 は 2 0 万h a

1 9 8 6年 は 単収 1 , 8 0 t/ha を 割 っ て い る （ 図N 1 4 ) 。

：初号面頂( J ClOOh, l . 生産塁 ( J OOOL l 、 年収(l: g/h1 l 
:3, :,00 

:3. ooo 

;2. 500 

:2、 000

1. r.oo 

I. 000 

500 

牧培面頂 生産：： 坦収
Ik『 内� ， 1 と一·t l l l 

1 970 1 971 972 1 9n 1 974 1 975 1 976 1 978 
平

1 979 
戻

1 980 1 983 1 984 1 965 I 987 

図 N 1 4  稲 の 作付面積 、 生産量 、 単収 の 推 移 ( 1 97 0 -87年 ）

稲 作 面積 の 8 8％ は 亜熱帯気候 の テ ラ イ 、 内 テ ラ イ 地 域及 び標高 9 0 0m以下 の 河川 敷 、 盆地 に 所在

す る 。 温帯気候 の 標高 1 . 0 0 0- 1 , 5 0 0mで は 稲作 面積全体 の 9 . 5％が分布 し 、 残 り 2 . 5 ％が標高 1 . 5 0 0m以

上 3 , 0 5 0m ま で の 寒冷地域 に 所在 す る 。 特 に 標 高 3 , 0 5 0m は 稲作 が行 わ れ て い る 地 と し て は 世 界最高

で あ る 。

ネ パ ー ル で は 1 9 7 2年 か ら 高収 、 耐病 、 耐 虫 性 品 種 の 選定 、 地域適応性 の 評 価 、 栽培技術 の 改 善 、

生産性 向上 を 目 的 と し た 稲 改良計画 (NR I P ) が 始 ま っ た 。 研究 の 中 枢 は カ ト マ ン ズ の 南方 2 6 9 km 、 B

a r a地 区 に あ る P arwan i pur農業試験場 で あ る 。

2) 品種

ネ パ ー ル で は ラ ナ 家 の 専制政治が崩 壊 し 鎖 国 が解か れ た 1 9 5 1 年 に す で に 品種導入 が始 ま っ て い

る 。 日 本 か ら は ベ ニ セ ン ゴ ク 、 サ サ シ グ レ 、 農林 1 7号 、 農林 2 1 号 等 が 、 ま た 中 国 か ら は CH 1 3 、 CH
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45が 、 イ ン ド か ら は N13 6 が 、 フ ィ リ ピ ン か ら はA z uce n a が、 ア メ リ カから は Zen i th 、 Cen t u ry P a t 

na 、 BBT50 、 Stag521302 、 Na to 、 Fortunaが それぞれ導 入 さ れ た 。 しかし こ れ ら 外 国 の 品種 の 試 作

結 果 は 芳しく な く、 導入・選抜によって 優 良 品種 を 育成するとい う 当 初 の 目 論 見は失 敗に終 わ っ

た。 したがって 1964年 までに在 来品種に置き 変わる品 種 は出て い な い 。

しかし1 9 6 4年に台 湾 から導入した 9 品 種 に よって状況が一 変した。 Taichung 1 7 6 、 Chainung 2 

42 、 Kaoshiu n g 24 、 Chain an 2 、 Taichung Nati ve 1といっ た 品種 は年次 、 地域 の 環境変動にも関

わ ら ず こ れ ま で の 在 来 種より安定的に多 収である こ とが判 明し、 急速に普及して 栽培面積 を 拡 大

した 。 さ らに そ の 後 I RR ! 等か ら 新 た な 導 入 系 統も加わ り 、 以下 の1 1 品 種が主 力とな っ た 。

テ ラ イ 地 域では、 CH 45、J aya、 I R 8、 I R 20、 I R 22 、 Masu l i、 P ar wanip u r 1 、丘陵地で は 、

Cainung 242、Chainan 2、Taichung 1 7 6 、Tainan 1 である。 そ の 後 の 国 内 品種と し て は 、 ネ パ ー

ル の 農業省傘下に設立 さ れた品 種育成 中 央委 員 会 (CVRC、 1 9 7 4年設立）によって 、 19 8 6 年 ま でに地

域別に適 応性

が高 い 表N4 の

1 1 品 種が選定

さ れ、 農家へ

の 推奨 、 普 及

が 図 ら れて い

る。 一 方 次 第

に 消 滅 し つ つ

ある在 来 品 種

の 遺 伝 資 源 の

収集 、 保 存も

表N 4 1 9 74~ 1 986年の ネ パー ル各地 の 稲 栽培品 種

Variety 

Early duration (Chalte rice)・

Bindeswori 
Chandina 
IR 24 
l.axmi 
Manika 
Medium duralfon (Ba『khe rice)** 
D匹a
Janald 
Sabitri 
Himali 
Kanchan 
Khumal-3 

Breed/Pedigree 

I ET 1444 
IR 532- 1 - 1 76 
IR 66 1 - 1 - 1 40-3 
IR 206 1-628- 1 -6-4-3 
Male 1 / 15  

I ET 2938 
BG 90-2 
IA  207 1 - 1 24-6-4 
IR 2298 
IR  394 1 
CH 1039 x IR 580 

Ecological region 

Taral, Inner Tarai 
Tarai, Inner Tarai 
Tarai, Inner Tarai 
Tarai, Inner Tarai 

Tarai、 lnner Tarai
Taral, Inner Tarai 
Tarai、 Inner Tarai 
Hills 
Hills 
Hills 

• Chaite rice denotes early season rice aop i.e. Feb/Mar ・ June/July
- Barkhe rice denotes main season rice crop i.e. June/July • Oct/Nov. 

Recommended for 

Good for rainfed con曲ons

Also good for main crop 

進められ て お り 、 こ れ までに国 内57 の地区(dist rict) か ら 1 . 8 38 の 在 来 品 種（系統）が 集め ら れた 。

3) 栽 培

P a r w an i pur農業試験場に お ける栽培 法に関 する試験 結 果 の いく つ かを以下に紹 介 する。

① 播 種時期が 6 月 10 日 ～ 7 月 20 日 の 間では、 6 月 20 日 播種 の 収量が最も高 かった 。

② 移 植栽培で栽植距離を15 X 15crn~25 X 25 cm まで変えて も収量 は ほとん ど差が な く 、 品種間 の

差 の 方が大き かった。

③ 栽植 距 離 を 20 x 20cmとした正方植え移植 栽培 は 3 . 6 t/h a の 収 量 で、 20 x 20cm の 直 播 または ば

ら まき 直 播 栽培よりl t/ha以上 の増収とな った。

④ 施 肥 量がN成分で 60kg/h a まで は 収置は明 ら かに増加 す る が 、 60- 1 40k g/h a の 間 では有 意差が

な かっ た 。

⑤ 緑 肥植 物 の 栽培によっ て 収量 は 裸地より 明 ら か に 増加した。 特にdha i ncha(Sesbania g l urnar  

urn ) や cowpea(Vigna sinensis) の 効 果 は 高 い 。

4 )  病 害 虫

ネ パ ー ル の 稲 の 病 害 を 表N 5 に、 害 虫を表 N 6 に示 す 。
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1987 年の稲の病害発生状況調査によると、G l ume b light（旦竺竺 g l u/Daru/D）が N uwakot地区の二

期作稲に発生し、

Dhikure村では

CH-45、Khumal -

3といっ た 品種

で 30％の被害が

認められた 。 ま

た いも ち 病が全

国 4 地区のMasu

l i品種に、 同 じ

く カ ト マンズ盆

地ではTa i ch ung

-17 6 品種で葉 い

も ち 、 穂首いも

ち が発生し大 き

な 被害が出てい

る。
一 方比較的被

害程度は少ない

が、全国的に発

生が み ら れた病

害に、 Bacteria l

DI亀0●●●

Blast 

Brown leaf 
spot 

Sheath Blight 

Stem rot 

表N 5 ネ パ ー ル の 稲 病 害

Cauaal organl皇m

Pyricularia oryza11 Cavara 

Helminthosporium oryzae Breda de Haan; Telぬmorph, Cochllobolus 
mi匹畑anus (Ito & Kuribayashi) Drechsler ex Dastur 

DI、 trlbutlon

Major and 
desm」cOW9

応jor leaf

Rhizoctonia solani Kuhn; Teleomorph, Thanatephorus ClJCVmeris (Frank) Donk. Major 

ScJsrotium oryzas Catt, Sclerotial anamorph; Nakatasa sigmoidsa (Cav.) 
Hara Conidialanmorph; Magnaporths salvinii Catt., 

W心espread
Increasingly 

False Smut Usli/aginoidea virens (Cke.) Tak; Teleomorph, Claviceps oryzae-sa印ae Widespread 
lnctllasingly 

Sheath Sarodadium 切zae (Sawada) W.Gams & D. Hawksw. Widespread 
1四asingly

NarrowBrown Cercospora janseana (Racib. )  0. Const. ; Teleomorph, Sphaerulina Minor but 
Leaf Spot oryzae H紅a common 

Seedling Blight Sderotium rolfsii Sacc.; Teleomorph, Corticium rolfsii Curzi Minor but common 
Foot rot Fusarium monilifonne sheld . ;  Teleomorph Gib畑rel/a fujikuroi (Sawada) Ito Mnor 

Leaf scald G_�rlachia o,yzae (Ha�hi�".-8 & Yo�ogi) W. Garns;_ Teleomorph, Monographe/Ja Mno9 
a/bescens (Thumen) P批inson, Sivanesan and Booth 

Stack-bum Alternaria padwickii (Ganguli) M.B Ellis. Reported 

Leaf Scald 

Black Kernel 

Black Kernel 

Red blotch 

Grey Mold 

Glume blight 

Leaf blight 

Altemaria o,yzae Bugnicourt 

Curvularia verrculosa Tandon & Bilgr. ex. MB 

Nigrospora oryzae （西水 ＆ Br.) Petch Teleomorph, Khuskia oryzae 

Epicoccum purpurascens Ehrenberg ex ot Schlecht 

C/adosporium herbarum (pers.) Link: Fr.; Teleomorph, Mycosphaerella 
tulasnei (Jancz.) Lindau 

Phyllosticta miurai Miyake 

Leptosphaerulina trifoヽi (Rosi.er) Petrak 

Rep011ed 

Reported 

Reported 

Repo1.d 

Reported 

f 00 t rot (.!.!..!l.!!...! Eye Spot Bacterial Drechslsra spp. 

Rep叩ad

Rep叩ad

Reported 

Major and 
destructive spp . ) 、 Sheath

b 1 i gh t (H/J iz()_f_J_

旱 竺）、

Brown l eaf spot 

( He //IJin t/Jospor_ 

旦 虹）が挙

げられている。

さらに Sheath

rot ( Saro cladiu凰

虹）も テ ラ イ

Bae臼rial leaf Xanthomonas campastris var. oryzae 
blight 

Bacterial Xanlhomonas campestris var oryzico/a (Fang, Ren, Chen, Chu, 
Leaf streak Faan & Wu) Dye 

Bacterial foot rot Erwinia spp. 

White Tip Aphelenchoides 畑sseyi Christie 

Viral 

Rice dwarf virus -

Rice tungro virus 

Phy●lolog lcal 

Khaira Disease 
(Zinc deficiency) -

地域の一部では警戒水準に達する程度に発生した。

Major 

Repol't的

Re四ed

Minor 

Minor 

Major 

稲の病害で最も恐れられているのはいも ち 病であるが、 Carbensazim(Derosa l )、Thiophanat e

Methyl (Tops in M)の種子消 毒 (3-4g/kg)は育 苗期の発病抑制に効 果があり、 また本 田での発病で
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は H i no s an 、 Top s i n M の 防 除 効 果 が高 い 。

- 1 7 6 な ど は り 病性 で あ る が 、 K h um a l  

-4 、 P a l u n g- 2 は 強度 の 抵抗性 を 有 す

る の で 、 発生 が予 想 さ れ る 地域 で は

品 種選択 の 際考 慮 に 入 れ る 。

害虫発生状況 に つ い て は P arwan i -

pu r農業試験場 の ラ イ ト ト ラ ッ プ で の

種類別捕捉数 の デ ー タ を 示 す （ 表N 7 ) 。

メ イ チ ュ ウ 類 は 8 ~ 9 月 に そ の 発生 ピ

ー ク を迎 え る が 、 そ の 他 の 害 虫 は 9

月 以降 1 1 月 に 発 生 が 多 く 、 い ず れ も

乾期 に 入 っ て 急激 に 減少 し 、

な る と 捕 捉数 は 皆無 と な る 。

1 月 に

さ ら に 品 種 別 に 抵抗性 を 比較 す る と 、 CH-4 5 、 T a i c h u n g

表N 6
 

ネ バー ルで見つ か っ た 主 な 稲 害 虫

Rice bug, Gundhi bug 
Rice stem borers: 

Yellow stem borer 
Pink stem borer 
Striped stem borer 
Dark headed stem borer 

Green lcatbopper 
White-backed planthopper 
Brown planthopper 
Rice stem mealybug 
Rice gall midge 
Rice hispa 
Rice leaf folder 
Paddy armyworm 
Rice armyworm 
Rice cascworm 
Rice grasshopper 
Rice thrips 
Rice cricket 
Rice butterfly 
Rice skipper 
Rice seed bed beetle 

Leptocorisa acuta (Thunbcrg) 

Tryporyza inartul心 (W曲句
Sesamia inf erens (Walker) 
Chilo suppressalis (W:批er)
Chilotraea polychrysa (Mcyrick) 
Nephatettb: nigropict匹 (Ishihara)
So gate Ila /urcifera (Horvath) 
Nilaparvata luge心 (Stal)
Ripersia oryzae (Green) 
Orseolia ory:ae (Wood-M匹on)
Dicladispa annigera (Olivier) 
C心phalocrosis medinalis (Gucncc) 
Spodoptera mauritia ·(Boisduval) 
Myt肋nna separata (Walker) 
Nymphula depunctalis (Gucncc) 
Hieroglyph匹 banian (F．）
Chloethrips ory:匹 (Williarns)
Gryllotalpa africana (Palisotdc Beauvais) 
Melanitis leda ismene (Cramer) 
Pelopidas mathias F. 
Heteronych匹 lioderes RcdL 

表N 7
 

PAS(Pananipur農業試験場 ） で ラ イ ト ト ラ ッ プ法 に よ っ て 捕捉 さ れた 月 別 害虫成虫 数 ( 1 98 1 - 1 987)

Jan. Feb. Mar. Apr. May Jun. Jul. Aug. Sepl. Oct. Nov. Doc. 

Finger bee de 
Green leaf hopper 
Pink stem borer 
Rice case worm 
Rice gundhi bug 
Rice leaf folder 
Shipped rice Borer 
White leaf hopper 
White s tem Borer 
Yellow stem Borer 

0
0
0

0
0
0
0
0
2
4

 

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

 

0

1
0
0
0

4

60
3

6
91
 

0

5

5
0
0
0
1
6
4
8

 

1

2

2
 

4

0
8

1
7
0
8
8

 

14

21

1
1

2
1
2

 

4
4

4
0

2
5
7
7
3
9

 

8

3

1

1

1
2
1
1

 

6
3

6

2

8

2
7
3
9
1

 

7

2

2

1

2
9
2
3

 

2
3

9
4
8
8

2
8
4
6

 

3

1
6
3

2
8
3
6
9
5

 

5

1
9

 

43 
2009 

74 
1 1 3  
6 1  
89 
48 
52 

1 99  
1 4 1  

53 
4 104 

55 
87 
48 
4 1  
35 

1 74 
65 
99 

3 1  
642 

29 
196 
30 
29 
39 

234 
62 

187  

6
6
0
0
0

4
0
0
0
0

 

8

1

5
 

2

1

 

ー

2. ト ゥ モ ロ コ シ

1 ) 生産状況

ト ゥ モ ロ コ シ は ネ バ ー ル で は 稲 に 次 い で 2 番 目 に 重 要 な 作物 で あ る 。 1 9 8 7 年 の 栽培面積 は 6 7 . 4 

万 h a 、 農 耕 地 全 体 の 2 5 ％ を 占 め 、 生産量 は 9 0 . 2 万 t 、 単 収 は 1 . 3 3 8  t/h a で あ っ た 。 稲 は 低地 の テ ラ イ

が主産地 で 作付面積 の 9 割 を 占 め る が 、 ト ゥ モ ロ コ シ は 作付 面 積 の 8 0 ％ が 山 岳地 帯 に 分布 し て い

る 。 山 岳 地 に 居 住 す る 国 民 の 内 5 5 ％ は ト ゥ モ ロ コ シ を 主食 に し て い る と 推察 さ れ て い る 。 1 9 7 7 年 か

ら 1 9 8 7 年 の 1 0年 間 を み る と 、 作付面積 は 5 1 ％ の 増 加 で あ っ た が 、 生産量 は 1 3％ の 増加 に と ど ま っ た 。

つ ま り 単 収 は 1 . 6 5 t/h a か ら 1 . 3 4 t/ha と 2 3 ％ も 低下 し た の で あ る （ 図 N 1 5 ) 。 こ の 原 因 に は 山 地 開 発 に

よ る 耕 地 化 が 土壌肥沃度 の 低 い 傾斜 地 に ま で 及 ん だ こ と 、 ま た 自 家採種 に よ る 自 殖 弱 勢 が 進 ん だ

こ と な ど が考 え ら れ 、 現在優良品 種 に よ る 品 種更 新 が 図 ら れ て い る 。 現在 の 品 種 更 新 面 積 は 全 作

付 け 面 積 の 約 3 5 況 に 達 し て い る 。

標高 1 . 5 0 0 - 2 ,  0 0 0 m の 中 山 間 地 で は ト ゥ モ ロ コ シ は 主 に 雨 期 に 栽培 さ れ る 。 栽培方 法 は 限 ら れ

た 土地 の 多 面 的 利 用 と い う 点 か ら 、 サ サ ゲ 、 シ コ ク ピ エ 、 大豆 、 ジ ャ ガ イ モ と の 混 作 が 一 般 的 で

あ る 。 ま た 後 作 を ダ イ コ ン な ど の 野 菜 と し た リ レ ー 栽 培 も 行 わ れ て い る 。 山 岳地 帯以外 に 内 テ ラ

ィ 、
る 。

テ ラ イ 地域 で も か な り の 栽培面積 が あ る が 、 こ ち ら で は 乾 期 の 冬 作 、 あ る い は 春 作 が 主 で あ
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作付面積 ( l OOOhl ) ． 生産塁 ( 1 0001. ) . 年収(k 1/li 1 J 
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図N 1 5  トウ モ ロ コ シの作付面積 、 生産 量 、 単収の推移

2) 品 種

ト ゥ モ ロ コ シ の 品種育成は1 9 56年 に、Amar i l l o D.Cuba 、 Cubano f l  i n t、Franc i sco f l i n tの3

品種を国外か ら 導 入した こ とか ら 始ま る 。3品 種 の中では Amarillo D. Cuba の 収 璽が高かった。

しかし導入 品種は い ず れも晩生種であったため Ch i t wan、Makwanpur、Nuwakotと いった地 区 で 試

験栽培を行 い、種子を増殖した にもかかわ ら ず農家 に 好ま れ な かった。

つい で1965年にインドか ら 交配種が導入され、適応性試験が行われた結 果、 Composit e Jが標高

1 0 0 - 3 0 0m の テライと内テライ地域、An t igua 2DX Gua t emal anが標高1, 20 0 -1, 800mのカトマ ン ズ盆

地など丘 陵地帯に、Ant igua group 2 x Guat ema l anが標高 2,0 0 0 m以上の山 岳地帯に適している こ

とが明らかに な っ た。 こ れ ら の品種は後に地名と粒色をと っ て ネパール語で、Rampur P ah enlo （黄） 、

Khumal P ahenlo、Kakan i Pahen loと命 名 された。 ネパールの農民は、黄 白 色で包葉が厚いフ リ ン

ト種 の ト ゥ モ ロ コ シを好 む 。ま た 後 作と の 関 係で早生 の 品種が求め ら れ る 。 こ の よ う な 生産者側

の 要望に応 え る も の として 、1 9 7 1年 に内テライ向き品 種 の He tauda composi t eが発表された。

稲と同 様、ト ゥ モ ロ コ シもプ ロ ジェ ク ト方式の総合研究が進められており、 高収量、 耐病 虫性

品 種 の 育成と栽培技術 の 改善 に よ って、 ネパール の ト ゥ モ ロ コ シ 生産を安定化させ る ことを 目 標

とした ト ゥ モ ロ コ シ開発計 画(NMDP)が1 972年に発足した。研 究拠点はカ ト マ ンズの南 西150km に 位

置す る Rampur農業試験場(Ch i t wan) 表N 8 CVRCに よ っ て 認定 さ れ た ト ウ モ ロ コ シ の 各生態地域適応栽培 品 種

で 、 こ こ では24名の研究者が ト ウ

モ ロ コ シ の 研 究に従事して い る 。

前述 の 品 種育成中央委員 会

( CVRC) に よ って こ れまで育成 の

認定がな された標高別の推奨品種

Variety Ecological region Recommend心 for

Rampur composite a 
Sarlahi seto 
Janaki Makaib 

Arun。2c
Makalu-2 

Tarai and Inner Tarai 
Tarai and Inner Tarai 
Tarai and Mid-Hills 
Tarai and Valley 
H igh and Mid-Hills 

Throughout lhe year 
Throughout lhe year 
Throughout lhe year 
Throughout lhe year 
Throughouいhe year 

a • relatively resistant to downy mildews 
b . initially released for winter maize cultivation in the Tarai but also found adaptable for mid-hills 
c .  early maturing variefy suitablP. for multiple cropping 
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は表N8に示 すとおりである。 こ のなかでは、 90日で収 穫可能な早生品種のArun-2が作付体 系に組

み 入れや すい点で最も有 望 視 さ れている。

3) 栽培

ト ウ モ ロ コ シに関 する こ れ までの試験結果をもとに 策定 さ れた栽培基準は以下の よ う である。

① 栽植密度はha当り53, 000株 、 栽植距離は7 5cm x 25cm程度とする。

② 中山 間地で夏作とする場 合は、 5 月 中旬が播種適期である。

③ 春作では、 3 月 第 3 週～ 4 月 第 1 週が播種適期 である。

④ 低地の冬作の場 合、内テライでは 9 月 、テライでは10月 が播種適期である。

⑤ 雑草 防 除で は 、 A trazine 3-6kg a. i. /haの発芽 前処理を行う 。

⑥ 豆類との混作を行うと、 ト ウ モ ロ コ シ 単作より増収 する。

4) 施 肥

冬作ではNPK 90 : 45 : 45 kg/ha、夏作ではNP K 45-60 : 30 : 30kg/haの施用が標準である。 堆肥を基

肥で十分施した場 合は、 N単用で 30-45kg/haとしてもよい。 同じ施肥量でも、 播種前と膝の高 さ

に生育 したときの2回に分 けるほ う が、基肥のみ より増収 する。 最近微量要素の問題も解 明 さ れ

ており、テライ地域では亜鉛欠乏が広く認 め ら れる こ と、 また夏作では硫黄、 冬 作では ホ ウ 素の

欠 乏が収量 制 限 要 因になっている可能性が高 い こ とが 明 ら かに さ れた。

5) 病 害 虫

ネパールではト ウ モ ロ コ シの病害として こ れまで52種類の病原菌が同定 さ れているが、 なかで

も特に重要病害と さ れているのは Ear rot (� .IIJOn i l iforヽe)、Sta lk rot (.!..!:..!!...l. 竺ェ！

竺 and !..l!..!!J..J!./I aphan idema t 収）および Downy m i l dew (� spp. ）の 3 種である。

Ear rotは丘陵地で一 般的な病害で、品種によっては40％以上の被害が発生することがある。 Di

thane M-45の散布は発病抑 制に効 果があり、 ま たK ak an i 在 来種は強度の抵抗性を有 する。 Sta lk

rotはテライ、 内テライではErwinia 菌 、 山間地では Pythium 菌 に よって発病 する。 発病後では防

除可能な薬剤はなく、 また抵抗性品種も見 つ

かっていない。
表N 9 ネ パー ルで記録 さ れた主要 ト ウ モ ロ コ シ 害虫

こ の他、葉の病害として、Common r ust, 

Northern l eaf  b l ight, Southern l eaf  b l i ght, 

Leptospher i a  l ea f  b light, Carvularia l ea f  

spot, Banded l ea f  and sheath b light な ども

時に大き な被害が生ずる病害である。

害 虫では発芽不良原因として コ オ ロ ギ、タ

ネ バ エ 、 ハ リ ガ ネ ム シが関与 する こ と が多い。

また ヨ ト ウ ム シは山間地全域で葉を食害し、

メ イ チ ュ ウ 類は テ ラ イ か ら 中 間山地で経済 的

に大きな被害を及 ぼす こ とがある。 ト ウ モ ロ

コ シの主要 害 虫 は 表N 9 の ごとくである。
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Spotted stallc 
borer 
Pink stem borer 
Rice armyworm 
Field crickets 

White grubs 

Com leaf aphid 
Wheat aphid 

Rice 
grasshoppers 

Grasshoppers 

Com wcbworm 
Shoot fly 

Chilo partt:U匹 (Swinhoe)

Sesamia in/ere心 "allcer)
Mythimn.a separata �allcer) 
Gryll匹 gryl/匹

Brachytrupt:s sp. 
Phyllophaga rugosa 
(Melsheimer) 
Anomala dimidiata (Hope) 
Andmala sp. 
Rhapal函phum maidis Fitch 
Schizaphis graminum 
Rondani 
Hit:roglyphus b血ian (F．)
Hieroglyph匹 nigrorep{t:匹

(I． Bol.） 
O巧ra adanta 
Atractomorpha sp. 
Chrotogon心 Sp.
Marasmia lrapt:zatis Gucnce 
Atht:rigona varia soccata 
Rondani 



3.  小麦

1) 生 産 状況

ネ パ ー ルの西部～極西部地域では昔から小 麦が栽培されて い た が 、 東部、 中央部は小 麦 圏では

な く 、 196 0年代初頭 まで小麦の栽培は ネ パ ー ル 国 内でも西部の地域に限定されてい た 。 し か し 19

6 0年代半 ばにMexican semi-dwarf タ イ プの小 麦が導 入 されてから、 テライ その他の地域でも急速

に栽培面積が増大した 。 その結 果 、 1 9 65-6 6年には1 1 . 8万haであ っ た 栽培面積が19 88年 には63. 8万

haに 、 同 じ く 14. 7 万tであ っ た 収 穫量が96 . 2万tに と 、 過去25年 間で 5 倍 以上 の 伸 び を見せ、 単 収

も 0. 8t/haから1. 3 t/haへ と 増加 し ている （ 図 N16)。

作付面積 ( I OOOh1 ) 、 生産塁 ( I OOOl ) 、 半収(kg/h 1 l 
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図N 1 6  小麦の作 付面積 、 生産 量 、 単収の推 移 ( 1 97 0 - 8 7年 ）

こ のように 、 小麦は比較的近年にな っ て栽培が 国 内に伝播した作物であるにも関わらず 、 ネ パ

ー ルでは現在 、 稲 、 ト ゥ モ ロ コ シ に次いで第 3 番 目 に重要 な作物に位 置 づ けられるように な っ た 。

小麦の在 来 種は次第に改 良 品 種に置 き 変わ っ ており ( 90%） 、 主産地も西部地域から テ ラ イ に移行

している。 テ ラ イ地域は現在 、 栽培面積の64%、 生産量の63％を 占 めるに至 っ ている。 こ のように

小 麦 が 栽 培 される標高は、 テライの標高7 0m から山岳地の4000m まで き わ め て広域であるが 、 そ の

ほとん ど (85%）が無灌漑の天水 依存栽培である。

ネ パ ー ルでは小麦は製 粉 後 、 Chapati 、 Roti （在 来 パン） 、 P arathas 、 P urie 、 Ha l w a な どに加工 さ

れ て 食 用 と される。 ま た 食 パン、 ビ ス ケ ッ ト 、 菓 子にも利 用 さ れるほか 、 籾 殻 は 牛 の 飼料に なる。

稲、 ト ゥ モ ロ コ シ 同様 、 小麦も小麦開発計 画 ( NWDP ) で高収量 、 耐病 虫性品種の育成 や 、 栽培技

術 の改善 を進 め て いる。 発足は197 2年 、 セ ン タ ー は Bhairahawa農業試験場 （カトマンズの南西25

0k m)で 、 現在19名 の ス タ ッ フが小麦研 究に従 事している。

2) 品 種

ネ パ ー ルにお ける小麦研究 の 始 ま り は 1 958 年 で ある。 1 961年 メ キ シ コ か ら 導入 し た 品 種の適応
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性評価 の 結 果 、 山 間地 で は L erma-5 2 、 テ ラ イ 地域 で は NP- 7 9 9 、 NP-8 5 2 が そ れ ぞ れ推奨品種 に 選定

さ れ た 。 さ ら に 1 9 6 5 年 に は メ キ シ コ か ら 導入 し た わ い 性 品種 、 L erma Roj o- 6 4 、 Sonor a-6 4 も 山 間

地 の 奨励 品 種 に 加 え ら れ た 。 一

方 1 9 6 8 年 以 降 イ ン ド か ら 導入 さ

れ た S-2 2 7 ( K a l yan sona) 、 PR- 2 1

( Sona l i ka ) 、 S- 3 3 1 ( Chho t i Ler  

ma ) も 低地 の テ ラ イ 地域 に 広 ま っ

て い っ た 。 1 9 7 4年 ま で の 主 な 奨

励 品 種 を 表N l O に 示 す 。

V•rl.ty 

Lerma 52 
Pitic 62 
Lerma 
S 33 1  
Kalyansona 
RR 21  
NL 30 

表 NlO  . 1 9 6 1 ~ 1 9 7 4年 の小麦栽培品種

Ecological Region 

Hills 
Hills 
Hills 
Tarai 
Tarai 

• Tarai and Hills 
Western Tarai 

Rocomm•nd●d fo『

�ow-medum fertility, timely sowi叩
Low-m匹um fertility 
�ow-medum fertility, timely sowing 
�-?W·medum fertility, timely sowing 
f:l_lgh fertiQty, timely sowing 
!imely and late sowing, irrigated land 
Timely sowing, irriga臼d land

一 方 ネ パ ー ル 国 内 で小麦 の 品種育成が本格 的 に 始 ま っ た の は 、 小麦開発計 画 の 発 足 以 降 で あ る 。

在 来 種 、 導入種 と の 交配 が 1 9 7 0 年代後半 に 始 ま り 、 ま た C I MMYT か ら も 優良品種 を 受 け 入 れ る な ど

し て 、 1 9 7 9 年 ～ 1 9 8 7 年

の 間 に 1 . 2 1 7 組 合 せ の 交

配 が実施 さ れ た 。 品種

育 成 中 央委員会 ( CVRC)

に よ っ て 1 9 7 4--- 1 9 8 6年

ま で に 認定 さ れ た 地域 、

生態別 の 奨励 品 種 は 表

N 1 1 に 示 す と お り で あ る 。

3 )  栽培

Variety 

HD 1982 
UP 262 
Lumbini 
Triveni 
Vinayak 
Siddhartha 
Vaskar 

Nepal 297 

表 N l l  CVRCに よ っ て認定 さ れた小麦栽培品種 ( 1 9 7 4~ 1 9 8 6 )

Ecologlcal Region 

Mid-Western Tarai 
Tarai 
Tarai 
Tarai 
Tarai 
Tarai 
Western Tarai (Banke and 
Bardia Districts only) 
Tarai 

Recommend●d for 

Timely sowing, irrigated land 

Tunely sowing,medium.fertllity irrigated and rainfed land 
limely and late sowing, medium and high fertility conditions 
limely and late sowing, medium and high fertility condition� 
limely sowing, mediu;;; fertility conditions and irrigated land. 

limely and late sowing, medi�m fertility and Irrigated. laりd.

1 9 6 1 年 以降 の 品種導入 と 平行 し て 、 収量 の 潜在 力 を 高 め る た め 栽培技術 に 関 す る 研究 も 始 ま っ

た 。 こ れ ま で の 研究 で 明 ら か に さ れ た 小麦栽培 の 要点 は 以 下 の と お り で あ る 。

① テ ラ イ 地域 の 播種適期 は 1 1 月 中 旬 で あ る 。 1 0 月 播種 で は 早 す ぎ 、 1 2 月 播 種 で は 遅 す ぎ て い

ず れ も 収量 が上 が ら な い 。

② テ ラ イ 地 域 で 晩生種 を 栽 培 す る 場 合 は 、 播種適 期 を 1 週 間 ず ら し て よ い 。

③ 丘 陵地 で は 1 0 月 後半 、 で き れ ば 1 0 月 の 最後 の 週 に 播種す る と 最 も 収量 が 上 が る 。

④ 平 畦 よ り や や 高畦 と し た 方 が収量が高 い 。 た だ し 手 間 も か か る 。

⑤ 条播 は 散 播 よ り 収量が高 い 。

⑥ 播 種量 を 1 0 0 - 1 4 0 kg/ha の 範 囲 で 変 え て も 収 量 に 有意差 は な か っ た 。 た だ し 、 遅 蒔 き の 場 合

は 播種量 を 多 く す る 方 が安全 で あ る 。

⑦ 耕起栽培 で は プ ラ ウ 耕起 一 種子散播 一 耕起 一 均平化 の 順 で 作業 を 進 め る 。 ま た 不耕起栽培

で は 、 土 壌 が 湿 っ た 状態 で 播種 し た 後、 堆肥 を 薄 く 層 状 に 覆 う こ と で そ の 後 の 生 育 が良 好 に な る 。

⑧ 条 播 で は 畦 の 間 隔 を 1 5 crn~ 2 5 crn に 変 え て も 収量 に 差 は な い 。

⑨ わ い 性種 は 節 間 が短 い の で 、 播種深度 は 5 cm前後 ま で と し て 深植 え し な い 。

⑩ 小麦畑 で は シ ロ ザ ( Chenopodi[J員 旦也竺） な ど の 広葉雑草 と の 競 合 が 多 い 。 こ の 防除 に は 、 2 ,

4-D 0 .  4-0 .  8 kg a .  i .  /ha を 播 種後 3 5 日 前後 に 散布 す る 。 ま た ク サ ヨ シ ( fha laris 互竺虹：） の 防 除 に は
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,• TO K E - 2 5 1 . 5 k g  a. i .  /ha を 発 芽 前 処 理 す る 。

4 ) 施 肥

1 9 7 0 年 代 の わ い 性 小麦 栽 培 で は 、 収 量 の 潜 在 力 を 引 き 出 す 標 準 施 肥 量 は N P K 1 0 0 : 6 0 : 4 0 k g/h a と

さ れ て き た 。 し か し 最 近 の 研 究 で は 、 N P K 1 0 0 : 5 0 : 2 5 k g/h a の 施 用 で も 十 分 経 済 性 が あ る こ と が 示

さ れ て い る 。 施 肥 時 期 、 施 肥 方 法 に つ い て は 土 壌 の 種 類 に よ っ て 異 な る や り 方 が 進 め ら れ て い る 。

す な わ ち 、 ・ 埴 土 、 壌 土 で は 1 / 2 を 基 肥 と し 、 残 り 1 / 2 は 第 1 回 目 の 灌 漑 を 始 め る 直 前 に 追 肥 と す る 。

ま た 砂 質 土 で は 基 肥 は 1 / 3 に と ど め 、 1 / 3 は 第 1 回 目 、 1/3 は 第 2 回 目 の 灌 漑 を 始 め る 直 前 に 施 す 。

一 方 天 水 依 存 栽 培 で は 、 播 種 時 に N P K 4 0 : 4 0 : 0 k g/ h a を 全 量 基 肥 と し て 施 用 す る こ と が 推 奨 さ れ る 。

5 )  病 害 虫

ネ パ ー ル で は 表 N 1 2  小麦主要 病 害 と そ の 分布

1 9 6 0 年 代 初 頭 か

ら 国 内 の 小 麦 の

病 害 発 生 調 査 が

行 わ れ て お り 、

当 時 の 記 録 に は 、

St em r u s t ( b l a c k  

r u s t ) . L e a f  r u s t  

( B r o w n  r u s t ) . 

Y e l l o w r u s t ( s t  

r i p e r u s t ) . P o  

w d e r y  m i l d e w ,  

L o o s e  s m u t な ど

が 記 載 さ れ て い

Common name of 
lh• dl●●●●● 

Leal spot or leaf blight 

S叩e rust or yellow rust 

Leal rust or brown rust 

loose smut . 

Powdery mildew 

Hill bunt 

k江nal b.unt 

E紅呼e

S臼m rust

Da,,ny mildew 

Bia改 poinl

Cau•al organism 

Helmintllosporium 
tritici repentis 
Helminrhosporium 臼tivum

Alternaria sp. 

Puccinia striilormis "tntici 

Puccinia recondita 

Ustilago rrヽUCl

ErysiphB graminis triuci 

Tilleria carids 
Tilleria foetida 

Tilleria indica 

Anguina 1ririci 

Pucdnia gram、nis vitici 

Sclerospora mactosp匹

Alternaria teneus 
Helminlhosporium sarivum 
Cladosporium sp. 

DI亀trlbutlon

Major disea臼 inTarai areas. and lower : 
belts in lhe hids. 

lv'.ajor desiruclive disease in mid and high hiUs. 

MaJO『 disease in Tarai and vall町 areas.

Major disease throughout !he hills and some in Tarai. 

Problems in some pockets of the hills 
(Kabre, Lumle, Oa叩， S叩心：し Kakani etc.) 

Minor disease on some local wheats in !he mid and 
high hills (Solokhumbu, Oolakha, Aasuwa Dist eu:.) 

Far wesiern 面d hills (Coli) 

Occasionally observed in Tarai areas 
(Aupandehi,Kapilvastu and Saprari cislricts). 

Minor disease of s叩e local wheats in !he hills 

Occasionally observed in low_lying area in lhe hills. 

Minor disease of grain alter har.esting bolh 
in !he hills and Tarai 

る 。 中 で も S t em ぶu s t は 当 時 最 も 恐 れ ら れ て い た 病 害 で 表N 1 3  ネ パ ー ル で 記 録 さ れ た 主 な 小麦 害 虫

あ っ た 。 1 9 7 0 年 代 に 入 っ て メ キ シ コ の C I MMY T か ら 半 わ い Wi叩onn

Corn leaf aphid 
性 品 種 が 導 入 さ れ て か ら は 、 S t em · r u s t は マ イ ナ ー な 病 害 WheaI aphid

Cereal aphid 

とな り 、 変 わ っ て L e a f s po t ( l e a f  b l i gh t ) が 重 要 病 害 と
Pink stem borer 
Termites 

な っ た 。 1 9 8 6 年 現 在 の 小 麦 の 主 要 な 病 害 の 種 類 は 表 N 1 2 に Paddy 面yworm
Rice ann”‘orm 

示 す 。 Y e l l ow r u s t と L e a f r u s t に つ い て は 、 ネ パ ー ル

で は Y e l l ow r u s t は カ ト マ ン ズ 盆 地 で 気 温 が 5 ~ 1 5 • C と な

る 1 2 月 ～ 3 月 に 発 生 が 多 く 、 主 た る レ ー ス は 7 E 1 5 0 系 統

で あ る こ と 、 L e a f r u s t は 1 0 月 初 旬 か ら 6 月 ま で 長 期 に

わ た っ て 発 生 が 認 め ら れ 、 主 た る レ ー ス は 7 7 系 統 で あ る

こ と が わ か っ て い る 。

ま た 主 要 な 小 麦 の 害 虫 を 表 N 1 3 に 示 す 。
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White grubs 

Grasshoppers 

Cutworm 
Gr細n stink bug 
Stink b内
Pain ted bug 

Gr蛉n lealhopper 

Laa.lhopper 
Thrips 

Agriotes sp. 
Rhopalosiphum maici s Fitch 
Schizaphis graminum Rondani 
Macrosiphum graminis (Takahshi) 
5esamia inlerens CNalker) 
Mi叩Iem匹 obesi Holmgren 
Odonlotermes obesus Rambur 
Spodoptera mauritia 恥必u叫
杓thimna separate (Walker) 
Phylfophaga (IJ炉sa (Melshe面m叫
Anomala sp. 
A tractom四カa crenulata F. 
Chrotogonus sp. 
O乃'a adanta 
Agrotis sp. 
Nezara "(iridula 
Nezara antenna/a S=a 
Bagra中 叩Cl.fer叩m (l.)

Nephotenix 咄9四＊IUS
lshi比(a
凶ltocspha/us sp. 
Haplorhrips sp. 
Anaphorhrips sp. 



4 . 

1 ) 

豆類

1 9 8 7 年 の 統 計 で雑穀 と し て の 豆類 を 合 計 し た も の は 、 栽培面積 で は 2 6 . 4 6 万ha 、 収穫量 は 1

3 . 9 5 万 t と な っ て お り 、 食用作物 中 で は い ず れ も 第 4 位 に 位 置 す る （ 図 N 1 7 ) 。

Len t i l ( レ ン ズ マ メ ） 、 G ra s spea （ ガ ラ

こ こ で い う 豆類 に は 、

ス マ メ ） 、 Ch i c kpea ( ヒ ョ コ マ メ ） 、

Mungbean（緑豆 ） 、 P i geonpea （ キ マ メ ） 、

B l ackgram （ ケ ツ ル ア ズ キ ） 、 Soybean

（大 豆 ） 、 Cowpea （ サ サ ゲ ） を 含 む が 、

野菜 と し て 専 ら 食 さ れ る エ ン ド ウ 、 イ

ン ゲ ン な ど は 除外 さ れ る 。

一般 的 な ネ パ ー ル 食 は 、 Bha t （ ご飯 ） 、

D a l （豆 を 煮込 ん だ ス ー プ） 、 Tarkar i （野

菜 の カ レ ー 煮 ） で 構成 さ れ る 。 ネ パ ー ル

国 内 を 調査旅行 中 、 田舎 で は ど こ で も

こ の よ う な 食事 で あ っ た 。 内容 の 豪華

さ は 、 例 え ば タ ル カ リ に 鶏 肉 が入 る と

か 、 Achar （ 漬物 、 塩 と ト ウ ガ ラ シ に ダ

イ コ ン 、 ト マ ト 等 を つ け た も の ） が加

わ る と い う 程度 の バ リ エ ー シ ョ ン で し

か な く 、 食 費 は 1 0 ル ビ ー ( 6 0 円 ） 位 で あ

る 。 豆類 の 摂取 は 炭水化物 に 偏 り が ち

の ネ パ ー ル 食 の 貴重 な 蛋 白 源 で あ り 、

ま た 豆類 の 栽培 に よ っ て 窒素 固定 に よ

wan) を セ ン タ ー と し 、 Lent i 1 .  Ch i c kpea,  
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□ レン ズ芯 図 ガラ コマメ ビ］ ヒヨコマメ

巳 祖 匿 ヶツJI••アスヰ □ その他の豆類

1 7  豆類の栽培面積の 推移097 1 - 87年 ）

る 地 力 の 維 持 が 図 ら れ て い る 点 で も 、 Da l と い う 食法 の 開発 は ま さ に 古代 イ ン ド 文化 の 叡知 と い え

よ う 。

ネ パ ー ル で の 豆類 に 関 す る 試験研究 は 1 9 7 2 年 か ら 始 ま っ て い る が 、 本格 的 な 取 り 組 み は 1 9 8 5 年

に 豆類 改良計画 (NGL I P ) が 発 足 し て か ら の こ と で あ る 。 豆類改良計画 で は Rampur農業試験場 (Ch i t

Soybean,  

3” 400 

Cowpea を

対象 と し て 育種 、 栽培 に 関 す る 研究 を 実施 し て い る 。

2 )  各種豆類 の 生産状況

雑穀 と し て の 豆類 は 種類 が 多 い の で 、 代表 的 な 種類 に つ い て そ の 生産状況 を 簡略 に 述 べ る 。

レ ン ズ マ メ (Lent i 1 . .!:..}.辺2 cul inaris) 

1 9 8 7年 の 統計 に よ る と 、 豆類 の 中 で は レ ン ズ マ メ が栽培面積 ( 1 1 . 2 万ha 、 4 3%） 、 収穫量 ( 6 . 3 万 t 、

( 1 )  

4 5 % ） と も 最大 で あ る 。 単収 は 5 5 9 kg/ha 。 栽培 は テ ラ イ 、 内 テ ラ イ 地域 が主体 で 、 丘 陵地 の 盆地 で

の 栽培 も 多 い 。 特 に 丘 陵地で は ト ゥ モ ロ コ シ 、 稲 の 後 作 と す る こ と が 多 い 。

( 2 )  ガ ラ ス マ メ (Gra s s pea , ta t/Jyrus sa t i vus) 
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豆類の中では レ ンズマメに次いで第 2 位の栽培面積(4.4万ha、14%） 、収穫量(2.0万 t 、14%） を有

し、単収は455kg/haである。 東部から中西部のテライ地域で稲の後作として広く栽培されている。

しかしガラ ス マメ畑は次第に レンズマメに置 き 換 えられ つつあり、栽培面積は漸減傾向である。

(3 ) ヒ ョ コ マメ(Ch ickpea, . 旦竺止 8ri etin /J亙）
1987年のヒ ョ コ マメ生産は、栽培面積 3 . 0万ha、収 穫量は1.6万 t、単収は530kg/haである。 お

もにテライ、内テライ、 一部山間地の河川敷 、 盆地で 、 ト ウ モ ロ コ シ 、 稲の後作として天水依存

栽培される。 利用はきわめて多彩で、Dal として全粒あるいは突き砕いたものが煮食される他、

製粉、塩漬けや砂糖漬けで甘 菓子としたり、 軟らかい葉や種子は野菜としても利用で き る。さら

に 緑葉に含 ま れる リ ン ゴ酸、 シ ュ ウ 酸は整腸 作用があり、発芽種子は壊血病に効果がある。

(4) 大豆(Soybe an , � .!.!.凶

大豆は丘陵地の主要な夏作豆類で、標高 5 00-1, 500mに位 置する段丘地、河川の谷間などで栽培

さ れる。 もち ろ ん テライ地域でも栽培可能で、他の豆類と比較して土壌の過湿条件にも強い。 栽

培面積は1. 8 7万ha、収穫量は1. 07万 t 、単収は572kg/haである。 種子のタ ン パ ク 質 含有量は 3 3 ~ 4

0％ と 高く、 また油脂も多く含み食用価値が高い。

(5) キマメ(P igeonpea, � .£.!.立竺）

キマメはDa l の材料として最も一般的な豆である。 Dal以外に、若サヤを野菜として食用にした

り、地上部を刈り込 んで家畜の飼料、緑肥とする。 ま た種実を脱粒した後の英は牛の餌 に 、 乾燥

した茎は編み籠、燃料、屋根 ふきに利用される。 深根性の作物であるので、土層の浅い硬盤の土
壌改良 や、畑の周 縁に植えて エ ロ ー ジョン 防 止にも用いられる。 栽培面積は1. 85 万ha、収穫量は
0. 92万t 、単収は498kg/haである。 早生、中生、晩生品種があり、早生種は降水量の少ない地域、

中 生 種は夏の陸稲、 ト ウ モ ロ コ シの後作として丘陵地、 晩生種は低地の雨期作で水 田の畦畔等に

栽培される。 こ のように早生～晩生まで使い分けが可能で、作付体系に組み入れやすい。
(6) ササ ゲ(Cowpea, ..f.i.1.竺 lJnguiculata)

ササ ゲの多くは無 限伸長性、 つる性の在来種である。 若英を野菜として食する ことも多く、ま

た完熟種子は Dal 、 煮物あるいは製粉として食する。 また若い茎葉は飼料として活用されている。

環境に対する適応力があり、干ばつや酸性土壌 (pH4.5まで） 条件 でもよく生育し、空中窒素の

固定 力は窒素量で4 5-65kg/haと高い 。 生育期間が60 日 前後と短く、耐病性、耐 虫性が強いとい う

特徴もあり、食用の他、緑肥、飼料としても価値が高い。

(7) ケ ツルア ズキ(Blackgram, fl1.竺 ra diata)

ケ ツルアズキの栽培面積は1. 8万ha 、 収穫量は1. 0

万 t、単収は555kg/haである。 特に丘陵地では夏作の

豆類として一般的であるが、内テライ、 テライ地域で
も栽培されている。

3) 品 種

品種育成中 央委員会 (CVRC) に よって1976~ 1979年ま

でに認定された地域、生態別の豆類の奨励 品 種は表N14
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表 N 1 4  栽培用 に奨励 さ れて い る 豆類品種

Crop V●r1.ty Ecological region 

Lentil Slmrik Tara!, Inn釘 Tarai and 
Mid-Hills 

Sindur T匹i, IMer Tarai and 
Mid-Hills 

Sisir Tarm. Imer T紅 四
Mid-Hnls 

Chickpea , Dhanush Tarai 
Trisul Tarai 

Soybean Hardee Tarai, Inner Tarai 
Hiu Mid-Hills 、 Valleys

Bia改gr血 kalu Kalhma心u and similar 

ぬngbean
agro-dimatic condilions. 

Pusa Baishald Jarai 



に 示 す と お り で あ る 。

4 )  栽 培

ネ パ ー ル で 行 わ れ た 豆 類 の 栽 培 に 関 す る 試 験結 果 を い く つ か 紹 介 す る 。

レ ン ズ マ メ ： 1 1 月 中 旬 以 降 の 播 種 で は 収 量 が低 下 し た 。 小 麦 、 カ ラ シ ナ と の 混 作 で は 小 麦 と の

組 合 せ が よ い 。 陸 稲 と の リ レ ー 栽 培 で は 、 稲 の 収 穫 2 0 日 前 の 播 種 が 最 も 収 量 が 高 か っ た 。 播 種 量

を 4 0 ......, 6 0 k g/h a と 変 え て も 収 量 に 差 は な か っ た 。

大 豆 ： 畦 幅 を 1 0 0 cm と し た ト ウ モ ロ コ シ と の 混 作 で 大 豆 の 収 置 は 増 大 し た 。 高 畦 は 平 畦 よ り 有

意 に 収 量 が 高 か っ た 。 L a s s o 3 L/h a の 発 芽 前 処 理 は 除 草 効 果 が 高 い 。 根 粒 菌 R h i z o b i um の 土 壌 接 種

は 、 窒 索 肥 料 無 施 用 で は 増 収 す る が 、 施 肥 を 行 う と 有 意 差 が 認 め ら れ な か っ た 。

5 ) 病 害 虫

ネ パ ー ル の 大

豆 の 主 要 病 害 を

表 N 1 5 に 示 す 。 害

虫 に つ い て は 、

大 豆 で は H a i r y

c a t e r p i l l a r の 被

害 が 最 も 大 き く 、

S um i c i d i n  ( 0 . 0 2  

- 0 . 6 % ） 、 M e t a c i d  

5 0 ( 0 .  1 % ） 、 Th i o

d a n ( O .  8 % ） な ど の

殺 虫 剤 の 防 除 効

果 が 高 い 。 ま た

表N 1 5  ネ パ ー ル の 大 豆 病 害 リ ス ト

01... .. 

Rust 
Fmg oyo loahpot 
Anttvamoso 
Pod and Stem Bright 

Csporen 即ght
Brown Spot 
Ascoc:hyta Blight 
Charcoal rot 
Fusarium root and Stem rot 
Purple Seed Stain 

茄ium 蕊⇔胎g aりh1
RhizOdonia Seedfing 
起erotium 即ght
Target Spot 
Black Root Rot 
Sderotinia S如 rot
Phyaosticta Leal bfight · 

Bacterial 
Bacterial Pustule 
距aoriaI BlighI
Vlr●I 
Soybean Mosaic 
Yellow Mo、aic
Bud BfighI 

Causal Organism DI亀trlbutlon

Phak叩”ra pachyrflizi Sydow. 如jor in h出 and valleys 
Cercospcra so,1na Hara Major in mid and high hills 
Ccl/etotrichum dematiun var. trunc:ata (Schw.） 知 · Major 
Phomopsis sp; Diaporthe phaseolarum Cke & ED. var. Major 
”jae wehm 
Cercosporella sp. Major in hills 
Septoria g/ycit1f1S Minor 
As~chyta phas的larvm Sacc Mnor 
Macrophomina p畑S印fina (Tassi) Goid. Rhizoctonia Minor 
Fusarium sp. Minor 
Cercospora 紘uehi (T． Matsu and Tomomoyasu) Mnor 
Gardner 
呪ium sp. Minor 
Rhizoctonia sol叩i Kuhn Minor 
Sderotium ro/fsii Minor 
CorynBspora cassicola Burk x Curt Mnor 
Ca/amctria eromlarao Mnor 
Scleroo'nia sclerotium (bib.) d. By Minor 
Phyヽoso·cta sojaeccla ぬssel Minor 

· Xanrhomonas cam匹stris PV かassoli (Smilh) Dxa. Major in Tarai 
Ps釦domonas glydnaa Werper Mnor 

Soybean mo臼ic W\IS Minor 
Bean ye恥w mosaic virus Minor 
Tobacco necro●is virus Minor 

S t ern f l y も 重 要 害 虫 と さ れ て お り 、 そ の 防 除 に P h o r a t e 2 k g a . i .  /h a が 用 い ら れ て い る 。 ヒ ョ コ マ

メ で は P o d-bo r e r ( H e l i o t i s a r rn i g e r a ) が 重 要 害 虫 で あ る 。

5. 高 原 作 物

1 )  生 産 状 況

こ こ で い う 高 原 作 物 ( h i l l c r op s ) と は 、 山 間 地 で も っ ば ら 食 用 と し て 栽 培 さ れ る 作 物 を 指 し 、

シ コ ク ビ エ 、 大 麦 、 ソ バ 、 穀 用 ヒ エ { g r a i n A m a r a n t h ) が 挙 げ ら れ る 5 こ れ ら 4 作 物 の 収 穫 量 は 1 9 .

4 3 万 t で 、 食 用 作 物 の 全 生 産 置 の 1 8 . 5 % を 占 め る 。 ま た 丘 陵 地 に 居 住 し 、 こ れ ら 高 原 作 物 を 主 食 と

し て い る 人 口 は 1 1 0 万 人 で あ る 。 特 に シ コ ク ピ エ は 稲 、 ト ウ モ ロ コ シ 、 小 麦 に 次 い で ネ パ ー ル で は

第 4 位 に 位 置 す る 重 要 穀 類 で 、 食 用 の 他 、 ア ル コ ー ル 原 料 、 干 し 草 と し て 飼 料 に 利 用 さ れ る 。

高 原 作 物 の 作 付 体 系 は か な り 複 雑 で あ る 。 シ コ ク ビ エ は 単 作 も 多 い が 、 ト ゥ モ ロ コ シ と の 間 作

や 後 作 を 控 え た リ レ ー 栽培 も 多 く 行 わ れ る 。 さ ら に 高 地 の 山 岳 地 帯 で は 、 大 麦 が ジ ャ ガ イ モ 、 ダ

ッ タ ン ソ バ と 輪 作 に 組 み 合 わ さ れ る 。 丘 陵 地 の 普 通 種 、 甘 味 種 の ソ バ は ト ゥ モ ロ コ シ の 後 作 と な
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り 、 そ の 際 は カ ラ シ ナ 、 豆類 、 シ コ ク ビ エ と 混作 さ れ る こ と が多 い 。 さ ら に 穀用 ヒ エ は ほ と ん ど

が ト ゥ モ ロ コ シ 、 シ コ ク ビ エ と の 間作 か リ レ ー 栽培 で 作 ら れ て い る 。

高 原作物 に 関 し て は 、 高原作物 改良計 画 (N HC I P ) が最近 ( 1 9 8 6 年 ） 発 足 し 、 1 9 8 7 年 に カ ト マ ン ズ の

東 1 6 3 km に 位 置 す る K a br e農場 に セ ン タ ー を 設 置 し た 。 国 家高原作物 改良計 画 の 目 的 は 、 優良 品 種

の 育成 、 高原 作物 の 増収 、 生産性 の 向 上 、 栽 培技 術 の 改善 で あ る 。

高原 作物 と し て 代表 的 な シ コ ク ビ エ 、 大麦 の 生 産状 況 は 以 下 の と お り で あ る 。

( 1 ) シ コ ク ビ エ (F i n ger m i l l e t ,  � �) 

山 岳 民族 の 主 要 な 食用 作 物 で あ る 。 1 9 8 7 年 の 栽 培面 積 は 1 6 . 4 8 万 h a 、 生 産 量 は 1 5 . 0 1 万 t 、 単 収 は

9 1 1 kg/h a で あ る 。 1 9 7 0 - 7 7 年 当 時 と 比較 す る と 、 近 年作付 面積 は 伸 び て い る が 、 単 収 は 逆 に 1 . 2 t / 

h a か ら 0 . 9 t /h a へ と 低下 し て い る （ 図 N 1 8 ) 。

trn面積 ( J OOObl )、 王涅塁( l C()0t ) 、 年収(JOka/h1 )

200 

1 50 ← • · · · · · · · · · · · · · · · · · · · ·· · · · · · • • · • · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · ·  

1 00  

切

。
．、

1 97 J 1 972 J 97 3 J 97 4 J 97 5 1 97 6  1 977 1 978 1 97 9 J 980 

年 度

作付 面頂 生産塁 年釈
1- t -,Iヽ し占，• s,、1 1 9 

1 98 7  

図N 18 シ コ ク ピ エ の 作付面積 、 生産量 、 単収の 推 移 ( 1 970- 87年 ）

(2) 大麦(Barl ey, Hordeum vu l gare) 

大麦 （裸麦を含 む ） の収穫量を地域別にみると 、 標高 2, 000m以上の山 岳地帯 が36 % 、 丘 陵 地 が 40% 、

平地が24％を 占 めて いるが、特に生産力の低い山 岳地帯で そ の比重が高 く 、 こ の地域 で は 重要 な 穀

物に位 置 づけられる。1 987年の栽培面積は2. 9 1 万ha 、 生産量は2. 43万 t、単収 は 83 4 k g/haで あ る 。

こ こ20年 ほど栽培面積 、 生産量 、 単収に大きな変動はない （ 図N19) 。

2) 品 種

(1 ) シ コ ク ビ エ

1980年代初頭に、インドから714品種の導入を行い、同時 に 在来種1 10品 種 を 収集した 。 特性調

査の結 果 、 これまで2 品種を推奨品種としている。一 つ は丘陵地 向きのDa l l e-1 （ イ ン ドの I E- 7 8 0

品種 ） 、 いま一 つ は内テラ イ地域向きのOkhal e- 1 （在来 種 ） である。 さら に 今後の優 良 品 種 と して 、
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丘陵地 の 単作用にNE17 03-34、チ ト ワ ン地域ではRampur l oca l 、山岳地帯ではNE3801- 2が選定され、

近 々 普及 の 見込 み であ る。

作付 面項 ( J OOOh 1 ) 、 生産巨( J OOOl ) ． 学収( 1 (lU/1, 1 )

100 

BO 

60 

40 

20 

.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .. . . . . .. . . . . . . . . . . . . . .. . . . . . . . . . . . .. . . . . . . . . . . . . . . . . ● ● ● ● . . … , ． ． . . . . . .. . . . ． ,． . ． . . ． . ． . ． ． ... ... ... ． ． ． . . ． ． . ． ． ． ． ． . . ． . . "．． . . . ． ． ． ． ．”. . . . ． . . . ． ． . . . ..． ．.. . .. .......... .. ... . . . . . . . ., . . . . . . . . . . . . . . . 

1 970 1 973 1 m  1 975 l 977 I 978 l 979 ! HBO l 9 8 1  l 982 

年 度

作付 面頂 王産塁 出収
I;し7 .＂114.1nT i l l l 

1 985 1 986 ·. 1 987 

図N 19 大麦の作 付面 積 、 生産量 、 単 収 の 推 移 ( 1970-87年 ）

( 2 ) 大 麦

197 2年から始 ま った品種比較試験 の 結果、 6 条 大麦で 3 品種(Ga l tz, Giza-119, C l -10448)、2

条 大 麦 で は 5 品種(Bonus, E rbet, Ketch, Shabet, W l - 2049)がテ ラ イ、カトマン ズ盆地 な ど の推

奨品種 と な った 。 中で も Bonus は 丘陵地、Ga l tz 、C l -10448、Ketch はテ ラ イ、 内テ ラ イ地域で栽培

面積が拡大している。 また ! CARDA 、C I MMYT な どの 国際農業研究機 関 か ら も 遺 伝 資 源を導入し、適

応性 の 評 価 を進めている。 選抜 の 基準は、早生、耐寒性、黄色錆病(Yel l ow rust, 且伍旦且g 星L

jforJDjs)抵抗性、高収性等である。

( 3 ) ‘ノ バ、穀用 ヒ エ

ソ バで は 20の 導入品種、16の 在来品種 の 適 応性試験が行われ、 在 来種 の Hum l e-T、Tanahu-Tな ど

が多収 品 種として有 望 視されている。 一方穀 用 ヒ エ で収集62品種 の比較試験 の 結果、導入 系 統は

生育 の 揃 い、収量とも良 好であったが、在 来 系統 は 発 芽、稔実率ともに劣ることが判 明した 。

3) 病 害 虫

これ ま でに同定 さ れ たシ コ ク ビ エ の 病 害 を 表N 16 に 、 大麦 の 病 害 を表 N17に示 す。

大麦 の 場 合、 特 に 被害 の 大 き い病害は Yel l ow rust 

である。 カ ト マンズ盆地で播種時期 を 変 え て自然状態

での 発生状況を試験した結 果、秋蒔ではいずれ も 12月

上旬に初発生を認めるが、 2月 上 旬 ま で は 発病に進展

がなく、 そ の 後 2月 下旬～ 3 月 に人って病徴が顕 著と

表Nl 6 シ コ ク ピ エ (F ・I n ger m i l l e t ) の病害

DI●oas● 

Blast 

Leaf Blight 

Footrot wilt 
Leaf spot 

Pathogen 

Pyricularia sp. 

Helminthosporium 
nodulosum 
Sclerotium ro/lsii 
Cercospora sp. 

Dlslrlbullon 

lnnerTarai, 
Hill 
Taral, Hill 

Taral 
H ill 
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なり 4 月第 2 週に100％の被害に達した。しか し3、 4
 

月の春 蒔では5月
以降な んらの病徴
も認められず、無
発病状態は9月蒔
ま で 続いた。した

が っ て カトマ ンズ

盆地では 4 月 ～11

月の発病はない。

表N 1 7  ネ パー ルの 大麦病 害
DIso●亀O Palhogen Distribution 

Yellow rust or stripe rust 

Barley stripe 

Covered smut 
Loose smut 
P叩dery mildew 
Spot blotch 
Net blotch 
Scald 
Siem rust 
Leal rust · .  
却ey yellow Dwarf 

Puccinia striiformis t. sp. hordei 

Helminthosporium gramineum 

Ustilago hordei 
Ustilago nuda 
Erysiphe graminis f. sp. hordei 
Helminthosporium sati四m
Helminthosporium teres 
Rhyncosporium secafis 
Puccinia graminis I. sp. hordei 
Puccinia hordei 
Virus (BYDV) 

Destructive disease mainly in Hills but a lso found in 
Tarai 
Major disease mosUy in local Hill varieties but also 
recorded in some exotic lines 
Major disease in Hills and Tarai 
Major disease in Hills and Tarai 
Major disease in Hills and Tarai 
Commonly occurs both in Hills and Tarai 
Minor diseasein HiUs 
Minor disease in Hills 
Minor disease in Hills and Tarai 
Minor disease in HiUs and Tarai 
Sporadic in some pockets 

こ のほかBar l ey s t r i pe d i s ea se、Powdery m i l d ew、

Covered  sm u t 、Loose smutが被害の大 き な病 害に 挙 げら
れている。

ま た ネ パ ー ルに お ける大麦の主要害虫を表N18に示す。

6. 

1 ) 

油 糧作物
生産状況

資 源に乏 し い ネパールにと っ て、農産物からの収益は

国家収入の中で大 き な役割を担 っ ている。かかる点か ら

換金作物と し ての油糧作物が農業経済上に占める地位も
重要である。1987年の統計では、油糧作物の栽培面積は

14. 8万ha、農 耕地全体の4.4 9％であ り 、またサ ト ウ キ ビ、

表 N 1 8  大麦 の 主要害虫

Wir砂onn
Corn leaf aphid 
Wheat aphid 
Cereal aphid 

Pink stem borer 

Termites 

Padd'f armyworm 
Rice armyworm 
White grube 

Gr益shoppers

Cutwonn 
Green stink bug 
Stink bog 
Painted bog 
Green lealhopper 
Leafhopper 
Thrips 

Agriores sp. 
Fiiiopa1osiphum maidis �Fitch 
紐zaphis graminum Rondani 
Macrosiphum graminis 
(Takahshi) 
"sssamia inferens (Walker) 

l,fcrotermes o畑si Holmgren 
Odonrorermss o畑SUS Rambur 
Spodoprsra mauriria Boisdu_val 
如imna separate (Walker) 
Phyl/ophaga rugosa 
(Melshemimer) 
Anomala sp. 
Atraaomorpha crenula臼 F.
Chrorogonus sp. 
Ol)'a adanta 
Agrotis sp. 
Nszara virid.Jla (L) 
Nezara anIOn心ra Scott 
Bagrada 呼ferarum (L) 
Nephorsttix nigropicrus Ishihara 
De/rocephalus sp. . 
Hap/olhrips sp. 
A心phothrips sp. 

ジ ュ ー ト等を加えた換金作物全体の中での栽 培面積では48. 8％とほぼ半 分を占める。
収 穫量は9.2万 t、単収は668kg/haにと ど ま り 、 他の国 々 と比較 し ても収量はきわめて低い（図N20) 。

しかし な がら

作1.st面頂 ( J OOOh1 ) 、 生産li( JOOOし ） ． 年収( I OK 9/ha )
1 60 

uo 

120 

IOO 

BO 

fiO 

40 

20 

。

i

冒1 970 l 97 I  1 972 1 973 I m  I 975 1 976 l 977 J 978 1 979 
年 度

1 980 1 98 1  1 9S2 1 983 I 984 1 986 987 

作(1面積
I • ,  --． ..，-.C丑司

生産温 年収
I I 

図 N 20 油糧作物の作 付面 積 、 生産 量 、 単収の推 移 ( 1970- 87年 ）
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油 糧作物 に は い くつかの種類があるが、 その中で ナ タ ネ 類は油糧作物全面積の9 0％を 占める。 ナ

タ ネ類には ネ パー ル 語で そ れぞれTor i 、Ye l l ow s a r s on、R a i と呼 ばれるナ タ ネ ( Brass i ca caJOp es 

早 v a r . t o r i a ) 、Y e l l ow s a r son (}_. E../IJ� v a r .  ye l l ow s a r son) 、カラシナ (£. jun c e a) 

の 3 種類がある。 ナ タ ネ 類のほかには、夏作 としてラ ッ カ セ イ、 ゴ マ 、 ヒ マ ワ リ 、 冬作として亜

麻などの油糧作物があるが、 それ ら の栽培面積の合計は残りの 1 0 %、1. 5 万h aにす ぎない。

ネ パー ルの食 用 油 脂 消 費 量は一人年 間 2 . 7 k gである。 ナ タ ネ のよ う なア プラナ 科作物は脂肪 含量

が 5 4％と高 いが 、 天 水依存栽培、適正 な 品種 ・ 栽培技術の欠如、病害 虫（ア プラ ム シ 、A l t e r n a r i a  

b l i gh t 、Wh i t e r u s t など）の多発、雹害などで収 量が低く、 十分な油脂供給量 に 到っていな い 。

各種油糧作物の品種改良と生産技術の開発を 目 的とした油糧作物開発計 画 (NODP ) は1 9 7 6 年 に 設

立 さ れた。 カト マ ンズの南東 2 6 0 kmの東部テライ地域、 S a r l ah i県のN a w a l p u r試験場を セ ンタ ー と

し、 5 名の研究者が遺伝 資 源の収集、栽培法の改善、 表 N 1 9 品種育成 中 央 委 員 会 (CVRC)

病 害 虫 防 除に関 する試験を行っている。 で認定 さ れ た 油 糧作物品 種

2) 品種 Crop va『lety

Ground- 84 
nut 
Rape- j§ 
seed 

油 糧作物の品種比較試験は 1 9 7 1 年か ら 始 ま って おり、

1 9 7 6 年 の 油 糧 作物開発計 画の発足に よ って一 段 と 強化

さ れた。 こ れ ま で 品種育成中 央委員会 ( CVRC) によって

認定 さ れたラ 表 N 2 0  今 後 有 望 と み な さ れ る 品種

ッ カ セ イ 、カ

ラシナ の奨励

品種を表 N l 9 に 、

ま た現在有望

視 さ れている

各種油糧作物

の品種を表N 2 0

に 示 す。

3 )  施肥

亜麻の施肥

試験では、 NP

Crops 

Groundnut 
(Arachis hypogea l.) 

Tona 
/8. Campestris var. toria) 

Sarson 
{B.Campestric var. yellow 
sarson) 

Rai 
( 8.juncea) 

Va riety 

Earty maturing ( 1 1 5  days) 
ICGS (E) - 52 
ICGS (E) - 56  

Normal maturing ( 1 40 days) 
Abakanjo 
AC - 1 5729 
AH ・ 1 44
G - 20  
3 1 6 7- 74 M 

N ELS 
PT - 30 
PT . 303 
SALS 
TT- 507 B 

PYS • 6  
S - 4  
S - 5 

Kranti 
Krishna 
Pusa birani 
Varuna 

Ecological 『吋Ion

Tarai, Mid Hills 
. Tarai. Mid Hills 

Tarai, Mid Hills 
Tarai, Mid Hills 
Tarai, Mid Hills 
Tarai. Mid Hills 
Tarai, Mid Hills 

Tarai, Mid Hills 
Tarai, Mid Hills 
Tarai, Mid Hms 
Tarai, Mid Hills 
Tarai, Mid Hills 

Tarai, Mid Hills 
Tarai, Mid Hills 
Tarai, Mid Hills 

Tarai, Mid Hills 
Tarai, Mid Hills 
Tarai, Mid Hills 
Tarai , Mid Hills 

1il Ciano . 1 6  Tarai, Mid Hills 
K 2 0 : 4 0 : 2 0 k g  (Sesame indic:um) N.o . 4�� �ostantsa !ara�. �i� �!!!s 

No. 450 katy Tarai , Mid Hills 

Ecologlcal Recom• 
『叩Ion mended for 

Tarai and Summer and 
Inner Tarai rainfed conditions 
Tarai and Winter and 
Far Westem rainled conditions 
Tarai 

Recommended for 

Summer, rain fed conditions 
Summer, rainled condibons 

Summer, rainfed conditions 
Summer, rainled conditions 
Summer, rainfed conditions 
Summer, rainled conditions 
Summer, rainled conditions 

Winter, rainfed conditions 
Winter, rainfed conditions 
Winter, rain fed conditions 
Winter, rainled conditions 
Winter, rainfed conditions 

Winter, rain fed conditions 
Winter, rainfed condilions 
Winter, rain fed conditions 

Winter, rain fed conditions 
Winter, rainfed conditions 
W,nter, rainfed conditions 
winter, rainfed conditions 

Summer、 rainfed conditions 
Summer. rainfed conditions 
Summer. rainfed Conditions 

/haの施肥によ っ て無施肥の 3 3 6 kg /h aに対して、 6 2 6 k g/ha へ と 収量 が増加 し た 。 ま た ナ タ ネ では無

施肥の3 7 9 kg/haに対して、 N P K 6 0 : 3 0 : 4 0  k g/haの施肥で 7 4 0 k g/ha、カラ シ ナ では無施肥の5 0 3 k g/

h aに対して、 N P K 6 0 : 3 0 : 4 0 k g/h aの施肥で1, 2 2 2 k g/haとそれ ぞれ増収した。 施肥試験では特に窒素
に対 する収量応答が顕著に認め ら れている。
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4 ) 病害虫

ナ タ ネ では、 前述のA l t ernaria b l ight 、 Whit e rustのほか、Orobanche ( Oroban c/Je a egyp t  ia c 

g)の被害も大 き い。 対策と し て夏期の ポ リ エ チ レン ビ ニ ル被 覆による 4 - 5 週 間の土壌 消毒処理

の効果が大 き いこと、 またA l t ernaria b l ightにはDithane M-45(Mancoz eb)の防除効 果が高いこと

が明らかにされている。

7 .  バ レ イ シ ョ

1) 生産状況

バ レ イ シ ョ は ネ パールの主要な食 用 作物の一 つ であり、全国的に栽培されている。 平地及 び丘

陵地 では秋作～冬作、 高 地 では夏作が行われる。 特に標高3,000m以上の山岳地帯に住 む人 々 に と

っ て バ レ イ シ ョ は主食となる重要作物である。 平地、丘陵地の秋冬作では単作が一般的であるが、

山 岳地帯ではト ウ モ ロ コ シ との間作が多い。

1987 年の統計によると栽培面積は8. 02万haで、丘陵地、 山岳地の栽培面積は全体の7 6 . 7 ％を占め

る。 収穫置は56 . 7 万t 、 単収は7 . 07 t/haである。 1981年以降作付面積、 単収は次第に増加傾 向にあ

る。 た だ し1985、86年は2年続き の不作 で あ った（図N21)。 生産力 試験 で、 テラ イ 、カトマン ズ盆

地では20,.._, 3 5t/ha、山岳地帯では15,.._,20t/haの収 量実績があり、 西暦2000年 までに単収 は13. 17 t

/ha まで増加できるとの見通しを立てている。

作付面積 ( J OOhi . ) 、 生産塁(JOOOt ) ・ 年収( IOkt/h i. )
I .  000 

靱 ←•... .. . . . . . ● ● ● ヽ ” . . . ． ． ． ． ． ． . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .. .. . . . . . . . . . . . . . . ..... ... . . . . . .. . . . . . . . . . . . . . . . ... . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .. . . . . .. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .

f.00 

400 

a)0 

゜ · 

1 970 1 97 1  1 972 1 973 1 97' 1 975 1 976 1 977 1 978 1 97 9  1 980 1 98 1  19&2 1 983  1 984 1 985 
年 戻

作付面頂 生産塁 学収I •.. 9,． ,．i・ ＇ 子11 9 9 

l 987 

図 N 2 1  バ レ イ シ ョ の作付面積 、 生産量 、 単収の推 移 ( 1 97 0 -87年 ）

2 )  品種

バ レ イ シ ョ の 栽培 に つ い て 歴史 を 遡 っ て み る と 、 ネ パ ー ル で 最 も 古 い 栽培記録 は 1 793 年 で あ る 。

国内の在 来種とされるKathmandu l oca l 、 I 1 1  am red、 I l l am b l ueなどももともとは国外 から持 ち
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込 まれた ものであるが 、 長い 間に定着して土着品種 と な っ た 。

在 来種 と は別に 、 国 外 か ら 改 良 品 種を導入し、 その適応性を検定する試験が本格 的に始 ま っ た

のは1950年 代に な っ て か ら である。 当時はAckar s ega 、 F a r a s e 、 Ho l e(P imper n e l ) 、 Ma j e s t i c 、

Syan j Dor j e と い っ た 品種が導入 さ れた 。 さ ら に19 65年に オ ー ス ト ラ リ ア 、 西 ド イ ツ 、 オ ラ ン ダ 、

メ キ シ コ 、 ア メ リ カ 合衆 国 、 ソ 連 な ど か ら 多くの品種 が導入 さ れ 、 こ の中 か ら Ca rd i na l 、 Hybr i d

-14 、 N P I -106 、 Tool 2(L um l e red) と い っ た 品 種が 選抜 さ れ、

ら れて いる。 一 方19 68年にはイン ド か ら 新 た な 品 種導

入が行われ、 こ の中 で 特にKu f r i J yot iは丘 陵地 では

90-100日の栽培期 間 で 20- 30t/h a 、 山岳地で も110-120

日の栽 培 期 間 で15- 20t/haの収量が得 ら れた た め、 山

間地を 中 心に急速に栽培面積を拡大した 。 さ ら に197 0

年代後半に メ キ シ コ か ら CF J 、 CFM 、 Cruz a 、 Ros i t a と

い っ た 品種が 、 また1980年代に入 っ て ペ ル ー の国 際 バ

レ イ シ ョ セ ン タ ー か ら BR-6 3. 65 、 C I P57 5015、 C I P 7 20088 、

MS-35. 2 2 、 MS-42. 3 と い っ た 品種が導入 さ れ、 普 及が

進め ら れて いる。 こ の よ う に導入 品種の数は多い が 、

現在 国 内の地域別に推 奨 品種 と さ れて いるのは表 N 21

に示 す と お り である。

バ レ イ シ ョ 開 発 計 画 (NPDP) は19 7 2年に 、 カ ト マ ン ズ

盆地のKhuma l t arを セ ン タ ー と して 発 足し、 優 良 品種

の育成 、 無病種芋の生産 、 栽培技術の改 善 で ネパー ル

国 内のバ レ イ シ ョ の生産性向上を 目 指して いる。

3) 栽 培 ・ 施肥

現 在 で も経済 品 種 と して 栽培が続 け

表 N 21 バ レ イ シ ョ の奨励 品 種
Variety 

CFJ 
CIP 5750 1 5  
C I P  720088 
Hybrid- 1 4  
Kufri Jyoti 
NP l - 1 06 

Beautex 
Cardinal 
CIP 720088 
Desi ree 
Hybrid- 1 4  
Kufri Jyoti 
MS-42.3 
NP l - 1 06 
Mu lta 

BR-63 .65 
Cardinal 
Desiree 
Kufri BadShah 
Kufri Chandramukh1 
Kufri Lal ima 
Kufri Sindhuri 

Ecological Zone 

High Hi l l s  
High Hi l l s  
High H i l l s  
High H i l l s  
High H i l l s  
High H i l l s  

Mid-Hi l ls and Val leys 
Mid-Hi l ls and Val leys 
Mid-Hi l l s  and Val leys 
Mid-Hi l ls and Val leys 
Mid-Hi l l s  and Val leys 
Mid-Hi l ls and Val leys 
Mid-Hi l l s  and Val leys 
Mid-Hi l l s  and Val leys 
Mid-Hi l l s  and Val leys 

Tarai (Low land Plains) 
Tarai (Low land P lains) 
Tarai ( Low land P lains) 
Tarai (Low land P lains) 
Tarai (Low land Plains) 
Tarai ( Low land Plains) 
Tarai (Low land P lains) 

(1) バ レ イ シ ョ の生産 では種芋の コ ス ト が生産 費の30~ 60％を 占める。 種芋の重 さ はそ の後の植

物体の生育 、 収量 と も関 係 するた め、 ha 当り 2tの種芋 量を想定した 場 合 、 芋重 と 栽植密度 と の関

係は次の と お り である。

種 芋の平均重が 30 g では、 60cm x 25cm 。

種 芋の平均重が 35 g では、 60cm x 30cm （壌土 ） ある いは7 0cm x 25cm （ 埴 土 ） 。

(2) 適正収量を得るた めに必要 な 施肥量は、 NPK 100 : 100 : 60kg/ha 、 堆肥 20t/ha と さ れて いる。

しかし カ リ 欠乏が発生しや す い土壌 では さ ら に40kg/haのK増施を行 う と さ れて いる。 一 方 バ レ イ

シ ョ 生産計 画 では堆 肥 l Ot/haの ほ か 、 収量 目 標を17t/ha と した 栽培適地ではNPK 150 : 100 : S Okg/h 

a 、 目 標収量が7 t/h aの一 般地ではNPK 7 5 : 50 : 25kg/haの施用を勧めて いる。

4) 病害虫

ネパー ルにお けるバ レ イ シ ョ の主要病害 、 病原 菌 、 発生地域、 防 除法を表 N 2 2に、 また 主要害 虫

の種類 、 発生地域、 防 除法を表N23に示 す 。
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表 N 2 2  バ レ イ シ ョ の 主要病害の分布 と 防除

Common name Causal o『ganlsm Dis tribution Control 
measures 

Resistant 
varieties of the disease 

Late bligh t  

Early bl ight 

Leaf blotch 

Black scurf 

Black wart 

Brown rot 

Powdery scab 

leaf roll virus 

Severe mosaic 
VIrus 

Mild mosaic 

Phytophthora 
infestans 

Alternaria 
solani 

Cercospora 
concors 

Rhizoctonia 
solani 

Synchytrium 
endobioticum 

Pseudomonas 
solanacearum 

Spongospora 
subteranea 

Leaf roll virus 

Viruses Y,A 
and X 

Viruses X and S 

All over the country 
Regular and severe in 
the h igher hi ll s ,  
milder in the 
mid-hil ls and plains. 

Al l  over the country. 
More common in the 
plains .  

Hi l ls . 

Mid-western plains 
and Hi l ls . 

Problems in some 
pockets of Eastern 
and Central Hi l ls . 

Application of Dithane M-45 
at the rate of 500 g to 1 kg in 
350-500 Ii of water/ha . once 
after the emergence is 
complete. Repeat 3 to 5 times 
depending upon  the severity. 
Use blight free seed. 
Use disease res istant variet ies 

Hil l s :  
Cardinal, CFJ, C IP, 
5750 1 5, Desiree ,  
Hybrid-4 , Kufri Jyoti ,  
NP l- 1 06 

Plains :  
BR63/65 , 
Desiree , 
Kufri Badshah 

Spraying Di thane M-45 at  the No resistan t cultivars . 
ra te of 500g in 350 Ii of water/ha. Moderately resis tant :  

Fol iar spraying Di thane M-45 at  
the rate of 500 g in 350 I i 
o f  wa ter/ha. 

Seed treatment wi th Aratan 
0.5% for 20 minutes .  
Soil treatment wi th PCNB 
30kg/ha. 
Use disease free seed. 

Quarantine or use o f  resistant 
van

.
e!J. es 

Kufri Jyoti (h ill s ) ,  
Kufri Sindhuri (plains)  

Cardinal , CFJ ,  
C IP-5750 1 5 , Des i ree, 
Hybrid- 1 4 ,  Kufri Jyoti ,  
NP l- 1 06 

Problems in some hi l ls Crop rotation BR-63 .65 has shown 
and valleys .  Avoid planting in freshly some tolerance 

infested soi ls if possible 
take paddy crop. 
Use disease free seed. 

Higher hi l ls in Eastern Soaking of in fected seed 
and Central .  tubers in formaldehyde of 

5% solu tion. 
P lant disease free seed. 

All over the country. Avoid seed crop growing 
Severe in the plains. during aphid growing period. 

Use disease free seed tubers . 

Most prevalent in Use disease free seed. 
plains decreasing with 
increase in heigh t. 

All over the country. Avoid mechanical con tact in the 
infected fields. 
Use disease free seed. 
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表 N 2 3  パ レ イ シ ョ の 主 要 害 虫 の 分 布 と 防 除

Common Causal -0istribution Control measures 
name organism 
of the pest 

Tubermoth Phthorimaea 
operculella 

Red ants Dory/is spp. 

Cut worms Agrotis ipsilon in the 
plains and A. 
sagetum in hi l ls 

White Holotrichia 
grubs Jongipennis 

Kathmandu 
valley and 
surrounding 
areas 

Red l ight soil 
in the h ills 

In hil ls and 
the plains 

Hi l ls 

Epilachna Epilachna vigintiocto- Hi l ls and 
beetles 

Aphid 

punctata in the plains plains 
E. ocellata in the hi l l .  

Myzus persicae P lains and 
and Aphis Hi l ls 
gossypil 

8 .  サ ト ウ キ ピ

1 )  生 産 状 況

Deep planting of healthy tubers. 
Thorough earthing up and no exposure to cracks and crevices. 
Storing the tubers in disinfected s tores. 
Spraying the crop with carbaryl 50 WP @ 4kg/ha at fortnightly 
intervals. 
Seed potatoes in  the local stores can be dusted with 
Melathion 5% dust @ 1 25g/1 00kg seed potatoes tubers. 
Mass trapping of adult males on sex-pheromone baited water 
trap in the country stores. 

500g of nettle leaves soaked in 5 1 i  of water and diluted to 
5 times to drench the crop soi l .  

Soi l  application of 5% heptachlor dust  at  planting @ 45kg/ha. 
for seed crop only . 
Ware crop should be sprayed by Chlorpyriphos 20EC at 0.05% 
@ 1000 li tres of water per ha of spray solution . 

Deep ploughing and exposing the grubs to birds. 
Seed potato crop :apply 5% heptachor at planting at 45 kg/ha. 
For ware crop use Chlorphyriphos 20EC at 0 .5% at 1 000 litres 
per ha. 

Spraying the crop with carbaryl or endosulfan or chlorphyriphos 
at 0.05% concentration at 1 00 l itre per ha. spray solutions. 

Grow seed crop in aphid free area of high hi l ls. 
Grow seed crop in aphid free period (September-December). 
Apply th imet granules in the soil at planting time. 
Foliospray by methyl dematon 25EC @ 0.03% at 10 - 15  days 
interval if necessary. 

サ ト ウ キ ビ ( Sa ccharllヽ offi cinarll鼠 .£. ） は 、 ネ パ ー ル で は 換 金 作物 と し て 油 糧作物 に 次 ぐ 重 要

な 地 位 に あ る 。 そ の 生 産 は 亜熱帯気候 の テ ラ イ 地 域全 域 に わ た り 、 1 9 8 7 年 の 統 計 で は 、 栽 培 面 積

は 2 . 9 5 万h a （ 農 耕 地全 体 の 1 . 1 1 % ） 、 収 穫量 は 8 1 . 4 5 万 t 、 単 収 は 2 7 . 5 9 t/h a と な っ て い る 。 こ れ ま で

の サ ト ウ キ ビ 栽 培 の 変 遷 を 見 る と 、 1 9 7 5 年 ま で 1 . 5 万h a前 後 で あ っ た 栽培 面 積 は 次第 に 増大 し 、 1

9 7 7 年 以 降 1 9 8 2 年 ま で 2 . 5 万h a 前 後 を 維 持 し た 。 し か し 1 9 8 3 年 か ら 始 ま っ た 国 際 的 な 糖価 の 低 落 に

よ り 、 1 9 8 4 年 に は 1 . 7 万h a へ と 激 減 し 、 そ の 後 糖 価 の 回 復 に と も な い 近年 再 び 増 加 傾 向 を 示 し て い

る 。 1 9 8 7 年 の 対前 年 比 伸 び 率 は 栽 培 面積 で は 1 1 . 5 ％ で あ る が単 収 も 増 加 し て 収 穫量 は 1 3 . 5 ％ 増 え て

い る （ 図 N 2 2 ) 。

ネ パ ー ル 国 内 に は 精 糖工 場 が 5 ケ 所 あ る 。 そ れ ぞ れ処理 能力 は 異 な る が ( 2 5 0 - 1 . 5 0 0 t  c ane/day) 、

地 域 の サ ト ウ キ ビ の 集 荷 ・ 加 工 場 と し て 中 心 的機 能 を 果 た し て い る 。 そ の ほ か 各 地 に 散在 す る 昔

か ら の 黒 糖 工 場 ( khand s a r i . b rown s u ga r  m i  1 1 s ) も 全 体 で 7 0 0 t c a n e/day の 処 理能 力 が あ り 、 両者

の 合 計 で 国 内 の 精糖 能 力 は 4 , 8 0 0 t c ane/day と な っ て い る （ 稼 働 日 数 は 1 7 0 日 相 当 ） 。

2 )  品種

ネ パ ー ル の 鎖 国 時代 、 1 9 4 7 年 に す で に イ ン ド の ビ ハ ー ル 州 か ら サ ト ウ キ ビ の 品 種 導 入 が行 わ れ

た 。 そ の 後 B i r g un j の 精 糖 工 場 が 同 じ く イ ン ド か ら 品種導入 を 行 い 、 高収 性 品 種 の B. O . 2 1 、 B . O . 2 9  

- 3 7 -
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図 N 22 サ ト ウ キ ビ の 作 付 面積 、 生産且 、 単 収 の 推 移 ( I 970 - 87年 ）

を選抜 し た。 両 品種 と も収量は高 く 一時普及した が、 そ の後Red rot 病の発生 に よ っ て 壊 滅 的 な

被害 を受 け 、 経済品種 と し ては消 滅した。

1967 年 P a r w an i pur農業試験場 で試験研 究 機 関 と して 最初 の 品種比較試験 が行われ、B. O ． 番号の

12品種 が検定 され た 。 そ の後も同農業試験 場 で 品 種比 較 試験が続 けられたが、1981年、 サ ト ウ キ

ピ開発 計 画 (NSDP)の発 足 に と も な い、 表N 24 ネ パ ー ル 各地 の サ ト ウ キ ピ 推 奨 品 種

研 究 セ ンタ ー は同 じ Bara地区内にあ

るJ e et pur農場 に 移 っ た 。 サ ト ウ キ ビ

開発 計 画 のも と で、 導 入種、在 来種

な ど200品 種の収集 と 評 価が進められ

た結 果、これ ま でに表N24の11品種が

推 奨 品 種 に 選定され て いる。

Varioly 

B.0. 84 
B.0. 88 
B.0. 89 
B.0. 9 1  
B.0. 99 
cos 767 
Cos 802 
cos 79 1 8  
Cos 83 1 5  
CoLK 8002 
UP t 

Ecologlcal Region 

Mid Tarai 
Mid Tarai 
Mid Tarai 
Mid Tarai 
Mid Tarai 
Tarai and Mid Hills 
Tarai and Mid Hills 
Tarai and Mid Hills 
Tarai and Mid Hills 
Tarai and Mid Hills 
Tarai and Mid Hills 

Recommended lo『

Upland conditions 
Upland conditions 
Upland conditions 
Upland, L畑land conditions 
Upland, Lowland conditions 
Upland conditions 
High inputs wilh ideal conditions 
High inputs with ideal conditions 
High inputs wilh ideal conditions 
Lowland condiぬns
Lowland conditi叩S

これらの中では、 B. O. 88、B. O. 91 、CoS7 6 7 、 CoS802の 4 品種が農家に広く受 け 入れられて お り 、

特 に B. 0 .  91、CoS7 67 の2品種は収置が高くて 好評 である。 そ の他の品種は茎 が細い、収量を上 げ

るのに施肥 そ の他の栽培管理 に 手 間がかかる、等の理 由 で現在普 及は余り進んでい な い。

3) 栽 培

これ ま で の 研 究成果 に 基 づ き 、 以下の栽培 指針 が 出 さ れ て いる。

(1 ) 種苗 量 ： 植え付 け 苗の量は、細 茎 種 で は0. 45-- 0. 55t/ha、太茎種では0. 55-- 0. 65t/haであ

る。 つ ま り 3 節の茎をも つ 苗 がha当り約 4 万 本必 要 と なる。

(2) 種苗処理 ： 植え付 け 前 に 0. 5% Aga l l o l または0. 25災 A r e tan溶 液に 5分 間 浸 す 。

(3) 植 え 付 け時期 ： テ ラ イ 地域 では、春植えでは 1 月 15日～ 2月 28日、秋植えで は 1 0月 15日～

1 1 月 15 日 が植え付 け の適期 である。 秋植えの場合 、 冬 作物 に バ レ イ シ ョ 、 ト ウ モ ロ コ シ 、カラ シ

ナ 、 レン ズ マ メ 、 ガ ラ ス マ メ 、 コ リ アンダ ー 等 を 間作 と する と 、共栄作物 (compan i on crop)とし

て 効 果 が高 い 。

(4) 害 虫 防 除 ： シ ロ ア リ その他の害 虫 防 除のため、定植後に0. 5%BHC粉末 を30kg/ha施用 する。

ま た は r BHC 20ECの0. 5％水 溶 液 を有効成分 で l kg/ha相当量散布 する。

(5) 株 だし栽培 では、収穫後の圃場の整 掃 に つ と め、気温低下時はマ ル チ 、 欠株の補植を行 う 。
- 38-



4) 施肥

19 7 6 年 ま では、 NPK 120 : 60 : 40 k g/haが標準施肥量とされてきた。 し か し 最近、 土壌、 品 種、 栽

培地域 な どで適 正 施肥量が異 なること、 ま たサト ゥ キ ビは リ ン 酸、 カ リ を単用した場 合は収 量に

応答が な く、 窒素と組 み 合わせて初めて施肥 反応 が 表N 25 ネ バー ル で 認 め ら れ た サ ト ウ キ ピ主要病害
明 確に現 れることな どが 明らかにされている。

5) 病 害 虫

ネ パ ー ルのサ ト ウ キ ビの主要病害を表N25に示 す。

病 害 防 除 に 当たっては薬剤散布に頼るだ け で なく、

抵抗性 品 種の選定、 圃場 衛生の励行、 ま た種 苗の温

湯処理 (50· C、 2時 間）による発芽、 初 期 生 育 不良の

回 避 な ど が励行されている。 ま たサ ト ウ キ ビの主 要

害 虫の種類、 発生時期、 防 除対策については表N26

に示 す と お りである。

9. タ バ コ

1) 生産状況

タ バ コ ( Hi co t iana taba cc11“)は嗜 好性の換 金作物

で あ る。 タバ コ を 含 め 、 ネ パ ー ルの換金作物 は 外 貨

獲得の重要 な 鍵に な っている。 つ ま り農耕地面積、

農業GDPに 占める換金作物の シ ェ アは10％に過 ぎ な い

が、 ネパ ー ルの総輸 出 額の中で換金作物が 占 める シ

ェ ア は1/4 に 達 し ているか ら である。 換 金作物の中で

タバ コ は、 油糧作物、 サ ト ウ キ ビについで第 3 番 目

に重 要 な 作物である。

タ バ コ はもっ ばらテライ平原、 中でも中央テライ

のS ar l ahi、 Mahottar i 、 Dhanusha地区と東テライの

Siraha地区で生産されている。 1982-86年 ま で 9,000ha

前後 を維持 し た栽培面積 は1987年には 6 , 47 0haに急落

DISO重se Pathogen 

Red rot Glomerella tucumanensis (Speg) Arx and 
Mun. 

Smut Usdlago scitaminea Syd. 
Brown spot Cercospora /ongi,芦s Butier 

Phy//osdcta sa⇔aricola P.Henn. 
Leaf spot Au函basicium pul/ulans (DeBary) Aran. 

Curvularia pa/lescens Boedjn. 
Phoma insiciosa Tassi 

Ring spot Leptosphaeria sacchari Breada de Stan. 

表N 26 サトウ キ ビ主要 害 虫 と 防 除 法

Insect peal P叫od o I  Con1『of measure● 

Early shoot 
borer 
(Chilo 
infuscattel/us 
Snellen) 

Stalk borer 
(Chilo 
aurici/lo) 

Top borer 
(Scirpophaga 
nivellai_F.)) 

●ll■ck 

Mid March Sprinkling of 5 litres of 
to June lindane 20 EC in 1 000-

1 500 litre of water/ha 
at the time of planting 
Use of Thimate 1 0G or 
Furaden 3G granules at 
the rate of 1 kg a.i.lha. 

Active Use of seed from infested 
throughout fields should be avoided, 
the year 

March- Application of Furadan 3G 
October (carbofuran-encapsulated) 

or Thimel 10G 
(Phorate-encapsulated) 
al Iha base of the shoot 

Termites April-June Application of 1 0% BHC 
(0.カntotennes October dust at the rate 30 k仰a
obesus(W.)) on either side of the cane 

Leaf hopper 
(Pyrilla 
が'rpusina
Walker) 

setts. 

April-May Spraying with 4kg. ol BHC 
August- SOwp or 1000ml ol 
September Malathion SOEC or 

850ml ol Thiodan 35EC 
(Endosulfan) or 550ml. ol 
Folilhion/Sumilhion 
50EC/ha in 300-400 litres 
of waler. 

し た。 これは換金作物の栽培面積全体の3. 7 5％に相 当 するが、 近年は単収にも低下傾 向が認め ら れ

る （ 図N23)。 生産量の33％は紙巻タバ コ 専用と し てタバ コ 工場管理下で、 残りの67 ％は農家自身の生

産によって賄われている。

2) 品 種

ネパ ー ルのタ バ コ 品 種は元来、 噛 み タ バ コ 、 bi l ayat iのための がi co t i8na tabacufJlと必 rus t i ca

の2種 に 限定 さ れていたが、 19 6 1 年 J anakpurにタ バ コ 工場ができ、 紙 巻タ バ コ 用 品種の栽培が始

ま った。 同年、 工 場はカトマンズの南東360km、 Dhanusha県Bel achapiにタ バ コ 研究農場 (TRS)を作

り 、 栽培農家 の ための技術普及を始めた 。 その後197 2年か ら 、 タ バ コ 研究農場はタ バ コ 開発会社
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図N 23 タ バ コ の作付面積 、 生産量 、 単収の推移 ( 1 9 70 -87年 ）

( TDC)の傘下に入り、FAOの援助の下、農業局と共同でタバ コ に関する一 切の試験を担 当 するよう

にな っ た 。 そ の当 時 の 主 力 品 種 は V i r g i n i a と 、 そ れ よ り若 干低収 のNa t u で あ っ た 。 そ の 後1976年

から強制乾燥のVirg i nia go l dに変わり、原料600tを輸出する

ま でにな っ ている。 1984年タバ コ 開発会社は政府 表
N 27 ネ パー ル各地 で推奨 さ れて い る タ バ コ 品 種

の指導でタバ コ 開発プ ロ ジェ ク ト (NTDP)として再

発足し、 試験研究の他、 技術の普及、技術者と農

家の研修な どを行う組織として現在に到 っ ている。

栽培地域別にタバ コ 開発プ ロ ジェ ク トが推 奨し

て いる品種は表N27のとおりである。

3) 栽培

① 平畦よりは高畦とした方が若 干収量が高い。

② 10月から12月までの播種では、10月播 種の収量が最も高 く 、遅 蒔きに な るほ ど 収量が低下

し た。

③ 育苗床の被覆は、 雨 滴による損傷と養分の溶脱を防 ぎ、 健苗育成に効果が高い。

④ 播種量を1、2、 3 、 4、 7kg/haと変えた場合、 2kg/ha区の苗の生育が最も良 好であった。

4) 病害虫

ネパールでは、タバ コ の病害としてTMV、苗立枯れ病 (damping-of f , PyJjJ_jH_ �) 

な どが大きな被害を及ぼす 。 TMVにはプーゲン ビリア（生逆 ―gain yill ea sp e ctabilis)の葉の抽 出 液、

苗立枯れ病にはB l itox (0.2%） の散布効果が高いと さ れている。 タバ コ の害 虫としては表N28のよう

な 種類が報告 さ れている。

-40-

Variety Ecological Rocommondod for 
region 

FCV tobacco 
Virginia Gold Tarai Flu<K:Uring , inigated 

and rainfed conditions 
Delcrest Tarai Flu1H:U匹 ． irrigatad

and rainled conditions 
C.T.R.I. Special Tarai Flue-curing, irrigated 

and rainfed conditions 
Spedal FCV Tarai Flue-curing, irriga四

and 面nfed conditions 
Sun-<:ured tobacco 

Natu T紅ai Sun curing, irriga四
(WAF) and rainled conditions 



苗立 枯 れ病にはB l i t o x ( 0 . 2 % ） の 散布効 果が高 い と されて い る 。 タ パ コ の 害 虫 と し ては表 N 2 8 の よ う
な 種 類 が 報 告されて い る 。 表N 28  タ バ コ 害虫

· .  � 
Cotton leafworm Spodoptera Ii/tJra (F.) 
Cutworm Agro/is sp. 
Tobacco stem borer Pthorimaea heliopa Low. 
Green peach aphid Myzus persicae (Sulzer) 

10. 果 樹 Tobacco whiteHy 脳mesia tabaci Gennadius 
Mole cricket Gryflota/pa a(ncana Palisot de 

1) 生産状況 Beauvois 
American bollworm Heliothis annigera (Hubner) 

ネパ ー ル の 地嬰は標高差が大きいため、温帯果 樹から熱帯果樹まで多種 の 果樹 類 が栽培 可 能で

ある。 ま たネパ ール の 果 実 の 消 費 形態は、 日 常的に食 卓にのぼるものの他に、 宗教儀式 、 祭 事な
どで果実が供用 さ れる こ と によってもかなりの量が消 費されている。

1984年の 統計では果樹 の 栽培面積は5. 12万 ha 、 生産 量は 34. 3 万tであったが 、 1987年には5. 7 5万

ha、生 産重は59. 7万t と なって おり、 漸 増 傾 向にある。一 人当り年 間 果 実 消 費 董は約 20kg と 推定 さ

れるが、 果 実は 1 日 当 り 85g、年 間で31kg程度の摂取量は必要 と さ れて お り 、 現在ネパール の 消 費

量は摂取 目 標の 6 割程度でしかない。
2) 試験研究組織
1962年 に 農業省に園芸部がつく ら れ 、 同 年 に試 験研 究機 関 と してカトマ ンズ郊外 の Kirtipurに

園芸試験場 が設立され た 。 こ こ では品種導 入 、 接 木 、 栽培技 術 の 改善な どが 図られたが 、 丘 陵地
の温帯性気候に属するため、研 究対 象作物はリ ン ゴ、モモ、 ペ カ ン、 ク ル ミ に限定 さ れ た 。

1966年、 園芸部は園芸局 に 昇格。1973年、農業 局 の 再編に と もない、 園芸局傘 下に果樹開発部、

国 家柑 橘 開発計 画、 バ レ イ ショ開発計画、野菜開 発部 の4部門が誕生 し た 。 果 樹 の 試験研究に関
し ては前 2 者の所掌領域であるが、特に柑橘 開発計画 にみられるよ う にネバールでは果樹の中 で

は柑 橘 類の生産に力 点が置かれて いる。柑 橘 類は標高750-- 1 , 600mの 丘 陵地が主産地で、 1987年の
栽 培 面積 は9, 496ha 、 生産董は6. 7万tで、果樹全体の 15％ の シェ ア を占める。 1972年に発 足 し た 柑

橘 開発計 画(N CDP)では 、 当 初 カ トマンズ の西方200kmに位 腟するPokhara固芸試験場を研究 セ ン タ
ー と し て 、 柑橘 の 品 種導入 、 栽培 、 技術者養成を行ってきたが、 そ の 後 カ トマ ン ズの東 方360kmに

位 置 す る Dhankuta農業 試験場に セ ン タ ー を 移 し て 現在に至ってい る 。 ま た ネパ ール国 内には現在

2 5 カ 所の園芸農場が あ り 、 そ の う ち 12カ所は温帯 気候、5 カ所は亜熱帯気候 、 8 カ 所は熱帯気候

に 属 し て、 そ れ ぞれ温帯、亜熱帯、熱帯果 樹 の生産 を 行っている。
3) ネ パ ール の 主 要な果樹類
ネ パ ー ルでは標高 l , 000m以下の低地で はマ ン ゴ ー、

レイ シ 、 グワ バ 、 バ ナ ナ、 パイ ンア ッ プルな ど の 熱

帯果 樹 、 標高 l, 000-- 1 ,  800m の 丘 陵地では柑橘 類、 ナ

シ 、 モ モ 、 プラムな ど の 温帯果樹、標高 l , 800-- 2, 800m 

では リ ン ゴ、 ク ル ミ などの さ ら に耐寒性の果 樹が栽培

さ れ てい る 。 また1984年 の 栽培面積 と 生産量を開 発
地域別に見る と （表N29)、カ トマン ズ盆地を中心 と し

表N29 ネ パー ルの 地域別果樹栽培面積 と 収穫量

地 域 栽培面積(ha ) 収穫豆 ( t)

東 部 1 0 , 670  7 1 .  792 
中 央 部 1 7, 79 5 1 1 7. 5 39  
西 部 1 o. 484  7 1 .  0 06 
中 西 部 7. 5 1 7  5 0. 924  
極 西 部 4 .  7 1 0  3 1 .  774 

計 5 1 . 1 76 3·43 ,  035 

た中央部 が 34％ と 最も高 く 、 つ いで東部 と 西部が共に 21％を占める。逆に中西部 と 極西部 の生産比

率 は 1 5 % 、 9％ と 低く 、 東高西低の傾 向にある。
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柑橘は ネパールで最も重要な果樹である。 197 2年に農業省に発足した柑橘開発計 画 (NCDP)に み

ら れるよ う に、 果樹の中では特に柑橘に重点 をお いて生産拡大 を図っている現状である。 さらに

農業省以 外でも、 下記の 3 つの プ ロ ジ ェ ク ト が柑橘に関 する栽培、 普及事業 を 進めている。

① 国家優先事業計 画 (Nationa l Priority Programme)。 1983年に発足した政府 直 轄事業で、農

家の所得増 を 目 標として 農民に園芸生産を定 着化させる計 画である。 農家は50％の政府補助によ っ

て、 接木苗、農薬、 肥料、 園芸資 材 ・ 農具、 灌漑 設備を手に入れる。 接木苗供給公社 な ど もでき、

第 7 次 5 カ年計 画が進行中の現在、4, 385haの果樹園 （ お もに柑橘）が新たに開拓された。

② 国 際 協 力 事業団の園芸開発計 画 (Horticu l ture Dev e lopment Programme)。 日本政府の援助

で1986年か ら 始 まった、 柑橘 (J unar, Sweet orange} 、 プド ウ 、 ク リ の栽培技術の確立と普 及 を 目

的とした事業である。 Kirti pur園芸試験場 で 研究と研 修 、 Sindhu liとRamechhapで柑橘栽培、Ban

ke と Bard i aで プド ウ 栽培 、 Kakan i で ク リ 栽培 と 普 及事業 を行 っ て いる。

③ ADB （ ア ジ ア 開発銀行、 資 金） と UNDP （ 国 連開発計 表N30 各生態地域 で栽培 さ れ る 柑橘類の 地 域品 種

画、技 術）の援 助による山地果樹開発計 画 (Hi l l Fruit 

D ev e l opment Proj ect)。 1988年から始 まった事業で、

東部の11地区を対象に柑橘 を中心とする果樹 栽培の定

着化を図っている。 計 画の 目 標面積は5, O O Oha （ 果 樹園

4. 000ha 十 家庭菜園用 果樹1. O O Oha)である。

柑橘の栽培は前述のよ う に標高7 50~1. 600mの丘陵

地が 中 心で ある。 現在栽培されている柑橘 類 を表N30に

示す。 Mandarine orangeではS unta l a、LemonではNibu

wa、J yamirといった在 来種が主 流であるが、 一部導入

品 種も栽培されている。

繁殖は接 木によ っ て行われる。 Mandarine orange、

S weet orangeに使 われる台 木 の種類として 、 Cj t rus 

t anaka、£ 旱、£. auran t iu‘‘ £ 立位且、£· ヽedica、

£. ja亙lli!J.(Naite)、I: l.!..!..!!.!!.i(F l orida rough l emon)、

£· 旱、£. flJeg e loxycarpa、Narayani、Sankhatraな

どの生産力検定が行われている。

病害ではPowdery mi l dew （生且堕 t ing tan i/J.8I） な どが

発生 し、 またPokhara盆地周 辺な どでは回青現象 (Citrus

greening disease)も品質上の問題とな っ ている。 また

害 虫では表N31のよ う な種類が主要害 虫とされている。

(2) マンゴー(Jfang ifera 且逆fE.}

Variety 

Mandarin orange 
Sw細I orange 
(Junar, Mausam) 
Lime 
Lemon 
Eureka Lemon 
(Exotic) 

Ecological region 

Mid-Hills 
Mid-Hills 

Mid-Hills 
Mid-Hills 
Mid-Hills , Tarai 

表N 3 1  柑橘類の 主 な 害 虫

�emon butterfly Papilio demoleus L 
�!trus leafminer Phy/Jocnistis ;;;,"i:, Stainlon 
Citrus s lem borer stroma如m barbatum (F.） 
coconut scaIe Aspidiotus destructor Signoret 
Califomia red scale Aonidiella auran/ii (Maske11) 
Cotiony cushion seale /C8rya purchasi MaskeU 
Citrus whiIe ny Dialeurodes otriAshmead 
Black citrus aphid �oxoptera aurano'i (Fonscolombe) 
Brown citrus aphid Toxoptera citricida (l(jrkaIdy) 
Citrus psylla Diaphonha 0tri kuw. 
Citrus meafybug Pseudococcus Orri 
Fluted scale lcerya seychellarum Westwood 
Potato meafybug Nipaecoccus vaS(aror Maskeli 

Aphis spiraecola 
Lepidosaphes sp. 

Fruit sucking moths Othreis ful/onica Clerck 
0. ancillia Cramer 
O. matema L 
Ophiusa janata (L) 
Cal匹 emarginata F. 

�omm�� r�d .. ant Oecophylla smaragdina F. 
()riental fruit fly Dacus dorsalis He�del 
Orange bug Rhynchocoris 凶mera/is

Thunberg 
Citrus red spider miIe Panonychus CJ•(ri McGregor 
Oriental mite f!._utetranychus orientalis-(Klein) 
Spider mi臼 Tetranyd!us sp. 
Eriophyid mite Eriophyes sp. 

マン ゴ ー の栽培地域 は 熱帯 、 亜熱帯気候に属 するテ ラ イ 平原 で ある。 栽培面積 7 , 515ha 、 生産量

54, 209tで ネパールでは柑橘に次 いで 2 番 目 に重 要 な果樹である。 特に東部、 極西部 テ ラ イ 地域 で

栽培が多く、 主産地はParsa、Saptari地区となっている。 品種はBombai、Ma l dah、Ka lkatia、Da
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shehri、L angraなどが著名である。 マンゴ ー は人間との共栄樹と し て村落の周 辺 や 裏庭に日除 け

を兼 ね て広く栽 培 されてきたが、近年材木、燃料不足 や テライ地域の林帯の開発にともない、 そ

の面積は急速に減少 しつつある。 害虫ではMango hopp er、Mango stone weevilが、 また病 害では

Powdery mildew が多くの被害を与えている。

(3) レ イ シ ( /., i t c/J i s i s inensis) 

テ ラ イ地域から低標高の丘陵地にか け て広く栽培される亜熱帯果樹である。 レ イ シが栽培され

る果樹 園は、 モ ノ プランテ ー シ ョ ンは少な く、マンゴ ー との混植が多い。 ネパー ルの品種はほと

んどがインド起 源で、 E arly large red、L ate large red、Rose scanted、Calcutia等の品種が認

め ら れて いるが、 品種名不詳 の も のも多い。 市場 出荷は 5 ~ 6 月 。 こ の 時期に出 回る果 実 の 種類

が比較的少 な い の で、 競 合が な くて有利である。 栽培面積は漸増している。

(4) リ ンゴ (�社坐： syl yes tris) 

ネパー ルで リ ンゴ栽培が始 ま っ たのは比較的近年の こ と である。 40~50年前に、 イ ギ リ ス 、 ア

メ リ カ合 衆国、 インドか ら デ リ シ ャ ス 系のRoyal delicious、Golden delicious、Richa redの他、

Rome beauty、Mc I ntosh、Jonathanなどの品種が 導 入 され、栽培試験で収量、 品質とも良好 な結 果

を収めた。 適 応地域はMustang 、J umula、Mug u、Dolp a、Solkumbuなど海抜 2, O O Om以上の比較的冷

涼な乾燥地域で、 降水量 の多い地域では品質が劣る。 1984年当時の栽培面積は約5, 000ha、生産量

は50, O O Otと推定 されているが、現在大規模な リ ンゴ 園が造成されつつあり、栽 培面積は急増して

いる。 し か し 今後の生産拡大を図るうえで、貯蔵 施設と輸送手段の確保 が大きな課題となってい

る。

(5) バ ナ ナ （生竺色 spp. )

テ ライ地域を 中 心に、標高1, 500m以下の丘陵地無霜地帯 まで、 バ ナ ナ は古 来から広く栽培され、

親 し ま れて き た果樹である。 在 来種は種 々 の名称を持っており、生育特性、 品質に変異が大きい。

近年優良 品種と し てBasrai dwarf 、Cavendishが導 入 され、収 量、 品質ともに優れていることから

次第に普 及 しつつある。

(6) パインアッ プル （山竺竺£ sa t i vas) 

パインアッ プルは ネパー ルではBhuin Kataharと呼 ばれ、熱帯、 亜熱帯のテライから低標高の山

間地 ま で栽培されている。 在 来種は有刺で果 径が小さくかつ甘 味に乏しい品種で あ ったが、現在

はGiant kew、Mauritiusといった導入優良品種が主流になりつつある。

(7 ) グ ァ バ ( Ps idiu11 g uaJa va) 

グ ア バは ネパ ー ルではAmba と 呼 ばれ、テラ イ地 域か ら丘陵地の無霜地帯 ま で広く栽培される亜

熱帯果樹で あ る。 過去 の 栽培では種子繁殖が続け ら れ て き た た め 、在 来種は形 態的にも き わ め て

大 き な 変異が あ る。 近年、Allahabadi、Saf eda 、L uc know-49 と いった 優良品種が導 入され、栽培

農家に広 ま りつつある。

(8) パパイ ア ( Carica papaya) 

パパ イ ア は低標高地域 の 家庭菜 園で普通に栽培 さ れる果樹である。 在来種は果形、果 肉 色 な ど

に多くの変異 ・ 系 統があるが、 品質的に劣るものが多い。 最近はWashington honey dew 、Ceylon
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と いった導入品種の普及が進められている。

こ の ほ か、栽培 面積は比較的小さいが、テライ地域 及 び低標高の丘陵地で栽培される熱帯、亜

熱帯果樹にパラ ミ ツ (Jackf r u i  t 、Ar t o carpus in t egrifo lius) 、 バ ン レ イ シ (Custard app l e 、山竺

享 re t i cula t a) 、 サ ボ ジラ(Sapota、 A chras sapo ta) 、Bael f r u i t（生逗竺 IllarIllelos) 、ジャ ン ボ

ラ ン (Jamun、 £ugen ia jaIIbo lana) 、 ク ワ の実 —Mulberry（生江竺 l.!!..!!..!..£!)、Am 1 a (� !_},竺L

旱）、 ナ ツ メ (Ber 、 Zizyphus jujuba) などがある。 一 方丘陵地や山岳地帯で栽培される温帯果樹

は、 モ モ 、ス モ モ 、アン ズ、カ キ 、 イ チ ジ ク などで、特に標高1 , 200~2, 400mの丘陵地での栽培 が

多い。

11 . 野 菜

1) 生産状況

ネ パ ー ルの農業は穀物生産を基調 と するが、近年果樹、野菜等の生産にも力を入れるようにな

っ た。 1985年の野菜作付面積は13. 8万ha、収 穫量は7 4. 16万tであるが、第 7 次 5か年計 画の終 了

時 (1990年）には14. 05万ha、97 万tに増加する と 予 測している。 また197 4年から1986年 までの過去

12年間で、野菜は栽培面積で69. 4%、収穫量で105. 8 ％増加した。 野菜の一人当り の 年 間 消 費 量は4

4. 4kgであるが、 1990年には50. 9kgに増加する と 推定されている。 このため年率4. 8 ％の生産量の増

加が必要であるが、現在の 目 標達成率は7 8 ％である。 生産量の増加を栽培面積の拡大でおしす すめ

るこ と 増加には限 界 かあり、生産性のより一 層の向上が必要 と なっているが、 単収は5.37 t/haで

他のアジア諸国と比較して低い。

1985年の野菜栽培面積 と 収穫量を地域別に見る と （表N32) 、

カトマ ン ズ盆地を中心とした中央部で最も野 菜生産が盛ん で

あ る。

ネ パー ルで栽培される一 般的な野菜は、カ リ フラ ワ ー 、 キ

ャ ベ ッ 、 ト マ ト 、 ナ ス、タマ ネ ギ、 ダ イ コ ン 、 ニ ン ジ ン、 イ

ン ゲン、 ピ ー マン、 エ ンド ウ 、 ト ウ ガ ラシ、 オ ク ラ、カ プ、

カラシナ 、 キ ュ ウ リ 、カ ボ チ ャ等である。 地勢的に変 化に富

表N32 野 菜 の 地 域 別 栽 培面 積 と 収穫量

地 域

東 部
中 央 部
西 部
中 西 部
極 西 部

栽培面積 (ha) ； 収 穫量 ( t )

39 , 8 8 2  
63 . 4 8 0  
20 , 700  
9 .  798  
4 ,  1 4 0 

1 38 , 0 0 0  

＇ : 2 1 4 . 3 2 2  
; 34 1 .  1 36 
: ' I I I .  2 4 0  
， 5 2, 6 5 4  ， 

22 , 2 4 8  

: 74 1 . 6 00  

む ために、トマト、 ナ スなどは平地のテライ では冬作であるが、 一方山間地では夏作で ある。 同

時にカ リ フラ ワ ー 、 キ ャ ベ ッ 、 ダ イ コ ン、 ニ ンジン等も高標高地では夏、低地では冬 に 栽培 され

る。 こ の こ と は、 特に南北の輸送体系の整備により、周年的に供給が可能な こ とを示している。

197 3年、 園芸局野菜 開発部の発足に と もない、カ ト マン ズ郊外のKhum a l t arに野菜研究種子増殖

セ ンタ ー (VRSPC) が設立され、品種育成や 優良種子の増殖が行われている。

2) 品種

ネ パ ー ルでは野菜の組織的な品種育成が始 まったのはたかだか30年前の こ と である。 1950年代

に入って、カトマン ズ盆地でカラ シ ナ 、カ ボ チャ、 ダイ コ ンの在来種の収集が行われた。 また19

7 2年、野 菜開発

部の発 足によっ
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7 2年 、 野 菜 開 発

部 の 発 足 に よ っ

て 、 外 国 か ら の

種子 の 導入 、 国

内 で の 増 殖態勢

が確立 し た 。 最

近 の 1 0 年 間 は 、

よ り 農家 サ イ ド

に 近 い 立 場 か ら

品 種 、 栽培上 の

問 題 が取 り 上 げ

ら れ る よ う に な

り 、 い く つ か の

経済 品 種 が 明 ら

か に さ れ て い る 。

表N 3 3 に 野菜研

究種子増殖 セ ン

タ ー が 3 0 種 の 野

菜 に つ い て 、 こ

れ ま で に 優良品

種 と し て 選定 し

て き た 4 7 品 種 の

適地 と 栽培 時 期

を 示 す 。

3 )  病害虫

主要野菜 の 病

害 を 表 N 3 4 に 、

害 虫 を 表 N 3 5 に

示 す 。

表N 33 各地域 で推奨 さ れ て い る 野 菜の 改 良 品 種

Crop Variety Region• Recommended for•• 

Bulb Crop 

Onion Red creole Plain High hills Main Season 

Cole Crop 

Cauliflower Kathmandu local Plain Mid-hills Mid Season 
Sna-Nball Mid High hills Late Season 
Pusa d細pan Plain Mid-hills Early Season 

Cabbage Copenhagen market Plain Mid-hil ls Mid Season 
Pride of India Plain Mid-hills Early 蕊ason
Late large drum head Mid High hills late Season 

Knolkhol White viana Plain Mid-hil ls  Win臼r Season 
Broccoli Green sprout Plain Mid-hills Winter Season 

Cucurblls 
Bottle gourd Pusa summer prolific Plain Mid-hill Summer Season 
Bitter gourd Pusa do mousmi Plain Mid-hill Summer Season 
Pumpkin Local Plain Mid-hill Summer Season 

Cucumber Poinsett Plain Mid-hill Summer Season 
Squash Grey zuchinl Plain Mid-hin Summer Season 
Water melon Sugar baby Plain Mid-hiR Summer Season 

Fruit V吋etables
Tomato Monprecos Plain High hills Spring, Summer Season 

Pusa ruby Plain High hills Winter Season 
Pusa early 如arf Plain Mid-hillt Winter, Summer Season 

Brinjal Nurki Plain Mid-hills Main Season 
Pusa purple long Plain Mid-hills Main Season 
Sar!ahi green Plain Mid.hi l ls Main Season 
Pusa kranti Plain Mid-hills Main Season 

Chnn Pusa jwala Plain Mid-hil ls Winter, Summer Season 
NP-46 Plain Mid-hil ls Winter Season 
Local Kathmandu Plain Mid-hil ls Rainy Season 

Leafy Vegetables 
Broad leaf mustard Khumal broad Leaf Plain High hill E匹y Season 
Mustard Marpha broad Leaf Plain High hill Late Season 
Cress Local Plain High hill Autumn, Spring Season 
True spinach Local (Patane) Plain High hill Autumn, Spring Season 
Beel spinach All green Plain High hill Winter Season 
Swisschard Ford hock giant Plain High hill All Season 

Legume Vegetables 

Pea N的 fine perfection Plain High hil ls Winter Season 
Arkel Plain High hills Winter Season 
Sikkim Plain High hills Autumn Season 
Boneville Plain High hil ls Winter Season 

Bush bean Contender Plain High hills Autumn, Summer Season 
Pole bean Kentucky wonder Plain High hills Autumn. Summer Season 
Asparagus 畑an Local Plain High hil ls Autumn, Summer Season 

Au血mn, Summer Season Cow匹a Local Plain High hil ls 

Root Cropヽ
Carrot Nantees Plain High hills Winter Season 
Radish Mino early Plain High hills Early, Lale Season 

White neck Plain High hills Mid Late Season 
Pyulhane Plain High hills Mid Late Season 

Turnip Purple top white Plain High hills Winter Season 
Globe 

• Plain : Frost free plain or ftat area with an elevation ranging between 100 - 300 m above sea level including 
valleys. The cfimate is hot and humid during summer, through the monsoon, and winters are mild. 

High hills : This zone has frost and snow in winter and an alpine climate in summer, the elevation ranges above 
2000 m. 

Mid-Hills : A wide belt of low htt ls, valleys and basins from east to west Mildly frosty area during winter, with an 
elevation of betw蒻n 300 m and 2,000 m. This Includes river basins and Mid-hills valleys such as 
Kathmandu and Pokhara. 

" Main Season : Summer h釘wst (May.July) for summer crops - beans, brinjal, gourd, okra, onion, and squash etc. 
Winter harvest (November - January) for winter crops - cabbage, caulinower, radish, and turnip etc. 

Eariy season : Autumn harvest for winter crops and spring harvest for summer crops. 
Late season : Late winter (February) to spring (March-April) harvest lor winter crops and autvmn harvest lor sum

mer 匹ps in general. 
Off season : Root and core crop prod�cti�n _in the_ high hills during sunimer rain� months, tomato and �we?t �P-

per production in mid-hills during rains and In autumn. Cucurbits in late winter and spring in river 
beds and basins and the Tarai. 
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4ost 

油an

:hillies 

�ruciferous 

Cururbits 

Pea 

Tomato 

表N 34 野 菜 の 主要 病 害

Disease 

Rust 
Bacterial 
blight 
Anthracnose 

Leaf spot 
Damping off 

Alternaria 
leaf spot 
aack mt 
White rust 

Downy mildew 

Powdery mildew 
An1hracnose 

Downy m恥ew

Powdery mildew 
Rull 

I.ate blight 
WIい｀“•u•

Organisms 

Uromycas phaseolity.応ca ん出
Pseudomo心s phaseo如9la
(Burk) Dows. 
Col/9totrichum lindeml.lthianum 
(S.Kc. and Magn.) 即osi.and Cale 

Cercospora capsid Heald and Wolf 
Pythium sp. and Fusarium spp. 

Altemaria brassicae (Berk) S.c:o 
A. brassiccls (schw) wiltshire 
Xanlhomon益 campestris (Pam. Daws.) 
Al切90 口心油 (Pers. Le11． 如re.)
Kunll'e 
P9ronospora parasitica (pers.) Ex.Fr 

Erysiphe 吟raca叩m DC.
Colletotrichum /age心rium (Pass.) 
FU. and Haist 
Pseudoperonospora c:v切nsis
(Bark. and Curt) Rostaw 

Erysip心 pol”oni DC.
ummF•d心•• P•m

Phylophlhota in'“血ヽ (Mont.) de Bary 
Fu“年 0””“"n “d Lyco. ”“id (Sac:c.) Siy如 9 Hm9m. 
p”“わm“”' “0•l'Lffl E.F. Sm
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表 N 3 5  野 菜 の 主 要 害 虫

Chllll .. 

Chillie lhrips 

Crucllerous V”●l■bl .. 

Cabbage 切1!er1ly
Diamoncl>ack molh 
Mustard aphid 
nea beelie 
Muslard sawfly 
Painled bug 
Mustard calerpi佃r
Green stink bug 
Stink bug 
Ca西ge stink bug 
Pea lealminer 

Cucurblt■ceous V叩elable拿

Red pumpkin beedes 
Melon fly 
Epflachna beedes 

Pumpkin bug 
Blislef beelle 
Coaon aphid 
Aphid 
Flea 函tle

Egg Plants (BrlnJals) 

Brinjal shoot and fruit borer 
Epilachna beedes 

Brinjal slam borer 
Cotton aphid 
Green peach aphid 
Cotlon lealhopper 
Brinjal leal roller 

Okra 

Spiny bollworm 
Cotton leafhopper 
Cotton aphid 
Red cotton bug 
Cotton leal roll町
Co血n semilooper 

Onion ●nd Garlic 
Onion lhrips 

Tom●LO 
American boUworn 
Co血n lealworm 
Epilachna beedas 

Cotton aphid 
Green peach aphid 
Cotton lealhopper 
Sliped mealybug 

Sdrtothrips dorsafis Hood. 

Pieris b<assicae nepalensis Doubleday 
Piute/la xylosrella (L) 
Lipaphis erysimi Kall 
PhyOo/Tera crociferae Goeze 
Alha/ia pr西ma Klug
Bagrada 叩cilerarum (L) 
Croc.idolomia binoraヽs Zeller 
Nezara viridula (L) 
Nezara antennara Soon 
Eurydema puk:hrum Westwood 
Phytomyza atricomis (Meigen) 

Raphidopa/pa fovsicollis (Lucas) 
Dacus cucurbitas Coquillell 
E凩achna vigintioctopunctata F. 
Epilachna dodscastigma Mulsanl 
Aspongopus janus F. 
Mylabris phalsrata Pall. 
Aphis gossypii Glover 
Aphis spirascola Patch. 
Phy/lo匹 ta 叩cifsras Goeze 

laucinodas orbinalis Guenee 
Epilachna vigintioctopunctata F. 
Epilachna dodscastigma Mulsant 
Euzophem peniC8IIa Rang. 
Aphis gossypれ Glover
如US 戸usicaa (Sulzer) 
Amrasca bigurtula bigutrula Ishida 
Autoba divacsa C.Valker) 

£arias ville/la (F.) 
Amrasca biguttula bigut(Ula Ishida 
Aphis gossyp1i Glover 
Dys必rcus cingula(Us F. 
Sylepta derogata F. 
Cosmophila flava (F.) 

加ps tabaci L 

Hellothis armige,a （Huibner) 
Spodoptera ヽtura (F.) 
E炒achna dodむs,;gma IJ<Jlsant 
Ep,1achna 叱inわctopunctata F. 
Aphis 炉ssypi Glover 
如s persicae (Sulzer) 
んsea biguttula biguttula lsh屯“面si‘ ”rgaに (Cockerel)



w ネパ ー ルの食料増産計 画と農業生産上の 問 題 点

1 .  食 料 増産計 画
穀類の生産は国民の需要を十分 満 た し て いない。 ここ10年でみても、1975年 に 380万 tであ っ た

穀類生産量は1985年に431万 t に 増加したが、この間年平均伸 び率は1. 3％ に 過ぎなか っ た 。 人口増

加 率 が 同 じ 時期に年平均2. 6％で穀物生産量の2倍の伸 び率であったことを考慮すると、 む し ろ 食

料事情は悪化 し ているといえる。 政府のNational P l anning Commissionは表N36のよ う に食料生産

を現在の400万t 台から 表N 36 穀類 の 生産 向 上計画 ( Na t i onal Pl anni ng Comm i s s ionに よ る ）

生産量 増加率
穀 類 の 種 類

2000年 ま で に865万 tに

倍 増 する計 画を立てて
いる。 こ のためには年

率4. 8％の生産董の伸 び

が必要であ る 。 食料増

産の達成 には 、 耕地面

積の拡 大か 、 単収の増
大かのいず れかの選択
であるが、 ネ バールで

1 975年 • 1 1 9 85年 • I 1 9 9 0年 ” 1 9 75 - 85年 • I 1 9 8 5 - 2 0 0 0年 ·

穀 類 全
稲

ト ウ モ ロ コ シ
小 麦

穀 類 全
稲

ト ウ モ ロ コ シ
はこ れ以上飛躍 的な耕 小

地面積の拡大は望めな • 1  実 績

麦

体

体

379 . 6万t 43 1 .  2万t 86 5 .  I 万t l .  3 % 4. 8'-
249. 1 275 .  7 509 . 6 1 . 0 4. 2 
79 . 6 8 1 . 8 1 75. 0 o. 3 5. 2 
34 . 2 58.8 1 62. 5 5. 6 7. 0 

単収 増加率

I .  77m t/ha I .  68m t/ha 2. 9 l m t/ha - 0 .  5'- 3 .  7,-
2 .  0 I 2. 02 3 . 5 0  0 .  0 3. 7 
1 . 75 1. 45  2. 5 0  - 1 . 9 3. 7 
I .  1 5  I .  26 2 . 5 0 0 .9 4. 7 

• z 目 標

い。 し た が っ て 残され た 道は単 収をいかに上 げるかである。 単収に つ いてみると、 1 9 75年に l . 7 7 
t/haであ っ た 穀類全体の単収 は 1 9 85年に 1 . 6 8 t/h aにな っ た。 年平 均0. 5％ の減少であ る。 2000年 ま

での単収の増 加 目 標 は 3. 7％に設定して いるが、 このよ う な 状 況では 目 標達成は困難である。 特 に
ト ウ モ ロ コ シは近年単収が著しく低下 し 、収 奪農 業による地力低下の問 題が顕在化している。

2. 農業生産上の問 題点
1) 優良 種子の生産と配布

優良種子の生産と配布について、1985年 ま でに在来種から導入 ・ 育成の高収性 品 種 (HYV)に置き

変 わった 面積率を見ると、稲で25%、 ト ウ モ ロ コ シで35%、小麦で85％とな っ ている。 こ の栽培面積

から計 算 すると、稲32, 000t 、ト ウ モ ロ コ シ4, 920t、小麦54,480tが種子量と し て必要になる。 し
か し 農業 公 社 (A I C)が1985年に実際販売 し た種子 量はわ ずかに、稲140t 、ト ウ モ ロ コ シ 70t 、小麦

2, l lO tで し かなか っ た 。 それ ぞれ必要種子 璽の0.4%、1.4%、3. 9％を カ バー し てい る に過ぎない。

このことは、実 際の種子流通形態は、農 家が 自 家 採 種 し ているか、または 自 家採種による種子が
交換、 販売されているかである。 Fl 種子で雑 種強勢を維持 し ている ト ウ モ ロ コ シはい う に およば

ず、固定種の稲などでも定期的な品種更新が必要 で あ る。 農業生産性 の向上を阻害する要因の一

つ と し て、政府 の優良 品種への転換策がスムーズ に進んでいないことが挙 げられる。

2) 肥料の不足
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ネパー ルの農業の生産性が低い原因の一 つとして、土壌の地力低下が挙 げられている。 この こ

とは特に 丘 陵地で収奪的な農業が行われ た 結果、近年 ト ゥ モ ロ コ シの収量の減少傾向 が顕著に現

れている ことでも明かである。 そ こで、政府は化学肥料の輸 入 、 配送、販売に関してか な り の資

金補助を 行 う よ う になった 。
ネパ ー ルに お け る化学肥料の使用量は他のアジア諸 国と比較しても き わめて少ない。1983-84年

のha当 りの肥料使用 量を近 隣諸 国と比較 すると、 バ ン グラデ ィ シ ュ が60kg/ha、イ ンドが39kg/ha、

バ キス タ ン が59kg/haであるのに対して、ネパールは16kg/haと1/2 ~1/4の使用 量である。 同じ後

・ ー デ ィ シ ュ に比較しても、ネパールでは農業生産に投下される発開発途上 国とされているバン ク フ

肥料が極端に少量である こ とがわかる。

一方国内 に おいて も、肥料の投下量にかな り な地域的偏 り がみられる。1985年の販売実績を見

ると、 国 内の肥料販売量の う ち 15％は カ ト マ ンズ盆地、62％はテライ、 19％は丘陵地、3％は山岳地で

そ れ ぞ れ購入 さ れている。 この結果から、地域別に耕地面積当 り の施肥置を計算 すると、 カ トマ

ンズ盆地では95kg/ha、テライでは16kg/ha、丘陵地では9kg/ha、山岳地ではl lkg/haとなる。 カ ト
マ ン ズ盆地ではかな り 集約的な農業が営まれているが、そ のほかの地域は概して少施肥の粗放栽

培であ る 。 特にテラス 状耕地が多く溶脱の激しい丘陵地では、高い効果が期 待されるにもかかわ

ら ず 9kg/ha と 最低の施肥璽となっている。稲、小 麦では、在 来種で30kg/ha、導入優良 品 種では6

Okg/haの施肥量が標準とされてお り 、現段階の施肥実績ではまだまだ標準施肥量に達していない。

ネ パ ー ルに お ける化学肥料の使用 量 （ 出荷量並 びに成分置） の年次変動を図N24に示す。 1 982年か

ら 1984年にか けて肥料使用 璽は急増し たが、最近は微 増に留 ま っている こと、ま た 窒索、燐酸 に

比較して カ リ 肥料の使用量が き わめて少ない ことが分かる。さらに市 販 さ れている化学肥料の種

肥料使用塁( 1 000 し ）
1 4 0 

肥料出荷星 窒索成分塁 リ ン位成分塁 カ リ成分塁c===J - - - • - - - . . . . . . . . . . . . .  - -.A. - -

1 2 0 L..... . .......... . . . . . . . . . . . . . . . . .... . . . . . . . . . . . . . .. . . . . . . . . . ........ . . . . . . .... . . ..... . ........... _.. . . . . . . . . . 

1 0 0 1-. .... . . . . . . ... . ... .... . .. 

80 1--·· ·-··....... . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 
＇ 

60 t-····-·· · · · · · · ·····" · · · · · ·""·"·· ·"···"·· · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · ··• · · ·· · · · ·"· · • • • ·· · ●9●● 9● 
， 

40 1-····· · 1 ······ ···•· • • · · · · · • · · · ·· · · 1 · · · · · · · · · · · ·• · • · • • · · · · · · · ·•·1 · · · · • • · · • · · • · · • ・ ． ． ． ．．． ． ． ． ． ．

』

. . . . . . . . . ., 』
1 . ． · • • • · • • • · • 

�. • · • 

� - ...  -1- - - - I- → — ト ー ― ― -I - •·- • - - - - -
� - - - 一, - .. 

� .:1 �.. ::!.:.�「- - -「20 f-•••… | ．...Cご．t·二";..i· •-.o• ●o •J ·- •-.�.. :1 �.... :...... 1... ........... . 1.......... . . . . . , .. . . . .... . . . . . .,. . ..... ...... .. ·····•· · . 
. . ● " I " ' . . . . .. . . .. . .  1 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ l • • •■ • • •I・ ・ ・ ・ ・ ・ . . I ・ ・ ●● ・ ・ 』 ・ ・ ・ ・ ・

?. ． ． l・ ・ ・ニt·r·t ・ ・ニ · •I . ．：· •I ・・ニ· •1 」 」-1·: 
1 9 80 1 9 8 1  1 9 82 1 9 8 3  1 9 84 1 985  1 9 86 

図 N 24 ネ パー ルの 化 学肥料使用 最( 1980 - 8 7 )
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表N 37 ネ パールで販売 さ れ る 化 学肥料の種類 と 価格

肥 料 の 種 類

類と価格を表N37 に示す。 日本と比べると肥料

の 価格は比較的低廉で あるが、 ネ パー ル の 農

家の 実感として肥料はか な り高価 な 投 資では

な いかと思われる。

3) 灌漑

ネ パールでは、 標高と水利条件 で作付体系

が異なった も の となる。 例え ば基幹作物であ

る稲は低地の灌漑条件 下 で 、 また ト ゥ モ ロ コ

シは丘陵地帯 の 無灌漑条件下（天水依存）で栽

培 さ れる。 テライ地域では水利条件 さ え整え

ば、稲 ー 小麦 ー ト ゥ モ ロ コ シ の 三毛作 や 水 稲 二真月 作が可能 で ある。 水稲は通常 6 月 下旬 播種、10

~1 2月 収穫であるが、灌漑可能であれば早植 (4~7 月 ）、遅植 (8--- 12月 ）で年2回収穫がで き る。 し

1 98 0年の価格 ： 1 9 8 8年の価格
( Rs/m t)  : ( Rs/m t ) （ 円 ／20kg )

硫 安 c 2 1 - o - o ) I 2 .  4 0 0  
尿 素 C 46 - 0 - 0 ) I 3 .  1 00 
Complex ( 2 0 - 2 0 - 0 )  I 2 , 8 0 0  
Compound ( l 5 - 1 5 - 1 5 )  I 2 , 7 4 0  
M .  0. P. ( 0- 0 - 6 0 )  I l .  573 
T.  s .  P. ( 0 - 48- 0 )  I 2 , 7 0 0  
D .  A .  P .  ( 18- 4 6 -0) I 4 , 5 0 0  

0
0
0
0
5
2
9

 

85
92
99
99
99
37
33
 

2
3
3
3
1
3
5

 

346 
476 
485 
485  
242  
409  
648 

註 ： 1 米 ドル ＝ 23. 60Rs ( l  988. 6 )  = 1 43 . 3 0 円 と し て 計算

かし天水依存 の 現状では、 水稲一期作で後作を小 麦 や 油糧作物 な どとする二毛作の作付体系 が 一

般的で あ る。 土地 の 有効利用という 面では効率が 低 い 。

ネ パ ー ル政府は農業生産力 を高めるため、

灌漑事業 を 推進している。 従来 5 カ年計 画

ごとに濯漑 面積の拡大を図って き たが、 そ

の状況を表N 38に示 す。 1985年 まで の 累積灌

漑面積 は 37 1. 130ha、農耕地全体の14％に達

した。 そして1990年 までに606,623ha、 さ ら

に西暦2000年 までに1. 250, O O Oha まで灌漑面

積 を増大 させ る 計 画である。 しかしなが ら 、

1987 年の灌漑 可 能 な 実面積は実数として

3 3万867 2haしかなく、 累積面積を か なり下

回 っ て いる。

表N 38 ネパールの 5 カ年計画 と 濯漑 面 積の推移

5 カ 年 計 画

第 1 次 5 カ年計画以 前
第 1 次 5 カ 年 計 画 ( 1 9 5 6 - 6 0 )
第 2 次 5 カ年計画 ( 1 9 6 1 -6 5 )
第 3 次 5 カ年計画0 966-70 )
第 4 次 5 カ 年 計 画 ( 1 97 1 -75 )
第 5 次 5 カ 年 計画 ( 1 976-80 )
第 6 次 5 カ年計画 ( 1 9 8 1 -85 )
第 7 次 5 カ年計画 ( 1 98 6 - 9 0 )

灌 漑 面 積(ha ) ： 累 計( ha )

6 , 228 
5 , 2 0 0  
1 .  0 3 5  

5 2 . 860 
37 . 733 
9 5 , 425 

1 72 . 649  
2 3 5 . 4 9 3  

6, 228  
1 1 . 428 
1 2 , 4 6 3  
65 , 323  

: 1 03 ,  0 5 6  
: 1 98, 481 
I 
i 3 7 1 .  1 3 0  
: 6 0 6 , 623  

4) 農産物 の 流通 と市場形成

ネ パ ー ル は 道路網が次第に整 備 さ れ つ つある と は い え、幹線道路 は テ ラ イ 平原 を 横断 する東西

ハ イ ウ ェ イ と、イン ド 、中国 な どの 援 助を受 けてで き た、テライか ら カトマンズ、 ポ カ ラ 、 さ ら

に は チ ベ ッ ト国境 まで南北に縦方向に走る山岳道 路の みである。 ネ パー ルの複雑な地形、自然条

件は、農産物 の分布に地理的不均衡を生じ さ せているが、同時に生産物の流通と市場形成を も 阻

害 して いる。 道路などのインフ ラ整備が進んでいない こ と は 、 ネ パールの農業生産 の 後進性の大

き な要因 に なっている。

テライ地域は比較的平坦で道路の輸送網 も 整備 さ れているが、丘陵、山岳地で は 限 ら れた幹線

道路を抜 けると、人力 や 畜 力で運搬を行っているのが現状である。 政府 は 生産 資材の投入による

農業の近代化を推進しよう として いる。 しかし肥 料、 農薬などの生産 資 材 は、原価に さ らに高 い

輸送 コ ストを上積 みした も のを購入せね ば な らず、こ の ことが も と も と所得の低い山間僻地 の 人
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々 には大 き な負担である。またインプ ッ トと し て の生産資材の搬入のみならず、 ア ウ トプ ッ ト と

し ての生産物の搬出の面でも同様の問 題が生 じ て いる。生産物の運搬方法も、 テライ地域では牛
車な どがあり、 人力に頼る割 合 は 32況であるが、丘陵、山岳地帯ではほ と ん どが人 力 に 依存 し た 運

搬 方 法を取っている。搬出できる数量には制 限があり、 現金収入も少な く 、 そ の結 果は貧 困に ま
すます拍車をか け る ことになる。

このよ う に農産物の流通と市場形成を妨 げ ている要因は、単に道路の問題 だ けではない。農産

物は都市 間を往 来する ことな く 、都市近郊で 自 己 完結的 な 市場を形成する ことが多い。つま り マ

ーケ ッ ト間の孤立が認められる。さらに貯蔵 施設、加 工施設の不備、価格情報の欠落、 計 画的な

供給、 販売体 制の未確立、なども市場形成を 阻害 し て いる要因であ る 。

とは い え、事態は次第に改善 さ れつつあ る 。貯 蔵施 設に し ても、おもにバ レイ シ ョ を対 象と し 、

野 菜、果実等の生鮮食料品も保存で き る保 冷 庫が全国に14カ所に設立されている。3カ所はADBの
援助、 そ の 他は私企業 の 手によ る も ので、 そ の貯 蔵能力は全国で12, 600t、カトマンズ周辺で 3 , 0 

OOtある。 バ レイ シ ョ は堀取 り 後、5 ~6カ月 この保冷庫に貯蔵されて市場に出荷される。また現

在進められ て い る 丘陵、山 岳地帯での果樹振 興事業では、生産はで き る が流通、販売ができ な い、

と い う 問 題が生 じ て いるが、 こ れも産地に貯 蔵施 設を作るな どの対策で解決で き るであ ろ う 。
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V 農 業 関 係 の 試験研究組 織 、 農業教育 と 普 及

1 . ネ パ ー ル の 農業 関 係 試験研究機関

ネ パ ー ル の 農 業 の 生産 性 を 向上 さ せ 国民生活 を 豊 か に す る 上 で 、 農業技術 開 発 の た め の 試験研

究機関 の 役割 、 存在意識 も 次第 に 認識 さ れ る よ う に な っ て い る 。 農業研究 、 開発予算 と し て 1 9 8 1

年 に は 4 , 2 7 5 万R s が計上 さ れ て い た が 、 1 9 8 7年 に は こ れ が 7 , 6 3 9 万Rs に 増加 し た 。 現在 こ れ ら の 研

究 、 開 発予算 がGDP に 占 め る 割 合 は 0 . 3 ％で あ る が 、 1 9 9 3 年 ま で に は さ ら に GDP の 1 . 0％ に 、 そ し て 今

世紀末 に は 2 . 0 ％ ま で 増加 さ せ る 計 画 で あ る 。

1 )  国立農業研 究 サ ー ビ ス セ ン タ ー ( NARS C )

第 7 次 5 カ年計 画 ( 1 9 8 6- 9 0 ) で 、 こ れ ま で 農 業局 の 傘下 に あ っ た 農場 を 整備 し て 、 試験研究機関

を 独立 さ せ る こ と が決定 し た 。 こ の 決定 を 受 け て 、 1 9 8 5年 1 2 月 に 発 足 し た の がNARSC (N a t i on a l

Agr i c u l t ur e  Re s earch  and Serv i c e Cen t er ) で あ る 。 NARS C に は 上部機関 と し て NARCC ( Na t i on a l

Agr i c u l t ure  Re s e arch Coord i n a t i on Comm i t t ee ) が存 在 し 、 こ こ でNARSC の 活動評価 、 関連機関 と

の 調 整 、 予算措 置 の 決 定 な ど が行 わ れ て い る 。 つ ま り NARSC は 、 こ れ ま で農業局 に 属 し て い た 農場

の 、 生産機能 と 研究機能 を 分 離 し 、 技術開発 を 効 率 的 に 進 め る た め の 試験研究専門組織 と い え る 。

（1 ) 国 立農業研究 サ ー ピ ス セ ン タ ー (NARSC ) 設立 の 目 的

NARS C設立 の 目 的 は 、 以下 の 活動 を 行 う こ と に あ っ た 。

① ネ バ ー ル の 農業研究 を 促進す る た め 、 短 期 あ る い は 長期 の 開 発 計 画 を 策定す る 。

② NARCC の 認可 を 受 け た 開発計画 を 実行 す る た め 、 中 央研究所 、 作物開 発 計 画 農場 、 各地 の 試験

場 の 研究活動 を 監督す る 。

③ 普 及 部 門 と の 協 力 の 下 に 、 研究成果 、 技 術 を 農家 に 伝達す る 。

④研究成果 を 出 版物 の 形 で 発表 し 、 ま た 情 報交換 を 行 う 。

⑤研究環境 の 整 備 向上 を 図 り 、 研究部門 の 人 的 能力 の 開発 に 努 め る 。

⑥ 圃 場 、 施 設 、 農機具等 の 管理 シ ス テ ム を 確立 す る 。

⑦病害 虫 、 土壌 の 診 断 サ ー ビ ス の た め 、 各 地 の 試験 場 と の ネ ッ ト ワ ー ク を 作 る 。

⑧研究成果 の 農家 圃 場 に お け る 実用 化 に つ い て の監督義務 。

⑨ 図書 の 充実 と 情報管理 。

⑩ 数 理 統計事務所 の 設 置 と 研究成果 の 科 学 的処理 。

⑪ 国 際農業研究機関 と の 連携 の 強化 。

以上 の よ う に NARSCで は 多 く の 活動 目 標 が掲 げ ら れ て い る 。

( 2 ) NARS C の 組織

NARS C は 食料農業省 の 試験研究機関 を 代表 す る 組織で あ る 。 カ ト マ ン ズ郊外Kh uma l t a r の 各研 究

所 （農業生物 、 土壌 ・ 化学 、 農業工学 、 畜 産 な ど 1 6部 門 ） を 中心 に 、 稲 、 ト ゥ モ ロ コ シ 、 小麦 な ど

作 物 の 種類別 に 開 発計画農場 が全国 に 1 1 カ 所 あ り 、 そ の ほ か 農業試験場 1 1 カ 所 、 園芸 試 験場 1 1 カ

所 、 畜産試験場 5 カ 所 、 水産試験場 7 カ 所 、 種苗試験場 4 カ 所 、 作付体系試験場 5 カ 所 を 有 す る

大 き な 組織 で あ る 。 NARS C傘下 の試験場 の 内 、 Kh um a l t ar の 中 央研究所及 び 全 国 1 1 カ 所 に 散在す る
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大 き な 組 織である。 NARSC傘下の試験場の内 、 K h uma l tar の中央研究所及び全国 1 1 カ 所 に 散在する

作物 開発計 画農場の所在を図N25 に示す 。

NAR S Cの組織下 の研究者 の数は約350名である。 現地を訪 問 し たランプールの作物開発計 画 農 場
（ ト ウ モ ロ コ シの研究 セ ンター） の例では 、 24名 の研 究者が生態反応 、 病害 虫、施肥反応な ど の

研究 に 従 事 し ていた。 研究者 の他 、 事務 、 施設管 理、 圃場作業なとに関わる人数を含めると 、 NA

RSCは組織的 に 数千 人の規模 に 達するものと推定 さ れる。

図 N 25 中 央研究所並び に作物 開 発 計 画 セ ン タ ー の所在地
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( 3) NARSCの研究活動と成果

研究活動 の 具 体 的 成果 に つ いては、 すで に 作物 別 に 生産状況 と と も に 研究成果 を 述べ たので 省
略 する。最近の研究 目 標と し ては 、 ①包括的技術(improved package t echnology)の確立、 つま り

作 物の種類別に、 品種改良 、 土壌、施肥管理 、 病 害 虫 防除、優良種子の生産と配布まで生産活動
全てを包括 し た技術の確立、 ②バイテ ク 等の先端 技術 の開発、 ③灌漑等の生産基盤 の 整備技術の
確 立 、 な どが重点 的に取り上 げられている。

な お 試験 研究 には直接携 わらな いが、NARS Cに 属 さず に 従 来 と 同様 に 農業局の も と で生産を主 た
る業務と し ている農場も多い。過去 に全国 に 配 置 さ れていた農場数の2/3は、 そ のまま依然農業局

管 轄 下 にあ る 。園芸関係では全国33 カ 所に農場を有 し 、NARSC組織下 の 園芸試験場数の3倍である。
こ れらの農場で は生産技術のデモンス ト レ ー シ ョ ン 、 普及等を主たる業務と し ている。
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2 、 国際機関 に よ る 農業研究

ネ パ ー ル で は 外 国 の 援助 に よ る 農業 開 発 計 画 が数多 く 行 わ れ て い る 。 今 回 の 調査 で 直 接訪 問 す

る こ と は な か っ た が 、 ネ パ ー ル滞在中 、 多 大 の 便 宜 を い た だ い た J I CA の 大 沢 • 利 光両 専 門 家 が技

術 協 力 を 行 っ て い る ネ パ ー ル 王 国 園芸開発計 画 は 日 本 の 援 助 で 進 め ら れ て い る プ ロ ジ ェ ク ト で あ

る 。 こ の よ う に 2 国 間協定 で 開 発 援助 を 行 っ て い る 国 は 、 日 本 の ほ か 西 ド イ ツ 、 ス イ ス 、 ア メ リ

カ 合衆 国 、 イ ギ リ ス 等 多数 に の ぼ る 。

一方ADB 、 UNDP な ど 国際機関 に よ る ネ パ ー ル で の 開 発協力 、 技術協力 も 盛 ん で あ る 。 今 回 の 調査

で は 、 こ の う ち 比較 的 研究協力 に 近 い 形 を と っ て い る 国 際機関 で あ る 、 国 際 山 地総 合 開 発 セ ン タ

- ( I C I MOD ) を 訪 問 し た の で そ の 組織 と 活動 の 概要 を紹 介す る 。

1 )  国 際 山 地総 合 開 発 セ ン タ ー

( I n t erna t i ona l Cen t er for  I n t egr a t ed Mou n t a i n Dev e l opmen t )  

略 称 は I C I MOD , H Q は K a thmandu の J aw a l khe l に 所在 す る 。

1 9 8 4年 に 創設 さ れ た 山 地開 発 を 目 的 と し た 国際 機関 の 一 つ で あ る 。 I C I MOD は ネ バ ー ル を 中 心 に

活動 を 展開 し て い る が 、 そ の 構成 メ ン バ ー と な っ て い る 。 多 く の 国 も 、 ア フ ガ ニ ス タ ン 、 バ キ ス

タ ン 、 イ ン ド 、 プ ー タ ン 、 バ ン グ ラ デ ィ シ ュ 、 タ イ 、 中 国 な ど ア ジ ア の 山 岳地帯 を 有 す る 。 初 代

所長 は Dr . Co l i n Ros ser 、 1 9 8 9 年 か ら Dr . F r an k  Tac keが 2 代 目 の 所長 と な っ て い る が 、 歴代所長

は い ず れ も ヨ ー ロ ッ パ 出 身者 で あ る 。

I C I MOD は 山地開発 を 目 的 と し た 国際機関 で あ る が 、 そ の 活動領域 は 、 ( 1 ) 特定 の 課題設定 に よ る

個 別 技 術 開 発 、 ( 2 ) 出版 、 情報交換 、 活動 計 画 策 定 、 の 2 分 野 に 大別 さ れ 、 さ ら に そ れ ぞ れ が以下

の 8 部 門 に 細 分化 さ れ て い る 。

( 1 ) 特定 の 課題設定 に よ る 個 別技術開発

① 山 地 農業体 系 (Moun t a i n Farm i n g  Sys t em s) 

山 地 の 農業開発戦略 の 策定 、 従来 の 農業 体系 の変換技術 、 山 地農業 の 研究 と 遺伝 資 源保 護 、

政府 の 農業政策 と 投 資 へ の 助言 、 農村 の 支援対策 。

② 人 口 問 題 と 雇用 の 確保 (Popu l a t i on and Emp l oym en t )  

現在 の 人 ロ セ ン サ ス と 将 来予測 、 人 口 の 動態 ・ 移動状況 の 把 握 、 農外収入 ・ 雇用機会 の 拡大 、

必要投 資 と 支援 サ ー ピ ス 、 政府 の 雇用 政 策 、 人 口 資 源 の 活用 法 開 発。

③ 山 地 開 発 の基盤整備技術 の 開 発 ( I nf r as t ru c t ure and  Techno l o gy ) 

基盤整備 と 技術 の 現状把握 、 社会環境 （運輸 ・ 通信 ・ エ ネ ル ギ ー 供給 ・ 保 険 衛 生 ・ 教育） の 向

上 、 農業生産 向上 を 目 的 と し た 灌漑 ・ 機械化 ・ 貯蔵技術 の 開 発 、 基盤整備実施 に 当 た っ て の

組織配置 。

④環境管理 (Env i ronmen t a l Managemen t ) 

山 地 資 源 の 質 と 活用 法 の 調 査 、 環境 の 影 響 評 価 、 持続 的 資 源活用 計 画 の 基準策定 、 河川 流域

の 総 合 開 発 、 多 様 な 生物 の 保護 、 環境管 理 と そ の 研 究

( 2 ) 出 版 、 情報交換 、 活 動 計 画 策定

① 出 版 と 情報交換 (Doc umen t a t i on and I n form a t ion  E x c h ange) 
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出 版と情 報の デ ー タ ベ ー ス化、関連情 報の摘 要作成、AGR I S 、 I NFOTERRA等国際 デ ー タ ベ ー ス

の活用 、 情 報 ネ ッ ト ワ ー ク の拡大、 印 刷物や 視聴覚機器による情報伝達の強化。

②天然 資 源 の 評価と監視(Natura l Resourc es Assessment and Monitorin g) 

天然 資 源 の デ ー タ ベ ー ス ・ マ ッ プ化、 災 害 マ ッ プと影響評価、 環境監視、 リ モ ー ト セ ン シ ン

グとG I S (Geographic I nformation System)の確立 、 G I Sに関 する ト レ ー ニ ン グ、 天 然 資 源の情

報管 理。

③地域開発 計 画 の 策定と実施 (Area Deve l o pment P l annin g and I mp l ementation) 

国家開発 計画に そ った開発戦略の協 議、 基礎 デ ー タ の集積と資 源置の推定、地域住民の参 加

による総 合計 画の策定、活動計 画 実施 に 当たって の組織配置。

④組織 と 専 門 家の体 制 強化 ( I nstitutiona l and Prof essiona l Dev e l opment) 

ト レ ー ニ ン グ の 必要性の評 価、内容 と コ ース の 選定、研究の審査 ・ 喪賞、奨学制度 に よる上

級研 究者の確保、 専門家の人事交流、 コ ンサ ル タ ント サ ー ビス、国際的なセ ミ ナ ー 、 シンボ

ジ ウ ム の開催。

なお I C I MODの出版物は、Occasion a l Pap er S eries、Workshop Report S eries （ い ず れ も 不定

期 で 年 4 ~ 5冊程度の 刊行）があり、 こ の ほか年に2~ 3 回国際 シ ン ボ ジ ウ ム も 開催 し て いる。

3. 農 業 教 育

1 )  ネ パ ー ルの学 制と農業教育

ネ パ ー ルの学 制は こ れ まで、 小学校( 1 ~ 5 年）、中学校 ( 6 ~ 8 年）、高 校 ( 9 、 1 0年）で あ った

が、 教育 5 カ年 計 画で就業年 限は小学校 ( 1 ~ 3 年）、中 学校( 4 ~ 7 年）、高 校 (8~10年）に移行

し つつある。 旧 学 制の1981年について 修学 数を見ると、小学校が7 , 2 5 6校で児童数45万人 、 中学 、

高校が57 6校、458校で中学、高校 の 生徒数は 9 万 7 千人であった。

高 等 専 門 教育機関として 、単科大学 (co l l e ge)が 29、総 合 大 学 (universit y)が一つある。 農業高

等教育は、 ネ パ ー ルで 唯 一の総 合 大学である ト リ プ バン大学 の 農 ・ 畜産学部で行わ れ て いる。 そ

の ほ か 大学付属の普及 員養成所、政府農業研 修 所も農業教育機関として の 機能を果たして いる。

( 1 )  ト リ プ バン大 学の農 ・ 畜産学部

カトマン ズの南 西160km 、Narayani県 Chitwan郡 の Ramp urに キ ャ ンパスがある。 開設 は 1983年。

国 内 唯一 の 高等農業教育機関 で 他に農業 教 育 を行 っ ている大学 は な い。 講座 は農業生物、農業経

済、 普及 ・ 村落 社 会 学、農業統計、農学、 園 芸学、害 虫、植物病理、土壌肥料 ・ 農業工学、 畜 産、

基礎科学 ・ 人文学の11講座である。 教育年 限 は 3 年 または 5 年 であるが、 その ほ か農業普及員の

た め の短期研 修も 実施して いる。 現在1062 名 の学 生に対 して、教授 3 名、 専 任 講 師43名 、 外 部講

師17 名 、 講 師 補 29名 な ど 合計111名の指導陣容である。 こ れ ま で5, 983名の卒業生を送り 出 したが、

こ の う ち 農 学士 の 資格者 は 410名 、農業教員 資 格 者は275名である。 国内では修士、 博士過程はな

いので さ ら に上級 コ ー スを希望 する も のは国外留 学となる。 卒業生の大 多 数は郡農業開 発官 (ADO)

または普 及 員 ( J T、 J TA ) として 現場で活 躍 して いる。

(2) 農 ・ 畜産学部付属普及員養成所
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ト リ プ バ ン 大学 の 農 ・ 畜産学部 に は 、 農業普及 員 の た め の 付 属 養成所 が あ り 、 年 間 3 0 名 程度 の

卒業生 を 普 及 員 ( J T ) と し て送 り 出 し て い る 。

( 3 ) 政府農業研修所

現在農業普及員 の 数 は 不足 し て お り 、 外 国 の技術協力 に よ る 農業開発 プ ロ ジ ェ ク ト の 対象地域

で は 、 政府 の 認可 を 得 た 研修 コ ー ス を 終了 し た 有 能 な 人材 を J T ま た は J TA と し て 採用 し 、 陣容 の 強

化 を 図 っ て い る 。

4 ．  農家へ の 普及活動

今後 の ネ パ ー ル の 経済発展 を 考 え る と き 、 農業 の 果 た す役割 は き わ め て 大 き い 。 し た が っ て 農

家 へ の 農業技術 の 啓蒙 、 普及活動 の 重要性 も お の ずか ら 明 ら か で あ る 。

ネ パ ー ル で は 全 国 を 5 地域、 1 4 県 、 7 5郡 に 行政 区分 し て い る 。 農業 の 普及活動 は 郡 を 一 つ の 単

位 に し て お り 、 郡 の 農業開 発事務所 に 郡農業 開発 官 (ADO ) 、 普及員 ( JT) 、 普及員補 ( J TA) が配属 さ

れ て い る 。 ADO は 大 学 を 卒業 し た 国家公務員 で 、 普及計 画 を 立案 し 、 J T 、 J TA を 指導 す る 。 J T は 1 0

カ 年 の 高校 ま で の 教育過程 を 終 え 大 学 の 養 成 コ ー ス を 修 了 し た 者 あ る い は J TA で J T試験 に 合格 し た

も の で 、 実 際 の 普 及活動 の 中 心 と な る 立場 で あ る 。 J TA は J T を 補佐す る 立場 に あ り 、 高校教育終了

後 1 ヶ 月 間政府機関 の 訓練 コ ー ス で学 ん だ 身 分 の も の で あ る 。 県 レ ペ ル で は さ ら に ADO を 指導 す る

RADが配属 さ れ る 。 こ の よ う に 、 地域 一 県 ー 郡 一 村 落 （ バ ン チ ャ ヤ ッ ト ） と 国 の 行政機構 に 基 づい

て 農業普及活動 も 行 わ れて い る 。 普及員 の 活 動 は 村落 担 当 制 で あ り 、 普及員 一 人 当 り の 担 当 範 囲

は 、 平均 6 村 落 、 戸数 で 2 , 0 0 0 - 2 ,  5 0 0戸 と な り 、 日 本 に 比 べ る と 対象範 囲 が 4 ~ 5 倍 で あ る 。 普

及 員 の 活動 内 容 は 、 ①技術指導 、 ②統計調査 、 ③ 農民組織 の 育成、 ④ 営農 資 金 の 相 談 、 ⑤生産資

材 の 斡 旋 供 給 、 ⑥村 落 の 農業開発計画 の 立 案 、 な ど多 岐 に 及 ん で い る 。
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VI 森林 ・ 林業事情
1 . 森林・原野の現況

農業事情の項で述 べたように、1985年の政 府統計によれば、国土の37. 6 ほの 553万磁 が森林で
あ る （表N 2 )。また高山帯や 氷 雪地帯を含 む 原野は、 氷雪地帯が15.3t":;i.の225万全t、荒廃地・ 草地
が25. 7忠 の 378万芸で、国土全体の78. 6�":;i. の 115 6;:名が森林と原野で占められている ことになる。

しかし、 1986年のFA0統計によれば、森林面積は1 6 , 4位の231 万芯で、 その一方荒廃地が多くなり、

国土の過半の53裳、 747万芯 と なっている。 お そらく政府統計では、 林地として計上された土地

は木 が生えていよう と いまいと森林に組み込まれているのであ ろ う。したがって政府統計の林地

とFA0統計の森林の差、21. 2忠 • 322万己が実は荒廃した森林の面積を表すものと推定される。

前述したよ うにネパールの人口増加率は年 率 2. 6も玩と高く、 それに応じて 森林を農地に変更 し 、

食料確保を行わざるを得なく、 1975 -1980年 の 5 カ年には年約 5 �":+の森林が農地に変わっている。
こ れは政府統計での話で、 現実にはもっと多くの森林が焼畑などの粗放な農地として利用されて

い る こ と を FA0統計の数字は伺わせる。 そ の 場合に粗放農地として利 用 された後は荒廃地として
残 さ れ る 可能性 が高いという こ とであ ろ う。

ネ パールの森林の種類構成は 、 ネパール政府がアジア開発銀行
な ど と 共同作成した資料によれば、広葉樹林が37. 6位、針葉樹林

が10. 9t*、 灌木林が8.6 裳、 原野が20. 7{!ぢで 、 造林地は6. 9忠であ

る （表N 39)。天然林の気候帯別分布は、亜高山帯林が33佑、温帯林

3 2. 4忠、亜熱帯林 が 34. 7 裳と気候帯毎に平均してい る （ 図N26) 。全

森林面積の地域別分布割合は、

表N 3 9 ネ パー ル の 森林 形 態

森 林 形 態 1 分布 割 合 ％

広 葉 樹 林 3 7 . 6 
針 葉 樹 林 I O . 9 
針 広 混 交 林 1 5 . 3 

木 林 8 . 6 
草地 ・ 荒廃林地 2 0 .  7 

工 林 6 .  9 

T e r a i  1 8 . 2% 

S i v a  l i  k s  
2 6 . 5% 

図 N 2 6 地帯別天然林 分布

ボ カラが属する中西部地域が30.1裳と最も多く、中央部、極

西部、 東部、西部の順で、 お およ そ16 - 19ほとなっ て いる。
しかし 、 標高の高い森林の一部を除 き 、これ ら の森林の多 く
は利 用 が進んでおり、 日 本の プ ナ 林のように高い木の林冠 が
全面を被うような森林はわずかに15位に過 ぎない。 約6割の

森林は林 冠 閉 鎖率が約50と玩で、 1/4は1-4割の林冠 閉 鎖 率とな

R ep r . /  
P o l e s  
1 ． ば

っ てい る 。 こ れは伐採が非常な勢いで進

ん でいる ことを示すものである。 したが

って利用される木材の径級も平均的 に み
れば 非常に小さく、建築な どの用 途にも

利 用 で き る 大径材は伐採木材の34裳で、 Sma l l  t i mb e r , 6 5 . 0% 
ほとん どが燃料材にしかならない小径の 林冠 閉 鎮 率 立木サ イ ズ

木 材 である（図N27)。 図 N 27 天 然林 の 林 冠 閉 鎖 率 と 立 木 サ イ ズ
以上が ネパールの森林の現況で 、 荒廃地 の 面積 増加を見れば 、 いかに森 林が過剰利用となって

いるかが理解で き る。また 林冠閉鎖率の現状を見ると残された森林の質も非常に悪くなっている。

人口増 加 が年率 2. 6 �ぢ程度で今後も推移し、また都市 への人口集中も今後も起 こらないと考えら
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れ る の で 、 森林 の 減少 と 質 の低下 はこれか ら も加 速されるであ ろ う 。
こ の 森 林 の 消 滅 と 質 の 低下はネパー ル国 内での土壌保全に深刻な影響を与え、いたる と こ ろ で

土砂崩 壊が発生しており、また土壌の保水能を極 端 に劣化させている。現在、 こ の問 題は単に ネ
パ ー ル一 国の問 題 に と どまらず、隣 国のイ ンド北部や 下 流の バ ン グ ラ デ ィ シ ュ で多発するよ う に
なった洪水の原因でもあると疑われて いる。下流の洪水と ネ パールの森林形態 と の関 係は、南 ア

ジア全域あるい は 地球 的 規模 での気候変動の有無 と い う 視点もあり、必ずしも科学 的に立証され

ているわ け ではないが、全 く 無関係でも な さ そ う で、 今後ますます重要 問 題となる趨勢にある。

2. 森林の利用

毎 年 全 森林面積の約4位が農地に転換されている ことは前述したが、残された森林は どの様に
利 用 されているのか。 こ の点につい ては全人口の99忠 が住んでいる山村地帯での生活に基 づいて

解析する必要がある。

ネパールの GDPの約60�ぇは広義の農業、すなわ ち 農業、水産業および林業からのもので、 その

内の1/4、経済全体の15数が林業によってまかな われている。 その内訳は、家畜飼料 の40t蹂以上、

農業用堆肥、さらに最も重
要 な 点 は 国の全エ ネルギ ー
の75t蹂が 木材エ ネ ルギ ー で

ある こ と である（図N28)。木

材 本 来の建築な どの用 材利
用 は60万 計 程度で非常に少
ない。とくに近年はインド

・ 中国の 国境問 題に端を発

G D P 

� o芦

家 畜 飼 料 エ ネ ル ギ ー 供給

図N 28 経 済 活 動 に 対す る 森林の役割

したイ ンドによる経済封鎖の結果、石油製品の輸入が止まるな どの影響が出て、燃料材 と しての
木材 消 費に拍車がかか っ た 。現在、1992年、 は 経 済封 鎖は解かれているが、中国、イ ンド と い う
難しい覇 権 国家に囲まれて いるとい う問 題は残されており、 今後も輸出入にインドが口出しをす

る ことは避 けられ そ うにな い。 その他の森林産物の利 用で特記すべ き もの と して薬用植物 と 芳 香
植物（香辛料を含 む ） があ る が、算定が 困難なためか、統計に は表れていない。

森 林 産 物の利 用以外に、土砂崩 壊 防 止とか水資源管 理 の ために森林を利 用する と い う 利 用 方 法

については、一部を除 い て積極的な森林政策はとられて いない。ただイ ギリスの影響を強 く 受け

た 森林 政 策のためか、遺伝資源保存を念頭に 置い た 国 立 公 園 や 野生生物保護区の設定は積極的 に

行われている。 こ れらは現在11箇所、全 国まんべんな く 設定されていて、遺伝子保存と同時に外

国の観光客から観光収入を上 げている。 ネ パールの観 光産業は近年伸長が著しい非常に重要な産
業の一 つで、林業省も力を入れて いる。

1) 燃料材の生産
1985年の統計によれ ば、燃料材 は現在全国で 690万t生産されて いるが、 それに対する需要は

950万t と されており、260万tの供給不 足とな っ ている。地域別にみる と 、テライ平原では 供給量
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が200万t 、 需 要が420万tで220万tの供給 不 足 、
そ の他の中山間地では490万tの供給に対して、

需要が 530万tと、 不 足分は40万tにす ぎない。

この理 由は、 テライ平原では農地の占める面積
が大きく 、 相 対的に立木地が少ないためである。
中山間地では不 足分が少ないが 、 年 々 実態は深

刻化していて、 交通機関の整備が遅れているた

め 、 集 落 から徒歩で到達できる距離にある薪 炭

材採取地は少なくなりつ つ ある （表N 40)。

表N40 地域別燃料材供給 の 現 状 と 今 後 の 見 通 し （ 百万 t )

地 域 供給量 需要量 収支

1 985年 I 2 . 0 4 . 2 - 2 . 2 
（ テ ラ イ ） ↓ ↓ ↓ 

2 0 1 0年 5 . 8 7 . 6 - 1 .  8 

1 98 5年 4 .  9 5 . 3 - o. 4 
（ 中 山 間 地 ） ↓ ↓ ↓ 

2 0 1 0年 1 5 . 8  7 .  I - l .  3 

人口の増加にともな っ て 、 薪炭材の需要は 今後 増大する予想であるが、 いずれにせよ今のまま

では供給置の急激な増加は考えにくいので 、 不足は拡 大するであ ろ う。政府予想では2010年の不
足置は310万tとなる見通しである。内訳は 、 テライでは供給董が580万tに急増するものの需要が

760万tに拡大する予 想で、 結局不足量は1985年よりは減少したものの180万tになる。中山間地で

は580万tの供給 に対して710万tの需 要となり、 1985年時点より多い130万tが不 足する予想である。

燃料材の不足は他に エ ネル ギー確保の手段がない農 民にと っ て き わめて重 要で、 早急な改善が

必要とな っ ている。燃料材は集 落周 辺の共用 林から採 取 さ れているが、 近年では伐採の周期は短

く な っ ている。も し 不 足が深刻化すると伐採 周期は さ らに短 く な り 、 土壌保全な どに深刻な影響

を与える可能性が指 摘 さ れる。 さ ら に 村 落周 辺の水源地や 葬祭用林などの保 存すべ き 森林からの

採取も始 ま る可能性もあり 、 農業にと っ てきわめて重 要な水の安定確保が脅 か さ れるし 、 村落 自
身の安定が変化する可能性 も ある。林業分野 で真 っ 先に取り上 げられるべき研究 ・ 技 術 課題は 、
ネ パ ー ルでは天然林生態系の維持のよ うな高 まいな研 究ではな く 、 社 会安定のため の林業技術 の

普及であ ろ う。しか も 森林は育てるのに時間がかかるため、 います ぐ 始めても実際の効 果は21 世
紀とな ろ う。至急対応が必要な 問 題で 、 日 本も1991年 から社会林業プ ロ ジェ ク トを始めている。

2) 加工用材生産

加工用 材 用の樹種は特定 さ れ てはいないが 、 建 築材 と して サ ル （ フ タバ ガ キ ） 、 モ ミ 、 チ ー ルマ
ツ ( P i n u s roxburgh i i ) 、 ナ ラ ・ カ シ 類 、 プ ルーマ ツ ( P i n u s w a l l i ch i ana) な どが代表的で 、 家具材
と して利用 さ れる種類はア カ シ ア や ロ ーズ ウ ッド (Da l berg i a s i s so) な どが代表的である。

加工用材は燃料材に比較すると重要度が若 干劣るが 、 農村でも木造家屋が主体となるため に潜

在的な需要は大きい。流通置が少ない大きな
理 由は交通 シス テ ム が未整備のために流通が

表N4 1 地域別加工用 材供給の現状 と 今 後 の 見通 し （ 百万記 ）

制 限されている ことと燃料材確保のために用 I 地域 供給量 需要藍 収支

材と し て利用できるまで森林を育成できない 1 985年 O.  I 0 . 4  - 0 . 3 
（ テ ラ イ ） ↓ ↓ ↓ 

とい う問題があるためであ ろ う。事実 、 1985 2 0 1 0年 o .  1 J . 4 - 0 .  7 

年現在 、 全国で供給 さ れている用 材は60万rn ゜ 1 9 8 5年 0 . 5 0 . 5 0 . D 
で、 需 要は90万がと30万rn 'の不 足とな っ てい （ 中 山 間 地 ） ↓ ↓ ↓ 

2 0 1 0年 0. 9 1 . 3 - 0 . 4 
る。中山間地では不足はないが 、 全国の不 足
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量 は テ ラ イ 平原 の も の で あ る 。 テ ラ イ 平原 で は 供 給量 が 1 0 万m 3 と 少 な く 、 4 0 万が の 需 要 を ま か な

え な い 。 一 方 中 山 間 地 で は 需 要 、 供給量共 に 5 0 万 が と な っ て い る （表N 4 1 ) 。

し か し 、 近 い 将 来 を 見 通 す と 加工用 材 の 需 要 は 大 き く 伸 び る 予想 で あ り 、 2 0 1 0 年 に は 全 国 で

1 1 0 万 m ' の 供 給 不 足 と な る と さ れ て い る 。 地域 的 に は 、 テ ラ イ 平原 で は 供給量 が 7 0 万が に 増 え る が 、

需要 も 増 大 し 1 4 0 万m ｀ と な り 、 し た が っ て 不 足量 は 7 0 万記 の 多 き に 達 す る 。 一 方 中 山 間 地 で は 、

供 給量 は 9 0 万が 、 そ れ に 対 し て 需 要 は 1 3 0 万m ｀ で 、 40 万記 の 不 足 と な る 。

加 工 用 材 を 生 産 す る 際 に は 、 森 林 の 育 成初 期 に は 抜 き 切 り な ど で 将 来 不必 要 な 立 木 を 除去 す る

こ と と な る 。 日 本 で は 林地 に 捨 て て い る 抜 き 切 り さ れ た 木 を 不 足 し て い る 燃 料 と し て 利 用 す る こ

と も 可 能 で あ り 、 燃 料 材 の 生産 が 第 一 義 的 に 求 め ら れ て い る ネ パ ー ル の 現状 を 配 慮 す る と 、 一 挙

両 得 と い う 側 面 も 持 ち 合 わ せ て い る 。 し た が っ て 加 工 用 材 生 産 と 燃 料 材 生 産 を 組 み 合 わ せ た 方 法

で 森 林 を 造 成 し て い く と い う 考 え 方 も 利 点 が 大 き い 。

3 )  家 畜 飼 料 生 産

ネ パ ー ル の 宗 教 は 前 述 し た よ う に イ ン ド 系 の ヒ ン ド ゥ ー 教 と チ ベ ッ ト 系 の 仏 教 が 混 在 し て い る

が 、 中 間 地 と テ ラ イ 平 原 な ど の 低 地 は ヒ ン ド ゥ ー 教 と な っ て い る 。 す な わ ち 農 業 、 燃 料 な ど で 深

刻 な 問 題 と な っ て い る 地 域 は と ち ら か と い え ば ヒ ン ド ゥ ー 教 地 域 と 考 え ら れ る 。 ヒ ン ド ゥ ー は 牛

を 尊 び 食 し な い が 、 牛 乳 生 産 の た め 飼 養 す る 璽 は 非 常 に 多 い 。 ま た ネ パ ー ル で は 宗 教 と は 関 係 な

い が 丘 陵 地 帯 で は 山 羊 の 飼 養 数 が 多 く 、 こ れ ら 家 畜 の 餌 の 問 題 は 非 常 に 大 き い 。 日 本 と 違 っ て 家

畜 の 食 糧 を 農 産 物 に 依 存 す る よ う な ぜ い た く が で き る ほ ど 食 糧 が 余 っ て い る わ け で も な く 、 必 然

的 に 森 林 を 原 野 に か え る か 、 森 林 そ の も の か ら 餌 を 確 保 す る 以 外 道 は な い 。 デ ー タ が 物 語 っ て い

る よ う に 、 家畜 の 餌 に 回 さ れ る 量 は 最 大 の 林 産 物 利 用 で あ る 燃 料 材 の 約 6 5 ざぇ 程 度 に も 達 す る 。

現在 ネ パ ー ル で は 家畜 飼 料 と し て 利 用 さ れ 表N42 地 域 別 家 畜 飼 料 供 給 の 現 状 と 今 後 の 見通 し （ 百 万 t )

る 林 産 物 量 は 全 土 で 4 5 0 万 t 生産 さ れ て い る が 、
I 地 域 供 給 量 需要量 収支

実 際 の 必 要 量 は 4 8 0 万 t で 、 約 3 0 万 t の 不足 と な
1 98 5年 1 . 5 1 .  6 - o. 1 

っ て い る 。 地 域 的 に は テ ラ イ で は 1 6 0 万 t の 需 （ テ ラ イ ） ↓ ↓ ↓ 
2 0 1 0年 2.  I 

要 に 対 し て 1 5 0 万 t の 供 給 、 中 山 間 地 で は 3 2 0 万
2 .  2 - O .  l 

t に 対 し て 3 0 0 万 t と 地 域 的 に 大 き な ば ら つ き は
1 98 5年 3 .  0 3. 2 - 0 . 2  

（ 中 山 間地 ） ↓ ↓ ↓ 

な い （表N4 2 ) 。 2 0 1 0年 3. 8 4. 9 - l .  1 

今後 の 見 通 し は 、 テ ラ イ で は 2 0 1 0年 に 2 1 0 万

t 、 中 山 間 地 で は 3 8 0 万 t の 需要 量 と 、 3 ~ 4 0 �院 の 伸 び が 予想 さ れ て い る が 、 テ ラ イ で は 大 き な 不 足

は な い と 予想 さ れ て お り 、 た だ 中 山 間地 で は 1 1 0 万 t の 不 足 に な る 見通 し で あ る 。 し た が っ て 家

畜 飼 料 と し て の 林産物生産 は 中 山 間地 に 集 中 さ れ る こ と と な ろ う 。

4 )  保 護 管 理地 の 配 置

現在 国 立 公 園 な ど の 保護 さ れ て い る 森林 ・ 原野 は 1 1 地 区 で 、 国土面積 の 約 7 . 4 位 を 占 め て い る 。

保 護 区 の 内容 は 、 国 立 公 園 、 野生生物保護 区 及 び 狩猟 保 護 区 で あ る 。 こ れ ら の う ち 、 国 立 公 園 は

図 示 し た よ う に 6 箇所 、 野生生物保護 区 は 5 箇所 、 狩 猟 保護 区 は 1 箇所 と な っ て い る 。 こ れ ら の

地域 を 拡大 し よ う と す る 動 き が あ る 一 方 で 、 保護 区 の 管理 に つ い て は 現在 の 状 態 は 十 分 と は 考 え
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られて い ない （ 図N29 ) 。
以上の特に厳 し い

保 護管理を行ってい
る地域とは別に 、 日
本でも行わ れている

水土保全や水源かん
養のための管理地の

拡 大と管理方法の検
討が求められている。

こ の 問 題は先に簡 単

に 触れたよ うに、 ネ
パール の 荒廃 地 の 拡 大はバ ン グライ ッ ク デ ィ シ ュ の洪水とリ ン ク する問題として取り上 げられて

いる。 特に東部 の Kosi 川 中流域、 中西部 の Ka l i Gandak i 川 、 西部 の Baba i 、 Bher i 両 河 川 の全域が

最 も 危険地帯と考えられており 、 早急な対応が求めら れ ている。農林業との関わりでは 、 荒廃地

の拡大 防止、 広がって いる荒廃地の緑化、 そ し て特に重要であるが、 過放牧の規制が焦眉の急と

な っ ている。さ ら に こ れらの方策を実現するためには早急な住民教 育 が必要と さ れている。

3. 林 業 関 係の行政組織 、 試験研究機関 、 林 業 教 育と普及

1) 国 の 林業行政組織
林 業 関 係 は 日 本の行政組織と違 っ て農 業 関 係とは別 個の省で、 森林土壌保全 省 ー Ministry of 

For ests and Soil Conservation の管 轄となっている。 したがって農地開発 や山地畜産が森 林の
荒 廃や消 失に結び付いていたと し てもなかなか有機的に対 応できる組織とはなっていない。 ただ

このよ うなシステムは他の、 特に森林面積の大きい例えばイ ンドネシアやマ レ ー シア、 先進国で

も例が あ り、 それほ ど 大きな問 題とはならな いかも知れない。

森林土壌保全省には森林局 ー Departmen t of  Fores t s 、 林業植物研究局 ー D . of For es t ry and 
P l ant  Resear ch 、 土壌保全流域管理局 ー D. of Soil  Conservat i on and Wa t ershed Managemen tお
よ び国立 公 園野生生物保護局 ー D. of National Parks and Wild Life  Conservationの 4 局があ り 、
ほかに林業 研究・開発審議会 一 Council for th e For estry S ector R esearch  and Developmentが
別 置きとなっている （ 図N30) 。 日 本の組織に照らし合 わ せると、 林野庁、 建 設省河川局、 環境庁 自
然保 設 局と水質保全局 の 一部が一緒になった組織で、 そ れに研究機関 が付 け 加わっている。国土
の保全的利用と荒廃地の復 旧を進めるためには連 携がとりやすい組織となっている。

2) 国の試験研究組織

森林や林業に関する試験研究は 、 したがって林 業植物研 究局が主と して行 う こととなるが 、 こ
の組織は林 業研 究部、 植物標本館・植物研究所 、 王立植物園 および王立薬用 植物研究所の部 レ ベ
ル の 4 組織から構成されている。 構成人員は 、 本 局が32名 （ うちDrが2名 ） 、 林業研究部が19名、

植 物 研 究所が24名 （ うちDrが4名 ） 、 王立植物 園が16名 、 さらに王立薬用植物研究所が10名 （ うち
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図 N 3 0 森林土壌保全 省 、 林業研究部 門 組織 図
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註 ： Pl ann i ng groupは 固 定 さ れた も の では な く 、 状況 と 必要性に応 じ て構成を変え る こ と ができ る 。
例 と し て 、 高標高苗畑研究 、 産地別試験 、 飼料 価値 、 ユー カ リ オ イ ル 。 Specia l i s tセ ク シ ョ ン は 苗煩 。

Drが2名 ） で、 合 計101名である。 ま た地域に支場があり、現在は最西部、 中 西 部、西部 、 中部 お

よび東部支場がある。な お 林業研究部は独立 した研究 所をもっておらず、林業植物局の一部を借
りて研 究を進めているのが現状で ある。研究 部長以下 、 独立した研究所の必要性を認めている。
国の大 き さから考慮すると日本より林業 ・ 森 林研 究者の数は多い。ただ一 般的な試験研究の中心
は林業 研 究部で あ るので、 そ の意味からすれ ば19 名とい う 研究者 数はそ れほど多くはな いと考え
られる。なお 支場の人員 は明瞭ではないがほとんどが営林局の構成員が対応しているよ う である。

試験研究のレベ ルで あ るが、植物研究所 と 薬用 植物 研 究所についてはや や 高い レベルを保って
いるが、 林業研究部と植物 園については括弧 書きしたよ う に構成員の中の研究者のレベルは学卒

を主体として おり、今後勢力的に研究を進めるとしたら水準の上昇が求められることとな ろ う 。
一 般 的 な 森林 ・林業研究は他の部局とタイア ッ プしながら進める こ ととなっていて、とくに現
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在 は 燃 料不 足 や 森林 の 荒廃 が 問 題 と な っ て い る こ と か ら 社 会林 業 が取 り 上 げ ら れ て お り 、 日 本 の

林 野 庁 の 現 業 部 門 に 当 た る 森林 局 及 び 営 林 局 と 共 同 研 究 が進 め ら れ て い る 。 さ ら に 他 の 機 関 、 例

え ば他 の 国 内 機 関 で あ る Tribhuvan大 学林 学 部 は も と よ り 農 畜 産 学 部 ( I AAS ) 、 国 立農 業 研 究 サ ー

ビ ス セ ン タ ー ( NARSC) や 農 業 プ ロ ジ ェ ク ト サ ー ビ ス セ ン タ ー ( APROSC) 、 さ ら に 二 国 間 お よ び 多 国

間 の プ ロ ジ ェ ク ト と 共 同 研 究 を 行 っ て い る 。

森林土壌保 全 省 以 外の 国 立 林 業 試験研 究 組織 は 、 い わ ゆ る プ ロ ジ ェ ク ト を 除 く と 、 最 大 の も の

は 教 育 省 管 轄 の 国 立 大学 、 Tribhuvan 大 学 が あ る が 、 こ こ は 研 究 も 行 っ て は い る が 、 日 本 の 大 学

と 同 様 、 教 育 の 一 環 と し て 進 め ら れ て い る の で次 の 項 目 で述ぺ る 。

以 上 、 林 業 と 森林 に 関 す る 試験 研 究 機 関 を列 挙 し た が 、 不 思 議 な こ と に 通 常 は 林 産 物 の 中 で最

も 重 要 と 目 さ れ て い る 木材 利 用 研 究 を すす め る 機 関 が見 あ た ら な い 。 い ろ い ろ な 書類 を 調 ぺ て み

た が林 産 物 開 発 協 会 と い う 団 体 の み で あ る 。 た だ 林 産 物 の 中 で 、 特 に 開 発 途上 国 で 重 要 と 考 え ら

れ る 薬 品 や香 辛料 な どの 付加 価 値 の 高 い 産 物 に つ い て は 薬用 植 物 研 究 所 で 研 究 を 進 め て い る 。

3 )  林 業 教 育 と 普及

高 校 ま で の 一 般教 育 に つ い て は V で説 明 し た の で 、 林業 に 関 す る 高 等教 育 に つ い て 、 特 に 大 学

の 組 織 と 構 成 に 焦 点 を 絞 っ て 説 明 す る 。

林 学 の あ る 大 学 は ネ パ ー ル で は Tribhuvan大学 の み で ( I ns t i tu te of  Forestry ) 、 メ イ ン キ ャ ン

パ ス は 西 部 ネ パ ー ル の 中 心 の ボ カ ラ 市 ( Po khara ) に あ り 、 サ プ キ ャ ン パ ス は テ ラ イ 平原 の ヘ ト ゥ
ー ダ 市 ( Hetau da ) に 設 置 さ れ て い る 。 ポ カ ラ キ ャ ン パ ス は 国 際 槻 関 が最近 に な っ て 建 設 し た も の

で 、 風光 明 美 な 場 所 に す ば ら し い 校 舎 が立 ち 並 ぷ 大変立 派 な キ ャ ン パ ス で あ る 。

学 部 全 体 の 組織構 成は 、 研 究 教 育 ス タ ッ フ と 管 理 を 行 う 行 政 ス タ ッ フ 、 そ れ ら を 統 括 す る 外 部

機 関 が入 っ た 各 種委員 会 や プ ロ ジ ェ ク ト な ど で構 成 さ れ て い る （ 図 N3 1 ) 。 ま た 参 考 ま で に ヘ ト ゥ ー

ダ キ ャ ン パ ス の 組織 も 図 示 し て あ る （ 図 N32 ) 。 な お 林 学部 の 最 高 槻 関 で あ る 学部 評 議 会 の メ ン バ ー

は 、 学 部 長 、 森林局 長 、 国 立 公 園 ・野 生 生物 局 長 、 林業植物 研 究 局 長 、 大 学本 部 計 画 部 長 、 他 2

名 の 関 係 者 で あ る 。 学部 長 は ポ カ ラ キ ャ ン パ ス に 、 ま た 副 学 部 長 を ヘ ト ゥ ー ダ に 1 名 と ポ カ ラ に

2 名 、 う ち 1 名 は 行 政担 当 、 配置 し て い る 。 研 究教育 ス タ ッ フ の 布 陣 は 教 授 ー 講 師 一 講 師 補 ー 副

手 と い う シ ス テ ム を と っ て い て 、 ポ カ ラ キ ャ ン パ ス は 教 授 1 名 、 講 師 1 2名 、 講 師 補 1 8 名 （ 臨 時 契 約
ー す な わ ち 客 員 を 含 む ） さ ら に 副 手 8 名 、 ヘ ト ゥ ー ダ キ ャ ン パ ス は 教 授 〇 、 講 師 7 名 、 講 師 補 8 名 、

副 手 5 名 で構 成 さ れ て い る 。 し た が っ て 研 究教 育 ス タ ッ フ だ け で林 学 部 全 体 で は 5 1 名 と い う ネ パ

ー ル で は 大所帯 の 組 織 と い え る 。 学 問 的 な 水 準 か ら い う と 講 師 以 上 は 修 士 過 程 卒以 上 、 講 師 補 は

大 部 分 が 修 士過 程 卒 で一 部 が学卒 、 副 手 は 学卒 と な っ て い る 。 日 本 の シ ス テ ム に 読 み か え る と 、

教 授 は 学部 長級 の 教 授 、 講 師 は 教 授 、 講 師 補 は 助教 授 、 副 手 は 助 手 に 相 当 す る と 考 え ら れ る 。

教 育 訓 綽 に 際 し て は 、 専 門 別 に 教 育 訓 練 委 員 会 を 設 置 し て 各 部 門 別 の 教 育 方 法 、 研 究 、 カ リ キ

ュ ラ ム な ど 、 具 体 的 運 営 の 責務 を 担 っ て い る 。 教 育 訓 練 委 員 会 は 、 メ イ ン キ ャ ン パ ス に 森林 経 営 、

野 生生物 管 理 、 生物 学お よ び造 林 、 森 林 利 用 お よ び機械化 の 4 委 員 会 、 サ プ キ ャ ン パ ス に 土壌保

全 、 野 生生物 、 林 学 、 一 般課題 の 4 委員 会 、 合 計 8 委 員 会 が作 ら れ て い る 。 な お メ イ ン キ ャ ン パ

ス で は 一 回 生 だ け の 一 般 問 題 委 員 会 が作 ら れ て い る 。 各 委 員 会 の 長 は 講 師 あ る い は 講 師 補 で 、 他
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に 数 人 の ス タ ッ フ で構成 さ れ て い る 。 こ の 教 育訓練委 員 会 は 日 本 の シ ス テ ム に 当 て は め る と 「 講
座 」 に 類似 し 、 一般課題委員会 は 「 教養部」 に相 当 す る 。

教育訓練 の コ ー ス は 2 つ あ っ て 、 森林土壌保全省で 下級専門員 と し て 働 く た め の 資格 を 得 る 2

年 間 の 林業講習 コ ー ス と 同省 の 林業 あ る い は 土壌 ・ 水保全業務 に 従事す る 上級公務員 と し て の 資
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格を得る 4 年間の コ ースである。前 者は 日 本 の 中 級敬 、 後者は上級職 に 理念的 に は相 当す る 。 2

年間 コ ー ス の う ち最初 の 1 年は一 般教養 、 2 年 目 に専 門の教育を受ける。 4 年間 コ ースで は 最初

の 1 年が一般教養 中 心 、 以下年を追 う毎 に 専 門的な講 義 が 入 っ て く る。 その他 の 内容はV の 項 に

述 べたので詳細 は 省略する。

研 究 に つ いては、各部門の ス タ ッ フによ っ て行われている。しかし、学部長によれ ば設備や予

算、 ス タ ッ フなどが十分ではない ので、効 率 的 な 研究 推進 が 図られていないとの ことである。研

究成果の発表の場は国際的な学会誌の他に、学内的なものとして年二 回発行される林学部紀要に

発表 さ れる こと に な っ て いる。

図 N 3 2 ト リ フ-ノ < ン 大学林学部 ( I O F )  H E T A U D A 翠組細 臨］

ACADEll lC  AFFA I RS 

I NSTRUCTION COllll I TIEE 

RESEARCH SUB-COMII J TIEE SO I L  CONSERY AT ION 

FOREST CONSERVAT I ON SUB -COMM I TTEE GENERAL FORESTRY 

EXTRA -CURR I CULAR ACTI Y ITI  ES J I LD L I FE llANAGEllENT 

L IBRARY GENERAL SUBJ E（芯

＂函EL IIANAGEIIENT COIIII I TTEE 

4. 今後重 点的に取り組 む 必要のある 問 題と解決
1)問 題と解決に向 けての動き

ADM I N I STRATI VE AFFA I RS 

ACADEll l C  ADll l N ISTRATI ON 

F I NANCIAL ADII I N ISTRATJON 

C郎ERAL ADM I N  !STRATI ON 

PERS洲AL ADM I N ISTRAT ION 

冒 頭 に 述 べたよ う に 、ネパールの森林の荒 廃はすさまじく、FAO 統計 によれ ば国土面積の53�院

が荒廃地とな っ ている。 これらの荒廃地は、一部は草地や農地として利 用されていたものも含 ま

れるが、 気候的条件からすれ ば大部分は森林であ っ たものと考えられる。荒 廃地の急速な拡大は

国外的には下流の イ ン ド や バン グラディ シ ュ の恒常的な大洪水、 国内的 には燃料材の不 足 や土壌

劣化 に結び付く。森林荒廃の原因 の 一 つ には最近のイ ン ドの経済 封 鎖もあり 、 イ ン ド 国 内で発生
す る 洪水に つ いては因果応報とい う 側面もあるが、 イ ス ラ ム 教のバン グラディ シ ュ はたま っ たも

のではない。荒廃地とな っ た林地の森林化も非常に大きな問 題であるが、さしあ たりは林冠 閉 鎖

率の低い、荒廃地予備群の劣化林地をいかに荒廃地化させ ない かとい う 点 に あ ろ う 。とい う のは
い っ たん荒廃地とな っ た 林地は回 復 にきわめてお おきな エ ネルギーを必要とするからである。 そ
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の た め に は 政府 と 地域住民が 一 体 と な っ た 森 林 回 復事 業 の 開始 が必要 と な る 。

そ こ で ネ パ ー ル政府 は ア ジ ア 開発銀行 と フ ィ ン ラ ン ド政府 の 援助 を 受 け て 、 FAO が世 界 の 開 発

途上 国 の ほ と ん ど を 対象 と し た 「 熱帯林行動計画 ー T F A P 」 の 一 環 と し て 中 ・ 長期 的 な 森林 ・

林 業 の マ ス タ ー プ ラ ン を 作成 し た 。

1 )  長期 的 な 対応 ー 理念 と 将来 目 標

① 燃料材 、 家畜飼料、 用 材 や 他 の 林産 物 の 需 要 に 応 え る こ と と 林業 と 農業 の 調和 に よ っ て 食

糧生産 増 大 に 応 え る こ と

② 土壌流亡 、 洪 水 、 土砂崩 壊 、 砂漠化 、 さ ら に そ の 他 の 生態 系 の 破壊 に と も な う 影響 の 軽減

を 図 る こ と

③ 生 態 系 の 保全 と そ れ に よ る 遺伝 資 源 を 保全 す る こ と

④ 森林管 理 や産業造林 を 発展 さ せ 、 そ れ に よ っ て 収入増加 と 雇用 機会 を 創生 す る こ と に よ っ

て 地域 や 国 の 経済成長 に 貢献す る こ と

2 )  中 期 的 な 対応 一 具 体 的 計 画

こ の 計 画 は 、 森林 資 源開発 、 管理 、 お よ び 保全 に 国 民 の 参 加 を 促進す る こ と 、 こ れ ら の 森林 の

問 題 に 個 人 、 団体及 び機関 が役割 を担 う た め に 必 要 な 行政 的 枠組 み を 作 る こ と 、 さ ら に こ れ ら の

問 題 を 促進 で き る 林業 関 係 の 組織 の 枠組 み を 強化 し 、 機 関 を 発展 さ せ る こ と が 目 標 と し て 作 ら れ

てい る 。 取 り 上 げ ら れ た具体 的 問題 は 次 の よ う な も の で あ る 。

①部落林業 と 私有林業

彼 ら の 潜在 的 な 要求 を 満 た す た め に 、 彼 ら 自 身が積極 的 に 管理 を 行 う こ と を 求 め る 。 具 体 的

に は 、 荒廃地 の 中 に パ ン チ ャ ヤ ッ ト 林 を 作 り 、 劣化林地 で は 補正造林 、 天然林 で は 管理 を パ ン

チ ャ ヤ ッ ト に ま か せ る こ と と し 、 私有林 で は苗 木 を 無料配布す る か 、 補助金 を 出 す と 同 時 に 燃

料効率 の よ い コ ン ロ の 使用 と 配布 を 行 う 。

② 国有林 業 と 分収 育林

部落林業や私有林業 を 補 完す る た め に 国有林 を政府機関 や 私 企 業 の リ ー ス に よ っ て 開発 管理

す る 。 ま ず林地 を 区分 し 、 燃料 が不足 し て い る 地域 の 生産 目 的林分 を摘 出管理す る 。 産業造林

に 適 し た 林地 を 貸与 し 、 劣化 し た 林 地 の 大 規模造林 を進 め る 。 さ ら に 国有林 で造林実証 を 行 い 、

生産量 に あ っ た 伐採制限 を 行 う 。

③薬用植物 と 芳香植物 の 繁殖 と 利用 法

薬 用 及 び芳香植物 の供給 を 増 や す こ と と 有用 産物 に 加工 し 地 域 や 外 国 へ 輸 出 す る 。 標高毎 に

薬草園 の ネ ッ ト ワ ー ク を 作 る と と も に 、 産業 と し て 必要量 を 確保す る た め に 地域集荷 セ ン タ ー

を 設定す る 。 同 時 に 品質 コ ン ト ロ ー ル の た め の 教育 ・ 普及 を 進 め る 。

④森林 を 基盤 と す る 産業 の 開発

国民 の ニ ー ズ に 応 え て 木材等の林産物 の 加工 を 促進 し 、 工業化 に よ っ て 経済発展 に 寄与す る 。

木材 や 他 の 林産物素材 を 集 め る シ ス テ ム を 構築 す る と 同時 に 素材 に あ っ た 工業 の 開 発 を 企 画 す

る 。 既存 の 工場 の 近代化 と 市場開発 を 進 め る 。

⑤土壌保全 と 流域管理
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国 や 地域の資 源 を活用 することに よ って、土地を荒廃から守り、 価値を維持する。 具体的に

は地域の土 壌保全と流域管理のために、森 林開発と土壌保全の調和を図り、 そのための教育と

普及を進 めると同時に土壌保全を部落単位で進 めるに必要な技術と物の援助を行う。 国として

重 要 と 目 される流域について、総 合的な流域管 理を実施 する。

⑥生態 系と遺 伝 資 源保全

風致 ・ 保健と同様、森林生態系と遺伝 資 源 の 価値のために特定地域を保全する。 また特定地

域 内 や 地域 外の植物 ・ 野生生物資源の保全を促進する。 そのために資 源情報の深化と管 理 計 画 、

イ ンフ ラ整備お よ び支援体制の強化に よ って保 護地域の管理を強 化 する。 また保全教 育 や 林産

物の代替 品開発に よ って保護地域に隣接 する地 域住民との関係を改善 する。

⑦ 森 林 資 源 情 報 システ ム の開発と森林管理計画の策定

森 林土壌保全省 内で各種調査、資源量解析、 さらに活 力 を生み出す その他の情 報のための森

林 資 源情 報 シ ステ ム を開発し、この システ ム を使って長期及 び作業計 画 を作る。 そのために森

林 資 源調査と資源量 の 把 握を一 連のものとして進め、 資 源情報の適切な管理、加工 シス テ ム を

構築 する。 さ らに適切な訓練計画とアフタ ー ケ ア、 モ ニ タ リ ン グお よ び管理計 画 実施に よ って

国 や 地域の森林管理計 画 立案能力 を高める。

⑧ 林業研究と普及

林 業 部門の研究開発と同時に普及と情報提供 能 力の増強、 さ ら に研究成果の利 用 促進を図る。

そのため には人材確保、国や地域での研究のネ ッ ト ワ ー ク の構築、施設の改善、 研究の優先度

の策定、 研究者の待遇改善等に よ って研究開発能力 を高めると共に、 林業改良普及所の組織化、

普及員の訓練、 メ ディ ア を使った宣 伝、普及員の良 好な普及環境の整備などに よ って普 及と情

報提供能力 を高める。

⑨人材養成

林業開発 計 画 策定と実施を進めるために林業部門の人材能力を開発 する。 そのために人材と

訓練の必要性を把握し、 林業と関 連分野の教育 訓練 計 画の改善を図るとともに訓練所の ネ ット

ワ ー ク を作る。 また訓練に応 じ た資格を付 与する。

⑩ モ ニ タ リ ン グと評価

林 業開発計 画 をモ ニ タ ー し、開発方向を導くため に モ ニ タ リ ン グデー タを加工 するための シ

ステ ム を構築 する。 そのためにはデー タ収集方法、加工 方法、 保存と普及のための システ ム を

開発 すると共に、加わった イ ンパ ク ト を評 価 する システ ム を開発する。

⑪既存組織の改 革

よ り効率的で、効 果的な開発計 画を実施 するため に、林業部門の組織機 構を強化 する。

⑫政策と法 律の再構築

個 人、部落お よ び組織の参加を可能にし、 また向 上させるための現在の法律の見 直しを図る。

そ の た め に既存の政策、法律、規則 など将 来の姿に適合しない場 合には変更 する。

これらの計 画の実施によって、このマスタ ー プ ランでは2010年には燃料材の供 給量は、現在の

690万tから1. 490万tに増加し、人口増加に よ る需 要の増大を含んでも7 0万tの余剰ができると推定
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して い る 。 ま た建築用木材に つ いては、 現在の60万出 から 160万計に増加し、 不 足量は10万正に
な り 、 さ ら に家畜飼料に つ い ては、 現在の450万tから 790万 tに増加し、 80万 t の余剰が出る も の
と 推定している。 も し こ の計 画を実施し ない場合には、 同 じ く 2010年に燃料材で310万t、 建築用
材 で110万ma およ び家畜飼 料で120万tの不 足 が 出る と 予想されるので、 非常に大き な 改 善 と なる。

このマス ター プランを推進するためにすでに林業研究 開発局林業研究部は図に示したような 研

究 計 画の推進を試み始めて いる。 こ れはマス タ ー プラ ンの具 体的問 題の ト ッ プに位 置 づ けら れて
い る部落 ・ 私有林業の推進に大きく寄与する も の と して計 画 立案された も ので、 国際的には社会
林 業 あるいは広 義のア グ ロ フ ォ レストリ ー として 位置づけら れる課題である 。ネパ ー ルのよう な
耕地面積に対して 人口が多い国に と っては非常に効果的な森林利 用の方法 と して考えら れている。

諸 外国 や 国 際 機関のネパ ー ルの森林・ 林業部門に対す る 協力も大筋では こ の方向にあ り 、 国際
機関の山地総合開発 セ ン タ ー(I CI  MOD)も同様の研 究を進めているし、 日 本 も J ! CAプ ロ ジェ ク ト と
して 「 ネ パール林業普及計 画 」 プ ロ ジェ ク ト がボ カ ラ の国立大学林学部 と 共 同で1992年から5年

間の予 定で初め ら れている。 その他多くの国が二 国間の協 力を行っているが省略する。

2) 日 本の対応 と 林業部門に お ける熱研 の協 力の可能性

こ れまでの論議から 、 基本的には耕地面積が相 対的に少 な い ことお よ び そ れに対して人口の増
加が非常に急速である こ と 、 また既存の農地の生産力がきわめて低い こ と および木材以外に家庭

用の燃料を確保 するすべがな い こ と が荒廃地の急増 や 森林から の生産性の低い農地の開発という
ネパ ー ルの林業 問 題に直結しているとい う 結 論に達するのではな いか と 考えら れる。したがって、

耕地面積に対して 人口の多い 開発途上国に一 般的な こ のような錯綜した林業 問題の解決には、 農
業と林業を結び付けた、 例えば最近注 目 さ れてい る 社 会林業 やア グ ロ フ ォ レストリ ー が基本的な
解 決方法 と 予想され、 現在進め られているJ I CAの社会林業計 画プ ロ ジェ ク ト は時宜を得た も の と

評価できる。 しかし 、 ネパ ー ルや バン グラ デ ィ シ ュ のよ うに耕地面積が人口に比して狭く、 恒常
的に食 糧 不 足が続くような 国では燃料材としての木材生産はともかく、 基本的には人口増 加を抑
える方策が必要であるし、 単位面積当 り の穀物生産量の増大に焦点が絞ら れるべきであ ろ う。 そ

の場 合に農業の項で述 べたように多収穫品種の導 入が必 ずしも多収穫に結 び付いていない現状で

は 、 育種の問題よ り も水管理や土壌生産力の増強がきわめ て 重要である と 考えら れる。林業につ
いては 、 基本的には衣食たって 知 る 礼節として位 置づけられる本 来の加工木材生産や 森林 ・ 原野

の 自然生態系 保全を中心とした林業は、 そ の意味では重要度が低い も の と 位 置 づ けら れよう。た

だ 衣 食の中に位置づけられる燃料材生産や 家 畜飼 料生産につ いては集落の安定 に 強 く 寄与する も

の と して十分な配慮 が必要であ ろ う 。

-67-



vrr 熱帯農業 研 究 セ ン タ ーに よ る共同研究 の可能性

熱研 に 対 する共同 研究 の要請は、 農業省や森林 土壌 保全省 の よ う な国立研 究 機 関から も、 教育

省 傘下 のTr i bhuvan 大学から も非常に強いものが あっ た 。

農 業 関 係については 、 新し く 国の研究機関が再 編されたことも あ り 、 現在はまだ 十分ではない

が 、 今後徐 々 に施設が充実して行 く ものと考えられる。しかし 、 林業関係では森林土壌保全省の

研究機 関は組織や施設がまだ 十分に整ってい る とは考えに く いし、 今後早急に充実する見通しは

な い。さらに、 すでに イ ギリ ス や そ の他の先 進 国 が各 種の協力を行 っ て いる こ とな どから、 たと

えば共同研究を開始しても利用できる 、 独 自 の施 設の充実から始めな く てはならな いこと 、 既存

の施設 を利用 するとしたら他の諸国とのい ろ い ろ な研 究 問題や設備に対する競合が予想される こ

となどから必ずしも効率的ではないと判断される。一方、 技術協力関 係では 、 既述 の よ う に J ! CA 
とすでに果樹の問 題については協力を進めて いる。国 の研究機関のほとん ど がカトマンズにある

ため 、 家族の生活についてはネパ ールの他の地域と の比較では良好と考 えられる。

一方 T r i bhuv an大学とは既述 のよ う に社 会 林業技術移転と普及に関してJ I CAが協 力を始めてい

る。他の国との競合は大学の場合は比較的少な い ので 、 J ! CA プ ロ ジ ェ ク トの成功率は高 いものと
判断される。し かし、 研究協力となると、 設 備等の問 題があ っ て、 十分な実を上 げるとは考えに

く い。また大学の場合は林学部が Pokhara あ る いはH e tudaとい う 田 舎 町 、 農畜産学部がRampurと

い う 田 舎 町に位置してい て 、 家族の生活にと っ て は文化・ 教 育 、 さら に 医療 や 食事の問 題が必 ず

生ずるものと予想されるので、熱研 のよ う に単独あるいは少 人数での派遣には困 難が伴 う もの と
考 え られる。た と え 単 身で出かけたと し ても ダ ー ルス ープ と カ レーを中心と し たき わめて独特 な

食事はお そらく 日 本 人には耐 え 難いと考 え ら れる し 、 不 時 の病気 の際には カ ト マ ン ズ ま で 出 ざる
を得 な い ので、 派造される場合 に はかな り の覚悟 が必要であ ろ う 。

結 論的には熱研からネパール政府機関 へ の研究者 の派遣は得策ではないと判 断される。一方、
カトマンズにある国 際山地総合開発 セ ン タ ー (I C I MOD) はア グ ロ フ ォ レストリ ー や社会林業 を 含め

た研 究を行 っ てお り 、 半 国 際機関と して主要な位置を占めている。研究環境 は 非常に良 好と考え

られるが、 基本的 に は ヨ ー ロ ッ パ 諸国の仲良 し 機 関 の地位 を出ないし 、 研 究 内 容が社会 経 済的な

評 価に偏っている。 自 然科学的なア プ ロ ー チを重視する熱研の現状では対 応するのは得 策とはい

えな い 。
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［ラオネの農業と林業］

I ラオス人民民主共和国(Lao People's Democratic Republic)の概要

1. 歴史と民族
1) 歴史
ラオスは楊子江以南から南下したタイ系ラ ー オ族が12世紀に定着したのが始まりである。 した

がってラオスの歴史は比較的新しく、国家形成は14世紀に始まっている。
(1)古代～中世：1353年にファグム(Fa Ngume)王が現在のラオス全域と東北タイの一 部を含む

ランサン国(Lan Sang= 百万の象を意味する）を建国し、 Luang Prabangに王都を築いた。 ランサ

ン国はカンボジアのインド文化を継承し、一 時期隆盛を誇った。 しかし王国はその後、 シャム、
ベトナム、 ビルマなど近隣諸国の圧迫を受け、 これらに隷属しつつ17世紀末に王位継承をめぐっ

てVientiane、Luang Prabang、Campasakの3王国に分裂した。18世紀後半、 シャムは3王国を自

国の属国とし、19世紀にはベトナムの院王国もラオス領土の一部を自治領に組入した。
(2)近代：19世紀後半、 ベ トナムを保護領としたフランスは、 シャムのラオス蚕食に干渉し、

1893年フランス ・ タイ協定によりラオスの保護権を獲得し、1899年には仏領インドシナ連邦に編
入した。 植民地経営に当たってフランス人はラオス人民に対して徹底した愚民政策をとり、 ベ ト
ナム人を中級官吏に登用してラオス人の敵懐心をベトナム人に向けさせるなど巧妙な分断統治を
行った。 フランス統治時代は鉱山開発のほかは見るべきものはなく、経済的発展は進まなかった。

(3)現代：1941年日本軍の仏印進駐、1945年の仏印処理は民族独立運動に火をつけた。戦後フ
ランスが宗主国として再度復婦したが、1949年ラオスは仏連合内の独立国となり、1953年プー マ
首相はフランス ・ ラオス友好条約で法的にも完全独立を達成した。 他方急進派のパテトラオは共
産主義化を進めて穏健派と対立し、プ ー マ首相の二度にわたる調停工作にも関わらず(1957、196
2年）、 ベ トナム、カンボジアにおける共産勢力の勝利を背景として次第に勢力を拡大した。1975
年、愛国戦線はベトナム人民軍支援のもとに進駐を開始して全土を掌握し、王政の廃止、ラオス
人民革命党による共産主義国家を建設した。 その後ベトナム、 ソ連と緊密な関係を保ちながら現
在に至っているが、最近の計画経済のもとで資本主義各国とも協調態勢を図るなど徐々に共産主
義国家の形態を変えつつある。

2) 民族
民族的にはタイ系のラーオ族が中心で、総人口の60％を占める。 ラー オ族の他に少数民族として、

タイ系の黒タイ、 白タイ、ル一族、 ラオ・トウングと呼ばれるプロトネシア系のカ ー 族、またラ
オ ・ ス ー ングと呼ばれるメオ、 ヤオ、 マン族などがあ り、 これら少数民族は67種、人口は100万人

と言われる。さらにベトナム人、中国人が全土に分布している。特に中国人（華僑）は、 旧王政下
では10万人がVientianeをはじめ主要都市に在住し、 商業活動に従事していたが、1975年の革命の
戦乱とその後の人民共和国の成立にともない、相次いで国外に脱出し、現在その数は5千人以下
にまで減少したといわれている。
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る。1980-85年のアジアお
よび世界の年平均人口増
加率はいずれも1.1％とな
っており、ラオスの人口
増加率は他国と比較して
かなり高い。 さらに最近
の人口増加率は2.9~3. 0 
％に高まっているという。
しかし人口密度は、1976
年当時の12人／kがから現
在17人／kがと増加した程
度で、広大な国土に比し
て未だ希薄であり、人口
増加が社会的な問題とな
ることはない。平均寿命
は男性48.3オ、女性51.2 
オ(1986年）である。

国土の東部及び北部地
域は2, 000m以上の山系で
覆われているが、西部及

図L 2 ラオスの行政区分(Province)
\-O 

び南部はメコン川沖積土の平坦地である。したがって国内の人口密集地、主要都市はいずれも夕
イ国境沿いの国土の西側に片寄って分布する。首 表L 1 ラオスの県(Province)別面積と人口(1988)
都はVientianeもメコン河畔の海抜170mの平地であ

＇ 

り、 人口は42万人(1988年）に達している。 この他、 県 名 面積(k記） ：人口（千人）

Luang Prabang、Savannaket、Pakseなどがラオス Phong Saly 16,270 134 

の主要な都市である。商工業部門の労慟人口吸収
Luang Namtha 9. 325 107 
Oudomxai 21. 190 275 

力が弱いため、 人口の都市集中度は15％と低く、ほ Bokeo 4,970 60 
Luang Prabang 16. 875 323 

とんどの国民は農村に居住する。ラオス各県の面 !louaphanh 16,500 230 
積と人口を表Llに、人口密度の分布状況を図L3に Sayabouri I I. 795 174 

Xieng Khouang 17,315 178 
示す。 中央部、 南部に人口が片寄って分布してい Vientiane 19,990 293 

ることが分かる。
Vientiane Muni. 3,920 416 
Borikhamxai 16,470 135 

3) 行政組織 Khammouane 16. 315 235 
Savannakhet 22, 080 603 

ラオスは現在の計画経済圏国家としての立場を Saravane 10,385 202 
少しずつ変更する方向にある。すなわち徐々にで Sekong 7,665 56 

Champasack 15,415 443 
はあるが自由経済圏の利点を取り込む方向で現在 Attopeu 10,320 76 
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図L 3 ラオス各県の人口密度

人口密度（人／kが）

7
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 「〗
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一

の行政組織を組替え、 資

本主義国との対応が容易

になる方法の導入を図っ

ている。 まだ上層部に限

られているが、 最近決ま

った新しい中央省庁の組

織は図L4に示したような

ものである。図には農林

省内の部局名、 農業局内

の試験研究機関及び林業

局内の技術・教育関係の

機関の試案段階の組織を

併示した。 なお農林省は

以前は農業・灌漑・組合

省と呼ばれていた。 省に

は5人の大臣補あるいは

副大臣を配置し、 官房、

経済・計画・財政・国際

協力局、 農業局、 畜産局、

協同組合・地域振興局、

人事局、 林業局、 気象・

理水局、 農業情報宣伝局

および農業機械局の10局

図 L4 ラオスの行政機構（中央省庁）

（試験研究訊閲のみ） （技術・牧育関係のみ）

晨業研究センタ ー

・種子培殖センタ ー

・樟物保護センタ ー

・種子センタ ー

(Savanakhc t, Champasak) 

・租試験場
・農業試験場
•国立栽培研究所

・環境保類事務所
・資涎経営事務所
. ff生生物水産事狂所
•森林保護事務所
・造林事務所

•高等林菜学校
•森林技術学校（全国で3校）
．訊綽センタ ー
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体制とな っ ている。 各局内の組織については現在検討が続いており、近々新しい組織が公表され
ると考えられる。

農業試験研究部門については図4の案が検討されているが、 森林 ・ 林業関係に関しては農業部
門と切り放すか、 あるいは農業部門の中に組み込むのか、素案を作る計画局長が他国の例を知り
たが っ ていた。 また水産部門については畜産局に入れるのか他の部局で扱うのかまだ未定である
ということであ っ た。 ともかく行政をスムーズに動かす組織形態はまだ十分定着した状況にはな
い。

一方、 ラオスの地方組織についても検討が加えられるはずであるが、 現在動いている地方組餓
は県単位に作られている。 県 の行政機構は図L5に示したような組織によ っ て動かされている。中

央省庁組織と同様、農林業関係を管轄する農業部について詳細を併示した。

3. 気候と土壌
1) 気候

図 L5 ラオスの地方組織（各県）

各地方（祁）対応組織

ラオスが位置するアジア大陸東南端のインドシナ半島では、 気温は亜熱帯または熱帯の条件に
あるとはいえ、 季節風の影響が大きく雨期と乾期が明瞭に認められる。 雨期はインド洋または南
シナ海から吹きつける南西季節風 、乾期は冬期にシベリアから吹きつける北東季節風によ っ ても

たらされるが、 乾期はさらに寒候期と酷暑期に区分され、 1年を3つの気候に区分することもで

きる。 インドシナ半島の季節風の概況と降水量分布については図 L6に示してある。
南西季節風は5月頃から徐々に始まり、 最初は南東 の風であるが、 6月以降10月まではほとん

ど南西の風で安定する。 この時期は海洋からの湿気を帯びた雲塊が絶えず降水をもたらす雨期で
ある。11月にはいると風は北東の季節風に変わり、大陸から冷たい乾いた風が吹き込み、 翌年の

4月まで乾期が続く。 ただし3~4月は気温が上昇するので、 乾燥、酷暑の気候となる。
ラオスの降水量はタイより多い。 メナム平野のバンコクの年平均降水量は1. 418mm(1953-1980) 

であるのに対して、 メコン河畔のVientianeでは1. 666mm(1951-1975)である。 ラオス国内各地の平
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均年間降水璽は概ね1. 500~2, 000 
mmの間にあるが、 トンキン高地、
安南山地といった標高800~2, 500 
mの中央から北部にかけての高
地では2, 000-3, 000mmと降水量は
多い。 一 方乾期の降水量は南シ
ナ海で 一時湿気を吸収した北東
季節風がベトナム中南部に雨を
もたらすものの、 ラオス国内に
到達する時は安南山地が障壁と
なってほとんど降雨をもたらさ
ない。 したがって降水重の75~
90％は5月～10月の雨期の半年に

降り、乾期の半年は年間の10~
25％の降水量に過ぎない。

北部のLuang Prabang、中央部
のVientianeの気温、降水量を図L

7、 8に示す。11月～4月まで
は乾期、 5月～10月までは雨期
で、乾期は気温が低下して12月
~ 1月が最も寒く、逆に雨期直
前の3月～4月に気温が急上昇
することが理解できる。

なおVientianeの気象条件につ
いて、1968---8 7年の観測平均値
をもとにさらに詳述すると次の

100" rs,.,• - 11·0・ 1 16o• rH9NA ^ HO. 

B
 

20· 

10·-V10・ 謬 r /J \O·-

100
・

冬 (12月~2月）の平均降水蓋

110· 
冬 (12月～ 2月）の季節風 笏笏山地 夏 (6 月 ～ 8月）の季面風

インドシナの季節風

巳コ 巨 賂 疇 羅 ー75mm以下 250以下 130-500 400-1300 1020-2030 1800-2800 

ィンドシナの降水屈

図L 6 インドシナ半島の季節風と降水量

ようになる。年平均気温は26. 5' 
Cであるが、最高気温は最寒月
(12月）で27. 9 ° C、最暖月(4月）で34. l'C、最低気温は最寒月で16. 7'C、最暖月(6月）で25. l'Cで
ある。冬も比較的暖かくこれまでの最低気温の極値は4. 7" Cであった。気温の日較差は1~2月に
11. 4·cと最大であるが、8月には6. o· Cと最小になり、夏には熱帯夜が続く。年平均湿度は72%。
月平均湿度及び月最低湿度は3月が最も低く64％と40%、8月が最も高く79％と64％である。年平均
蒸発量は4. 2mm／日で、3. 7mm／日（1月と8月）～5. 1mm／日（4月）の範囲にある。年平均風速は1. 7m 
/sec(l. 5-2. Om/sec)。日照時間は年間2,446時間、一日平均6. 7時間である。日平均日照時間は
12月、1月が最も高く8. 3時間、8月が最も低く4. 3時間である。年間降水量は1. 608mm、 1 2月が
3mmと最も少なく、 8月が302mmと最も多い。年間の降雨日数は118日で、月別にみると8月の21日
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に 対 し て 、 1 2 月 、 1 月 は わ ず か 1 日 の 降 雨 日 数 で あ る 。

ま た 1 9 8 6 年 1 月 ～ 1 9 8 8 年 1 2 月 ま で に 、 メ コ ン 沿 岸 の L uang P r ab an g 、 V i en t i ane 、 S avannakhe t 、

P ak s e の 各都市 で 観 測 さ れ た 、

水位 m
1 6  

4

2

0

 

��
 

メ コ ン 川 の 月 別水 位 を 図 L 9 に 示す 。 メ コ ン は ラ オ ス の 母 な る 川 で あ
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り 、 稲 作 農 業 の 生 命線と言 え る も の で あ る 。 乾期 の 渇 水期 には北部 の L u ang P r abangで は 3m以上 の

水 位 が保 た れ て い る も の の 、 V i en t i ane 、 S a v ann akhe t 、 P a k s eな ど 中 ・ 南 部 の 地 域 で は水位 が lm以

下 に 低下 す る 。 特 にS avann akhe t で は ほ と ん ど 水 が な く な る 。 一方 雨 期 には水 位 が 6 ~ l Om ま で 上

昇し、 時 に 堤 防 を越 え て 氾濫す る こ と も あ る 。 メ コ ン 沿岸各都市 の 限 界 （洪水警戒） 水 位はL u an g

Prabangで 1 8 . 00m 、 V i en t i aneで 1 1 . 50m 、 S av a nna kh et で 1 3 . O Om 、 P a k s eで 1 2 . O O m で あ り 、 こ れ以上

増 水 する と 洪水 に な る 。 L uang P r abang で は 洪水 の 被害 は ほ と ん ど起 こ っ ていな い が 、 1 9 7 8 年 8 月 、

1 9 80年 9 月 には V i en t i ane 、 S avannakhet 、 P a k s e の 各 都市 で 限 界水位を超 え て 増 水 し水害 が 発生し

た 。

2 ) 土壌

ラ オ ス の 土壌 は 一 般に、

①肥沃度 が 低 く 、 酸性土壌 で あ る (pH 4. 5 -- 5. 8 ) 。

② 溶 脱 が 激 し い 。

③ エ ロ ー ジ ョ ン が起 こ り や すい。 特に雨 期 の 始 ま り の 土壌侵食 が著 しい。

と い っ た 問 題 があ り 、 こ れを解決しない限 り 生産 性 の 高い農地開 発 は 望 め ない。

ラ オ ス の 国土面積は 2 , 3 70万h a で あ る が 、 1 9 8 6 年 の FAO の 資 料によ る と 、 そ の う ち 鹿 耕 地 に8 6 万

h a 、 草 地 に8 0 万 h a が利 用 さ れて い る だ け で あ る 。 した が っ て残 り の 2 , 2 00万ha 、 国 土面積 の 9 3 ％は

森林、 荒廃地を 含 む 未利 用 地 で あ る 。 ラ オ ス 側 の 見積 り で は 、 現在 3 50~ 400万h a が開 発 可能地域

と さ れ て お り 、 う ち 膜 耕 地 が 1 5 0 ~ 2 00万 h a で 、 残 り が 草地 と し て 開 発 で き る と の こ と で あ る 。 こ

れ を 地 域 的 にみ る と 、 北部地域 は 2 4 万 h a と 最 も少 な く 、 中 央部 ～ 南 部 の Bo l even高 原 、 N a l a i 高地

な ど 高原地域 で 1 10万ha 、 メ コ ン 河畔 の 平野部 で 2 10万 h a と な っ て い る 。 しか し こ の よ う な 開 発 可

能地域 は い ず れ も前述 の 土壌 の 問 題を抱 え て い る 。
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II 農業事情

l .  土 地 利 用 状況

ラ オ ス は 国土面積 2 3 . 7 万 km2 ( 2 ,  3 6 8 万ha) で あ る 。 国 土 の 利 用 状 況 に 関 し て 、 今回 ラ オ ス 側 か ら

入手 で き た の は 1 9 8 1年 の 資料 で あ っ た 。 そ れ に よ る と 、 農耕地 ( c u l t i va t ed l and)  1 6 4 .  2 万h a 、 森

林 (fores t ) 1 2 0 0 万ha 、 樹 園

地 ( f arm wood l and) 6 0 0 万

ha 、 建物 · 道路 ( cons t r u

c t i on) l 5 0 万h a 、 そ の 他

(ot her s ) 2 5 3 . 8 万ha と な っ

て い る （ 図 L l O ) 。 一方 FAO

の 資料 に よ る と 、 1 9 8 6 年

の ラ オ ス の 土地利用状況

は 、 農 耕 地 8 8 万ha （ 全 国 土

の 3 . 8 % ） 、 森林 1 3 2 0 万 ha (

同 5 5 . 7 % ） 、 草 地 8 0 万 ha （ 同

3 .  4% ） と な っ て い る 。 両者

の 数 値 を そ の ま ま 比較す

る と 、 1 9 8 1 - 8 6 年 の 過去

5 年 間 に 、 森林 が 1 0％増 え

逆 に 農耕 地 が 4 6 ％ も 減少 し

建物． 道路 6.  

樹固1也 25 . 3 ¾ ,. 

そ(J）

---鴫-------— 

6. 9% 

ヽ•‘‘ ヽ

、 `

\

.
\
 

ヽ

/mF 'i ll .  7 芯

／
ー／

＇

た こ と に な る が 、 こ れ は

全 く 現 実 的 で は な い 。 こ こ 5 年 間 で 、 森林 の 急増 や 農 耕 地 の 急減 が 起 こ っ た と は 考 え ら れ ず 、 む

し ろ 実態 は 反対 の 方 向 に 動 い て い る か ら で あ る 。 ア ジ ア 年鑑 に は 、 ラ オ ス で か っ て は 国土 の 6 8 ％ を

占 め て い た 森林地帯 は 、 焼畑農業 に よ っ て 毎 年 2 0 万h a が 破壊 さ れ つ つ あ り 、 現在 の 森林面積 は 1 1

0 0 万ha 、 4 7 ％ に ま で低下 し た と の 記述 も あ る 。 し た が っ て 土地利 用 状況 に 関 す る 正確 な 情報 は 不 明

で あ る 。

図 L 1 0  ラ オ ス の 土地利 用 状 況 ( 1 9 8 1 年 、 ラ オ ス 農 業 統 計 1 98 4年版 に よ る ）

2 . 農業生産

1 ) 最近 の 食料事情

ラ オ ス 側 の 資料 に よ る と 、 ラ オ ス 人民民主共和 国 の 成立以前 は 、 食料 の 多 く は 輸入 さ れ て い た

と い う 。 例 え ば 1 9 6 9 年 に は 米 1 1 . 5 万 t 、 肉類及 び 魚類 1 . 8 0 0  t 、 野 菜 ・ 果実 5 , O O O t 、 金額 に し て 1 千

万US＄ の 輸入 で あ っ た 。 し か し 1 9 7 5 年 の 革命政府成立後 、 干 ば つ や 洪水 な ど 数 多 く の 天 災 に 遭遇 し

な が ら も ラ オ ス 国 民 は 苦難 に 耐 え 増産 に 努 力 し た 。 そ し て つ い に 1 9 8 1年以降 は 稲 の 生産量 は 年 間

1 0 0 万 t を 越 え る よ う に な っ た 。

現在主食 と な っ て い る 稲 の 国 内生産力 は 平 年作 で 1 4 2 万 t と 言 わ れ て い る 。 し た が っ て 干 ば つ や
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洪水 な ど異常気象 ・ 天 災に見舞 わ れ ない限り、国 民の食料需要を充分満た し得 る 。 政府は1990年
ま でに稲の生産量を180万tとする 目標を示したが、稲 作は安定 してい る とはいえ な い。 例 え ば19

88年は南部の米 どころが干 ばつ に見舞 わ れ、 目 標の160万tに対 し103万tの実績 しか挙 げられなか

った。 1986年が145 万tで平年並みであるのに対 して、1987年も123万tであったから、2年続きの
大幅 な 落込み である。 政府は1989年端境期の米不 足を37. 5 万tと見 込 ん で、各国に援助を求 めたが、
反応は鈍か っ た。 その結 果1988年の イ ン フ レ 率は11％であったにもかか わらず、南部のSavannakh

etでは88年 当 初 1 kg当り60キ ッ プの米価が89年初 め には140キ ッ プ ま で上昇 した。

2 ) 作物の種類別 耕地面積と収量
1986年の農耕地面積は71. 8万haとなって お り、 作付面積では穀類が圧 倒 的 に 多く、68. 0万ha、

農 耕地面積全体の94. 7％を 占 め る 。 穀物の種類別 に 栽培面積と農耕地全体 に 占 め る 比率 を 見 る と、
稲は64. 2万haで89. 3%、 ト ゥ モ ロ コ シは3.0万haで4. 1%、サ ツ マ イ モ ・ キ ャ ッ サ バは0. 87万 haで1.
2％と な っ ている。 穀類に次いで工芸作物の栽培面 積が多い。 (3. 1万haで4. 3%）。 工芸作物を 1 年生
と永年性に分けて栽培面積と 占有率を 見 る と、 1 年生工芸作物 （ タ バ コ 、綿、サ ト ウ キ ビ、緑 豆 そ
の他 の 豆類）は1. 77万ha、2. 5%、永年性工芸作物 （ コ ー ヒ ー、茶）は1. 3 3万ha、1. 8沿とな っ ている。
工芸作物 の う ち コ ー ヒ ー、 タ バ コ は輸 出 用の換金作物として外貨獲得に重要な役割を担 う 。
一方 、 園芸作物の栽培面積と そ の 占 有 率は、果樹は0. 46万ha、0. 6%、野 菜は0. 2 7 万 ha、0. 4％ に過

ぎず、果樹、野菜等の園芸作物の地位は き わ めて低い 。

農作物の作付面積と収穫量 の 推 移 を 各 々 図 Ll l 、図L12 に 示 し た 。 197 6年以降1988年まで、農作
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回 稲 図 ト ウモロコシ

図 L 1 2  

図 暉＋キャ ッ サバ . マ メ 類 図 野菜

農 作 物 の 収穫量の 推 移 ( 1 979 - 88年 ）

1 .  500  

□ サ ト ウキ ビ

2 . ,000 

置 騨

物の作 付 面 積 は60~80万 haの 間を推移 し 、

90万tから現在 は 150万tまで上昇した。 ま た 、 農作物の種類別 作 付 面 積 割 合を1976-79年当 時 （図L
さ ほ ど 増 大 していない。 しかし収穫量は1976年当 時の

1 3) と1988年 （図L14)で 比較した。 1976-79年には稲が農耕地全体の90. 5％を 占め て いたが 、 1988年

には80. 9％まで低下し 、 それに変 わって ト ゥ モ ロ コ シ、 サ ツ マイ モ 等の食用作物 あ るいはタ バ コ 、

コ ー ヒ ー な どの工芸作物の栽培面積が増 大し て いる。 稲 一 辺倒から次第に作 目 の多様 化が進 んで

いる こ とが理解 さ れ る 。

し か し な がら、 ラオスの農業 は依然として水稲 あるいは陸稲のモ ノ カ ル チ ュ アー 的様相を示し

ている こ とに変 わりはない。 稲に続く穀類は ト ウ モ ロ コ シのみで あり、 小麦な どの麦類生産は ほ

とん ど行わ れていない。 1986年の国内の穀物生産 置は稲が145万t（水稲 1 1 1万t 、 陸稲34万t) 、 ト ウ

モ ロ コ シが 4万tの計 149万tで、 一人当り年間370kgの穀物生産量であった。 こ の数字はア ジアの

他の後 発 開発途上国 (LDC)諸国の穀類生産董（米 、 小麦 、 ト ゥ モロコ シ、 雑穀の総生産董）と比較 す

ると、 例 え ば プータ ンの138kg 、 ネ パー ル の 2 33kg 、 ア フ ガ ニスタ ン の240kg 、 バ ン グラ デ ィ シ ュ 2

56kgを はるかに凌 ぎ 、 日 本の350kgに近い。 ただし 1986年以降稲の国内生産量は、 1987年 123万t 、

1988年103万tと 2 年続きの干ばつで 漸減傾 向にあるのは前述のとおりであ る。

ラ オ スの農業は稲 作 で 代表することができる。 そ こ で 、 稲 の 単収を他のアジア諸国と比較 して

みたのが図L15で あ る。 ラオスの稲の単収は2 , 32 3 kg/haで近隣の カ ンボ ジア、 プ ル ネ イより高 くタ

ィ 、 ィ ン ド 、 ネ パール 、 プ ータ ン 、 バ ン グラ デ ィ シと ほ ぼ 同じ レベルである。 スリ ラン カ 、 イン

ド ネ シア、 さらに は そ の上位に位置する 日 本 、 韓 国と並 ぶためにはなお一 層の生産性 向 上の努力
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図 L 13 1976 -79年 当 時の農 作物の種類別作付面積割合
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□ 稲
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■ 麟

90. 9% 

図 L 14  1 988年の農作物の種類別 作 付而積割合

が必要で あ る。
また ラ オ ス では畜産の振興 も 図られ て い る 。政 府は家畜衛生管理技術 、 医薬 品の導入等の施策

に よる畜産 経 営の近代化 を 図 っ て き たが 、 家畜生 産の ほとん どは未 だに小規模の家族労働 に よ る
飼育 が実情である。国内の家畜飼育頭羽数につ い てみると 、 土地利用 状況と同様 、 出 所に よ っ て
異 なる数値 が発表されている。1986年のFAO統計 では、 水 牛 151. 6 万 頭 、 牛59. 3万頭 、 羊 ・ 山羊7 .
4万 頭、 家禽 6 79. 8万羽 と な っ て おり、 同年の ラ オ ス 側数値とは4~54％の差が あ る。しかし い ず れ
に し ても197 6 年 当時と比較 し て 、 近年家畜 の 頭羽 数が増加 している の はま ち がいな

-81-



国 名）

い 。 そ の 状 況 を ラ オ ス

側 の 統計 資料 を も と に 8 T. 

家畜 の 種 類 別 に 年別変
t;i..J 

動 を 図 L 1 6 ~ 2 0 に 示 し た 。
1tm.."1 

中El
こ こ 1 0 年 間 で 畜 産 は 1 . 5 

フ., しIビン

~ 2 . 5 倍 に 着 実 に 増 大 し イ ンド〒シア

て お り 、 特 に 山 羊 ・ 羊 プルネ イ

の 飼 育 頭 数 の 増 加 は 著 ベ ト ナム

し い 。 た だ し 1 9 8 8 年 に 5 ．すス

は 豚 と 家禽 の 頭 羽 数 が カ ンポジア

前 年 よ り 低下 し て い る タイ

が 、 こ れ は 干 ば つ に よ
マlパ シア

る 影 響 の た め と 殺 が容
ビ！しマ

インド
易 な 小 中 家畜 で 食料 不

ネパー ）し

足 を 補 っ た も の と 考 え プ ー ・タン

ら れ る 。 7、リラ ンn

バン ・プラデシュ

パキス タン

ア 示二 3．タン

1·  つ- �.. , 

ト ！しコ

ィ ラ ク

： 
l 6, 322 

. . . . . . . . I ,. J.;1 
. . . . ' I t. 6� 1  

I 
石- .. .. . . :; •. .. ． ． ． ． ． ． ． . ．． . .  . , ． l s. m  

, ,  I i. ii9l ； 
！ 

， ， 
参. • -． .--． ．．そ． ・.. ：：ぶ

.
｀ ． ． ． ． ． ．，.. ．． ． ． - ·· · · 1 s, m  

. . . ' • . . i ， 、 . . ,.. 、；•• -、 ；. . ... I I . 紐． ＇ i I 
.,: . •. : .: � : . . ... .  : . .. 、 1 2. 8 " ; 1忌．厨印V （ � g / t, a i

i ! -:-.-:- •·. ．如 9 _ ． ． .. ．- ． ..， ．-． .. . 1 2. 32.｝ 

:•ぷ．； ：• ：'• " • :· .- " I I 、 1 76 ' I ， 
I I 

均西ぷ．7＇ ,‘ぶ＃•• t •,4 .‘ l ; 1 ,  9↓6 
！ ●●●;．ー：←：;,..;.:,::,...-ふ；；9， 9,,..，元・；:-- ・9 ;l 2. 8&4 

， 

I I ： 
:; i・ ：� •こr-'.:.":と·• 9 9-' ,` ； ＝'. ：：＿•^ ・ ・’ .: : · "•,· l J. 1 25 

I 
， 

7?ベ-::--:-··;.亀- 吐ぞ”^ ,:_;e:-:-;:·1 2. m ！ ! 

l ！ •; ；;,で"..;::•一；；←；••• ぶゞ•?．． l � I  l .  958 
I ！ 

; • . ．：.... : ． ：． •. ． ：  :. ． ' ： ：’ ' ．ら 1 2, 0 03 ： 
i .iI ;． ． I # .. :..! •• ,？ ,., .. ． ． ’• ● ̀  .... ？ ↓・ー ＂， ＇•? な 1 " ., •• l l. 0 9� 

， ！ 
！ 

.: -.,... ・；．→:•一••こ＂．．．•ニ ， 。や·ら ぷ ． 1 2. 350 
I I ； 

. ·. :·.. : : . . · : , ; •  • ·,， .� l 2. 56i 
I ｀ 

疇• r . —-: •. .. 7 · .... ...... ：．．． • . ；••9 ,疇, ．． ． I 2. 1 62 ， 
i i 

. .．. ． ,.． .． .. . .. ＿． ..，． ． ；． ． ． ． ．r ． ．· •．' • 9 ，→ ．9 ． 
口 · . 1 3, 4ぃ ；

， I 
:•ィ ・ :: ! : : ·.- , . ·  . ·; :. · : - •,·, - ' ' · . • • • · .. . . . 、 · • .‘ 1 4 . 5 3 3 

.. .. ．, • ··下 ·S : • ,.,· •, ．．ー ,· · :·· , ..、.. : . . � . · • •. 2, 900 ； 
i I ., i ＇ 

。 2. 000 4. 000 6. 000 V̂
 
v̂

 
v̂

 
c
^
 

年次
1 9 76 -

1 979  疇攣囀疇§’t：臼国疇痴1 I I 
1 980 固饗零詞謬亭炉響塁翌冠繹吋

1 98 1 巳函靡如岬庫誓叫詞専心戸臼l

1 982 崎叫如叫鵡咋巧彎認ば碑叫蜘翠国t| ! 

1 983 臼瞬峠！瞑紐咄烈噌齊抱叫噌岨闊叫 ！ 

1 984 I-

1 985 1- : : i ; 
1 9 86 髯訊喝ふIりぷ唸窪噂烹涅炉翠遠ぷふ：和1 l 
1 9 87 tパ訊ぷ叫汽氾響戸：合冨疇翌＇応攣叫

1988 戸饗虚む．ti心麟疇繹如響咋犀傷．咋：I 

図 L 1 5  ア ジ ア 拮 国 の 稲 の 単 収 ( 1 9 8 6年 、 FAD)

年次
1 9 76 -

1 979  

1 980  

1 98 1  

1 982 

1 983  

1 984 

1 985  

1 986 

1 987 

1 988 I)災庄反9:：娑 ｝土‘:·-i �i'＂ ’,：益ぷ�;'i.it^i j；稔·h苫哨，9i§ ▲; i’’妥·§裟· ‘：泣，·肛滋お9屯，冬g占（；斉怯肴ら、

400 600 800 
水牛の的 育 頭数 ( 1 000頭）

図 L 1 6  水 牛 の 飼 育 頭 数 の 推 移

200 1. 000 I, 200 

-82-

200 400 600 
牛の的育 頭� ( 1 000頭）

図 L 1 7  牛 の 飼 育 頭 数 の 推 移

釦〇



年次
1976-

1979 

1980 

198 1 

1982 

1983 

1 984 

1 985 

1 986 

1 987 

l < J88 

年次
1 9 76 -

1 9 84 

1 985 

1 9 8 6  I :;, ,;-

1 9 8 7  

1 9 8 8  

200 400 600 800 I. 000 J. 200 I. 400 I. 600 

豚の6顎 頭数 ( 1 000頭）

図 L 1 8  豚 の 飼 育 頭 数 の 推 移

.， . . ． ．．;•9i ； 泣 · .： ヽ

2. 1)(,0 4. 000 6. 000 

gg(J)的斉羽牧 ( I 000羽）
8. (JI)0 

図 L 20 家 禽 の 飼 育 羽 数 の 推 移

10. 000 

年次
1976-

1979 

1980 

1981 

1982
ド鸞贔冑i疇疇亭念三三妥等

• •ー ‘` • 9,.， ＾ ‘` .^ ．· • 9 · • t <： 、·•· · 1983 

1984 

1 985 

1 986 

1 987 

1 988 

20 � 60 

山王 ・ 羊の飼育頭詑( 1 000頭 ）
80 

図 L 1 9  山 羊 ・ 羊 の 飼 育 頭 数 の 推 移

3 .  農業 政 策

1 ) 第 2 次経済 発 展 5 カ 年 計 画 (1 9 8 6 - 9 0 年 ）

前 述 の よ う に 、 ラ オ ス の 人 口 は 3 9 4 万 人

(1 9 8 8 年 ） で あ る が 、 農 業 人 口 は 3 1 0 万 人 で 総

人 口 の 7 8％ を 占 め て い る 。 ま た 農業 生 産 額 も

GDP の 6 5 ％を 占 め て お り 、 し た が っ て 農 業 は

ラ オ ス の 基 幹 産 業 で あ る 。 し か し 農 業 生 産
活 動 は 、 そ の 多 く が 小規模 な 農家 の 自 給 生

産 の 域 に と ど ま っ て お り 、 主 要 作 物 の 稲 の

栽培 も 天水 依 存 の 一 期 作 で 生産 効 率 は 低 い 。
か か る 状況 か ら 、 ラ オ ス 政 府 は 農業 及 び

林業 の 健全 な 発 展 を 国 の 最重 点 政 策 の 一 つ

に 位 置づけ、 国 家 の 産業振興 と 国 民 の 食 料

確保 のた め 、 198 6 年 1 1 月 の ラ オ ス 人民 革 命

党第4 回大会 で 以下 の 2 点 を 決定 し た 。

① 国民の食 料 を 確 保 し 、 食 用 作物 増 産

のた めの プロジ ェ ク ト を 開始す る 。

② 焼畑 農業を制 限 ま たは停 止 し、環境保護を行う。

この国是は第 2 次経済社会発展5カ年計 画 (19 8 6--90年） に 盛 り 込 ま れ 、 現在進行 中 で あ る 。 5

カ年計画は、食料増 産、農業生産構造の改革、農 産加 工原料 、 輸出商 品 と して の 農林業振興 を 目

的と し て お り、それ を 遂行す るための具体的 な 生 産 目 標 を 列 挙す る と 次 の よ う で あ る 。
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① 90年の食料生産は85年比 4 0 ~ 45％増で2 0 0 -- 220 万tとする。 う ち 籾は17 0 ~180 万tで85年比 2
9％増、 一 人 当 り も み 生産量は85年比 1 0％増の4 3 0 kgとする。

② 工芸作物につ いては 、 輸 出と国 内加工業向 けに コ ー ヒ ー 、 カ ル ダ モ ン、 タ バ コ 、茶、サ ト
ウ キ ビ 、 緑 豆 、 大豆 、 ジ ュ ー ト 、 う る しな ど の 栽 培に努力 する。90年 の 対8 5年比増加率 は、 コ ー

ヒ ー 90%、 緑豆3倍 、 タ バ コ 4. 4倍 、 落花生90 ％が 目 標である。
③ 畜産の振興に努力する。90年の牛の頭数 は 85年比27％増 、 豚 36％増 、 家禽 50％増を 目 標とする。
④ 90年の農業総生産額は85年比60％増とす る 。各年の平均増加率は9. 8％である。

⑤ 林 業につ いては 、 資 源の合 理 的 開 発を計画 し、 森林を破壊 から守ると同時に、 木材の伐採、
加工業 を 促進する。90年の木材生産は50 万がで8 5年比の 2 倍 、 加工材は18%、合板は75％増を 目標
とする。

2) 5 カ 年計画 実現のた めの具体 的 措 置
前記の ごとく、 ラ オ ス の農林業政策の基本は 、 ① 国 民の食料確保のた めの農業開発計画と、 ②

焼畑 農業の制 限 ・ 森林保護となっている。 こ の基 本政策実現のた めの具体 的 活動は 、 (A) 生産基
盤の整 備 、 （B ) 農 家教育と生産体制の強化 、 (C) 生産 資材等の資本投下 、 (D) 政策的な動 機 づ け
の4つの点から進 められて いる。

(A ) 生産基盤の整備
政府は国 家財政全体の18％ を 農林業関係の基盤整備予算として割り当てて いる。基盤整 備 予 算の

各 部門別配分状況 は 、 作物8%、 畜産 27% 、 灌漑 と 気象 38% 、 林業 1 4%、 そ して教育 ・ 研修5％となっ て
い る 。

(1) 農業関係の試験研究機関の整備
農業 関 係の試験研究機関の整備は、 国 家予 算と 並行 して、 国際機関からの資金 ・ 技術援助を仰

ぐ 形で進 められて いる。 こ れまで に 整 備 ・ 拡 充された 試験場、 農場の主なものをあ げると以下の
よ う である。

① Salakham農業試験場の研究体制強化。Sa lakham農業試験場は水稲研究の セ ン タ ー である。こ
こ で は水稲の在来種と導入種の交配 、 種子増 殖 セ ン タ ー に 配布する原種の生産や 栽培 試験を行 っ
て いる。 組織強化では国 際機関のFAO 、 メ コ ン 委 員 会 、 I RR ! 等から技術援助 ・ 協力 を 得た。

② Hat Dok Keo農業試験場の研究体制強化。Ha t Dok Keo農業試験場は畑 作物研究の セ ン タ ー で
ある。こ こ では ト ウ モ ロ コ シのペ ト 病抵抗性 品種 、 Hatdokkeo 4の育成に成功 し た ほか、 ト ウ モ ロ
コ シ及び豆 類の原種の生産、 果樹 の 苗木育成も行って いる。国際機関ではFAO、 メ コ ン 委 員 会 か ら
技術援助 を 受 けて いる。

③ メ コ ン 委員 会の援助で種子増殖場をSavannakhet(Thasamo)とChampasack(Phone Garn)に創設 し
た。 そ れ ぞ れ 国 内 中 央部、 南部地域を対象 に 、 稲 、 ト ウ モ ロ コ シ 、 豆類の種子増殖 を 進 めている。

④Naphok農業試験場 に 種子増殖 セ ン タ ー を 創設 し た 。UNDP と 世界銀行か ら 融 資を受 け 、 世 界 銀
行 からの資金は稲と ト ウ モ ロ コ シ の 種子増殖に充 当さ れて いる。

⑤ Dong Dok農業試験場に 、 FAOと ソ 連の援助 で土壌実験室 を 創設 した。国 内各地の農 耕 地の土壌
調査 、 分析 を 行って いる。また有機質肥料に よ る 土壌 改良試験 も 実施している。

-84-



(2) 農村地域の総合開発 プロジ ェ ク ト
山 間地を中心に、 農村地域の総 合 開 発 プロ ジ ェ ク ト がUNDPとNGOSの資金援助で進め ら れている。

プロ ジ ェ ク ト 名 と開発地域は以下のとおりである。

① 開 発 プロ ジ ェ ク ト ：Khamkeut-Phat hong地域
②農村総合開 発 プ ロ ジ ェ ク ト ： Muong Hom地域(Lao/86/00 3) 

③農村総合開発 プロ ジ ェ ク ト ： Dok Chung Sekong地 域 (Lao/86/015)
④ 山 岳 地農村総合開発プロ ジ ェ ク ト ： 山 岳地(Lao/89/550)
⑤農村総 合開発 プロジ ェ ク ト ： Muang Nong 地 域(Savannakhet)
⑥ Luang Prabangの分水域管理 プロ ジ ェ ク ト ： Luang Prabang 

農村総合開発 プロジ ェ ク ト の 目 的は、 焼畑農業 を や めさせて環境保護を図ると共に、 山 間地の

農民に 安定 的な生産手段 を 確保させる こ とであり 、 食 料 自 給さらには過剰農産物の市場 供給にま

で レ ベ ルア ッ プを め ざしている。 そのため開 発 プロ ジ ェ ク ト 地域には、 ダム、灌漑施設を配置し、

水 田 開 発 の基盤整備 や 果樹等の永年作物または換 金作 物の植栽が進 められている。
さらに は、小規模農家を対象とした研修 セ ンターや 、 保育 園、 病院、道路、精米場な ども建設

されて い る。 予備調査の結 果は上 々 であり、 現在 計画の第 2 、 第3段階に至っている。これまで
に山 間 地を移動する数百家族が新たに開発された プロ ジ ェ ク ト 地域に定着した。

(B) 農民教育と生産体制 の 強化

食料 増産のた め には農民の技術 向上が必 須 であ り 、 技 術の橋 渡しとして普及員の果たす役割も
大 き い。 農林行政につ いては、中央から県、 郡 、 村、 部落 へのラ イ ンの組織作りがで き ている。

政府は農・林専門学校 を 通 じ て農業技術士の育成 に 努 めており、海外への留 学も積極 的 に進め て

き た。 したがって現在は 1 県当り4~5名の農業 技術士が配置で き る よ うになった。 国 内の稲 作
を安定化させるため 、 雨期、 乾期にかかわらず毎年農業省から各県 に 技術士 が派遣 さ れる。 こ れ
ま では技術士の直接指導 が中心であ っ たが、 農家 自 身の考えで水稲管理を行い必要に応じて技術
士にア ド バ イ スを求 めるという試 みも最近行われている。地域 的には特に ピ エ ン チ ャン特別 区の

集約的 稲 作栽培 で 多 くの普及員が活躍してお り 、 1989年には灌漑水稲でha当 り 7tの収量 をあ げた

例 も あ る 。

そ の他生産体制の強化としては、農家に営農資 金の貸付を行 う 方法も取られている。 ビ エ ン チ

ャン特別 区の銀行では こ れまでに 1 億 6 千5百万 キ ッ プの貸付実績を上 げている。 こ う いった資

金援助による生産体制強化も、 こ れまでの共同農場から個 々 の農家に重点 を 移 そうとする農業政
策の変換 を 象徴 し てい る 。

(C) 生産資 材 等の 資本投下

農業 の 生産力増 強を図るには 、 ト ラ ク ター、 肥 料、農薬 、 噴霧器 、 精米場 、 籾 摺 機 、 ボン プ 、

種子 な ど 多 くの生産資材が必要であり、またその適正 な 使い方を農家に 指導する必要もある。 こ

のよ う に アウ ト プ ッ ト である生産量の大 幅 増 大にはイン プ ッ ト の強化が必要である と いう認識の

深 ま りは、近年農業生産 資材を扱って農家に供給する 公社 や 私企業が急増している こ とでも具体
的 に 現 れており、 過去とは大 き な隔たりが あ る。
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現在政府は 、 世界銀行、ADB 、 ! FADからの貸付と、UNDP、FAO 、 日本政 府 、 NGOS （非政府組織のC
I DSE、MENNON I TE 、 QUAKERなど） の協力とを 得て、 多 く の生産資材を 輸入 して いる。最近の肥料の
輸入量は 、 5、 O O Ot/年 、 農薬の輸入量は l O Oti年に ま で増大 し た。ただ し 肥料 や 農薬の使用は 未 だ
平原地域に 限定さ れて おり、 山間地 ま では普及が進んでいない。

(D) 政策的な動機付け
ラ オ ス 政府は農家の生産意欲を 高揚さ せ る 動 機 付けとして、 新 し い政策を 採用 し た。その内容

は下記の通りであ る 。
( 1 ) 農業税 （課徴金）
① 水稲
Grade I : 生産力が3, 501 kg/ha以上の水 田では 、 1 40kg/ha/年の税率
Grade II : 生産力 が3, 001 ~3, 500kg/haの水 田では、 120kg/ha/年の税率
Grade m : 生 産力が2, 501 ~ 3, O O O kg/haの水 田では、 l O O kg/ha/年の税率
Grade N : 生産力が2, 500kg/ha以下の水 田では 、 80kg/ha/年の税率
② 陸稲
Grade I : 焼畑 農業 に よ る陸稲栽培 では、 50kg/ha/年の税 率
Grade II : テ ラ ス 状耕地の定着型陸稲栽培では 、 30kg/ha/年の税率

③ 換 金作物、果樹 その他の作物
コ ー ヒ ー 、 タ バ コ では収入（生産物価格） の 5％の税率
果樹、その他の作物では 、 生産物を販売 して得た収入の3災の税率
④ 畜産物
可販家畜 (commercial l ivestock 、 牛 、 水牛 な ど） を 販売 した場 合 、 販売行為が行 わ れた場所 、

時 間の価 格に対 して5％の税率
(2) 価格政 策
1987 年半 ば 、 政府は市場 自 由 価格制度を 採 用 し た。 したがって 、 政策 ・ 戦略上特別措置の対象

となる農産物を 除いて、 行政 サ イ ド から公 定 価 格 を指 示するなどの干渉はいっさ い行 わ れない。
(3) 食料 品の流通 に 関する政策
農業生産意欲を向上さ せる動機付け と して最も効果的な措 置は 、 流通の 自 由 化 、 すなわ ち 生産

物の移動 、 販売 、 そ してその結果もた ら さ れる収益 を 生産者 自 身 が享受で き る こ とであ る 。従 来
と異なり、 ラ オ ス では現在私企業 が 国 内 で農 産物 を 含 む 商 品を 数量の制 限な し に 睛入 し 、さ らに
販売する こ とが法的に認 められ る よ う に なった。 こ の こ とが農業を含 む 経 済の活性化の原動 力に
なりつつ あり、流通改革の効 果は次第 に 認 め られ つつ ある。

今後の ラ オ ス 農業の発展を図る 上で 、 以下の問 題点が未解 決で残っている。
①農業技術開 発 、 生産基盤の整備が進 められてい る とはい え 、 その対象は平原地域の 3 ~ 4の

県に限定さ れてい る 。北部の山岳地帯などの農業開発を 進 める上で、 温帯作物の栽培 や 畜産など、
輸 出 を 目 的 と し た 農業振興 を図り 、 そ の 実現 に 向 けて模範牧場等 を 設 置す る 必要 があ る 。

②多くの県で農業技術者 が不足 して いる。農業技術者の多 く は農業省の 中枢 で 働き 、 ま たは都
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市 に 住 む こ とを 希 望 し て い る ので 、 中 央 と 地 方と の 人 員 配 置 の ア ン バラ ン ス が大き い 。
③ 多 く の 県は 、 試験研 究の成果の恩恵に 浴 して い な い 。 こ れは普及組織の欠 陥 による も ので あ

る。 例 え ば優良品種 の 栽培は、 灌祇施設 の あ る 一 部地 域 に 限 ら れて い る 。
④鹿家 の 農薬の使用法に問 題があ る 。 例 え ば国 際的 に禁止されて いるDDTのような膜薬 が輸入さ

れてお り 、 一 般商品と同じ棚で陳列 、 販売されて い る 。 農薬の使用 基準につ いては行政的な規制
が必要であ る 。

⑤農家 が必要としている時期に、 生産資材が手 に入らない。 肥料は地域の需 要を考 慮せずに買

付けられ、 成分の保証について も取締りが無 い。

⑥ 土 壌 侵食 ・ 耕地破壊の実態を把握し 、 解 決する手 段を構ずる必要がある。 地域に よ っ て は毎
年洪水に よ っ て5~l O haの耕地が破壊されたり、 砂 に 埋 ま っ たりして いる。
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m 各 作 物 別 の 生産 状 況 と 研究成果

1 .  稲 の 生産 状 況

ラ オ ス で は 全 て の 国民が米 を 主食 と し て お り 、 1 日 当 り カ ロ リ ー 摂取童 の 8 0 ぢ は米 に 依存 す る 。

稲 の 栽培面積 は 全 耕 地面稜 の 9 割近 く を 占 め 、 ほ ぽ全 蔑 家 が栽培 に 関与 す る 重要 な 作物 で あ る 。

過去 1 0年 間 の 稲 の 収稜薩 の 推移 を 図 L 2 1 に 示 す 。 1 9 7 6 ---- 7 9 年 当 時 7 0 万 t で あ っ た 収稜童 も 1 9 8 0年
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稲 の 収穫量 ( 1 , O O O t )  

□ 雨期作水稲 □ 乾期（乍水稲 （ 湛慨 ） 図 焼きt1B陸稲

以 降 1 0 0 万 t の 大 台 に 乗 っ た 。

年 次 に よ っ て 1 0 0 --- 1 5 0 万 t と 変動 が

大 き い 。 こ れ は 天水依存 の 雨期稲作

の 宿 命 と 云 え る も の で あ り 、 一 度干

ば つ と な る と 即 減収 に つ な が り か ね

な い 不安 定要 因 を 抱 え て い る 。

ラ オ ス 各 県 の 土 地面 積 に 占 め る 稲作

ま た

面稜 の 割 合 を 表L 2 に 示 し た 。 V i en t i 

a n e特別 区 の 稲作面積率 は 9 . 4 ％ と 高 い

が 、 概ね 各 県 と も 1 ~ 3 ％ の 範 囲 に あ る 。

さ ら に 各 県別 に 、 稲 の 生産茸 と 消 費

童 （ 県民一 人 当 り の 生産 置 ） を 図 L 2 2 に

示 し た 。 Ch ampa s a ck ,  S a v anna kh e t ,  

V i en t i an e と い っ た 県で生産菰 、 消 費

垣 と も に 多 く 、

図 L 2 1  

し か し

こ れ に 対 し て S ekon g

過去 1 0年 間 の ラ オ ス の 稲 収穫量 の 推移

表 L 2 県(Province)別土地面積 と 稲作面積 0 988 )

Bk
s
s
s
cl

A 

県 土地面積km 2 稲作面積km' 焼畑稲作面積（ 内 数

hong Sal y 1 6 , 270  22 1  ( 1 . 4%） ・ 1 75 ( 79%） ・ ・

uang Nam tha 9, 325 1 6 1  ( I .  7 )  1 2 0  ( 75 )  
Jdomxay 2 1 .  1 9 0  4 5 9  ( 2 .  2 )  3 67  ( 8 0 )  
)keo 4 . 970 93  ( I .  9 )  5 7  ( 6 1 )  
1ang Prabang 1 6 . 875 400 (2 . 4 )  3 1 8  ( 8 0 )  
>uaphanh 1 6 , 5 0 0  4 5 1  ( 2 . 7 )  38 0 ( 8 4 )  
1yabouri  I I .  795  229 ( 1 . 9 )  1 3 4  ( 5 9 )  
eng Khouang I 7, 3 1 5  1 95 ( I .  I )  8 7  ( 4 5 )  
ent iane 1 9 . 9 9 0  4 1 3  ( 2 .  I )  1 2 0  (29 ) 
en t i ane lluni . 3 . 9 2 0  367 ( 9 . 4 )  4 ( I )  
1 r ikhamxay 1 6 . 470  229 ( 1 . 4 )  1 1 0  ( 4 8 )  
ammouane 1 6 . 3 1 5  2 2 1  ( 1 . 4 )  1 6  ( 7 )  
vannakhet 22, 0 8 0  6 9 0  ( 3 .  I )  8 9  ( 1 3 )  
ravane I O , 385  347  ( 3 . 3 )  3 1  ( 9 )  
kong 7, 665  64  ( 0 . 8 )  5 4  ( 8 4 )  
ampasack 1 5 , 4 1 5  3 0 1  ( 2 . 0 )  5 3  ( 1 8 )  
topeu 1 0 , 320  1 1 0 ( I . I )  2 1  ( 1 9 ) 

・ ： 県土地面積 当 り

‘,/
 

． ． ： 稲作面積当 り
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や 北 部 、 東北部 の 諸 県 で は 生

産 量 、 消 費 量と も に 少な い 。

稲 作 の 栽培面積 は 例 年 60万

h a を 前後 し て いるが 、 そ の う

ち お およそ 水稲 が 6 割、 陸稲

が 4 割 を 占 め る 。 陸稲 は 北部 、

東北部 を 中 心と し た 焼 畑 で 栽

培 さ れ て お り 、 こ れ ら の 地域

で は 焼畑 稲 作率 が 7 5 ％を越 える

と こ ろ が ほ と ん ど で あ る （ 図

L 2 3 ) 。 1 9 8 7 年 の 平均単収 は、

雨期作水稲 2 . 5 8 t/ha 、 乾期作

水稲 2 . 7 7 t/ha 、 陸稲 1 . 30t/ha 

で あ り 、 各 作型 の 生産置 は そ

れ ぞ れ、 9 3 .  2 万 t 、 2 . 8 万 t 、

3 1 .  5 万 t 、 合計 1 2 7 . 5 万 t で あ

っ た 。 つ ま り 陸稲 は 栽培面積

は 4 割 と 大 き いが き わ め て 低

収 で あ り 、 そ れと は 反対 に 乾

期 に お け る 灌漑水 田 は わ ず か

1 万 h aで あ る が そ の 収量水準

は 高い こ と が 明 ら か で あ る 。

し か し 現実 の 稲 作 は ほとん ど

が灌漑施設を持 た ない天水依

存 の 雨期 作栽培 が主力とな っ

て いるた め 、 収量 は 天候 に 大

き く 左右 さ れ や すい。 こ の こ

と は 既述 の よ う に 1 9 8 7 、 8 8 年

と 2 年連続 し た干 ば つ の 被害

で 、 生 産量 が 100万 t 近 く ま で

落 ち 込 ん だ こ と に 如 実 に 示 さ

れ て い る 。

2 .  稲 に 関 する試験研究成果

稲 の 試験研究 の 現状と成果

に つい て 、 サ ラ カ ム 農業試験
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□ 四泣 園 暉星

図 L 22 ラオス各 県の稲の生産最 と 消 費覇（県 民一人 当 り 生産 最 ）
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場の1975---88年 ま での デ ー タ を 紹 介 し な がら、そ の概 況 を 述 べる。
1) 品 種の選定と適応性 の 検 定
(1) 在 来稲 品 種の特性解明
施肥量をNPKで30-30-0kg/haと した条件 で、収量に対する反応を86品種 で比較 し た。86品種中3

0品種が3-4t/haの収量水準に達 し、高収性品 種と して 認 められた。 こ れらの品種を 日長に感応す
るか否か、あるいはモ チ 米 か ウ ル チ 米かで分類すると以下の 3 群に な る。

① 日 長に感応するモ チ 米品 種 ： Sanpatong, Do Nangnouane,  Manh Pet, Kh i Tom Nha i . K hao 
Nhay, Homphama, Y T i a, Y Kha o ,  Mehang, Pong Xeng, Phoua M ia, Y Loub, Y Mo un, Fe uang-L 

e uang, Meto, Phonexang, Palad K hao Daw kmai . I nh Tok  Hom (19品種 ） 。
② 日 長に感応する ウ ル チ 米品種 ： Khao C hao , Khao Dok Ma l i 105 ,  Chao Saveu i ( 3 品種 ） 。
③ 日 長に感応しない、 したがって乾期の 栽培に 向く品種 ： Do Gnouan, Homthong, Do Lay , D 

o Deng, Pong Ev ,  Deng Hom, Mak Gnom, Makagneng ( 8品種） 。
この他に日長に感応する在 来 品 種としてC hao Leb-nok があり、またChampasack県の高標高地で

はMak Fai khaが 3 . St/haの収量 レ ベ ルに達する品 種 と して広 く 栽培さ れている。同 県 では こ の ほか
St/haの潜在収量があるMak H i ngや 、 葉が直立 し 頴が大 き くて短禅の理想的草姿を持 つ Xoum Phou  
も栽培さ れている。

Bor i 揺alfay 県で広く栽培さ れる在来種としては、収量の多いPane l om 、 頴の数が700あるとい わ
0 0 

れるK hao 700 、 分 げ つ が多く陸稲として高収 量のK hao Phe Pha l o な ど が著名である。 北部地域で
は香り米としてKhao Kaynoiが有名であり、 ま たMuong Nga, Mehang Top E u k ,  Leua Nh i aといっ た
品種は倒伏に強いので 地味 の 肥 えた土壌 で 栽培さ れる。

この ような在 来の遺 伝 資 源は、 将 来もさ ら に そ の能 力が開発さ れる よう研究が進 められるべ き
である。例 え ば在 来 種の中には 、 干 ば つに強いP houa M i aや、R i ce bugに抵抗性が認 め ら れるDo
Gnou anな どが あ り、 こ れ ら は 世 界 的にも貴 重 な 特 性を持った遺伝 資 源と言 え よう。

( 2 ) 導入 品種
過去15年近くの間、以下のよ うな導入品種または改 良 品 種が優良品種 と し て 選定さ れ普及 が進

められて き た。
ウ ル チ 米 品 種 ： I R-8. C4 63-1. I R-2 2 ,  I R-36 , I R- 2823-103, B-1014, bpn-18-1-4 , I R-42,  N 

N-7 5- 1 . CR-203 。

モ チ 米 品 種 ： I R-253-100, I R-848-120, I R-848-4 4 ,  I R-789-98, RD-10, Salakham 1-7-2 ( RD-1 
6 ) 

日長不感応 品 種 ： RD-8。
こ れらの品 種はお も に 中 部ま た は南部の平 地で 栽培 さ れ、施肥 、 栽培管理が良 好で あ れ ば3. 5~ 

6. St/haの潜在収量 を 有す る 。
水稲の生育に好適な条件が整 え ば （肥沃な土壌 、 高温障 害 が な い等） 、 北部地域ではK u 84B, I R  

-848-1 20 ,  NN-75- 1な どの品種 で9. 5 t/haの収量が 得られる。また1988年乾期の模範試験圃 では、
NPK 120-60-0の施肥量 で CR-203は7. St/ha、B-1014は8. 9t/haの収量実績 をあ げ た。
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．導入 品 種 に つ い て 栽培上 の いくつ か の 特 徴 を 述 べると、
① RD-10と I R- 4 2は窒素肥料が少な い 条 件で も 収量は比較的高い。
② 雨期 の 降水量が多 いと きでも、 I R-4819-77 - 3-2は6t/ha以上 の収量となる。 同様 の 冠水条件 に
強い品種 と して、 ベ ト ナ ムか ら 導 入 し た U-9もあ げ ら れる。
③ ウ ル チ 米の中では、 こ れまで の CR-203 よ りも 中生 の BG-90-2、OM-80とい っ た高収性品種が見
つ か っ て いる。

こ れ ま で に 農 家 に 好評で国内 にあ ま ねく伝播 し た 品 種と し て、在来種ではSanpatong、導入種で
は I R- 2 5 3- 100が あ げられる。 こ れ ら は現在最大の作付 面 積を誇る品種である。 こ の2品種に迫る
ものと して、RD-10、RD-8も近年普及面積が急速に伸 び て いる。 そ の ほ か地 域的 な 特徴と して 、 I
R-848-120はSayabour i 県で、I R-8はLuang P r abang県で依然根強い人気 を 持 っ てい る 。 農 家 が 品 種
を 選択す る 基準 は 樺 長 、 収量 、 粒質等 で あ る 。 こ れ ま で の 在来種 と 比較 し て 、 草姿 は 短棒 に 過 ぎ
ず、肥料 や 農薬 を や ら ずと も 収量は高く、品 質 的 に も 満足で き る品種が求 め ら れている。 耐病 性、

耐 虫性は品種選択 の 動 機として そ れ ほ ど考慮さ れ て いない。
( 3) 交配に よ る品種育 成
ラ オ ス 国 民の嗜 好に合致する品種育成を 目 指 し ていくつ か の 交配が行 わ れた。
① 第 1 回 目 の 組 合 せはSanpatong X I R-848- 1 20である。 交配 の 目 的は 、 I R-848-120並み の 収量

と、Sanpatong並みの穀粒品質を 持つ 品種 を 育成する こ とにあっ た 。 Salakham 1-7-2 、Sal akham
1- 3-2と云った後代の育成品種は品質 的にはS anpatongに 匹敵 したが、し か し収量 の 面では、 I R-8
48-120を 上 回る こ とはなか っ た 。 唯一 の 例 外は、 4 1 日 育苗 の 移植栽培 で 、 I R-848- 1 20が 2 . 8 t/haの
収量であっ た のに対 し て 、 Salakham 1-3-2が4. 3 t/ha の 収量となった試験結果 のみであ る 。

② 第 2 回 目 の 組 合 せはMe Hang（淡色の大 き な頴 の モ チ 米） X I R-2823- 103（黄色 の 小さ な頴 の ウ
ル チ 米）で 行 わ れた。 特性がか け 離 れ て いるた め 、後代 の 系統 の 変異が大 き く、 F6に至 っ て 固 定が
ど う にか 完 了 し た 。 同 一 の 交配 から各種 の 特 性を持 つ 子孫が 出 現 し て いる。 1988年 の 乾期作で は 、
F 1 2の系統の中では、Salakham ( SLK ) 2-2-1 、SLK 2-2 1-4、SLK 2-18-1-2が約6t/haと高収董であ っ
た 。 1988年の雨期作では、モ チ 米 の SLK 2- 10-2 、 ウ ル チ 米の SLK 2-18-1-1がSt/haと高収量であっ
た 。 同 じ く1987年 の 雨期作ではSLK 2-9- 1 、S LK 2-1 7 - 3 の 収置がRD-10 より高か っ た 。

③ 第3回 目 の 交配組合 せはY Khao X I R-282 3-103であ る 。 Flには雑種 強勢が認 め ら れ、分 げ つ
力がきわ め て 旺盛であ っ たが、F 2では ほとん どがY K haoに似 た 頴が大 き く粒も大型 の半 わ い 性種
とな っ た。 F 3に至 っ て 分離が明確にな り 、 そ の後 世代を 重ねるにつ れ て 変異の増 大が大 き くなっ
て き て い る。 F6では生育 旺盛で親 の Y Khao よ り草 丈があり、分 げつも盛んで頴も大 き く、日 長 に
不感応な品 種が 出 現 し た 。 現在残さ れているのは、SLK 3-1-3、SLK 3-4な ど の 品種である。

2) 栽培 法に関す る 試験
(1 ) 栽植密度
栽植密度 につ い ては、以下の要 因を勘案 し て決 定する。
① 品 種 ： （頴の大小、分 げ つ 能、草丈、葉 の 樺との角 度な ど ）
頴が小 さ く 、 分 げつ も少なく 、 かつ 葉が 直 立する品 種は、 栽植密度 を 15 X 15cmあるいは そ れ以
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下と しても よ い。葉が横 出 するあるいは垂 れ 下がり、 頴が大 き く、 草 丈が長く、 分 げつの旺盛な
品 種は、 栽植密度を 粗 く して25 x 25cmとする。分 げつ が 旺盛で頴が大 き い品種でも葉 が 直立 する
場 合は20 x 2 0 cm で よ い。

② 土壌の肥沃度 ： 土壌が地力に乏 し い圃 場 では2 0 x 20cmか 15 x 15cmの栽植距離とする。肥沃
度 の 高い土壌 で は 25 x 20 cmあるいは25 x 25cm と 株 間 を 広 げる。ただ し 棒の長い在来種を 肥沃度が
き わ めて高い村落周 辺 の水 田 で 栽培する場 合は30 X 25crnと してもよい。

③ 栽培時期 ： 乾期には栽植密度を 密 に(15 X 15crn-20 X 2 0 cm)、 雨期 には太陽の日射が少ない
の で栽植距離を疎 に する (20 x 2 0 cm-25 X 25cm) 。

( 2 ) 播種 時期
播種時期に関 して は、 以下の点に留 意する。
① 日 長感応性の強い晩生種は日長時間 が 12時 間 を 下 回 る 1 0 月 下旬 に 開花するので 、 播種時期

は 5月下旬から6 月 上旬とする。播種時期の遅れは栄養生長期間 の 短縮となり、 収量が上 がらな
い ( 8 月上旬播種のKh i Tom Nhay品種は収穫皆無 で あ っ た ） 。

② 生育 日数 が 1 25~ 140 日の中 生種は晩生 種 に 続 く 6月 後半が播種適期で あ る 。
③ 早生種は 7 月上旬播種 でも よ い。最も普及 してい る 品種はSanpatongである。
④ 平年並みの降水条件 では 、 移植期が 8 月 1 日 よ り遅 れる ほ ど収量が減少する。 しか し 、 平

年に雨期 が終 わる10月 15日を 過ぎて も 雨が続くよ う な年 には、 移植期の遅 れに よ る減収は認 めら
れない。 こ の傾 向は特 に日長感応性が弱い早生、 中 生 種 で顕著 であ る 。

⑤ 灌漑可能地域 では、 播種時期を 厳密 に しな く と も よい。例 え ば 、 中早生 の CR-20 3や 中 生の
I R-36で は、 9月25日移植でも肥料 と 水が十分 与 え ら れ れ ば通常の収置が得られた。ただ し 10月 5
日 以降の移 植 では開花期が寒冷になるた め 、 不稔率は高 か った。移植期の遅 れに最も強い品種は
S anpatong と RD-8である。

⑥ 逆 に 移植期があま り 早すぎ る と、 拝長の増 大で倒伏 し や すく、 収量が低下する。
⑦ 乾期 作 では、 移植の適期は1月である。移 植期が早す ぎると生育初期 に寒さ にさ らさ れ る

期間が長 引 く た め、 生育日数の割に収量が上がらない。また逆 に 移植が 2 月 に 入って遅 れた場 合
も 開花期 が 雨期直前の高温 、 乾燥と重な る た め、 不稔が多 く な り 収量 が 上 が ら な い。高温 ・ 乾燥
時の 4 月 中 旬に は BPH ( ト ピ イ ロ ウ ン カ ） の被害も大 き い。

( 3) 播種 、 育苗
① 苗床 での播種量は籾 で 1 0 0g／がが適璽で あ る。
② 作 期 に よ って栽植密度が異なるた め 、 雨期 作 では35-40 kg/ha 、 乾期作 では45-60 kg/haの種

籾を 必要とす る 。
③ 1点 （植 穴 ） 当 り 移植苗数は、 導入品種は2- 3 、 在来品種は3-4苗程度 と する。
④ 育苗日数は、 雨期作 では早生 で 2 0日 、 中生 で 25日 、 晩生 で 30日とす る 。乾期作では葉齢四

葉期が移 植適 期 で ある。
3 )  施肥
無施肥 あ る いは窒素肥料不足で葉が黄化す る が、 こ の よ う な現象は 国 内各地でみられ 、 特 に 乾
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期に顕著 である。 また リ ン 酸欠乏は 、 V i en t i ane特別 区の政府農場 や Bane Phrakeoの塩類土壌 で報

告 さ れている。 鉄 (F e+ + ) 過剰障害 もSavannakhe t や Vi en t i ane周 辺 で 認 め られている。 こ のよ う な

稲の栄養障害 に よ る 収置低下 も 軽視 で き ない問題 であ る 。

( 1 ) 有機質肥料

ラ オ ス 政府は有機物 資材の投入によ る土壌 肥沃 度の 増 強策を進 め て お り 、 土壌肥料部門 の 協 力

を得 て 堆肥 、 厩肥 、 緑肥 ( iupa t ori/J9 odora t l19、 Sesban iaや 生虹がな ど ） 、 グ ァ ノ 、 鶏糞 、 そ の他

有機質肥料の施用効 果を調査 し ている。

① 堆肥 、 厩肥

堆肥または厩肥 （水牛あるいは牛 ） の施用量として 、 5 t/haが最 も収益性がある。 Bane Phrakhao 

の塩類土壌の試験結 果 で は 、 厩肥の施用量 1 ト ン 当 り で 1 70kg/haの増収が得 ら れた。 厩肥の価格

は4000k i ps/t 、 籾の価格は5 3 k i ps/kgであるの で 、 十分採算がとれる計算になる。 し か し 農家は水

稲よ り も よ り 収益性の高い野菜等の園芸作物 に 堆 厩肥を用いたがる傾 向が強い。

② 緑肥

£upa tori/J層を緑肥として 土壌に鋤込 み 、 ト ン 当 り 1 00kg/haの増収が得 られた。 またL竺旦では 2

5 t/haの土壌混入 で 1 . 2 t/ha 、 Sesban jaでは同 じ く 2 5 t /haの鋤込 み で 1 . 4 t/haの増収 （ ト ン 当 り 約 50

kg/ha ) が得 ら れている。 しか し緑肥の場 合 、 堆厩 肥よ り 収益の見返 り は少ない こ と 、 播種 、 栽培 、

窒素 固定 の 接種源等 で 手 間がか かる こ と 、 Sesban jaのよ う な緑肥作物の鋤込 み には ト ラ ク タ ー が

必要 で あ る こ と な どの 問 題 の ほ か に 、 生虹ざで は 50t/haの施用 で も 後 作 で 残 効 が認 め ら れ な か った

例 な ど もあ り 、 そ の効 果は安定 的とはい え ない。

③ グ ア ノ 、 鶏糞

Bane  Phrakhaoの塩類土壌の試験結果 で は 、 グ ア ノ 3 . 2 t/haの施用によ って 雨期作 で グ ア ノ 1 ト

ン 当 り 1 7 0 k g/ha 、 乾期作 で グ ア ノ 1 ト ン 当 り 40 0 kg/h aの増収が得 られた。 こ の結 果 か ら計算 する

と 、 グ ア ノ の価格が6000k i ps/t 以下 であれ ば 十分採算が採れる こ とになるが、 市場価格は8000k i

p s/t で 収益はなか った。

同 じ 塩類土壌で鶏糞 の 施用試験 の 結 果 では鶏糞 5 t/ha の 施用 に よ って ト ン 当 り 6 50kg/ha の 増収 と

な り 収益性 が き わ め て 高い こ と が判 明 し た 。 Bane Ph rakhao周 辺 で は養鶏場が あ り 、 こ の地域で は

鶏 糞施 用 が勧 め られている。

④ 有機肥料

Azobac 、 Azom i nとい った有機肥料の施用 は 、 対 照区 と ほ と ん ど差 が な く 、 200kg/ha程度の収量

差ではと て も有機肥料の施用 コ ス ト を償 う もので はな か った。

( 2 ) 化学肥料

① 雨期作

在 来種の雨期作栽培では 、 NPK-30 ( 1 5/1 5 ) : 30 : 0が最 も 収益の高い施 肥量 で あ った。 導入 品種の

RD- 1 0 、 I R-848 -44 、 I R-42 も同 じ 施肥量で収益が高 か ったが、 そ の他の導入品種 、 例 え ば I R-8 、 I

R- 24、 I R- 2 8 2 3- 103 、 NN- 7 5 - 1 、 B- 1014 、 CR-203 、 I R- 2 5 3- 100 、 I R-848-1 20では収量を高 め る た め

には 窒素肥料を 2 倍にする必要があ った。 施肥量を多 く し た場 合の在 来種の収量は 3 t/haであ った
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が 、 •9導入品 種は 3 . 5~5t/haの収量と な っ た 。
② 乾 期 作
乾期作 の モ チ 米栽培にはNPK-60 (20/20/20) : 30 : O の 施肥置がよ い。同 じ 乾期 作 でも ウ ル チ 米と導

入 モ チ 米 品 種 ( I R-253 -100、I R-848-120)の栽培には、 NPK-90 ( 30/30/30) : 30 : 0と施肥量を 多 めにす
る。窒素は、 基肥、 移植後20日 目 、 45日 目 に そ れ ぞれ 等量施用す る 。 こ の よ うな施肥置で期待 さ
れる収量は、 品 種 、 栽培管理に よ っても若干 異 な るが 、 概ね 3. 5~7. 5t/haである。

③ 収益 率
標 準 的な土壌では尿素の施用に よ って 、 尿 素1kg当 り 雨期作 では7. 8kg、乾期作 では8. 0kgの 籾

収量 の 増 加 と なった。つま り 、 124kipsの投 資 で424kipsの収益 が得られ 、 収益率は1 : 3. 4である。
一方塩類土壌では尿索1kg当 り 6. 9~7. 3 kgの 増収で 、 収益率は1 : 3. 1であった。

硫安 の 湛水 田での施用は、 pHの低下と硫化水索 の 害と思 わ れる葉の黄化を 来た し 、 収量は低下
し た。

④ リ ン 酸肥料
一般に リ ン 酸肥料は、稲の収量に対す る 肥効は低 い と さ れてい る 。 し か し Salakham試験場 の よ

う な 老化土壌 や 、 Bane Phrakhao の よ う な 塩 類土 壌 では その効 果 が顕著に認 められ、 リ ン 酸肥料1
kg当 り 73-86kgの 籾 増収も得られてい る 。

収量には直接結びつ かな く ても、 稲の リ ン 酸吸 収 に よる圃場 からの持 ち 出 し 量を補う意味で 、
30kg/ha程度 の 施用が望ま し い。ただ し リ ン 酸施肥量 を 30kg以上に増 や しても効果はない。塩類土
壌 で みられる リ ン 酸欠乏の改良には 、 無機 リ ン 酸 よ り も有 機 リ ン 酸が有 効 である。

⑤ カ リ 肥料
カ リ 肥料は、低地 の 稲ではそ の施用効果 が 全く認 められてい な い。塩類土壌 でも I kgの カ リ 肥

料 で 得ら れる籾 の 増 収は 5 kgと低率 である。
⑥ カ ル シ ウ ム 肥料
低地 の 稲栽培では、 石灰を 施用 しても収置はほ と ん ど 変 わらない。
4) 雑草 防除と水 管理
① 半 わ い 性 品 種 の 栽培で、 栽植距離 を2 5 x 25cmか そ れ以上と した場 合 、 2 回の手除草で収量

が1. 050kg/ha増加 し た。同 じ く長禅品種 で 1 回 の 手除草を 行った場 合は、 無 除草と比較 し て 、 移
植後 30日 目 の 除草は230kg/ha、60日 目 の除草は450kg/haの増収となった。

② 同 様 の 処理 を 、 25 x 25cm以下の密植栽培で行 っ た場 合 、 手除草は逆に収置を 低下 さ せた。
減収の程度は半 わい性品種 では、200kg/ha 、 長棒 品 種 では移植後 30日で620kg/ha 、 60日 目 で 295k
g/haであ っ た。

③ 除草剤Roustar 25EC (O xadiazon) 2L/ha、Ri l o f S 395EC ( Piperophos+Propani l ) l OL/ha 、 S
a t un i l 60EC (Thiobencarb+Propan i l) l OL/haの施用は、 手除草と比較 し て効 果が高 か っ た。 同 じ
＜ 除草剤 の Machete 60ECは 3 kg/haの施用で効 果があったが、 4kg/haでは薬害が認 められた。

④ 大型 トラ ク タ ーの耕起 、 整地は雑草 防 除に さ ほ ど有効 ではなく、 む し ろ 硬盤 の 破壊に よ っ
て 水 や肥料 の 流亡 を 招いて逆効 果 であった。
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⑤ 水 深 を調節して雑草 防 除 を 図るのが最も

現 実 的 であ る 。 ただし水 深は、 常に一定にする

よりは、 農家の実践にみられるように変化を つ

け た方 が収量 が高まる。
5 ) 労 働 時 間
Udomxay県のBane Beng公社で調査した、 慣 行

農 法の水稲栽培に要する労働 時間は表L3のよう

で あ っ た。

3 .  そ の他の食 用 作物

稲以外のラオスの食 用 作物 と しては、

表 L 3 慣行農法 に よ る 水稲栽培所要労働時間

労働 の 内容 人数 X 日 数／ha

3 t/ha) 

ロ コ シ、 サ ツ マ イ モ 、

ング ピ ー ン、大豆 が主たるものである。

播種床 の 準備
本 圃 の 耕起 、 整地
種籾播種 ( 6 0 kg)
移植苗 の 抜取 り
田植 (2 0 x 2 0 cm )  
施肥 (Eupa tor i  um+compo s t ,  
手除草
水管理、 畦畔作 り 、 害虫防除 な ど
収穫
圃場か ら の搬 出
脱穀、 乾燥
貯蔵

3

0

2

4

0
5

0

7

5

0

5

0

 

1

2

2

2

3

1

1
1

1
 

トウ モ

キ ャ ッ サ パ、落花生、

合 計 1 7 1 人 ・ 日 ／ha/ 1 作

マ

こ れらは一般 に 、 自 家消 費を 目 的として農家の家屋周 辺

に 小規模に栽培されている。 Vien tiane市内で は メ コ ン川の河川 敷にトウモ ロ コ シの菜 園 を多く認
めたし、また郊外でも家屋の周 辺に柵 を 巡ら せて豆類 を 栽培 している状況 が見 られた。 しかし水
田はあ っ て も 、 稲 以外の食用作物が モ ノ カ ル チ ャ ー 的に大規模に栽培 さ れている状況 には遭遇し
な か っ た。 した が っ て 自 家菜困の余剰生産物 が市 場 で 売買 さ れる程度ではないか と 推察 する。

ト ゥ モ ロ コ シ、 サ ッ マ イ モ 、

栽培 の研究 や 種 子 増 殖を行
っ ている 。 ト ウモ ロ コ シと

豆類 につい て、

育成 さ れ た 品種の概要は表
L4のL4のと お り であ る。

Haddo  K eo試験場で育成 さ
れた ト ウ モ ロ コ シ 品 種 、 HDK 4

は、集団選抜によって高 収性、

ベ ト病抵抗性が付与されてい

る 。 現在ラ オ ス農民の多 く が

こ の品 種を栽培 し 、 生産物 を

ベ トナムの飼 料工場な どに販

売している 。

こ れまでに

さらにC I MMYTか

ラオス国内
での適 応 品 種の選抜を継続中

ら 品種 を 導 入し、

である。 ト ウ モ ロ コ シ以外の
食 用 作 物に つ い ても、 品 種 改

良計画 が 始 められてお り 、 生

豆 類 と 云った食用 作物に 関しては 、 Haddo Keo農業試験場で育 種 、

4(l 

30 

20 

1 0  

。

表 L 4 育成 さ れ た 食 用 作 物 の 品 柾 概 要

作 物 名

ト ウ モ ロ コ シ

マ ン グ ピ ー ン

大豆
落花生

品 種 名

I IDK 4 
I IDK 1 2  
I IDK 0 0 2 ,  4 2 0 ,  4 2 5 ,  4 2 9  
I IDK 0 0 5 , 

＇ 

閲 色 F l 品 種

： 予 想 収 団
＇ 

＇ 

1 5 0 - 1 2 0 - ! 0 0 k g/h a 
2 5 - 9 0 - 6 0 k &/ha 
25- 90- 6 0 k g/h a 
2 5 - 9 0 - 6 0 k g/h a 

施 肥 団

4 ~ 8 t/ha 
! .  2 t/ha 
! .  8 ~ 2 t/ha 
0 .  8~ 0 .  9 t/ha 

作 （寸 面 ほ ( I OOOh a ) ． 生産 塁 ( lOOO l ) ． 出 収 ( I OO k 1 /h a )

50 

図 L 24  

1 97 8  

作付面后 生荏尼 掛 収
ドヤ•ヽ，』1 1 1 ・

1 980 1 9 8 1  

1 9 76-79 知の平勾（€を1978年で示し 1こ

1 9 8 3  
序

1 9 8 5 986 1 9 8 ’ I 

トウ モ ロ コ シ の 作 付 面 積 、 生産最 、 単収 の 推 移
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産者 に と って作 り や す

く 、 利 益の多 い 品 種の

育成を図 っ て い る 。

1 9 8 7 年 の 統計 か ら 、

栽培面積の大 き い 順 に

稲 以外 の 食 用 作物を並

べ る と 、 ト ゥ モ ロ コ シ

が栽培面積 2 4 , 800ha と

最大 で 、 収 穫 童 、 単収

は そ れぞ れ 3 5 , 700t 、

1 .  4 4  t/ha で あ り 、 こ れ

に 次 ぐ の が サ ツ マ イ モ

・ キ ャ ッ サ バ の 栽培面

積 1 6 , 600h a 、 収穫量 1 1

8 , 600 t 、 単収 7 . H t/h a  

で あ る 。 な お 、 ト ウ モ

ロ コ シ とサ ツ マ イ モ ・

キ ャ ッ サ パの過去 10年

間の 栽培面積 、 収穫量、

単収 の 推 移 を 図 L 2 4 、 L

2 5 に 示 す 。 そ の 他 の 食

用 作 物 は 統計上の記載

が な く 、 栽培 面積 も微

々 た る も の で あ る と推

察 さ れ る 。 豆類 で は 落

花生 の 栽培面積 が 6 , 500 

h a と 最大 で 、 収 穫 量 、

単収 は そ れ ぞ れ 5 , 600t 、

0. 8 6 t/ha で あ り 、 次い

で 大 豆の栽培面積 4 , 900 

h a、 収 穫 量 3 , 700t 、 単

収0. 7 6 t/h a 、 マ ン グ ピ

ー ン の 栽培面積 2 , 800ha 、

収 穫 量 1 . 9 0 0 t 、 単収0. 6 6 

t/ha と な っ て いる。

咋面積( l OOOh a ) ． 生産塁( l 0, 000 1 ） ． 昨 （ t/ha)
20 

1 5  

1 0 •一

作付面楼 生産塁 単収
日ヵt-rhl I l - l97H9年（り丘信を 1918 年芍しに

1 97 8  

1 97 8  

1 982 1 98 3  1 984 
年 度

1 986 1 9 87 

図 L 25 サ ツ マ イ モ 、 キ ャ ッ サ パの作付面 積 、 生産 量 、 単収 の 推 移
作付面后( IOOOha ) ． 生産塁 ( I 000 ! ) ． 単収( IOO k 1/ha )
1 6  

1 4  
· 1 2 

1 0  

2
 

1 97 8  1 980 1 9 8 1  1 982 1 983 1 984 1 985 1 986 1 987 
年 度

作付面楼 生産塁 単収HK嘗叶年』 1 1 
図 L 26 コ ー ヒ ー の作 付面積 、 生産量 、 単収の推 移

作付面積I IOOOh a ) ． 生産塁 ( 1 0, 000 1 ) ． 蛍収 Cl/h1 )
6 

1 9 80 1 98 1  1 982 1 983 1 984 
年 度

作付面箔 生産曼 単収l打忙19i魯1 1 1 

1 9 86 1 987 

図 L 27 タ バ コ の作付面積 、 生産量 、 単 収の推 移
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作付面 后 ( IOOOh a ) 生産塁 ( 1 0 , 000 1 ) ， 出 収 ( l/h 1 )

3 5  

3 0  

25 

20 

1 5  

1 0  

1 978  1 9 80 1 9 8 1  1 9 82 1 983  1 984 1 98 �  1 9 8 6  1 !18 '/ 
年 度

作付面積 生産塁 出収
げ＇ •ド和 1 1 

図 L 2 8  サ ト ウ キ ビ の 作 付 而 積 、 生産量 、 単 収 の 推 移

作付 面 積 ( I OOOha ) ． 生産塁 ( I 000\ ) ． 巣 収 ( I OO k 1/ha )

8 

4 ．  工芸作物

1 97 8  I H 80 1 9 8 1  1 9 82 1 9 8 3  1 9 34 1 985  1 98 6  1 98'1 

年 吝

作付iiliほ 生震霊 榮収
l, 1iI'星 I l 

図 L 29 綿 花 の 作 付面 積 、 生産最 、 単 収 の 推 移

ラ オ ス に お け る 主要 な 工芸作物 は 、 コ ー ヒ ー 、 タ パ コ 、 サ ト ウ キ ビ 及 び綿 花 で あ る 。 工芸作物

の生 産 は 、 解放前 の 内 戦及 び 解 放後の不 十 分 な 管 理 に よ り 大 き な 損失 を 被 っ た が、 近 年 次 第 に 回

復 し つ つ あ る 。
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綿 花 は 小規模 な 畑 で 天水依存栽培 が行 わ れ て い る 。 木製 の 綿 繰 機 で 綿 糸 を 採 り 、 木 綿 布 地 は 農

村 家 内 工業 の 原 料 と し て 利 用 さ れ て い る 。 1 9 8 7 年 の 栽培面積 、 収稜量 、 単収 は 各 々 5 , 60 0 h a 、 4 , 0 

O O t 、 0 . 7 1 t/h a で あ っ た 。

な お 、 コ ー ヒ ー 、 タ バ コ 、 サ ト ゥ キ ピ 及 び 綿花 の 過 去 1 0年 間 の 栽培面積 、 収穫量 、 単収 の 推移

を 図 L 2 6 - 2 9 に 示 す 。 コ ー ヒ ー は 近年栽培面 積 が 増 加 し て い る が単収 は 逆 に 低下 し て お り 、 収稜量

は さ ほ ど増 加 し て い な い こ と て い な い こ と 、 サ ト ウ キ ピ は 面 積 、 収 穫景 と も 急増 し て い る こ と が

分 か る 。

5 .  園 芸 作 物

果樹 で は 、 柑 橘 、 パ ナ ナ 、 パ パ イ ヤ 、 マ ン ゴ ー 、 コ コ ヤ シ 、 ジ ャ ッ ク フ ル ー ツ 、 ラ ン プ ー タ ン 、

レ イ シ 、 リ ュ ウ ガ ン 、 グ ァ パ 、 サ ボ ジ ラ 、 カ シ ュ ー ナ ッ ツ 、 パ イ ン ア ッ プ ル 、 タ マ リ ン ド 等 が栽

培 さ れ て い る 。 1 9'8 6 年 の 統計 に よ る と 、 果樹 は 栽 培面 秩 4 , 6 0 0 h a 、 収 穫鑓 5 6 , 1 0 0 t 、 単 収 は 1 6 . 1 5 t

/ha で あ る 。 ま た プ ド ウ 、 オ レ ン ジ は タ イ か ら 、 リ ン ゴ は イ ン ド か ら の 輸 入 品 が市場 に 出 回 っ て い

る 。 果樹 は 今後外貨獲得 の た め の 目 玉 商 品 の 一 つ に あ げ ら れ て お り 、 北部 の Ho u e i K h o t 試験場 で

は マ ン ダ リ ン 、 タ ン ジ ェ リ ン 等 の 柑橘 類 、 南 部 の KM2 0 試験場 で は ド リ ア ン 、 ラ ン プ ー タ ン 、 レ イ

シ 等 の 果 樹 類 の 研 究 が始 ま っ て い る 。

野 菜 で は 、 キ ャ ベ ッ 、 ハ ク サ イ 、 レ タ ス 、 ナ ス 、 ト マ ト 、 ビ ー マ ン 、 キ ュ ウ リ 、 カ ボ チ ャ 、 カ

リ フ ラ ワ ー 、 カ イ ラ ン 、 ダ イ コ ン 、 シ ョ ウ ガ 、 バ レ イ シ ョ 等 が 一 般 的 で あ る 。 ま た ラ オ ス の 野菜

は 、 バ ジ ル 、 ハ ッ カ 、 コ リ ア ン ダ ー な ど の 香 辛野 菜 の 種類 が 多 い こ と も 特 徴 で あ る 。 ラ オ ス 料理

に は こ の よ う な 香 辛野菜 が ふ ん だ ん に 使 わ れ て い る 。 1 9 8 6 ~ 8 8 年 に か け て 野 菜 の 栽培 面 稜 は 、 2 ,

7 4 1 h a 、 4 , 3 2 9 h a 、 9 , 6 2 0 h a と 急増 し て お り 、 ま た 収 穫量 も 1 8 , 6 9 0 t 、 3 0 , 3 0 0 t 、 6 8 , 4 7 6 t と 年 々 倍 増

の 勢 い で あ る 。 た だ し 、 単収 は ? t/h a と 変 わ ら な い 。 農業省傘下 の 農業試験場 で は 現在野菜 に 関 す

る 研 究 は 行 っ て い な い 。 Ha tdok K eo農業 試験 場 で は 1 9 7 9 年 ま で 野 菜 の 生産指導 を 行 っ て い た が 、

農 家 の レ ペ ル が 向 上 し た の で 、 1 9 8 0 年 か ら は 試験 場 と し て 野菜 の 栽培試験 は 取 り や め た と い う 。

こ の よ う に 園芸作物 の 振興 の 兆 し は あ る が 、 ラ オ ス で は 食料 自 給 の た め の 食用 作物 、 外貨獲 得

の た め の 工芸 作 物 の 生産 が 優先 さ れ て い る 状 況 に あ り 、 そ の 発 展 に は い ま し ば ら く 時 間 が か か り

そ う で あ る 。
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w 農業 関 係 の 試験研究組織 と 農業教育

1. 試験研究組織
1) NAR SとNARC
ラ オ ス の 農業 関 係 の 試験研究機関 の 現状に つ い て 簡 単に紹 介 する。1975年の革命以前 から農業

試験場は存続 して いたが、革 命後、研究 ス タ ッ フ の絶 対数 の 不足、農業政策 の 見 直 し、連携 的 な
研究体制 の 欠如、財政上の 理 由 等 から、試験研究 機関 の 機能低下、廃止が進み、 そ の組織は縮小
し た。 ラ オ ス 人民民主共和 国 の 独立宣言後、19 7 5--- 19 8 4年ま で 試験研究を 継続 して き た のはHat
Dok  Keo と Salakham の 2つ の 試験場 のみであった と い う 。 ラ オ ス 人民民主共和 国 も 国情が安 定 して
く ると、新政府の下 でも農業 の 発展に及 ぼす試験研究 の 重 要性は次第 に 認識さ れる よ う に な り、
198 4年に 新たに農林省傘下 の 試験研究機関の再編 ・ 強 化を 進 める 目 的 で NARS （農業研究シス テ ム）
が発足 し た。 この シ ス テ ム の も とで、試験研 究 の 担 い 手として活動を 始 めた のが国立農業研究 セ
ン タ ー (NARC)で あ る。

NARC成立 ま で の 経緯は以下 の よ う な も ので あっ た。 198 4年以前は試験研究槻関に対する政府の
協調政策 も な く、Vi enti ane周 辺の農業 試験場、 プ ロ ジ ェ ク ト な ど で別個独立 に 細 々 と農業研究活
動が続 け ら れて いた。 し か し UNDP 、 FAOの協 力のも と に ラ オ ス政府が総 合農業開 発 プ ロ ジ ェ ク ト を
始 め よ う と し た 際、ま ず直面 し た のが農業技術情 報 の 不足 であ る 。農業研究 の 必要性を 再認識 し
た ラ オ ス 政府は、 農業研究組織 化 国 際 サ ー ビ ス (I SNA R)に国 内の膜業関係 試験研究機関の再編整備
に つ い て の 基 本方針 と 効 率 的 組 織 化 の 提 案を 求 め た。 I SNARはNaphok試験場を 国立農業研究 セ ン タ
- (NAR C)の 中心場 所に発展さ せ 、外 国 の 技術 援助 を 受 けて新 しい研究組織整備を 行う こ とを 提案
し た 。

提案 を 受 けて、 さ っ そ く UNDP、ADB、 ラ オ ス 政 府 は 合 同 で、膜業試験研究の組織強化計 画 プ ロ ジ
ェ ク トを 発 足さ せた。そ の 内容は、

(1) 現在活動中の農業関係試験研究機関を 再組 して、国立農業研究シス テ ム (NARS)を 発 足さ せ
る。

(2) 試験場 か ら 農家の圃場 レ ペ ルまで 、 試験研 究の頷域拡大のた めの ス タ ッ フ の研修
(3) Naphok、Salakham、Hat Dok  Keo の3試験場の研究業務調整
(4) 農業政策と合致 し た 長期、中 期の試 験 研 究 課題 の 設定
であり、組織完 了ま でに与 え ら れた期間は18 カ 月 であった。
こ の よ う に して発 足 し た NARCは、 ラ オ ス 国 内 の 全て の 農業試験研 究の企画、調 整、運営に責任

を 持つ 立場にある。現在NARC は Naphok試験 場 を セ ン タ ー として国内 11 ケ 所に試験場を 配 置 してい
る。研 究 対象作物は、水稲、陸稲 の 他、 ト ウ モ ロ コ シ、サ ト ウ キ ビ、豆類、キ ャ ッ サ バ、綿 な ど
の畑 作物 が主 であるが、そ の 他、北部 の Houe i K ho t試験場ではマ ン ダ リ ン、タ ン ジ ェ リ ン等の柑
橘 類、南 部 の KM20試験場 では ド リ ア ン、 ラ ン プ ー タ ン、 レ イ シ 等の熱帯果樹 類、同 じ く Ban I tou  
試験場 では輸 出 膜産物と して の コ ー ヒ ー 、 カ ル ダ モ ン、チ ョ ウ ジ、 ゴムにつ い て も 研究を 行って
いる。NAR C傘下の各 試験場 の 配置状況は図L 3 0 に 示 す と お り である。

-99-



2 )  V i en t i ane近郊の
NARC組織下の農業試験場

V i ent i ane周 辺にNARC 3

場 所(Naphok 、 Hat Dok K eo、
Salakham試験場）があり、

今 回 調 査 団 は駆 け 足 でこ

れ ら の試験場を訪 問 した。

各試験場の職員数は、
Naphok試験場 が42名、

Salakham試験場が25名、

Hat Dok K eo試験場が29名

で あ り 、 また3 場所合計

の研究者 数は49 名 で あっ

た。 学歴別 で はPhDの 2 名

を 含 む 学士 以上は26 名 で、
そ の他は鹿業専 門 学校卒
の技術士 な どである。

Naphok 、 Hat Dok Keo 、

Salakham試験場はラオス

国 内の農業試験場として

は比較 的 規 模 が大きい組

ヽ
／
 

I
 、．

試験場名

Naphok 
Sal akham 
Had Dok Keo 
Tha Ssano 
Phone Ngam 
Ban I tou 
KIi 2 0  
Pakcheng 
H i n  Heup 
Namtame 
Houe i Khot 

Do 

対 象 作 物

食用 作物 全般

ト ウ モ ロ コ シ 、 豆類 ほ かtIll 作物
稲 、 ト ウ モ ロ コ シ
稲 、 ト ウ モ ロ コ シ 、 豆類 、 サ ト ウ キ ピ
コ ー ヒ ー 、 丁字 、 カ ルダ モ ン 、 ゴ ム （ 佑 出 作物 ）

J
． ． nan l lou 

煉作物 、 果樹 " 20 
畑 作物
（建設途 中 ）
稲 、 ト ウ モ ロ コ シ 、 綿
煉作物 、 柑橘

ロ
織 で あ り 、かかる状況か
ら判断して、 ラオス全国
の農業研 究者総数は150名 前後ではないかと推定 している。このように研究者の絶体数不足のため 、

現段階では研 究の深 化よりも、より実用性の高 い 優良 品種の選定 と そ の増 殖に力 点が置かれてお
り 、 研究 内 容は導入品種の生態特性解 明 や 耐 病虫 性の検定など、 品種比較が中心である。

図 L 3 0 NARCの 農 業 試験場 の 国 内 配 四 状 況

食用作物の生産に関 す る 試験研究 では、Ha t D o k  Keo農業試験場と、 S alakham稲 作試験場が中心

的存在である。 そ の活動の概略を紹 介する。
(1) Hat Dok Keo農業試験場(Hat Dok Keo Agric ul t ural Station) 
試験場の設立は1964年である。1980年から外 国 の援 助を受けて 農場の修復が行われ、組 織も 6

セ ク シ ョ ン に増えた。圃場面積は20 ha。研究 目 標として、

① 稲 以 外の主要作物（緑豆、大豆、 ト ゥ モ ロ コ シ、 落花生、 ジ ャ ガイモ、 タ バ コ 、 小麦など）

の品 種改良と栽培法に関する試験
② ト ウ モ ロ コ シ と 豆類の種子生産 、 増殖
③ 地域農業技術者 (prov i nc ia l techn i c i an ) の研修

を掲 げて い る。この他果樹の育苗試験も行 っ ている。
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H a t  Dok  K eo鹿 業試験場 は メ コ ン 川 の 河岸 に あ り 、 常 時 灌 祇 可 能 な 固 場面積 は 1 0 h aで あ る 。 土 填

は 沖 積 性 砂壌土 、 弱酸性 で か つ 肥沃度が高 い た め 、 1 年生作物並 び に 果樹 の 栽培 に 向 い て い る 。

し か し 本 試験場 で の 研究 槻能 は 十分 活 動 し て い る と は い い 難 い 、 と の 評価 が な さ れ て い る 。 そ

の 理 由 と し て 、 研究 ス タ ッ フ が 定着・し な い こ と 、 財政 支 援 が 乏 し い こ と 、 河 川 の 氾濫 の 危 険 性 が

高 い こ と 等 が 挙 げ ら れ て い る 。

( 2 ) S a l a kharn稲 作試験場 (S a l akham R i c e R e s e a r ch S t a t i on) 

1 9 5 4年 に 稲 の 研 究 セ ン タ ー と し て 設立 さ れ 、 F AO の 援助 の 下 に ラ オ ス の 中 央稲作試験場 と し て 長

く 試験 研 究 を 続 け て き た 試験場 で あ る 。 圃 場 面積 は 2 0 h a 。 研究 目 標 と し て

① 稲 の 品 種 改良 （ 新 品 種 の 導入 、 育種）

② 稲 の 種子 増 殖

③ 稲 作技術者 の 研 修

を 掲 げ て い る 。

現在試験 に 使 わ れ て い る 圃 場 は 8 haで あ る が 、 う ち 2 h a は 地下 水 を 利 用 し て灌漑可能で あ り 、 水

稲 2 期 作 の 栽培試験が実施 さ れ て い た 。 H a t Dok K eo 農業試験場 と 同様 に 、 年 間 に 消 化 で き る 試験

課題数 は 3 ~ 4 と 少 な い。 そ の 理 由 は や は り 人 的 、 資 金 的 な 問 題 で あ る 。

( 3 )  · N aphok農業試験場 (Naphok A gr i c u l t u r a l R e s e arch  S t a t i on )  

政 府 が 掲 げ て い る 食料 自 給 計 画 （穀類 の 増 産 、 作 付 品 目 の 多様化） を 遂 行 す る た め に は 、 膜業気

象 的 地域 区 分 に 従 っ て 膜業試験場 を適正配 置 し 、 研究 の レ ペ ル ア ッ プ と 有用 技術 の 開 発 を 図 る 必

要 が あ る 。 ま た 膜 民 の 指 導 、 教育 も 必要 で あ る 。 こ の よ う に 総 合 農業開発 プ ロ ジ ェ ク ト の 中 で 研

究 、 教 育 部 門 の 中 心場 所 と し て 、 UNDP 、 FAO の 協 力 の も と に 1 9 8 4 年 に 設立 が決定 さ れ た の がN apho

k農業試験場 で あ る 。

圃 場 面 積 は 3 0 h a 。 V i en t i ane市 か ら 2 5 km離 れ た 、 Xay t hany D i s t r i c t の Ban Tha Dok K h am に 位 置

す る 。 土 壌 は 代表 的 な V i en t i ane平 原 の 沖 積 土 で あ る 。 圃 場 は 淮 漑 、 排 水 が整 っ て お り 、 区 画 は 方

形 に 区切 ら れ て い る 。 設備 は オ フ ィ ス 、 実 験 室 、 倉庫 、 乾燥 舎 、 農 機 具 庫 、 宿 舎 が あ り 、 1 9 8 5年

か ら 整 備 が始 ま っ た 比較 的 新 し い 建物 で あ る 。

こ れ ま で の 研 究 実 績 は

① 水 稲 、 ト ウ モ ロ コ シ 、 サ ト ウ キ ピ 、 大 豆 、 緑豆 、 キ ャ ッ サ バ 、 緑肥 (Ses ban i a ) の 品種比較

試験 。 一 部 、 施肥 、 病 害 虫 に 関 す る 試験 も 含 む 。

② 稲 と ト ウ モ ロ コ シ の 種子増殖 。

③ 農業技術者 の 研修 。

で あ る 。

N aphok農 業試験場 で は 農業技術者研修 用 の 施設 、 備 品 が 整 っ て お り 、 こ れ ま で 4 5 名 の 技 術指導

者 （研 修 コ ー ス 終 了 者 ） を 送 り 出 し て い る 。

3 ) NAR C の 改革 提言

NARC は 発 足 し て 間 も な い 組織 で あ る 。 そ こ で 、 そ の 組織強化 の た め 以下 の 改革案 が提案 さ れ て

い る 。
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( 1 ) 今後 5 ~ 7 年の 近 い 将 来に お い て 、 研 究職員数 を 現在の2倍にする。 ま た 試験研究槻関 を
新たに2つ 創設 する。 一 つ は 畜産 、 家畜衛生 研究 所 、 い ま 一 つ は 農業 、 社会経済 の 分野も包括 し
た 農 林総 合 研 究 所である。

( 2 ) 鹿林 省傘下 の 現在 の 試験研究機関を 、 作物 生産 、 畜産、林業 の 各分 野 毎に再 編 整 備 す る。
(3) 農林 省 に 科学技術会議を 設立する。 科 学技術会議 の 評価委員 会 は NARC の 人事 、 財政 、 必 要

投 資、研究 計 画、研究成果 の エ パ リ ュ エ ー シ ョ ン を 行 う 。
(4) 地域別に農業研究 の 拡大を図る。 短期 計画では 、 V i ent iane 、 Champasak 、 Savannakh e t 、 L

uang Prabangの4地域を 重点と し た 研究強化を 行 う 。 既存の イ ン フ ラス ト ラ ク チ ュ ア ーは最大 限
に活用する と しても、 依然ス タ ッ フ の 確 保 や 財政 上 の 制 限が あ り 、 問 題 は 多 い 。

( 5 ) 農業研究と現場と の 結 合 を 強 めるた め 普及活動 を 強化する。 こ れ ま で の 研究の弱点は 、 そ
の 成 果が普 及 に 効 率 的に結 び付 か な い こ とで あ っ た 。 そ こで例 え ば、NARSと普及員と の 連携 チ ー

ムで膜 家 圃 場 を 使っ た 試験 を 組 み 立 て る と い う 試 み を 行 う 。 農 家 か ら の 情 報 は 次 の 研究 計 画 作 成
に フ ィ ー ド バ ッ ク される。

(6) 人 的 資 源 の 強化 、 能力 開 発を図る。 こ のた め NARCはそのス タ ッ フ に 全責任 を 持 ち 、 識員の
研 究の持続性 、 安定性を 保証 する必要がある 。

4 ) 人 的 資 源と研究 開発
( 1 ) 研究職員の研修
研究者の 資 質 向 上 の た め、 こ れまで に 29 名 の研 究職員 、 技術士を国 際機関 な ど に 派造 し て き た 。

研 修の分 野 と 課題 は 以下 のとお り で あ っ た 。
① 土 壌 （土壌分 折、土壌分類、施肥改善 ） 。
② 稲 作（品 質評価、遺 伝 資 源管理 、 病害虫 防 除、栽培法 ） 。
③ サ ト ウ キ ピ（栽培 、 品 種選抜 、 育種） 。
④ ト ウ モ ロ コ シ （交配法 、 栽培と病 害 防 除） 。
⑤ 植物 保護 （植物検疫と病害防除） 。
⑥ 種子増殖 （種子生産技術） 。
⑦ 普及 （計 画 法 、 研修 法 、 管 理 、 印刷 ） 。
今後も人 的 資 源の資質向上を図るた め 、 積 極 的に研 修 の 機会を 活用 する。
( 2 ) 研究 開 発
こ れ ま で 停 滞 気 味 で 調整が遅 れ ていた 研究 活動 であるが、最近は農業生産上有益ないく つ か の

成 果 が得 ら れて お り、 こ の 結果、稲 の 集約 栽 培地 域で は 単収 の 増加が顕著 に 認 め ら れ て いる 。 例
え ば稲の品 種育成 に つ い て は 、 乾期 、 雨期共 に 収 置の高 い い わ ゆる ダ プ ル ク ロ ッ ピ ン グの品種が
見いだ さ れ て いる。 CR-2 03, B-1014 , RD-10 , C Hと い った品 種 で ある。 ま た 雨期作で は 、 Sanpato
ng, Homma l  i .  Do Nang Nouan , Do Dok T i ou, RD-6 , RD-8といっ た 高収性の主要品 種が明 ら か にさ
れた。 そ の 他 、 I RR ! 、 ベ トナ ム食料公社との共 同 研究 でも いくつ か の 有望 品 種が選 定 さ れ て お り 、
現在普及に 移 す べく種子増殖が行 わ れて いる 。

一方栽培法 の 改善につ いても、稲 の 栽植 密度試 験 の 結 果 か ら 株間2 0cm x 2 0cmを 推奨 し 、 V i enti
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ane平 原 で は 多 く の稲 作 農 家 が現在 こ の栽植密度 を 採 用 し てい る 。 ま た サ ト ウ キ ピ で は 畦 幅 1 . 2 m を
推奨 し て 広 く 農 家 に 受 け 入 れ ら れ つ つ あ る 。

こ のよ う に研 究成果が、 具 体的な生産技 術として農 家 に 活用 さ れる場面が多 く なって きた こ と
は喜 ば しい 限 りで あ る。 し か し例え ば栽培 法の改 善 に 関 して も 、 栽植密度だ けではな く 、 基盤整

備 、 作型 、 水管理 、 雑 草 防 除 、 病害 虫 防 除 、 施肥 技術など、 多 く の解 決 しなけ れ ばな ら ない 問 題
を 抱えている。 また 研 究 対 象作物 も 、 稲に限 ら ず 、 キ ャ ッ サ バなどの食 用 作 物 、 サ ト ウキ ピなど
の工芸作物等 多 く の種 類 が あ る。

NARC の 組織として取り組 むべき研究課題は 多 い が 、 現時点で はスタ ッ フ の数 、 資金の不 足 か ら 、

短期 間で著 し い 研 究成果 を 期 待 するのは無 理であ る 。 研究 も ま ずは品 質比較試験な ど 実 用 性の高

い 項 目 か ら 始め、 徐々に研究内容の深 化 を図る べ きで あ ろ う 。 同 様に若 い 研究者 も 、 それ ぞれ ニ
ー ズに応 じ た割 ふ り を 考えて教育する必要が あ る。 さ ら に研 究者の職域の拡大 や 階級付け も 、 今

後の研 究 の 活性化に刺 激となる で あ ろ う。
5) 国 際機関に よ る研究協 力と研究環境整備
農業研 究の重要性は政府 も 認識 を 深めてい る と こ ろ で あ り、 試験研究体制の整 備 、 拡大が進 め

ら れ て き た。 ま た 一方 で は 国 際 機 関の資 金 援 助に よ る い く つかの プ ロ ジ ェ ク ト も 開 始され、 こ の
ような国 際機関から受ける資金 · 技 術 協 力 も ラ オ ス 国内の研 究斑壊整備に大 い に 貢 献 している。

( 1) 農業研究計画(UNDP/ADB/LA0/88/0 0 4)
前述の よ うに UNDPの 資金援助 で 発 足したプ ロ ジ ェ ク ト で、 そ の 目 的 はラオス国 内 での農業研究

体制の ネ ッ ト ワ ー ク を確立する こ とにあっ た 。

(2) 世 界 銀行の高地農 業 開発計画
世 界 銀 行の 資 金 援 助に よる高地農業 開発計 画 が 提案 さ れている。 そ の内容は高地作物 研究普及

セ ン タ ー を 国内 2 カ 所 （北部はV i ent iane県のHin Heup 、 南 部 は Champasak県のBan l t ou)に設立す

る も の で あ る。 Champasak県のBan I touの高 地 作 物 研 究普及 セ ン タ ー の場 合 、 設立の 目 的 に 掲 げ ら

れているのは焼畑による土地の荒廃 防止 、 高 地作 物の収董増大 、 輸 出 品 目 として 価値の高い コ ー

ヒ ー の品 質 向 上 、 セ ンター 内での普及員の研 修に よ る 膜業生産意欲の刺 激等で あ る。
6) 農業研究 を進めているNARC以外の プ ロ ジ ェ ク ト
NARC以外に も 農業研 究 を進めている プ ロ ジ ェ ク ト 研 究農場 がある。 その一例としてあ げ ら れる

のが、 今 回調査 団 が訪 問し、 またその後の調 査活 動 で も 多大の協 力 を 得たJ I CAの派造 専 門 家 、 安
尾博士が技術協 力 活動 を 行 っ て いるTha Ngon農場 で ある。

Tha Ngon農場は、 V i ent iane郊外のTha Ngon地 区 内 に あ り 、 お も に水稲を対象とした 灌 漑に よ る
農 業生産力向上の現地 実証試験センタ ー として設 立 さ れた。 1971 ---74年にか けて、 ア ジア開 発 銀

行 、 日本政府の資 金援助 を 受けて完成した も ので あ る。 灌漑の受益面積は6 1 0 ha 、 受益農家数は約

620戸。 しかし1975年の革命 後 、 運営予算 、 技術 者 不 足によ り 農場機能が著 しく 低下 し た。 そ のた
めラオ ス 政府は 1986年、 Tha Ngon膜場の再建 を 日 本 に 依頼 し、 日本の援助で農場 改 修 が 1987---89

年にかけて行 われた。 完エ 、 引 渡 しの後 、 日本か ら 技 術 専 門 家 が 派造され、 こ こ で営農 、 稲 作 の

指 導 を しているのが安尾博士 で あ る。
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Th.a Ngon農場 で は 、 管轄下 の 周 辺農 家 の 農 業 資 材 の 投下状況 、 経 営 調 査 を 行 う と 共 に 、 土 埃 診

断 、 施肥 、 水 管 理 、 品 種比較試験 に 基 づ い た 地域 膜業 の 技 術 開 発 と 普 及 を 行 っ て い る 。 例 え ば 、

Tha N gon地域 の 農 家 の 平均所有農地 は 、 水 田 1 . 9 h a 、 畑 1 . l h a で あ り 、 村 落 の 自 宅 か ら 水 田 ま で の

距 離 は 平 均 2 . 7 km で あ る 。 当 地 区 の土壌 の pH ( K C l ) は 4 . 4 ~ 4 . 9 で 、 土壌 の 有効 態 リ ン 酸 (Bray Il ) は

3 . 5 - 9 .  9 ppm の 範 囲 に あ り 、 有効態 リ ン 酸 が 多 い 土 壌 ほ ど 多収 田 で あ っ た ( 3 . 5 ppm で は 2 t/ha以下 、

9 .  9 ppm で は 3 . S t/ha以上 ） 。 ま た ベ ト ナ ム の CR-2 0 3 、 イ ン ド ネ シ ア の B- 1 0 1 4 と い っ た 新 し い 品 種 も

導入試作 し 、 多 収 で あ る こ と を 明 ら か に し て い る 。 こ の よ う に 、 農業試験場以外 で も 農業技術 は

創 出 さ れ て い る 。 た だ し Th a N gon農場 の 活動 の 当 面 の 目 標 は 、 地域 の 平 均単 収 2. 8 t/ha を 3 . S t/ha 

ま で 向 上 さ せ る 点 に あ り 、 そ の 一 環 と し て 研 究活 動 も 位 置 づ け ら れ て い る 。

2 .  農業教育 と 普及

1 ) ・ 農業教育

1 9 8 5 年 の ラ オ ス 政 府 資 料 に よ る と 、 ラ オ ス の 教 育 制 度 は 1 1 年 制 で あ り 、 初 等教育 の 小学校 ( 5 年 ）

は 全 国 で 7 , 5 0 0 校 、 生徒数 は 4 9 万 6 千 人 、 中 等教 育 の 中 学校 ( 3 年 ） は 4 9 5 校 、 生徒数 7 万 人 、 高 等

学 校 ( 3 年 ） は 7 0 校 、 2 万 人 の 在 学 数 で あ る 。 教 師 数 は 3 万 人 。 教育施設 の レ ベ ル は 、 小 学 校 が 部

落 、 中 学 校 が 町村 、 高等学校 が 郡 を 単 位 に し て い る と 考 え て よ い が 、 小学校教育 は青空教室 に 近

い も の も 多 い (Tha N gon膜場 の 近 く で の 観察 ） 。 学 期 は 9 月 か ら 始 ま る 。 1 5 ~ 4 5オ ま で の 識字率 は

8 5 ％ と 高 い 。 高 等学校 終 了 後 の 高等教育機関 と し て は 、 国 内 に 高 等 師 範学校 、 医療専門学校 、 郵 便

通 信 専 門 学校 な ど 大学 ま た は 単科 専 門 学校 に 相 当 す る も の が 8 校 あ る 。 農業 関 係 で は 大学 は な い

が 、 農 業 技 術 専 門 学校 (Agr i c u l t u r a l Co l l e g e) が 全 国 4 地 区 (Nabong V i en t i ane ,  S avann a kh e t ,  

Champ a s ack ,  L uan g P r abang) に 配 置 さ れ て い る 。 し か し 大学以上 の 上級 コ ー ス の 修 学 （学 士 あ る い

は さ ら に そ の 上 の 修 士 、 博士過程） は 、 ソ 連 、 東 ド イ ツ 、 ハ ン ガ リ ー 、 ベ ト ナ ム な ど の 共 産 圏 あ る

い は フ ラ ン ス 、 タ イ な ど へ の 国 外 留 学 し か道 は な い 。 1 9 8 5 年 の 統計 で は 、 海 外 留 学 生 は 過去 1 0 年

間 に 総 数 1 0 , 5 1 0 人 に 達 し て お り 、 そ の う ち 約 6 、 4 0 0 人 が留 学先 か ら 掃 国 し て 、 各部門 で就業 し
9

て い

る と の こ と で あ る 。 こ の う ち 何 名 が膜業関係 か は 不 明 で あ る 。 ま た Naphok農業試験場 の 例 の よ う

に 、 農 業 技 術 士 育 成 の た め 、 農業専攻学生 の 短期 研修 も 行 っ て い る (Naphok試験場 で は 1 7 名 、 4 カ

月 半 の コ ー ス ） 。

2 )  農業普及

5 カ 年 計 画 の な か で 農家教育 と 生産 体 制 の 強化 の 項 で も 述 べ た よ う に 、 政府 は 農 ・ 林 専 門 学 校

を 通 じ て 農業技術士 の 育成 に 努 め て お り 、 現在 は 1 県 あ た り 4 ~ 5 名 の 農業技術士 が配 置 で き る

よ う に な っ た と い う 。 国 内 の 稲 作 技 術 向上 の た め 、 毎年農林省か ら 各 県 に 技術士が派遣 さ れ る が 、

膜業技術者 の 多 く は 農林 省 の 中 枢 で 働 き 、 ま た は 都市 に 住 む こ と を 希望 し て い る の で 、 農業技術

者 の 不 足 に 悩 む 地方 の 県 は 多 い 。 そ の 結 果 、 技術 普及 担 当 者 の 不 足 あ る い は 普及組織 の 欠 落 に よ

っ て 、 農 家 に 試験研究成 果 の 恩恵 が も た ら さ れ な い と い う 問 題 が生 じ て い る 。 例 え ば優 良 品 種 を

知 ら な い 、 誤 っ た 肥料 、 農薬 の 使 い 方 を し て い る 等で あ る 。

農業 の 普及活 動 は 、 本 来 県 ま た は 郡 の レ ペ ル で の 行 政 の 責任 に 掃 す る も の で あ る 。 総 合 農 業 開
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発 プ ロ ジ ェ ク ト で は 、 普及効 果 を 高 め る た め 、 模 範農 家の 圃場 で 品 種比較試験の デ モ ン ス ト レ ー

シ ョ ン を 行 っ た り 、 ま た テ レ ピ 、 ラ ジ オ 等の マ ス メ デ ィ ア の 利 活 用 に よ っ て 、 限 ら れ た 普 及 要 員

の 中 で よ り 広域の農家 を 対 象 と し た 教育 ・ 宣 伝活 動 を 図 っ た り も し てい る 。 ま た 稲 と サ ト ウ キ ピ

で は 、 農家 を 対 象 と した 栽培 法の ト レ ー ニ ン グ コ ー ス も設 け ら れ て お り 、 さ ら に ラ オ ス 、 オ ー ス

ト ラ リ ア 共 同の家畜飼料 プ ロ ジ ェ ク ト で は 、 普及部門 を 持 ち 現場 への技術の伝達 も 積極 的 に 進 め

てい る 。 残念なが ら 現在の普及活動の多 く は V i en t i ane平原 に 限 ら れてい る の が実情 であ る が 、 今

後の ラ オ ス の鹿業発展上 、 膜民教育 、 す な わ ち 普 及活 動 が き わ め て 重 要な役割 を 果 た す で あ ろ う

こ と に つ い て の認識 は 行政 サ イ ド に 次第 に 浸 透 し つ つ あ る 。
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V .  ラ オ ス の稲作 と 病害虫 問題

1． 稲作概況

食糧作物として、 稲は第一 番 目 に重要であ って、 つ いで ト ウ モ ロ コ シ、 根菜類 （ タ ロ イ モ 、 サ ッ

マ イ モ 、 ジ ャ ガ イ モ ） の順になる。 キ ャ ッ サ バは政府の統計 1 ) には載 っ ていないが、 V i en t i an e か

ら 約 70km離れた Nam Ngun ダ ム の 直前 の農家 圃 場で、 我 々 も 目 撃している こ とか ら、 商 品価値は低

い も のの、 農家では小規模 （家庭菜園 的 ） に作 付している ものと思 われる。

国土 2 3 6 , 800km 2の う ち 、 山 脈、 丘 陵、 高 原が 90％以上を 占 め、 穀倉地は、 V i en t i ane、

S annakh e t 、 Champas a c k平野にみ られる。 全作物の作付面積は、 19 8 8 年で8 6 8 , 418haで、 耕作地の

利用 は表L5 に

示 さ れる。 稲

は そ の約 60%、

5 24, 800haであ

る 。 稲 の うち 全

表 L 5 ラ オ ス の 耕地利用 と 稲 作 ( 1 9 88年 ） l )

作 付 面 積

Cha ) （％ ） 

耕 地 （ 茶 、 コ ー ヒ ー 、 果樹 を 含む ） 868 .  4 1 8  1 0 0  
穀 類 8 1 4 , 5 0 0  

稲 524 , 8 0 0  6 0  1 00 
雨期作（主 と し て 天水 田 ） 3 1 1 .  3 0 0  5 9  
乾期作 （ 灌漑田 ） 1 1 .  4 0 0  ( 22 ) *  
陸 稲 （ 焼 畑 ） 2 1 3 , 5 0 0  4 1  

ト ウ モ ロ コ シ 37, 8 0 0  4 
根 菜類 27, 80 0  3 

雨期に水 田 （主

と して天水 田 ）

作付面積が5 9 % 、

陸稲 ＊ が41％を

占 める。 乾期 ＊ ： 延ぺ作付面 積 で 、 雨期 作 地 と 重 筏す る 。

に は、 灌 漑 田

も み 生 産 量 も み 収 量

( t ) （％ ） ( t/ha)  

I .  0 0 3 .  4 00  J O O I .  9 1  
686 ,  I 0 0  6 8  2 . 20  
34 , 5 0 0  3 3 .  02  

282 , 8 0 0  2 8  l .  3 2  

（ 全稲 田 の 2 2 % ） で、 感光性 の 低い近代改良品種 が作付 さ れ る 。 も み 収量 ( t/ha) は、 全 国平均で1. 9 

1、 雨期作で2 . 2 0 、 乾期作で3 . 02 、 陸稲で1. 3 2である。 州 ごとの作付面積は、 8 6 - 8 9 年の デ ー タ か

ら して も、 年による変動が著し く 、 順位 さ え 入れ替わ るが、 1 9 8 8 年では Savannakh e t 、 Champasa

c k、 O udomx ay 州 の 順序になる。 平均 も み 収 量 は、 V i en t i ane州で最高 3 . 42 、 最低はS ekong州 の 0. 6 

8 t/ha である。 首都であるV i en t i ane州 は灌漑面積 6 , 302ha で、 濯漑面積率は17％で最 も高い。 こ の

州 で の 平均 も み 収 量 は 、 灌漑 田、 天水 田、 陸 稲畑 で 3 . 3 9 、 2 . 8 5 、 1. 20 t/haである I ) 。

ラ オ ス にお け る米 （ も み ） の全生産量、 作付 面積、 平 均収量 の 51年以降 の 変化は、 我 々 が訪れた

他 の 3 国 （ タ イ 、 ネ パ ー ル、 フ ィ リ ピ ン ） と共に、 図L31に示 さ れている。

* : Ra i sと呼ばれ、 s w i ddens ( = s l ash and b u rn c u l t i va t i on 焼畑 ） である。

2 . 品 種、 肥培 管 理

ラ オ ス の稲作 の 特徴は、 モ チ 品種が き わ め て多い こ とである。 ラ オ ス には 3 つ の主要 な人 種 グ

ル ー プと6 8の少数民族がいる 8 ) 。 低地に住 む タ イ 族を除いて、 彼 らの多 く が モ チ 米 を主食として

いる 4 ) ＊。

Tha Ngon 国営農場地帯約 6 50ha で の 調査で は、 8 8年 雨 期作で2 6 品 種が作付 さ れた 。 そ の う ち
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3％が在来 種 、 76％が モ チ で あ っ た 。

乾 期 作 は 灌 漑 さ れ て い る 水 田 の

み で作 付可 能 で 、 感 光 性 の 低 い

近 代 品 種 で あ る 。 主 な 品 種 と 収

量 は 表 L6 に 示 さ れ る 。

稲 の 植 え 付 け 時期 は 、 原 則 と

し て 雨 期 で あ り 、 品 種 と 関 係 す

る 。 生 育期 間 は 在来 種 1 45 ~ 1 5 0  

日 、 改 良 品 種 1 25 ~ 1 3 0 日 で あ る 。

雨期 作 の 播 種 は 5 月 下旬 ～ 6 月

上 旬 ま で に 行 わ れ 、 1 0月 頃 出 穂

す る 。

＊ ： き き と り 調 査 で は 雨期 作 の

9 0 ~ 9 5 ％ が モ チ で あ る と い う 。

3 ． 病 害 虫

Sal akham R i ce Research S ta

t ionか ら 、 1 9 75 ~ 1 9 88年 ま で 1 3

年 間 に わ た る 低地稲 研 究 に 関 す

る 報 告 書 が 出 て い る 6 ) 。 そ れ か

ら 該 当 部 分 を 引 用 す る 。

1 0  
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a． 害 虫 の 発 生

図 L 3 1  タ イ 、 フ ィ リ ピ ン 、 ネ パ ー ル 、 ラ オ ス に お け る も みの 全生産 量 ( A ) 、
作 付 而 桁 (B ) 、 平均 収 最 (C) の 1 9 5 1 ~87年間 の 変遷 ”

表 L 6 Tha Ngon国 営農 場地帯 に お け る 主要 品 種 と 収 量
( t/ha 、 も み 、 1 9 89年 ） 5

）

I RR I で 示 さ れ た 碁 準 か ら 判 断 す る と 、 一 般 に

云 っ て ラ オ ス で は 害 虫 は 経 済 被害水 準 ( Econom ic

th reshol d l eve l ) に 達 し な い 。 例 え ば 1 9 8 6 年 雨

期 作 で は 、 Nong Heo に お け る Plant Pro tec tion  

Cen te r の 観 察 に よ る と 、 抵 抗 性 品 種 選抜圃 場 で 、

メ イ チ ュ ウ に よ る 被 害植物 は 0 ~ 5% 、 ga l l - m i d ge

で o . 8 ~ 3 . 8% 、 ト ビ イ ロ ウ ン カ 数 は O ~ O . 6／株 で

あ っ た 。 山 岳 地 帯 ま た は 森林 に 近 接 す る 平 地 で

は Ga l l - m i d ge と Lep toco r i s a に よ る 被 害 は 大 き

ぃ 。 ミ ズ ノ メ イ ガ 、 ア ワ ヨ ト ウ ( armyworm s ) 、 ス ＊ I :  RDの 奇 数 番 号 は も ち の は ず だ が ” で は う る ち と し
て い る 。

リ ッ プ ス は 年 と 場 所 に よ っ て 発 生す る 。 ＊2 : ベ ト ナ ム 経 由

1 9 8 7 年 乾 期 作 で は 心 枯 率 は Nong Heo で 2 . 5 ~ 3 . 9 % 、 Si than tay で 2 . 2 ~ 6 . 6% 、 白 穂 率 は 3. 2 と 2 .

品 種 名 由 来 雨期 ： 乾期
I 

I 

CR 2 03 う る ち イ ン ド＊2 2. 9 9  : 2 . 97  
B 1 0 1 4  II イ ン ド 3. 5 9  : 3 . 5 7  
K hao Hom llal i  II 夕 ィ 2. 67 : 
RD 8* 1  も ち II 2 . 87 : 
RD J O  II II 2. 78 : 2 .  5 9  
I R  789 II I R R I  2 . 7 9  : 2 .  1 8  
RD 6 II 夕 ィ 2. 75 : ＇ 
San Pa ton II 在 来 2. 6 5  : 
Dok May II II 2. 3 3  ， : 
Mome Ma ly  N i ao II 99 3 . 1 9  : 
Feuang Leuang II II 2 . 8 8  : 
Khao Nam l!an II II 3 . 09 ! 
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2 .  5 ％ で あ っ た。 も っ と も 高 い 被害は 、 RD l O で 20- 2 5 . 9 ％ の 心枯率 、 1 3 - 1 6 . 1 ％ の 白 穂 率 で あ っ た 。

ト ビ イ ロ ウ ン カ はV i en t i ane平原 で RD l O や I R8 4 8- 1 2 0 のよう な感受性 モ チ 品 種 で ひ ど く な り つ つ

あ る。 農家 圃 場 で は約 3 0 ％ の 坪枯れを み た 。 ト ビ イ ロ ウ ン カ による被害は通常 4 月 中 旬の暑 く 乾燥

し た 天候 の 期 間にみ られる。

b． 殺虫剤の使用

1 作 に一 回 必 要 な らば散布するように勧 め ている。 通常は虫 の 密度 が 低 く 使用 す る に は及ば な

い。 そ れよ り も耐 虫性品種 の 利 用 を は か り た い。

メ イ チ ュ ゥ 類 がETLに達した と き 、 d i az i non 14G の 施用 が望 ましい。 そ の 施用 に よ っ て4 20k g の

も み ／h a の 減収 を 防 ぐ こ と が で き る 。 4 20kg の も み は 2 2 , 2 6 0 k i p s *  1 に相 当 し、 薬剤費 は 8 , O O O k i p s 

( 1 . O O O k i p s/kg) で あ る。

そ の ほ か S ev i n 8 5  WPを 2 kg有効成分／haの 割で ス リ ッ プ ス 、 ア ワ ヨ ト ウ 、 ク モ ヘ リ カ メ ム シ 等

の 防 除 に使用 す る 。

* 1 :  1 9  90年 2 月 現在 、 US$1. 00= 7 0 0 k i p s 

C ． 抵抗 性 品 種

I R 4 2 、 CR 203 、 I R 2 8 2 3-103 （ い ずれ も う る ち ） ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ト ビ イ ロ ウ ン カ 抵抗性

S a l akham 2 - 9 -1 、 S a l akh am 1-7 - 2 ・ ・ ・ ・ （他 の も ち 品 種よ り ） ト ビ イ ロ ウ ン カ は少ししか つ か ない

B 101 4 bpN 1 8 -1-4 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ メ イ チ ュ ウ 抵抗性

NN 7 5 - 1 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ . . G a l l -m i d geにや られた 後 の 2 番 芽生えによる収 穫

B 101 4 bpN 18-1-4 、 CR203 、 S a l akham 1-7 -2 、 S a l akham 1 - 3 - 2 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 白 葉 枯抵抗性

S a l akharn 1- 7 -1 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ イ モ チ 抵抗 性

I R  2 5 3-1 00 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 倒伏抵抗性 、 あ ら ゆる病気に対 し耐 性

RD 10 、 S a l akh am 1- 3- 2 、 I R  8 4 8 -120 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ト ビ イ ロ ウ ン カ 感受性

ラ オ ス の 稲 作 は 、 民族 ・ 山地か 平地か によ っ て 、 わ かれ る が大部分 が 「 モ チ 」 水稲 で あ る 。

「 モ チ 」 の 水 田 栽培 で は 、 ト ビ イ ロ ウ ン カ が 多発 する こ とは 、 よ く 日 本で 知 られている。 か かる

点 で は ラ オ ス は ト ピ イ ロ ウ ン カ の 調査には き わ め て好 適 なと こ ろ か も 知れない。

- 108-



VI . 森 林 ・ 林 業 事 情

1 . 森 林 ・ 原 野 の 現 況

前 述 し た よ う に 、 2 . 37 0 万 磁 あ る 国 土面 積 の 約 9 3客 、 約 2 , 200万磁 が 荒廃 地 を 含 め た 森林 原 野 で

あ る と さ れ て い る 。 気 候 的 に は 中 ・ 南 部 は 熱 帯 季 節 林帯 、 北部 は 亜 熱帯 季 節 林 帯 に 属 し 、 隣 合 う

タ イ に 類 似 し た 気 候 で あ る 。 た だ 雨 期 ・ 乾 期 と も タ イ と 比ぺ る と 降水 量 は 多 く 、 よ り 湿 油 と 考 え

ら れ る 。 ま た ネ パ ー ル と 同 様 に 山 岳 国 で 平 坦 地 の 割 合 は 非 常 に 小 さ い が 、 氷 雪 地 帯 が広 い ネ パ ー

ル と 異 な っ て 、 最 高 標高 が2 . 8 0 0m 程度 で 、 ほ と ん ど の 地 域 は 2 , 5 00m以 下で あ る 。 し た が っ て 基 本

的 に は 国 土 全 体 の 潜 在植 生 は 森 林 で 、 植物 生産 に と っ て は 良 好 な 自 然環境 と い え よ う 。

ラ オ ス は 広 域 的 な 森林 帯 と し て 次 の よ う に 3 区 分 さ れ て お り 、 二 次 的 あ る い は 特 殊 な も の と し

て 2 種 が あ げ ら れ て い る 。 ① 常緑 樹 林帯 （ 約 3 44万 磁 ） 、 ② 常緑 ー 落 葉 樹 混交林帯 （ 約 5 6 9 万 磁 ） 及 び

③ 落 葉 樹 林 帯 （ 約 1 6 6 万泣 ） が そ れ に あ た り 、 他 に マ ツ 林 （ 約 2 5万磁 ） と タ ケ 林 （ 約 6 0 万 磁 ） が あ る と さ

れ て い る 。 な お こ の 統計 は 1 9 73年 の メ コ ン 委 員 会 に よ っ て ラ ン ド サ ッ ト 衛 星 を 使 っ て 作 成 さ れ た

デ ー タ で あ り 、 以 降

も い ろ い ろ な 形 で い

ろ い ろ な デ ー タ が 出

て お り 明 確 な 数 値 は

な い 。 現 在 地 上 調 査

に よ っ て 森林 の 現 況

が把 握 さ れ つ つ あ り 、

よ り 詳 細 な デ ー タ は

し ば ら く 待 っ こ と に

な る 。

こ れ ら の 森林 帯 毎

の 主要 植 生 は 図 L32
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他

に 示 し た よ う に 低地

半 常 緑林 、 熱 帯 常 緑

地 に か た ま っ て 分布

す る 。 た だ 統計 に あ

る 竹林 は 焼 畑 と 関 係

が 深 く 、 明 確 な 分布 図 L 32 ラ オ ス の 潜 在植生 ( MacK i nnon and MacK innon 1 9 8 6 に よ る ）
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特性 を 持 っ て い な い 。 こ れ ら の 森 林 型 が実 際 に ど の よ う な 植 物 で構 成 さ れ て い る の か は 非 常 に 同

定 が 困 難 で あ る が、 隣接 の タ イ や ベ ト ナ ム の デ ー タ か ら 判 断 す る と 、 低地 の 代 表 的 な 樹 木 は フ タ

バ ガ キ 科植物 で あ る と 考 え ら れ る 。 ま た フ タ バガ キ 科植物 に 付 随 し て ロ ー ズ ウ ッ ド ( Dalberg i a

sp . ） や カ リ ン ( Pterocarpus sp. ） 、 コ ク タ ン (Diospyros sp. ） や チ ー ク ( Tec tona g rand i s ) な ど の 届

木 と 称せ ら れ る 非 常 に 貴 重 で高 価 な 木材 を産 出 す る 植物 に よ っ て 構 成 さ れ て い る も の と 判 断 さ れ

る 。 標 高 7 0 0 - 1 , 5 0 0m で は い わ ゆ る カ シ や シ イ を 主体 と す る 照葉 樹 を 中 心 と し た 樹 種 で構 成 さ れ 、

マ ツ 類 が 混 生 す る 森林 で あ ろ う と 考 え ら れ る 。 九州 南 部 の 植 生 に 類似 す る も の と 判 断 さ れ る 。 そ

れ 以 上 の 標高 で は 落 葉 広 葉 樹 林 帯 と な っ て 、 ナ ラ 類 な ど が森林 を 構 成 す る も の と 判 断 さ れ る 。

中 国

ベ ト ナ ム

4 1 .  9 0 0  ( 5  

( 5 7v 

＇
 ／
 

'‘
 ー

Oudomsai  
230 .  0 0 0  ( 1 5 )  

タ イ

J.
 

図 L 3 3 ラ オ ス の 1 9 8 1 年 時 点 の 県 別 推 定 森 林 面 積 と 森林 率

カ 、ー ボ｀ ジ ア
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2 , 2 0 0 万 認 も の 森林 原 野 が あ る と さ れ て い る が 、 こ の う ち 実 際 に 森林 の ま ま の こ さ れ て い る 面 梢

は 、 1 9 4 0年 時 点 で約 I . 65 0万ha（ 国 土 の 70tば ） 、 1 9 73 年 時 点 で L 1 2 0万ha （ 国 土の 47t採 ） と フ ラ ン ス に

よ る 占 領 時 代 、 計 画 経済 国 時 代 を 経 て 順 次 減少 し て い っ た 。 参考 と し て 示 し た 1 9 8 1 年 時 点 で の 森

林 分布 は 図 L3 3 に あ る よ う に 南 部 諸 県 で 割 合 が高 く 、 北部 の ベ ト ナ ム 寄 り の 、 以 前 か ら 開 発 が進

ん で い た 旧 王都 、 Luang Prabang周 辺地 域 で 非 常 に 低 い 数 値 と な っ て い る 。

ま た 農 業事 情 の 項 で説 明 し た よ う に 、 ラ オ ス

の 農 業 は 稲 作 中 心 で あ る が 、 特 に 水 田 の 割 合 が
表L7 1 98 0 年 時点 の ラ オ ス の 林地 (FAO 、 1 98 8 )

低 い こ と が特 徴 で あ る 。 と い う こ と は 森林 を 伐

開 し 、 陸 稲 を 育 て る い わ ゆ る 焼 畑 農 業 が 中 心 で

あ る と い う こ と で 、 稲 作 全 体 に 占 め る 移 動 焼 畑

の 割 合 は 40 . 7tぢ に 達 す る と さ れ て い る 。 し た が

っ て 現 存 す る 森林 の 質 の 低下 は 非 常 に 進 ん で い

て 、 1 9 88年 に 発 表 さ れ た 1 9 80年 時 点 の FAO統 計

に よ れ ば 全 国 で焼 畑 跡地 や焼 畑 が原 因 と 考 え ら

れ る 広 葉 樹 疎 林 の 面 積 が そ れ ぞ れ 5 0 0万芦 、 5 22

万 磁 と 国 土 全 体 の ほ ぼ半 数 に 達 す る （ 表 7 ) 。

以 上 が ラ オ ス の 森林 の 現 況 で あ る が 、 現 在 進
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め ら れ て い る 全 国 の 森林 調 査 に よ っ て 、 近 々 正

確 な デ ー タ が得 ら れ る も の と 考 え ら れ る 。 な お 、

世 界銀 行 の 統 計 予 想 に よ れ ば 森林 原野 と し て 登 録 さ れ る 面 積 の 概 数 は お そ ら く 1 . 6 0 0万磁程度 に な

る も の と み な さ れ て い る 。 そ の う ち 国 土 の 40�邸 を 占 め る 標 高 1 0 0 0 ~ 2 0 00mの 地 域 で は 樹 種構 成 等の

理 由 で 商 業 的 な 林 業 開 発 は 困 難 と さ れ て い る 。 こ の 中 で 実 際 に 木材生産可能 な 森林 面 積 は 約 5 ~ 6

0 0万 立 と 考 え ら れ て い る 。

2 . 森 林 の 利 用

ラ オ ス は 人 口 に 比 し て 可耕 地 面 積 は 比 較 的 広 く 、 焼 畑 農 民 の 低地へ の 定 着 に は 論 理 的 に は 余 力

が あ る 。 す な わ ち 森 林 国 の 一 つ と し て 考 え て も よ い 潜在 的 条件 を 十分 保 持 し て お り 、 し た が っ て

取 り 扱 い に よ っ て は 森林 を 木材生産 を と お し て 外 貨獲 得 の 場 と し て 利 用 す る こ と は 今 後 き わ め て

重 要 と な っ て く る も の と 考 え ら れ る 。 現在 も 、 国 全 体 の GNPの う ち 1 0 - 1 5布 を林 業 が 占 め て い る 。

な お 国 全 体 の 最 大 の 産業 は 農 業 で 全 GNP に 占 め る 割 合 は 約 6 5 t腐 と な っ て お り 、 工業 な ど そ の 他産

業 は わ ず か に 2 0字 強 と な っ て い る 。 林業生産量 は 、 1 9 8 2年 に 1 4. 6万が で あ っ た も の が 1 9 8 6 年 に は

2 6 . 3 万記 と な る な ど 、 近 年 増加 し て お り 、 GNP シ ェ ア の 増 大 が予 想 さ れ て い る 。

た だ ラ オ ス 政 府 は 計画 経 済 か ら 自 由 経 済 に 変 わ り つ つ あ る 現 状 を 反 映 し て 、 林 業 や 森 林 管 理 に

た い し て 明 確 な ポ リ シ ー を 持 っ て お ら ず 、 現 在 自 由 経済 圏 の 状況 に 合 わ せ た 方 法 を 模 索 し て い る

段 階 で あ る 。 焼 畑 な ど の 森林 破 壊 に 対 し て も 従来 と 同 様 、 ほ と ん ど規 制 し て い な い 現 状 で あ る 。

し た が っ て 、 現在 の 最 も 重 要 な 森林 利 用 は 焼 畑 と い っ て も 過 言 で は な い 。 ま た 、 ネ パ ー ル で み ら

- 1 1 l -



れ た よ う な 土砂 崩 壊 防止 や遺 伝子保全 と い う 観 点 か ら の 森林 管理 も ほ と ん ど な い と い っ て よ い 。

わ ず か に 森林伐採 に 関 し て は 伐採権 の 規 定 が あ る 。 し か し な が ら 保続林業 と い う 視 点 に 乏 し く 、

現 状 は 森 林 か ら の 一 方 的 収 奪 で あ る 。

l )  木材産業 の 現 状

前 述 の よ う に 、 産 業用 木材生産量 は 近 年 増 大 し て い る が 、 焼 畑 な ど で劣 化 し た 森林 が広 い た め

に 今 後 ど の 程度 ま で 増 大 可 能 か 、 予 測 は 困 難 で あ る 。 特 に 森林 を 保続 的 に 利 用 ・ 管理す る と い う

林 業 の 基本 が十分守 ら れ て い な い し 、 そ の 後 の 計画経済 の 段 階 で も 保 続 的 管理 に つ い て の 政策 の

実行 は 希 薄 で あ っ た 形跡 が あ る 。 そ れ が現 存 す る 造林 地 が 1 . 0 0 0 � 程 度 と い う 数 値 に 表 れ て い る

し 、 伐採 後 の 十分 な 管理 が な さ れ て い な い 現 状 、 さ ら に 焼 畑 に 関 し て 制 限 を加 え て い な い 現 状 に

反 映 さ れ て い る 。 開 発途 上 国 の 経済 的 自 立 の 第 一 段 階 は 、 起 爆 剤 と な る 資 金の 獲 得 で あ り 、 人 口

が比 較 的 少 な く 、 森 林 が 潜在植 生 で あ る 場 合 は 木材 輪 出 が最 も 適 切 な 起 爆 剤 と し て 位 置 づ け ら れ

る 。 実 際 に FAOや 世界銀行 も ラ オ ス の 将 来 を 握 る の は 木材 で あ る と う た っ て い る 。

産 業 用 木材 の 伐採 は 政 府 あ る い は 地 方 自 治 体 に よ っ て 管理 さ れ て い て 、 伐採 権 は 国 営 森林 企 業

及 び 公 的 な 企 業 に 与 え ら れ て い る 。 ま た FAOの 見 積 で 1 耐 ／year/man程 度 と さ れ て い る 燃 料 材 の 伐

採 も 同 様 に 管理 さ れ て い る 。 伐採 さ れ る 産 業 用 木 材 は 、 利用 可能 な 約 8 0 種 に も の ぽ る 樹 種 の う ち

わ ずか 唐木 と 呼 ば れ る シ タ ン 、 コ ク タ ン 、 カ リ ン な ど の 高 価 値材 約 1 5 種 に 限 ら れ て い て 、 そ の 他

の 有 用 樹 は 林 地 に 放 置 さ れ る か 収穫 さ れ た と し て も 劣 悪 な 貯蔵 ・ 輪 送 技 術 や 低 い 加 工 能 力 と い う

問 題 の た め 、 品 質 の 低下 が著 し い 。 こ の よ う な 非 常 に 大 き な 資 源 浪 費 が問 題 と さ れ て い る 。

ラ オ ス の 林業 ・ 森林産 業 の 進 展 を 阻 害 し て い る 要 因 と し て 次 の 点 が 国 際 機 関 等 に よ っ て 指 摘 さ

れ て い る 。 ①地方財政資 金 の 限 界 、 ②伐採 可能 な 森林 の 不 足 と 不 適 正 な 森 林 の 管 理 方 法 、 ③ 旧 式

の 伐木方法 と 技術 、 ④技術者不 足 、 ⑤ 国 営林 業 公社 の 管理 能 力 と 手続 き の 処 理 能 力 の 不 足 、 ⑥ 未

整 備 な 輪 送 手段 、 ⑦ 輸 出 市場情 報 の 不 足 、 さ ら に ⑧不 適 切 な 価 格 政 策 な ど が 問 題 と な っ て い る 。

こ れ を 受 け て ラ オ ス 政府 は 以 下 の 実 行 を 始 め て い る 。 ① 国 営林業公社 の 直 面 し て い る 財政 問 題 の

調 査 、 ② 公 社 の 運 営 に 支 障 を き た す要 因 の 摘 出 と 除去 、 ③木材 価 格 の 調整 、 ④ 木材及 び林 産 物 の

生産 量 増 大 、 ⑤ 造 林 事業 の 拡 大 、 お よ び⑥公社 と 政府林業 部 門 の 制 度 に よ る 能 力 向 上 な ど で あ る 。

ラ オ ス は 潜在 的 に シ タ ン や コ ク タ ン の よ う な 貴重材 を 今 後 と も 生産 し やす い 国 で あ る 。 ま た 高 海

抜 地 で は 建築材 に 使 え る 針葉樹材 を 生産 で き る 条件 に 恵 ま れ て い る 。 荒廃 地 の 造 林 な ど 今 後 保 続

林 業 を 進 め る た め に は き わ め て 好適 な 国 と 考 え ら れ る 。

2 )  焼 畑 農 業 の 抑 制 方策

す で に 統 計 で 示 し た よ う に 国 土全 体 の 半数 程 度 が焼 畑 農 業 に よ っ て 劣化 ・ 荒廃地化 し て い る 。

森林 の 保 全 や 国 土 の 保 全 に 際 し て は 、 し た が っ て 焼 畑 農 業 の 伝 統 を い か に 他 に 転化 す る か に か か

っ て い る 。 こ の 問 題 は 必 ず し も ラ オ ス に 限 ら ず 、 他 の 開 発 途 上 国 に 共 通 と 言 っ て い い ほ ど 普 遍 的

な 問 題 で あ る と さ れ る 。 同 時 に 焼 畑 か ら の 転換 が 非 常 に 困 難 で あ る と い う 事実 も 存在す る 。 し か

し な が ら 人 口 が少 な い 間 は 余 裕 が あ る が 、 タ イ や フ ィ リ ピ ン の よ う に 人 口 が多 く 、 焼 畑 頻 度 が増

大 す る と な る と 問 題 は き わ め て 重 大 と な る 。 ラ オ ス 政 府 は こ の 点 を 配 慮 し 、 1 9 9 0年 ま で に 焼 畑 農

業 地 域 を 3 0�踪 ま で に 減少 さ せ る 目 標 を 立 て た が 、 必ず し も 成功 し て い な い 。 特 に 北 部 は ケ シ で有
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名 な 黄 金 の 三 角 地 帯 で 、 こ こ で の 成功 が強 く 求 め ら れ て い る 。

ラ オ ス 政 府 の 焼 畑 減少 の 基本 方 針 は 、 山 岳地帯 で焼畑 を 行 っ て い る 農 民 を 低地灌漑水 田 に 定 着

さ せ る こ と で あ る 。 し か し 特 に 北部 で は 水 田 適地 の 面 積 は 少 な く 、 た と え 移住 が可能 で あ っ て も

灌 漑 開 発 や 移 住 に か か る 経 費 は 政 府 を 直 撃 し て い る 。 ま た 、 ネ パ ー ル の よ う に 棚 田 を 作 る 試 み も

あ る が 、 造 成 に 経 費 がか か り す ぎ 、 さ ら に 多 大 な 労 慟 力 を 必要 と す る の で 、 定着 に 困 難 が あ る 。

ま た 焼 畑 を 伝 統 的 文化 と し て 継 承 し て き た 部族 の 歴史 の 重 み は 無視 で き な く 、 低地 に 定着 さ せ て

も す ぐ に 山 に 戻 っ て し ま う 例 は き わ め て 多 い 。 そ こ で焼 畑 を 完 全 に 除 去 で き な い と い う 前提 の 下

に 、 環 境 保 全 上重 要 で あ る 標高 の 高 い 急傾斜 地 を 中 心 に お い て 焼 畑 を 軽減 す る 模 索 が始 ま っ て い

る 。 歴 史 ・ 文化 と の 関 わ り も あ り 、 と り あ え ず は 65 も あ る 部族毎 、 地 域毎 に フ ィ ジ ビ リ テ ィ ス タ

デ ィ ー を 始 め る こ と が提 言 さ れ て い る 。

3 )  環境保全 と 遺 伝子 保 全

人 口 が少 な く 、 土 地利 用 頻 度 が そ れ ほ ど 高 く は な い た め 、 ネ パ ー ル ほ ど の 深 刻 な 土砂 崩 壊 の 危

険 は な い が 、 今 後 の 人 口 の 増 加 や耕 地 面 積 の 拡 大 に と も な っ て タ イ と 同 じ 様 な 厳 し い 荒廃地化 が

進 む 可 能性 も あ り 、 現在 は ラ オ ス 国 土 に と っ て 非 常 に 重 要 な 時期 と な っ て い る 。 し か し な が ら 政

府 は 環境 保 全 的 林地 利 用 の た め の 方策 を 、 焼 畑 農 民定住化政策 を 除 き 実行 し て は い な い 。 FAO は

こ れ に 対 し て 、 土 、 水 、 森林 、 野 生生物 な ど の 資 源 の 保 全 を 人 ロ ・ 社 会体 制 と の 謂和 を 保 ち な が

ら 実 行 す る こ と を 提 言 し て い る 。 さ ら に こ れ を 進 め る た め の 基 本 と し て 森林 資 源 調 査 計画 の 実施

と 環 境 変 動 評 価 に つ い て の 速 や か な 実 行 が必要 で あ る と し て い る 。

こ れ ら の 自 然環 境 保 全 に 加 え て 、 遺 伝子 や 野 生生物 保 全 に つ い て も FAOの み な ら ず I UCN （ 国 際 自

然 保 護 連 盟 ー 非 政 府 機 関 ） か ら の 提 言 が あ る 。 I UCN は た と え ば 国 立 公 園 と い う 形 で の 特 定地 域 の

保 全 を 求 め て い る 。 す く な く と も タ イ ・ ビ ル マ か ら ベ ト ナ ム ・ カ ン ボ ジ ア に か け て の 地 域 は 昔 か

ら 人 口 が多 く 、 開 発 が進 ん で い る た め に 貴 重 な 植 生 や 野 生生物 の 生 息 す る 生態 系 が破 壊 さ れ て き

た 。 こ の 地 帯 の 中 で 、 中 国 南 部 と ラ オ ス と ベ ト ナ ム を 隔 て る 山 岳地 帯 は 生 活不 適 地 が多 く 、 人 口

が少 な か っ た と い う 生態 系 が残 る 条 件 が あ っ た た め 、 比 較 的 好 適 な 森 林環 境 が保 た れ て き た 。

こ の 動 き に 対 し て 、 表 8 の よ う に ラ オ ス 政 府 は 現 在 前

向 き に 対 応 し て い て 、 全 国 の 森林 の 今 後 の 利 用 形 態 と し て

全 森林 面 積 の 過 半 （ 約56 t腐 ） を 野 生生物 な ど 自 然 環境 保 全 に

充 て る と い う 方針 を 打 ち 出 し て い る 。 IUCN が 提 案 し てい る 、

保 全 すべ き 地 域 の 位 置 と 面 積 、 保 全 さ れ る 植物 生 態 系 と 保

全 に 当 た っ て の 重 要 度 に つ い て は 図 L 34 と 表 L 9 に 示 し た

通 り で あ る 。 今 後 ラ オ ス 政 府 は こ の 提 言 を 受 け て 提 案 さ れ

た 地 点 の 人 口 の 動 向 、 生 活 し て い る 部族 の 歴 史 や 生 活 実 態

な ど を 勘 案 し な が ら 選択 を 進 め る と い う こ と に な ろ う 。 と

も か く 合 計 で 約 480万芦 の 地 域 が提案 さ れ て い る の で 、 全

て を 一 括 し て 選 ぷ と い う こ と で は な く 、 特 に 必要 な 地 域 か

ら 順 次 選 定 す る こ と と な ろ う 。
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表 L 8 政府 に よ る 森林原野利 用 方針

利 用 形 態

保 護 林
環境保全林
木材生産 林

合 計

予 測 面 積

95 0万ha
25 0万ha
5 0 0万ha

I .  7 0 0万ha

保護林 ： 国 立 公 園 ・ 野 生 鳥 獣 保 護 区 他
環境保全林 ： 水源かん登 ・ 崩 壊 防止他
木材生産林 ： 天 然林 ＋ 今後の造林地



注 ： I UCN - I n tern a tional Uni  on for 

Cons e rvat i o n  of  Nature ー は 国 連 の 機 関

で は な い 非 政 府 国 際 機 関 で は あ る が 、 自

然 環 境 保 全 に 対 し て 高 い 権威 を 持 っ て い

る 。 世 界 の 国 立 公 園 の 設 置 基 準 な ど は こ

の I U CN基 準 が用 い ら れ て い る し 、 ワ シ ン

ト ン 条 約 と も 関 係 が 深 い 。 WWF - Wor l d  

W i l d l i fe Fu nd ー と な ら ん で 生 態 系 保 護

な ど 、 自 然環 境 保 全 に 大 き な 役 割 を 演 じ

て い る 。

3 . 林 業 関 係 の 行 政 組織 、 試験研 究機 関 、

林 業 教 育 と 普及

国 全 体 の 行 政 組 織 は 計 画 経 済 圏 か ら 離

脱 し つ つ あ る 現 状 を 反 映 し 、 き わ め て 最
冒

近 上層 部 の 組織 が 固 ま っ た 段 階 で あ る 。
H - h igh  pr i o r i ty 
H - moderate  pr i or i ty 

こ れ か ら 下 部 組 織 が作 り 替 え ら れ る こ と

に な っ て い る 。 現 在 ま で に 暫 定 的 で は あ

る が決 め ら れ た 中 央 官庁 と 農 林 省 の 組織
図 L 34 保 護 区 候 補 地 と 設定優先度 （ 表 L 9 参 照 ）

と 地方組織 は 図 L4 と 図 L5 （ 前 出 ） の よ う に な っ て

い る 。 こ の な か で林業部 門 は 農 林 省 の 一 部 局 （ 森

林局 ） と 位置 づ け ら れ て い る 。 林業 担 当 の 副 大 臣

が い る か ど う か は ま だ不 明 で あ っ た が 、 現在農

業 部 門 の 一 部 と し て 機能 す る の か 、 あ る い は 日

本 と 同 様 独 立 部 門 と し て 位置 づ け ら れ る の か現

在 検 討 中 と い う こ と で あ っ た 。 と も か く ど こ で

も そ う で あ る が 、 森 林部 門 は 国 土保 全 と 生産 の

板挟 み に あ っ て 帰屈 が難 し い 側 面 を 持 っ て い る 。

林 業 が 森 林 か ら の 収 奪 に 中 心 が お か れ て い た

経緯 も あ り 、 特 に 試験研 究 の た め の 林業 試験 場

と か 森林 研 究 所 の よ う な 機 関 は 設 置 さ れ て い な

い 。 現 在 は 行 政 と 研 究 ・ 技 術 が 混在 し た 国 立 事

務 所 ( National Office ) が お か れ て い る が 、 政府

に よ る 森林・ 林 業 の 重視 政 策 が今 後 進 め ら れ る

見 通 し で あ る の で 、 お そ ら く 国 立事 務 所 を 核 と

し て 近 い 将 来 に 研 究 機 関 が作 ら れ る も の と 予 想
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表 L 9 保護 区 と し て 提案 さ れて い る 主 な 森林原野

場所 図 中 番号 森林 型

Xe P iane 4 乾 燥 常緑
Dong Ampham 1 5  山 地 蕗 葉
X e  Bang Nouane 2 2  フ タ パ ガ キ
Nam Kad i n g  44  乾 燥 常緑
Phou Xang He 3 半常紐
Nam  Ila  6 山 地 常緑
Nam Yo 5 0  乾 燥 常緑
Nam Chuane 1 2  山 地 落葉

林 Nam Theun 1 3  山 地 常緑
Na Kai  P l a teau 2 乾 燥 常緑
Xe Bang Fai 5 1  マ 1 • 石灰岩
Nam Poui  7 混交 落葉

湿地
豆 Bung Nang Ngom 38 沼地

Paksane/Pak Sa 65 沼地

注 ： 乾 燥 常緑 一 乾燥常緑林
山 地 落葉 ー 熱帯 山 地落葉林
フ タ パガ キ ー 乾 燥 フ タ パガ キ 林
半常緑 一 低地半常緑林
山 地 常緑 ー 熱帯 山 地 常緑林
マ ツ ー マ ツ 林
石灰岩 一 石灰岩菰 物 社 会
混交落葉 一 混交落葉林

面 積 （ 万 以

1 4 . 4 
1 6 .  2 
1 2 .  6 
1 2 .  9 
7. 5 
8 .  7 
6 . 0 

20 . 8 
1 6 .  3 
1 6 . 2 
J O . 3 
1 4 .  8 

0 .  I 
0 . 6 



さ れ る 。 な お 現 在 設 置 さ れ て い る 国 立 事 務 所 は 、 環境 保 護 に 関 す る 事 務 所 、 資 源 調 査 ・ 森 林 管 理

に 関 す る も の 、 野 生 生物 ・ 水産 に 関 す る も の 、 森林保 護 に 関 す る も の 、 及 び造 林 に 関 す る 事務 所

で あ る 。 各 国 立事 務 所 は 複数 の 、 地 域 に 分 散 さ れ た 支 部 ( Po s t ) を 持 っ て お り 、 地 方 の 情 報 を 得 て

い る 。

一 方教 育 訓 練機 関 に つ い て は 、 高 等林業教育 の 場 と し て Dongdok Techni cal  Fore s t ry I ns t i tu 

te （ 別 の 組 織 図 に よ れ ば ー Dong Dok Forestry  Superior  Schoo l ) がVi enti ane に 作 ら れ て い る 。 近

い 将 来林 業 大 学 に 昇 格 さ せ る よ う に 努力 し て い る と い う 話 で あ る が 、 現在 は 高 等学校 ま で の 基 礎

教育 を 終 了 し た 後 2 年 あ る い は 3 年 間 の 専 門 教 育 を 行 う 組織 と し て 機 能す る に と ど ま っ て い る 。

ま た 、 北 部 Luang Prabang 県 、 中 部Borikhamsay 県 、 及 び 南 部Savannakhe t 県 に 技 術 学校 ( Fore s t T 

echni cal Schoo l ) が、 ま た ビ エ ン チ ャ ン に は 訓 練 セ ン タ ー が設 置 さ れ て い る 。 し か し 、 今 回 の 大

幅 組 織 改 変 で こ れ ら の 教 育 訓 練 組 織 も 変 わ っ て い く も の と 判 断 さ れ る の で 、 詳 細 は 省 略 す る 。

フ ラ ン ス 統 治 下 で は 林 業 に 関 す る 研 究 所 や 国 立大学 に 林 学 部 が設 置 さ れ て い た が 、 現 在 は 大 学

そ の も の が な く な っ て い る 。 計 画 経 済 国 に な っ た こ と に よ っ て 、 森林 ・ 林 業教 育 や 研 究 の 受 け た

打 撃 は 大変大 き い と 考 え ら れ 、 今 後 の 修 復 が非 常 に 困 難 で あ る と 推定 さ れ る 。 い ず れ に せ よ 研 究

機 関 の 設 置 は 図 ら れ る と 考 え ら れ る が 、 0 に 近 い と こ ろ か ら の 出 発 で あ る た め 、 多 大 な 困 難 が今

後 予 想 さ れ る 。 先 進 国 か ら の ア ド バ イ ス が期 待 さ れ る 部 分 で あ ろ う 。

ラ オ ス 農 林 省 付屈 の 研 究機 関 の 研 究水 準 は 、 農

業 関 係 に つ い て は あ る 程 度 伺 う こ と は で き る が、

林 業 関 係 は 専 門 学校 と 国 立 事 務 所 と い う 訓 練 ・ 技

術 機 関 と な っ て い る た め 、 非 常 に 分 か り に く い 。

そ こ で 農 林 省 全 体 の 職員 の 構 成 と そ の 中 の 林 業 関

係 職 員 の 学歴 構 成 を 調 査 し た （ 表 L 1 0 ） 。 あ る 程度

予 想 さ れ た よ う に 訓 練 学 校 で 訓 練 さ れ た 補 助 員 的

な 立 場 の 職員 が多 く 、 先 鋭 的 に 試験 研 究 を 引 っ 張

る 人材 が 少 な い 。 今 後 試 験 研 究 に 重 点 を 置 く と す

れ ば 、 改 善 が必要 と な っ て こ よ う 。

4 . 今 後 重 点 的 に 取 り 組 む 必要 の あ る 問 題 と 解 決

表 L 1 0  農 林 省 廠 員 の 教育水準 と 構 成

教育水準 農 林 省 全 体 森 林 局 の み

作 士以 上 7 3 

学 卒 ・ 専 門 教 育 660  1 1 4 

技 術 習 得 1 .  1 8 2  77 1 

識 業 訓 練 1 .  1 1 6  6 8 4  

技 能 ・ 労 務 2 , 3 3 8  n .  a .  

ムCl 計 5 , 3 0 3  1 .  572  

最 も 新 し い 森林 管 理 に 関 す る 政 府 見解 と し て 、 ① 今 後 は 林 地 管 理 を 森林 局 に 委 ね る こ と と す る 、

② 農 耕 不 適 地 と 潜 在 的 な 森林 を林 地 と す る 、 ③ 林地 を 保 護 林 、 環 境 保 全林 、 経 済 林 に 3 区 分 し 、

目 的 に 応 じ て 管 理 す る 、 ④ 全 国 の 林地 は 合 計 1 . 700 万 芦 と 推 定 し 、 区 分 毎 の 割 合 を 保 護 林 ー 9 5 0 万

芦 、 環 境 保 全 林 ー 2 5 0万 庄 経 済 林 ー 5 00 万 芦 と 案 分 配 置 す る こ と が確 認 さ れ て い る （ 表 VI - 4 ) 。 環

境 保 全 に 強 い 期 待 を 表す 内 容 と な っ て い る が 、 日 本 に 比ぺ て 保 護 林 と 環 境 保 全 林 の 割 合 が き わ め

て 高 く 、 FAOの 提 言 の よ う に 林 業 生産 の 増 強 に 応 え ら れ る か ど う か や や疑 問 の 感 が あ る 。

こ こ で い う 保 護 林 は 日 本 の 生 態 系 保 護 地 区 と 同 様 に 森林 伐 採 が 完 全 に 否 定 さ れ る 森 林 と 予 想 さ

れ る 。 こ の 中 に は 国 立 公 園 と 野 生 鳥 獣 保 護 区 が含 ま れ る も の と 考 え ら れ る 。 な お 日 本 の 国 立 公 園
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の よ う に い ろ い ろ な レ ジ ャ ー ラ ン ド が設 置 で き 、 ま た 一 部 で は 森林 伐採 も 可能 な 森林 管 理 基 準 と

は 異 な る と 予 想 さ れ る 。 環 境 保 護 林 は 、 日 本 の 水 源 か ん養 、 景 観 維 持 ー 風 致 、 水 土 保 全 、 保 健 休

養 な ど の 自 然災 害 防 止 、 文化 的 遺産保 護 、 国 民の 健 康 増 進 、 水 資 源 確 保 な ど の た め に 設 置 さ れ た

森 林 と ほ ぼ 同 様 の 扱 い を 受 け る と 考 え ら れ る 。 経 済 林 は 日 本 の 生産 対 象 林 と 同 じ で 、 そ の 中 に は

天 然 林 と 今後補正造林 な ど に よ っ て 高 品 質化 す べ き 二次林 お よ び 人工林予 定地 が含 ま れ よ う 。

と も か く ラ オ ス の も っ と も 重 要 な 森林 管理 は 、 こ の 国 の 主 要 産 業 で あ る 移動 焼 畑 耕 作 を い か に

定着農 業 に 転化 さ せ る か と い う こ と で あ る 。 ラ オ ス 森林 の 統 計 の 乱 れ も 実 際 に は 移動 焼 畑 耕 作 の

実情 と 過 去 の 焼 畑 跡 地 の 修 復 程度 の 評 価 の 違 い か ら き て い る 。 森 林 統 計 は 今後 の 林 業 や 森 林 管 理

の 基本 な の で 、 焼 畑 跡地 の 評価 基 準 を 明 確 に し た 上 で現在 進 め ら れ て い る 森林 資 源 調 査 に 基 づ く

地域別 森 林 資 源 の 質 や量 が早期 に 明 ら か に さ れ る こ と が強 く 求 め ら れ て い る 。

そ こ で得 ら れ た 統 計 を 基 に 、 ① 森林 地 域 一 林 地 ー の 位 置 づ け と 問 題 点 の レ ビ ュ ー 、 ② ラ オ ス 資

源 地 図 の 改 変 、 ③ 長 期 的 開 発 方針 の 体系 化 、 ④ 開 発 プ ロ グ ラ ム （ 短期 ： 5 年 、 中 期 ： 1 0 ~ 1 5年 、 長

期 ： 2 0年 ） の 準備 、 さ ら に ⑤短期 プ ロ グ ラ ム に お け る 具 体 的 プ ロ ジ ェ ク ト の た め の プ レ フ ィ ジ ビ リ

テ ィ ー ス タ デ ィ の 準 備 が 進 め ら れ る ぺ き で あ る と 世 界銀 行 は 提 案 し て い る 。

さ ら に 世 界銀 行 は 移動 焼 畑 耕 作 を 低 減 さ せ る た め に 次 の よ う な 考 え 方 を 提案 し て い る 。 ① 旧 来

の 高 地 移 動 焼 畑 耕作 者 に よ る 焼 畑 に 加 え て 低地 で耕 作 し て い た 農 民 が焼 畑 を す る こ と が多 く な っ

て い る 。 最近 の 森林 荒廃 は こ の 低地起 源 の 腿 民 に 多 く を 依 存 す る た め に 、 ま ず な ぜ低 地 か ら 高 地

へ と 移動 し た の か と い う 基本 的 条 件 の 解 析が必要 で あ る 。 ②焼 畑 は 悪 で あ る と す る 考 え は 捨 て 、

焼 畑 地 域 限 定 と 農 耕 技 術 の 改 善 を 社 会 経 済 的 必要 性 や 土地 保 全 と い う 観 点 を導 入 し な が ら 努 め る

必要 が あ る 。 具 体 的 に は い ろ い ろ な 形 態 の ア グ ロ フ ォ レ ス ト リ ー を 試 み る 。 ③ 休 耕 期 間 の 短縮 を

図 っ て 、 焼 畑 地 域 を 少 な く す る こ と が次 に 求 め ら れ る 。 そ の た め に は 生産 力 の 自 然 回 復 の シ ス テ

ム を 土壌 ー 植 物 の 対応で検討 し 、 収 穫 や 溶 脱 に よ っ て ど の 程度 の 養 分 が持 ち 出 さ れ る の か を 調 ペ

る こ と と な る 。 ④つ い で 持 ち 出 し に よ っ て 足 り な く な る 養 分 の 必要 量 を 明 ら か に し 、 そ れ を 補 充

で き る な ん ら か の 手段 を と る こ と と な る 。 ⑤ こ の 際 に は 資 金 を 要 す る 速効 性化 学肥 料 と し て の 投

入 を で き る だ け 避 け 、 窒 素 に つ い て は ア レ イ ク ロ ッ ビ ン グ導入 に よ る マ メ 科 な ど の 肥料作物 と 堆

肥 、 リ ン 酸 に つ い て は 過 リ ン 酸石灰 の 様 な 資 材 投入 を 積極 的 に 進 め る 。 ⑥ 結論 的 に い え ば 、 山 地

へ の 農 民 の 定 着 を 促 進す る こ と が こ れ以 上 の 焼 畑 を 止 め る 最 良 の 方策 で あ る 。

5 ． 林業 分 野 に お け る 研 究 ・ 技 術 協 力 の 可能 性

以 上 に 記 載 し た よ う に 、 ラ オ ス は 東 南 ア ジ ア 地 域 の 中 で は 、 イ ン ド ネ シ ア の 一 部 の 島 や マ レ イ

シ ア の ボ ル ネ オ 地域 と 並 び 、 潜 在 的 に は 非 常 に 森林 に 恵 ま れ た 地 域 と 考 え ら れ る 。 た だ 国 民 の 主

食 が 陸稲 を 中 心 と し た 畑 作物 で あ る た め 、 古 く か ら 焼 畑 移 動 耕 作 が続 け ら れ た 結 果 、 天 然林 の よ

う な す ば ら し い 森林 は そ れ ほ ど広 く は な い 。 と は い っ て も 、 近年 ま で は か な り 良質 の 天 然 生 二 次

林 が広 が っ て い た と い わ れ て い る 。 し か し 低 地 か ら の 農 民 が 移 動 焼 畑 耕作 を 始 め る に 至 っ て 、 近

年 は つ い 最近 ま で の タ イ と 同 じ よ う に 森 林 の 荒廃 が始 ま っ て い る 。

タ イ の 森林 が た ど っ た 道 を歩 ま な い た め に も 政 治 経 済 の 形 態 が 急 速 に 変 わ り つ つ あ る 現在 、 森
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淋 管 理 や 林 業 の 重 要 性 に つ いての 認識 は 今 が勝 負 と 考 え ら れ る 。 ラ オ ス 政 府 も そ の 点 を よ く 心 得
てお り 、 政府機 関 の 組織 改 変 に 始 ま っ て 、 農 業・林 業 の た め の 土地 利 用 計 画 、 林 地 の 中 の 各種保
全林 や 経 済林 、 人工造林 予 定林地 な ど の 配分 、 木材・林産 物 の 効 率利 用 シ ス テ ム や 方 法 の 改 善 、
こ れ ら の 施 策 を 進 め る た め の 研 究機 関 の 新 設 な ど 、 FAO に 依頼 してTFAP ー 熱帯 林 行 動 計 画 ( Tropi

cal Fores try Ac t i on Plan) の 一 環 と して全 体構 想 を ま と め つ つ あ る 。 こ の 報 告 の 大 部 分 も TFAPの

提 言 に 基 づ いて紹介 し た も の で あ る 。
こ の よ う な ラ オ ス 政府 の 動 き に 対 応 し て 、 国 際機 関 を 中 心 に 進 め ら れ て き た 技術・研 究 協 力 に

加 えて 、 徐 々 に 二 国 間 協 力 が増 え 始 め て お り 、 一 部 の 国 と の 間 で は す で に 実施 さ れてい る 。 日 本
と して も 合 板 な ど に 使 わ れ る 、 ど ち ら か と い え ば 中 級材 で あ る フ タ バ ガ キ の よ う な 熱帯 降雨 林 樹
種 の 資 源培養の た め の イ ン ド ネ シ ア や マ レイ シ ア と の 協力 に 加 えて、 カ リ ン と か コ ク タ ン 、 シ タ
ン の よ う な 高 級材 を 産 出 で き る 潜在能力 を 持つ ラ オ ス と の 協力 が不 可 欠 で あ る と い う 感 じ がす る 。
特 に こ の よ う な 高 級 材 を 産 出 で き る 国 は タ イ 、 ベ ト ナ ム 、 イ ン ド 、 ビ ル マ な ど で あ る が 、 い ず れ
も 自 国 用 の 木材 生産 に 汲 々 と してい る か 、 あ る い は 国 内 政治 に 問 題 を 胎胚 してお り 、 余 剰産 物 を
産 出 す る 余 力 は な い 。 し た が っ てラ オ ス と の 林業 協 力 は 非 常 に 高 い 優 先度 で進 め る こ と が望 ま し
い と 考 え ら れ る 。 そ の た め に は 政 治 的 な 安 定 が ま ず必要 で あ り 、 昨 今 の 世 界情 勢 の 変化 を 受 け た
現 在 の ラ オ ス 政府 の 政策 に 注 目 す る こ と が必要 で あ ろ う 。

研 究 協 力 に 関 しては 、 い わ ゆ る 技術 協 力 と 同 様 に 進 め ら れ る ぺ き と 考 え ら れ る が 、 試験研究機
関 の 整 備 が現 在 進 め ら れてい る た め 、 研 究機 関 の 創 設 の よ う な 項 目 を 除 き 、 早 急 な 実 行 は 困 難 と
考 え ら れ る 。 将 来 的 に み れ ば 、 ラ オ ス 国 民 の 非 常 に 穏和 な 性格 や 森林・林 業 の 将来 的 な 重 要 度 か
ら 、 今 後 研 究 協力 に 対す る 優 先度 が き わ めて高 い 国 と 位 置 づ け ら れ る 。 そ の 際 に 考 え ら れ る 項 目
と し て は 、 ① 保 全 林・保 護 林 の 扱 い 方 に 関 す る 研 究 、 ②劣化林 の 高 質 化 に 関す る 研 究 、 ③ 焼 畑 農
民 の 定 着 に 関 す る 研 究 、 な ど で あ る 。 ① の 中 に は 野 生 生物 の 動 態 や特 殊林 産物 に 関 す る 課 題 、 亜
熱帯 季 節 林 の 生 態 系 維 持 機構 に 関 す る 課題 、 水土保全 な ど 土壌 動 態 に 関 す る 課 題 な ど が 含 ま れ 、
ど ち ら か と い え ば 森 林 の 保 全 管理技術 の 確立 に 資 す る 研 究 内 容 と な ろ う 。 ② に つ い て は 林 業 技 術
協 力 と 並 行 して行 わ れ る 内 容 が盛 り 込 ま れ る こ と と な り 、 特 に 更 新 技 術 の 改 善 や 高 品 質 材 の 育 成 、
地 域・標 高 別 の 適 性 樹 種 の 選 定 な ど が 中 心 と な ろ う 。 ③ に つ い て は ア グ ロ フ ォ レ ス ト リ ー の 導入
に つ いての フ ィ ジ ビ リ テ ィ ー ス タ デ ィ ー か ら 始 め る こ と と な り 、 低地 へ 定 着 さ せ る 条件 や 方策 、

高 地 で の 定 着 条 件 と 土壌 改 良 、 導入樹 種 や 作物 の 選定 な ど の 課 題 が 求 め ら れ よ う 。 そ の た め に は
林 業 部 門 に 限 ら ず 、 農 業 土木 、 栽 培 、 土壌 部 門 な ど の 共 同 作 戦 が必要 と 考 え ら れ る 。 と も か く タ
イ の Fores t Vi l l age の よ う な 形 態 を つ く れ る よ う な ケ ー ス ス タ デ ィ ー が適 切 で は な か ろ う か 。
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VlI . 熱帯農 業 研 究 セ ン タ ー の 協力 の 可能 性 に つ いて

熱帯農業研 究 セ ン タ ー が こ の 国 の 研 究 に 対 して対応 で き る か ど う か と い う 問 題 に つ いては 、 研
究 環 境、生活環境、 さ ら に 政 治 的 な 環 境 の 面 か ら の 検 討が必要 で あ ろ う 。

研究環境 に つ い て は こ こ ま で に 十分 説 明 し た の で大要 は 理解 さ れ る よ う に 、研究機 関 の 再 編 が
進 め ら れ て い る 段 階 で あ る た め に 、例 え ば、研究所創 設 と い う よ う な 建物 ・ 資 槻材 の 建 設 ・ 確保

か ら 始 め る た め に 、 十分 な 資 金 が あ る と は い え な い 熱帯 農 業 研 究 セ ン タ ー で は や や 困 難 と い え よ
う 。 あ と し ば ら く 情 勢 が 落 ち 着 く ま で待 つ 方 が よ い か と 考 え ら れ る 。

生活環境 に つ い て は 食 事 面 に つ いては 、 日 本 食 の ル ー ツ と も い え る よ う な 、 コ メ を 中 心 と し た
食生活 で あ る た め に 、 日 本人 に と っ ては 問 題 は な い よ う に 考 え ら れ る 。 た だ モ チ ゴ メ を 使 っ た オ
コ ワ が 中 心 と な る の で、毎 日 が 日 本 の お 祭 り み た い な 食事 と な る 。 一 方、教育 や娯楽 の 面 で は 、
例 え ば 日 本人学校 や イ ン タ ー ナ シ ョ ナ ル ス ク ー ル が 完 備 してい な い 等 非 常 に 立 ち 遅 れてい る 。 ま
た 必要 品 の 調 達 と か、道路 な ど を使 っ た 便利 さ は な い の で、生活 条 件 全 体 と しては そ れ ほ ど 良 好
で あ る と は い え な い 。

政 治 的 環境 と し て 、政 治 的 に は あ る 程度 安 定 し て き て は い る が、依 然 と し て 一 部 で は 革 命 前 の
勢 力 が残 っ て お り 、小競 り 合 い を 繰 り 返 し て い る と い う よ う に 、必ず し も 良好 と は い え な い 。 し
か し 徐 々 に 計画 経済 体制 が反 対勢力 の と な え る 自 由 主義 体 制 に 移行 し つ つ あ る の で、今 後 安 定 化
に 進 む こ と は ま ち が い な い 。 非 常 に 穏和 な 人 種 で構 成 さ れ て い る 国 で あ る の で、 も し 安 定 が達 成
さ れ れ ば 、 日 本 人 に と っ ては 協力 し やす い 代 表 国 と な る で あ ろ う と 推 定 さ れ る 。

一方現政権 の 外 国 か ら の 協力 に 対す る 考 え 方 に つ いては 組織定着が遅れ て い る た め に 、 ま だ 十
分 な 対応が で き な い で い る 様 子 で あ る 。 た だ基本 的 に は 協 力 に つ い て は 前 向 き の 意 向 が あ る と 推
察 し た 。
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まとめ

ネ パー ル、ラオスが属するアジア諸国のGNPについて注目してみよう。1985年の統計によれ

ば、アジア諸国の中で国民一人当りの国民総生産が最も高いのはアラプ首長国連邦で、ついでプ

ルネイ、 カター ル、 クウェ ー トと続く。しかしこれらの国はいずれも石油収入によって潤ってい

る国々であり、石油に頼らず産業立国として富を蓄積しているのは、日本、台湾などのNIES

諸国、イスラエルである。

一方、一人当りGNPが200US＄以下と低い国々を見ると、アジアでは大きく二つの地域が貧し

大を代表している u

一 つはベトナム、ラオス、 カンボジアのいわゆるインドシナ地域であり、い

ま一 つはビルマ、 バングラディシュ、ネパー ル、プー タンからアフガニスタンに至る南アジア地

域である。中でもラオスは90US＄とアジアの中では最も低所得の国である。ネパー ルも下位から数

えて4番目、160US＄である。

今回の調査では、ネパー ル、ラオス両国の農業、林業の生産構造を中心に調査を行ったわけで

あるが、奇しくもこの両国は低所得と内陸国という点で共通する。陸封国としてネパ ールの場合

は北に中国、南にインドと人口がそれぞれ11億、 8 億で世界 1 、 2 位の両大国に挟まれており、

ラオスの場合は東にベトナム、西にタイのやはり人口5千万人以上の強国の狭間にある。いずれ

も海への出口はなく、第3国との大量の物資の交易には、陸上輸送でまず隣国のインド、あるい

はタイ、 ベ トナムヘ送り、そこから船に積み替えるという方法を取らざるを得ない。

ネ パー ルの大使館では日本、 ヨ ー ロ ッ パ等の観光客の観光収入の重要性について、またラオス

の大使館ではかさばらなくて高価な航空輸送に適した産品は何かなかろうか、ということに話題

が集まった。両国とも産業振興を図ろうにも、内陸国故の封鎖性という立地条件が大きな障害と

なっているのである。国内の生産力が弱い、したがって貧しい。これを足腰の強い体勢とするた

めに重点的に開発を進める部門が必要となってくる。その第一歩が農業である。

両国とも、農業を含めて産業発展の大きな障害としてあげられるのが、インフラ、つまり道路

網、輸送手段の不備である。農業の発展段階として穀物の生産が安定してくると、その後に園芸

作物と畜産の生産拡大が続く。現在ネパー ル、ラオスでは穀物生産の段階での苦闘が続いており、

園芸・畜産はきわめて低いレベルで低迷している。その一 因は輸送手段の欠落である。例えば園

芸作物は穀物に比較してかさばる、鮮度が落ち易い、等の問題があるため、効率的な集荷とその

後の迅速な市場輸送が行われないと、消費者が手にする前に質と量が低下する。また、市場に入

っても、大口の販売組織を持たず バ ザー ルのような小売では、輸送効率と共に店頭に並べられて

から売買が終了するまでにロスが多い。したがって炭水化物だけでなく、国民に栄養バランスの

よい食料を供給するためにはインフラ整備等に行政の強力な指導力が発揮されなければならない。

これらの問題に対処するために、行政組織の機能的運用が求められている。大要は日本と同じ

であるが、ネパー ル、ラオスとも独特の省レベルの組織を動かしている。両国とも国防、法務、

外務、内務、大蔵、文部、厚生、通産、運輸、農林、郵政の各省は日本とほぼ共通である。しか

し、日本の通産省と農林水産省に対応する組織が複数の省に分かれている。通産関係ではネパ ー
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ルで商業省と工業省、ラオスで工業通商省と商務対外経済関係省に区分されている。 また農林関

係についてもネパールでは農業省、森林土壌保全省と複数になっている。 これらの事実は両国が

如何に商工業の発展や森林保護に力を入れているかを物語っている。 またネパールでは観光省、

ラオスでは計画経済省が独特で、観光重点政策を進めるのに適切であると共に、ラオスでは過去

の政体をまだ引きずることとなっている。 これらのほか、 ネパールのパンチャヤ ッ ト農村開発省

やラオスの民族委員会などはそれぞれの多民族国家を反映した組織で、興味深い。

どちらの国も山また山の農業にはあまり適切とはいえない国土を持っている。 森林は農業に必

要な水の常時確保という意味で、非常に重要な働きを持っている。 しかし、 ネパールの森林はす

でに危機的な状況に立ち至っており、今後の農業の発展にかげりを与えるのではないかと危惧さ

れる。 ラオスでは森林地帯での焼畑農業が主流であり、質は低下しているが、まだ森林は残され

ている。 農業用水の確保という点ではまだ余裕はあるが、 今後人口が増大し、農業生産を増やす

ことになれば、このままの状態で進めることには懸念がある。 森林消失によって大きな影響が出

たタイの例もあり、現在の農業生産構造の見直しが今後求められることとなろう。
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